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第二東名高ੱ道路は静岡県を東西に҆断する形で建設がॳめられており、۽டष市

ً๖以東をࣩいてԇ地でƥの建設に伴う発掘調査をࠍࡑしてきました。本書はƥのう

Ʃの島田市牛尾に所在する駿河山遺跡の発掘調査成үをまとめた報告書のő分冊๋に

あたり、駿河山遺跡の最終報告書となります。

島田市域では、रȉ山遺跡、रۤࠇ༭古ຟ跡、駿河山遺跡、रϲઃ遺跡のŏҸ所で

本調査が行Ǘれ、いずれも地域の歴史を物܃る֫ࢲな成үが௻られました。本書で報

告する駿河山遺跡は、ƥの中で最も大֩฾に調査が行Ǘれた遺跡で、発ۂされた縄文

時代中期前半〜後期後半、弥生時代後期〜古墳時代前期にੳするં種ં໷の遺構・遺

物は、この遺跡が大Ѝ৵໙域ٙࠉの大遺跡であることを物܃っています。

本書は駿河山遺跡の弥生・古墳・歴史時代編の３分冊๋に௓たり、弥生〜古墳時代

の溝状遺構・土坑・性格不明遺構、ƥして平安時代から近世の掘立柱建物跡・溝状遺構・

土坑、性格不明遺構にƬいて報告します。

弥生時代後期から古墳時代前期に関しては、これまでૉڣ住居跡 200 掘立柱建、ۅ

物 63 方形周溝墓、ۅ 36 基の調査成үを報告してきました。これらの成үと൮せて、

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての駿河山遺跡は、弥生時代後期中ຢから後ຢ

に居住域が展開し、弥生時代後期末に集落に墓域が形成され、古墳時代前期前半には

居住域と墓域を溝によって区画するような集落の変化が起こったことが明らかとなり

ました。この区画溝は古い墓域をӘしており、駿河山遺跡で何らかのࡡӔ変化が起こっ

た可能性もࠉஃできます。

ఛ໴・平安時代以降に関しては、集落の様੏は判然としませんが、区画溝が検出さ

れたことから、駿河山遺跡の付近に居住していたॶÐがד໸地を݁߁地として利用し

ていた可能性も考໣されます。

このように断続的ではありますが、この遺跡におけるॶÐのԩ௫のГ૝を窺い૯れ

る成үがװƚられました。こうした成үは地域の歴史、文化を૯るरでڠかせないࠢ

໬となることとࠈいます。

本書が、ףڽ者のǇならず、県ภのӨ様にܢƗԩ用され、地域の歴史を໊ӕするГ

࣢となることを։います。

最後になりましたが、本発掘調査にあたり、中日本高ੱ道路Ե࠿Ӕࡡ東ש）ࡡࠊ׻

҆ഢࡡࠊ）ǃか、ԇ関ٱ機関の۽Ѭ໊۽、࣢ӕをいただきました。このषをࡩりてܓ

Ɨ۽༔०しरƚます。

2013 年３月

静岡県埋蔵文化財センター所ସ

࣬ 田 ࣔ ๘
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Ō 本書は静岡県島田市ؽ谷地区における第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうƩ、静
しずおか

岡

県
けん

島
し ま だ し

田市牛
う し お

尾 1174 番地ઁに所在する駿
す る が や ま い せ き

河山遺跡の発掘調査報告書である。駿河山遺跡の発掘調査報

告書は、平成 19 年ஶにí駿河山遺跡˿（ইಾ編）î、平成 21 年ஶにí駿河山遺跡̀（縄文時代編第

Ō分冊・第ō分冊）îחƻí駿河山遺跡́（弥生・古墳・歴史時代編Ō）îがՈ行されており、平成

23 年ஶにはí駿河山遺跡̂（弥生・古墳・歴史時代編ō）がՈ行されている。本書は駿河山遺跡の

報告書としてはő分冊๋にあたるため、í駿河山遺跡Ⅴ（弥生・古墳・歴史時代編３）îとしている。

ō 調査は第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業ยとして、中日本高ੱ道路Ե࠿Ӕש）ࡡ日

本道路܏૥静岡建設ؤ）のϸ઺をࢄけ、静岡県ؐАϸОӔ文化財ඐ܅Ӏ（ש静岡県ؐАϸОӔ文化Ӏ）

のࠉ௮のもと、財૥඲ॶ静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所がࠍࡑし、平成 23 年ஶ以降は静岡県埋蔵文化

財センターが௬ףڽ所の業ยをСきڊいでࠍࡑした。

３ 駿河山遺跡（第二東名͕ 91 地஝）の確認調査・本調査חƻࠢ໬ষ໊の期間と調査૕௓者は以ҟの

とおりである。धެな調査ઑরにƬいては֚Ոのí駿河山遺跡̀（縄文時代編第Ō分冊）î第ōच第

Ō২をߣओいただきたい。

ú財૥඲ॶ静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所û

・確認調査¾平成 10 年８〜 10 月 ੰ立ࣔ߻、河合࢑、৵रவ

・本 調 査¾平成 10 年 10 月〜平成 11 年３月 ੰ立ࣔ߻、河合࢑、৵रவ

平成 11 年ŏ月〜平成 12 年３月 、石田ඌ、࢑ೊୌহബ、࣡সӐГ、河合、߻৵ח

ی道इ、大໾޽้

平成 12 年ŏ月〜平成 13 年３月 中田出、大ಡ要、࢑ೊୌহബ、࣡সӐГ、河合、߻৵ח

平成 13 年ŏ月〜平成 14 年３月 ࣀ܎Җ田、࢑Ҧ௞埋文、河合、߻৵ח

・ࠢ໬ষ໊・報告書߁成¾平成 17 年 12 月〜平成 19 年３月 河合࢑、༖้ࢷ子

平成 19 年ŏ月〜平成 20 年３月 河合࢑（ŏ〜ő月、12 〜３月）、༖้ࢷ子

平成 20 年ŏ月〜平成 21 年３月 उ৵ࢷ子（שল༖้）

平成 21 年ŏ月〜平成 22 年３月 河合࢑

平成 22 年ŏ月〜平成 23 年３月 溝ٵࣿܔ

ú静岡県埋蔵文化財センターû

平成 23 年ŏ月〜平成 24 年３月 田中萌子

平成 24 年 10 月〜平成 25 年３月 大竹弘高

ŏ 本書は第Ōचを田中萌子がࡈഃし、大竹弘高がГ൉Ҧഃした。第ō、３चを大竹弘高がࡈഃした。

付編 第 1・2২はȌリȉ・ǰーȯǢǟԵ࠿Ӕࡡ、第 3২はമ山大ԙ໊ԙ൉地עҭԙؐܢࡋ岡܏ബࠒ、

஬ඈຂ౐ࠒがࡈഃした。

Ő 本書の編集は静岡県埋蔵文化財センターが行った。

ő 。Ȑǳȟșにϸ઺したࡡӔ࠿ƻ遺構測໷のГ൉はԵחыߔ஝測໷、ِ中࡛२࣍地での基۔

７ 発掘調査では以ҟの方Ðにࠉ۽௮、࣢ۗ۽をࠣった。ܓƗ۽༔०しरƚる。

ϲ௞ୋۓ ௞ૄງއ ߡࢪ๝۵އ ȱ谷路ॶࡓ 原ཋ大ࡓ 田ผࡕ ᓥ谷आ೼ યષ৆

಄原ҥඐ໏ उЍГ明 二ݒ޷ܕ （ङ໗ڂ・Ҟࣔࢪ۵）

８ 発掘調査のࠢ໬は、すǁて静岡県埋蔵文化財センターがඐըしている。
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第Ōच 調査の成ү

第Ō২ 検出遺構
Ō 弥生〜古墳時代の遺構

á１âܷीЋܲ

ŧŘ 70029áફ１図â

ＤŐǫリǾドで検出された。遺構の఩東੩では॥さ 28 ̹のࣹ土坑に切られており、さらに఩東の૝

ではＳş 70344 に切られている。遺構の֩฾はਙସ 4#56 Ż、൒ 12 〜 40 ̹、॥さはГ୩ではなƗ、最

も॥い所で 10 ̹である。断面はג઩形状もしƗはߟ状を୧している。

遺物は土器අが出土しているが、いずれもࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため遺構の時期は明確ではないが、周ඈのૉڣ住居跡と近い時期の遺構の可能性があ

り、弥生時代後期から古墳時代前期のいずれかの時期にੳする遺構と考えられる。

ŧŘ 18136áફ１図â

Ŝ７ǫリǾドで検出された。ＳŜ 14389 の溝のఝ੩に形成されている。遺構の఩੩は調査区ӱとな

るため、本ີの֩฾や形状は୩かでない。検出൉分の֩฾はਙସ 1#06 Ż、൒ 53 ̹前後、॥さ 20 ̹で

あり、住居ఝの溝より॥Ɨ掘りݳまれている。検出൉分から঍測される平面形はସ方形に近い形状と

考えられる。

遺物は土器අが出土しているが、いずれもࣹඅでありࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため遺構の時期は明確ではないが、周ඈの遺構と௬時期であれƸ、弥生時代後期から

古墳時代前期のГ時期にੳする遺構と考えられる。

ŧŘ 13028áફ１図â

Ş 13 〜š 16 ǫリǾドで検出された。ਙସ 37#5 Ż、൒は北東੩では 40 〜 60 ̹であるが、఩西੩で

は 20 ̹୷ஶとなりؔƗなる。॥さは 20 ̹である。北東੩は平安末〜Ժ਷時代のＳＤ 13387 に切られ

ており、中Ҁ付近をԊຽと平安時代末からԺ਷時代のＳＤ 13053 にӘされる。఩西੩で掘立柱建物跡

ＳŖ 80026 とϳ૷的にࢲなっているが、遺構の切り合いがۂられないためॠש関ٱは判然としない。

また఩西૝ではＳŜ 13019 を切っているため、ＳŜ 13109 よりॠしい時期の遺構と考えられる。

この遺構は、ૉڣ住居のࣺないҸ所に構ૼされており、この遺構の東西にૉڣ建物なƱが集中して

いるため、集落を区画する溝のГ൉、もしƗは౬঎のための溝といった機能が考えられる。ただし、

切り合いとԊຽによる遺構の౤Әが著しいため、ＳＤ 50838 との関ٱやこの遺構の性格に関しては確

୩的なことは判断できない。

遺物は土器අが出土しているが、いずれもࣹඅでありࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため遺構の時期は明確ではないが、周ඈの遺構と௬時期であるとすれƸ、弥生時代後

期から古墳時代前期のГ時期にੳする遺構と考えられる。

ŧŘ 13234áફ２図â

ř 15 ǫリǾドで検出された。遺構の֩฾はߵ存ସで 3#2 Ż、൒ 40 〜 56 ̹、॥さ 22 ̹である。北

੩は調査区ӱとなり、఩東の૝はԊຽをࢄけているため、ਙઑの形状は判然としない。検出されてい

る൉分の形状の特ଦとしては、溝の൒はГ୩ではなƗ、ர中で西੩へ大きƗତり出すҸ所がōҸ所ۂ

られる。

遺物はᄘ（第 49 ই - Ō・ō）と઩付ᖫ（第 49 ই - ３）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半から古墳時代前期前半にϳ૷付けられる。
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ŧŘ 1420áફ２図â

Ŧ 29 ǫリǾドで検出された。遺構の֩฾はਙସ 4#1 Żで、൒は 1#0 〜 1#72 ŻとГ୩ではなƗ、॥

さは 50 ̹である。北東੩でＳŜ 1426、఩西੩でＳŜ 1419、北西੩でＳş 3838 を切っており、溝ఝ面

の北東੩ではＳş 3850 が検出された。不୩ٸな形状であり、ࣹ֩฾な溝であるため、Ʊのような性格

の遺構であるかは不明である。

遺物は遺構の఩੩で高უ（第49ই-ŏ）が出土し、఩西੩で器઩（第49ই-Ő）、中Ҁの北東よりでᄘ（第

49 ই - ő〜Ŕ）、઩付ᖫ（第 49 ই -10 〜 13）が出土し、石器は石গ（第 49 ই -14）が出土した。

出土遺物から、ＳＤ 1420 は古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

ŧŘ 50838áફ３½４図â

Ś 17 〜š 20 ǫリǾド、調査区のǃǄ中Ҁで検出された区画溝である。ਙସ 104#2 ŻとସƗ、77 Ż

఩西にܕかってのƻ、఩東へŠࠫ状にٙإし、ƥこから 27#2 Ż৯までのƻる。൒は 80 ̹〜 1#2 Ż、॥

さは最もৼいşÕş� 地஝で 24 ̹である。最も॥いのはŚÕŚ� 地஝の方形周溝墓ＳŮ 50880 とࢲな

るϳ૷で 88 ̹である。॥さ 84 ̹のśÕś� 地஝をࣩƗとઁは 40 〜 68 ̹のೆ϶に収まり、Ś・ś地஝

のǇがઁの地஝にೝǁ著しƗ॥Ɨなっている。ＳŜ 53085、ＳŮ 50880、ＳŜ 54721、ＳŜ 50801、Ｓ

Ŝ 50800 を切っていることから、これらのૉڣ住居や方形周溝墓よりॠしい遺構と考えられる。

遺物はᄘ（第 50 ই -15 〜 29）、઩付ᖫ（第 51 ই -31 〜 34）、石ߟ（第 50 ই -30）が出土した。

出土遺物から弥生時代末から古墳時代前期に֟ੳするものとࠈǗれる。

ＳŮ 50880 が古墳時代前期ࣖ௧ݵにϳ૷ƭけられること（静岡埋文セ 2012）やＳＤ 50838 の出土遺

物から判断して、古墳時代前期ࣖ௧以降、前期前半の遺構と考えられる。この溝は居住域と墓域を区

画する用ரがあると঍測されるが、調査ೆ϶のӱ੩にまでのƻていることからかなりܢいೆ϶を϶ǈ

ものとࠈǗれる。これまで報告したように、大ٸで方形のૉڣ住居の分രが東੩にඃることを考໣す

ると（静岡埋文ڽ 2010）、弥生時代後期には઩地ਙ域に居住域が展開していたとこǕを、古墳時代前期

に至り、溝によって居住域と墓域を分໐するといった大֩฾な区画ষ໊が行Ǘれたと考えられる。

á２â土ܘ

ŧş 70192áફ５図â

řŌǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 76 ̹、૜ࡃ 67 ̹、॥さ 39 ̹で、平面形は不ষѤ形を୧し

ている。఩西੩に૫ތを࠮Ʃ、୫面は西੩がৼƗ、東੩に行ƗにƬれて次第に॥Ɨなる。

遺物は୫面から 12 ̹ഷいたϳ૷でತ（第 52 ই -46）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70186áફ５図â

řōǫリǾドで検出された。検出状ؒからࣺなƗとも３Ƭの土坑が௬ГҸ所で掘られた可能性があ

る。土坑の最大֩฾はସࡃ 85 ̹、૜ࡃ 65 ̹、最॥൉の॥さが 70 ̹である。西੩のर૝にГ൉ৣして

ఝ੩にはࣹ土坑が掘られている。西半分の॥さは 35 ̹で୫面は平૔であるが、中Ҁを境に東ではさら

に 35 ̹॥Ɨ掘りݳまれ、୫面はռƗなっている。

遺物はᄘ（第 52 ই -47）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 70096áફ５図â

řōǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 30 ̹であり、平面形はઍѤ形を୧

する土坑である。西੩でઁのࣹ土坑とৣしている。断面はג઩形を୧しており、北西੩から఩東੩に

。かってࣦÐに॥Ɨなっているܕ
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遺物はᄘ（第 52 ই -48）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 70045áફ５図â

Ś３ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 50 ̹、૜ࡃ 38 ̹、॥さ 42 ̹で、平面形はઍѤ形を୧する

土坑である。北੩と西੩でƥれƦれ別のࣹ土坑を切っている。断面はג઩形を୧しており、୫面はǃ

Ǆ平૔で、やや北੩に֒る。

遺物は઩付ᖫ（第 52 ই -49）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70052áફ５図â

Ś３ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 53 ̹、૜ࡃ 51 ̹、॥さ 44 ̹で、平面形はǃǄѤ形を୧す

る土坑である。断面はג઩形を୧しており、୫面はǃǄ平૔である。

遺物は୫面から約 19 ̹のϳ૷でᄘ（第 52 ই -50）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70227áફ６図â

řŏǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#2 Ż、૜ࡃ 1#08 Ż、॥さ 57 ̹で、平面形は西੩のГ൉

がᗨ状にఈ出した不ষ形なѤ形を୧した土坑である。୫面はઍѤ形で、断面はժやかなũࠫ形を୧し

ている。また、୫面は西੩では平૔であるが、東੩では 。している࡟ٲ30°

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は不確୩であるが、付近には溝で϶ǗれたＳŜ 70002 なƱの

ૉڣ住居跡があることから、これらの遺構と௬時期であるとすれƸ、弥生時代後期から古墳時代前期

のГ時期の遺構と考えられる。

ŧş 70243áફ６図â

ŚŏǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#31 Ż、૜ࡃ 97 ̹、॥さ 12 ̹の不ষ形でৼい土坑である。

ҟ૝はर૝にѭうϳ૷にあり、୫面はܢƗ平૔である。

土坑中Ҁ北੩では遺物がまとまって出土しており、઩付ᖫ（第 52 ই -52 〜 54、第 53 ই -55・56）

が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70068áફ６図â

řŏǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 44 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 38 ̹で、平面形はѤ形状を୧する

土坑である。断面はג઩形を୧しており、やや॥Ɨ掘りݳまれている。

遺物は୫面から８̹ഷいたϳ૷でࣹٸռ୫ತ（第 52 ই -51）が出土した。

出土遺物から、遺構の時期は古墳時代前期末にϳ૷付けられる可能性がある。

ŧş 70128áફ６図â

ŚŐǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 62 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 41 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧す

る土坑である。ＳŜ 70007 ఝにあり、住居がԉତされる以前と考えられるఝ੩のࣹ֩฾住居の東੩の

溝を切っている。この土坑は఩西੩に࡟ٲをƬけて掘られており、北੩はǃǄঋଽに近Ɨなっている。

୫面はर૝にೝǁؔƗ、断面はŪࠫに近いũࠫ形を୧している。

遺物はᄘ（第 53 ই -57・58）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70118áફ６図â

Ś・śŐǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 40 ̹、॥さ 37 ̹であり、平面形はǃǄѤ
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形を୧した土坑である。断面はಙ状に近いג઩形を୧しており、୫面は平૔ではなƗ東੩がǗずかに

॥Ɨなっている。

遺物は઩付ᖫ（第 53-59）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 70133áફ７図â

ŚŐǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 40 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧す

る土坑である。ҟ૝はर૝にѭっており、断面はややռǇをખƻたג઩形を୧している。

遺物は઩付ᖫ（第 53 ই -60）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70315áફ７図â

ŚőǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#1 Ż、૜ࡃ 1#02 Ż、॥さ 30 ̹であり、平面形は西੩が

ࣺし৴った不ষ形な形状を୧した土坑である。断面はג઩形に近い形状で、西੩の࡟ٲがժƗ掘られ

ている。୫面も平面形は不ষ形で、୫面は平૔ではなƗややռǇをખƻて掘られる。

遺物はᄘ（第 53 ই -62）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 70150áફ７図â

řőǫリǾドで検出された。ఝ൉に૫ތを࠮Ʃ、東੩が॥Ɨ掘りݳまれているため、ࣺなƗともō

Ƭの土坑が௬ГҸ所で掘りݳまれた可能性がある。遺構の֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 39 ̹で、西੩の॥

さは 12 ̹、東੩は 25 ̹である。平面形に関してはઍѤ形に近い形状を୧しており、断面に関しては

東੩の遺構がũࠫ形を୧しており、西੩の遺構がߟ状を୧してしたと考えられる。

遺物は઩付ᖫ（第 53 ই -61）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 70316áફ７図â

Ś７ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#42 Ż、૜ࡃ 80 ̹、॥さ 11 ̹で、平面形はٔռのସ方形

状を୧した、やや֩฾の大きい土坑である。土坑のҟ૝はर૝にѭっており、土坑の୫面はܢƗ平૔で、

断面はߟ状を୧している。఩東のٔにはઍѤ形状のࣹ土坑が掘られている。

遺物はᄘ（第 53 ই -63）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 70304áફ７図â

ś７ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#42 Ż、૜ࡃ 1#24 Ż、॥さ 26 ̹で、平面形はѤ形に近い

形状を୧した土坑である。北西੩でＳş 70305 を切っており、఩੩でＳş 70303 に切られている。土

坑のҟ૝はर૝にѭっており、୫面はܢƗ平૔で、断面はߟ状に近いג઩形を୧している。

遺物は土器අが出土しているが、いずれもࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため遺構の時期は明確でないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳすると

考えられる。

ŧş 70359áફ８図â

ŗ７ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 3#63 Ż、૜ࡃ 1#33 Ż、北੩の最も॥い所で 83 ̹であり、

平面形はସઍѤ形状を୧する大֩฾な土坑である。఩北方ܕの断面は఩から北へܕかってࣦÐに॥Ɨ

なっており、東西方ܕの断面はߟ状に近いũࠫ形を୧している。

遺物は土坑ఝでંঝ出土しており、ᄘ（第 53 ই -64 〜 69、第 54 ই -70）、ತ（第 54 ই -71・72）、

特ࡻ遺物（第 54 ই -73・74）が出土した。
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出土遺物から古墳時代前期前半以前に構ૼされた遺構と考えられる。

ŧş 13707áફ９図â

řŔǫリǾドで検出された。֩฾はଽٻ 40 ̹、॥さ 28 ̹で、平面形はやや不ষ形なѤ形状を୧す

る土坑である。断面はג઩形を୧しており、୫面は平૔である。఩〜東੩ではＳş 13708 等の３基の

ࣹ土坑を切っている。

遺物は୫面から 11 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 56 ই -105）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 13712áફ９図â

řŔǫリǾドで検出された。中Ҁ൉にଽ20̹ٻ前後のࣹ土坑が掘られているため、ఝ൉に૫ތを࠮Ƭ。

このことからࣺなƗともōƬの遺構が௬ГҸ所で掘りݳまれたと考えられる。ōƬの土坑とも、平面

形はѤ形状を୧している。֩฾はସࡃ 52 ̹、૜ࡃ 50 ̹であり、ࣹ土坑のあるϳ૷が最も॥Ɨ 32 ̹で、

ƥのӱ੩では 24 ̹の॥さである。

遺物は઩付ᖫ（第 56 ই -106）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 15365áફ９図â

ŚŔǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#28 Ż、૜ࡃ 1#24 Ż、॥さ 39 ̹で、平面形ǃǄѤ形状を

୧する土坑である。ＳŜ 14083 掘方のѴඈをਙ周する溝を切っており、఩東でＳŜ 14083 の柱ڣであ

るＳŤ15412を切っている。ҟ૝はर૝と௬様にѤ形で、୫面はܢƗ平૔で、断面はג઩形を୧している。

遺物はᄘ（第 56 ই -107）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 15905áફ９図â

ŚŔǫリǾドで検出された。前ࢿのＳş 15365 と௬様、ＳŜ 14083 掘方のѴඈをਙ周する溝を切っ

ており、東੩でＳş 15398 に切られている。֩฾はସࡃ 46 ̹、૜ࡃ 39 ̹、॥さ 44 ̹である。住居の

溝より॥Ɨ掘りݳまれ、断面はũࠫ形を୧しており、୫面はռƗなっている。

この遺構では遺物が出土しなかった。

遺物が出土していないため時期は不確୩であるが、ઁの遺構と௬じ時期であるとすれƸ、弥生時代

後期から古墳時代前期のГ時期にੳする遺構と考えられる。

ŧş 13381áફ９図â

ŚŔǫリǾドで検出された。఩西੩でＳŜ 15285 に切られるため、本ີのସさは不明であるが、ߵ

存ସは 97 ̹、૜ࡃも 97 ̹、॥さは最॥൉で 8#0 ̹とઁの土坑にೝǁて著しƗৼい。Г方、఩東੩は

ＳŜ 14128 を切っている。土坑の平面形は検出൉分では不ষ形なઍѤ形に近い形状を୧していたと考

えられる。ҟ૝はर૝にѭうようなϳ૷にあり、断面は東に行ƗにࢫってժやかにৼƗなっている。

遺物は઩付ᖫ（第 56 ই -108）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 15896áફ 10 図â

śŔǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 56 ̹、૜ࡃ 47 ̹、॥さ 23 ̹で、平面形は東੩にややତり

出した不ষ形なѤ形を୧した土坑である。断面はג઩形を୧している。

遺物はᄘ（第 56 ই -109）と઩付ᖫ（第 56 ই -110）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 15867áફ 10 図â

ś 10 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 56 ̹、૜ࡃ 41 ̹、॥さ 55 ̹で、平面形は不ষ形なٔռ
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方形を୧する土坑である。西੩はＳş 15866 に切られている。ҟ૝はर૝にѭって、୫面は平૔であり、

断面形は߾Ԓ形状をなす。

遺物は土器අが出土したが、いずれもࣹඅでありࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため時期の特୩はబしいが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする遺構と

考えられる。

ŧş 15866áફ 10 図â

ś 10 ǫリǾドで検出された。ఝ੩でଽٻ 20 ̹୷ஶのࣹ土坑に切られているため、ࣺなƗともōƬ

の土坑が௬ГҸ所で掘りݳまれたと考えられる。֩฾はସࡃ 52 ̹、૜ࡃ 36 ̹、॥さ 33 ̹で、平面形

はઍѤ形状を୧する土坑である。୫面はռƗ掘りݳまれており、断面はũࠫ形に近い形状だったと考

えられる。

遺物はǴǪȧǟȌー（第 56 ই -111）とࠈǗれる石器が出土している。

出土遺物が石器のǇであるため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期の

Г時期にੳする遺構と考えられる。

ŧş 15767áફ 10 図â

ś 11 ǫリǾドで検出された。ఝ੩でଽٻ 35 ̹前後のࣹ土坑に఩西੩を切られていることから、ࣺ

なƗともōƬの土坑が௬ГҸ所で掘りݳまれたと考えられる。֩฾はସࡃ 55 ̹、૜ࡃ 49 ̹、もっと

も॥い所で॥さ 44 ̹、ৼい所で॥さ 20Xb である。断面はಙ形に近い形状と考えられ、ఝ੩のࣹ土坑

に関してはũࠫに近い形状だったと考えられる。

遺物は検出面に近いݪԭॐシȦȃ਽で、ᄘ（第 56 ই -112）がरҟגの状ઙで出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 11042áફ 10 図â

ş 12 ǫリǾドで検出された。఩西੩をＳŖ 80022 の柱ڣＳŤ 13429 に切られている。ƥのため、ਙ

ઑの֩฾・形状が判然としないが、֩฾に関してはߵ存ସで 30 ̹、൒ 32 ̹、॥さ 30 ̹である。平面

形に関してはઍѤ形に近い形状を୧している。

遺物は検出面付近で઩付ᖫ（第 56 ই -113）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 14512áફ 11 図â

Ŝ 12 ǫリǾドで検出された。֩฾はଽٻ 1#64 Żで、平面形はややいƻƬなѤ形状の土坑である。

断面はߟ状を୧し、॥さは最॥൉で 26 ̹であり、東੩にॳǈǃƱࣦÐに॥Ɨなる。北、東੩のѴඈで

ƥれƦれŌ基ずƬࣹ土坑を切っており、఩੩ではࣹ土坑Ｓş 14510 に切られている。また、土坑ఝ面

の఩西੩にはＳş 16217 とƥれと切られるࣹ土坑が掘られている。

遺物はᄘ（第 56 ই -114・115）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 13193áફ 11 図â

ş 12 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 2#08 Ż、૜ࡃ 2#04 Ż、॥さ 18 ̹で、平面形はǃǄѤ形状

をなす土坑である。断面はߟ状で、西੩がǗずかにৼƗなるが୫面はܢƗǃǄ平૔になっている。また、

ఝ面東੩のٔはѤ形状のԊຽをࢄけている。

遺物は઩付ᖫ（第 56 ই -116）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 15023áફ 11 図â

ś 13 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 35 ̹、૜ࡃ 31 ̹、॥さ 24 ̹で、平面形はやや不ষ形な
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Ѥ形の土坑である。୫面はઍѤ形で、断面はג઩形をなし、東੩がǗずかに॥Ɨなっている。

遺物はᄘ（第 57 ই -117）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 14680áફ 11 図â

ŝ 13 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 34 ̹、૜ࡃ 33 ̹、॥さ 38 ̹で、平面形はѤ形状を୧す

る土坑である。୫面はर૝の大きさにઓしてややࣹさƗ、断面はũࠫ形を୧する。

遺物は୫面から 16 ̹ഷいたϳ૷でࣹٸᄘ（第 57 ই -118）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 15039áફ 11 図â

Ś 14 ǫリǾドで検出された。֩฾はଽٻ 29 ̹、॥さ 33 ̹で、平面形はѤ形状を୧する土坑である。

土坑は࡟めに掘りݳまれており、ҟ૝のГ൉がर૝の東૝よりさらに東੩へ৿りݳんだϳ૷にあるた

め、平面ইरではҟ૝の東૝は౤ਅでഒ示してある。

遺物はᄘ（第 57 ই -119）と઩付ᖫ（第 57 ই -120）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 15160áફ 11 図â

Ŝ 15 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 56 ̹、૜ࡃ 48 ̹、॥さ 65 ̹で、平面形はやや不ষ形な

ઍѤ形の土坑である。ҟ૝は東西方ܕにସࡃを࠮ƬઍѤ形で、఩西にඃっている。୫面はややռǇを

ખƻており、断面はũࠫ状を୧する。

遺物はᄘ（第 57 ই -121）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 55050áફ 11 図â

Ś 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 29 ̹、૜ࡃ 26 ̹、॥さ 38 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。断面はಙ形に近いũࠫ状を୧する。

遺物は୫面から 27 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 57 ই -129）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 13191áફ 11 図â

Ş 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はଽٻ 35 ̹、॥さ 40 ̹で、平面形はѤ形状を୧する土坑である。

୫面のଽٻは 10 ̹୷ஶでありर૝のଽٻにઓしてئ૝にࣹさい。ƥのため、断面はŪࠫに近い形状を

୧する。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は不明確であるが、周ඈの土坑と௬時期であるとすれƸ弥

生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 13175áફ 12 図â

Ş 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 39 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さ 24 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

なす土坑である。ҟ૝はѤ形で土坑の中Ҁにϳ૷し、୫面はǃǄ平૔である。断面はג઩形を୧する。

遺物はᄘ（第 57 ই -122）とತ（第 57 ই -123）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 13126áફ 12 図â

ş 16 ǫリǾドにϳ૷し、東੩の土坑が西੩の土坑を切った状ઙで検出された。ō基の土坑を合Ǘせ

た֩฾はସࡃ 69 ̹、૜ࡃ 35 ̹で、॥さは西੩が 39 ̹、東੩が 35 ̹であり、西੩の方が 4#0 ̹॥Ɨなる。

断面に関してはƥれƦれũࠫ形に近い形状であったと考えられる。
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遺物はᄘ（第 57 ই -124）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 13095áફ 12 図â

ş 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 67 ̹、૜ࡃ 61 ̹、॥さ 36 ̹で、平面形は不ষ形なѤ形

を୧する土坑である。ҟ૝はѤ形状をなし、やや఩西֒りにある。୫面はǗずかにռǇをખƻており、

断面はג઩形を୧している。

遺物はᄘ（第 57 ই -125）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 13048áફ 12 図â

Š 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 68 ̹、૜ࡃ 44 ̹、॥さ 24 ̹で、平面形は東੩にࣺし෕

らǇを࠮ƬઍѤ形状の土坑である。ҟ૝はややいƻƬなઍѤ形状をなし、఩西੩に֒っている。୫面

はǃǄ平૔でג઩形を୧している。

遺物はᄘ（第 57 ই -128）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 13123áફ 12 図â

ş 16 ǫリǾドにϳ૷し、ō基の土坑が切り合った状ઙで検出された。ō基を合Ǘせた֩฾はସࡃ 77

̹、૜ࡃ 46 ̹、॥さ 26 ̹で、平面形はઍѤ形状となる。検出状ؒから西੩の土坑が東੩の土坑を切っ

ていると考えられる。୫面はǃǄ平૔で、断面は切り合いのため判然としないが、ƥれƦれがג઩形

に近い形状であったと考えられる。

遺物はᄘ（第 57 ই -126）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 13107áફ 12 図â

ş 16 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 28 ̹、૜ࡃ 21 ̹、॥さ 22 ̹で、平面形はઍѤ形のࣹ֩

฾土坑である。र૝、ҟ૝ともにઍѤ形であるが、ҟ૝はर૝にઓしてئஶにࣹさƗ西੩に֒っている。

断面はŪࠫに近いג઩形をなす。

遺物は઩付ᖫ（第 57 ই -127）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 52528áફ 12 図â

ś 17 ǫリǾドで検出された。఩東੩で平安時代末からԺ਷時代のＳＤ 50676 に切られる。֩฾はସ

ࡃ 40 ̹、૜ࡃ 29 ̹、॥さ 28 ̹であり、平面形はઍѤ形状を୧する。

遺物は土坑中Ҁ付近の୫面から 17 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 57 ই -130）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 53660áફ 12 図â

ş 17ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 46̹、૜ࡃ 32 ̹、॥さ 44 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧する。

௬ГҸ所でōƬの土坑が෪られており、北੩でઁの土坑を切っている。୫面は平૔で、断面はಙ形に

近いג઩形である。

遺物は઩付ᖫ（第 57 ই -132）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 54428áફ 13 図â

Š 17 ǫリǾドにϳ૷し、ō基の土坑が切り合った状ઙで検出され、検出状ؒから北西੩の土坑が఩

東੩の土坑を切っている。ō基を合Ǘせた֩฾はସࡃ 70 ̹、૜ࡃ 39 ̹で、॥さは北西੩の土坑の最
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॥൉で 52 ̹であり、東੩へࣦÐにৼƗなる。北西੩の土坑の中Ҁ൉では॥さ 44 ̹୷となり、఩東੩

の土坑より 10 ̹୷ஶ॥Ɨなる。平面形に関しては、఩東੩の土坑は北西੩の土坑に切られているため

判然としないが、北西੩の土坑は不ষ形なѤ形を୧している。

遺物は北੩のٟǇから高უ（第 57 ই -131）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

ŧş 53727áફ 13 図â

š 17 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 53 ̹、૜ࡃ 36 ̹、॥さ 37 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧

する土坑である。断面はג઩形を୧しており、୫面は঎平ではなƗ北西੩がやや॥Ɨ掘りݳまれている。

遺物は東੩の୫面から 7#0 ̹ഷいたϳ૷で高უのא൉（第 58 ই -133）がגϳで出土した。

出土遺物から弥生時代後期中ຢの遺構と考えられる。

ŧş 53573áફ 13 図â

Ş 18 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 63 ̹、૜ࡃ 49 ̹、॥さ 56 ̹で、平面形は不ষ形なઍѤ

形を୧した土坑である。平安時代末からԺ਷時代のＳＤ 50676 に切られる。断面はಙ形に近いג઩形

を୧しており、西੩がժやかに掘られ、୫面は平૔である。

遺物はᄘ（第 58 ই -134）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 50672áફ 13 図â

Ş・ş 18 ǫリǾドで検出された。ï駿河山遺跡˿（ইಾ編）ðではＳŬ 50672 としてޯڀしているが、

土坑状になっていることから、ここではＳş 50672 として୺়報告する。֩฾はସࡃ 53 ̹、૜ࡃ 42 ̹、

॥さ 52 ̹で、平面形は不ষ形なઍѤ形を୧した土坑である。୫面は平૔ではなƗռǇをખƻており、

断面はŪࠫ状を୧している。

遺物は઩付ᖫ（第 58 ই -136）とړ石（第 58 ই -137）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 53479áફ 14 図â

ş 18 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 43 ̹、૜ࡃ 39 ̹、॥さ 26 ̹である。平面形は不ষ形な

ઍѤ形を୧しており、断面はժやかなũࠫ状である。఩੩で平安時代末からԺ਷時代のＳＤ 52859 に

切られており、溝の方がより॥Ɨ掘られている。

遺物は検出面付近でࣹٸᄘ（第 58 ই -135）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 54396áફ 14 図â

ş 18 ǫリǾドにϳ૷し、ࣺなƗともōƬの土坑が切り合った状ઙで検出され、ＳＤ 52859 ともৣし

ている。この土坑は、֩฾がସࡃ 31 ̹、૜ࡃ 30 ̹、最॥൉の॥さ 47 ̹で、平面の֩฾にೝǁ॥Ɨ掘

りݳまれている。఩੩の土坑はৼƗ、॥さ 10 ̹である。平面形はǃǄѤ形状をなして、୫面はռǇを

ખƻ、断面はũࠫ状を୧する。検出状ؒから、北੩の土坑が఩੩の土坑を切っている。

遺物は北੩の土坑において出土し、୫面から 32 ̹रϳで઩付ᖫのא઩൉（第 58 ই -138）が҆஺し

の状ઙで出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 52422áફ 14 図â

ś 18・19 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 2#4 Ż、૜ࡃ 1#04 Ż、॥さ 24 ̹である。平面形はସ

ઍѤ形で、断面はߟ状を୧している。北西のٔにସࡃ 24 ̹、૜ࡃ 16 ̹のࣹ土坑が掘られている。

遺物は出土していない。
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遺物が出土していないため遺構の時期は不明確であるが、付近にはＳŮ 52639 とＳŮ 52423 なƱの

方形周溝墓があることから、これらの遺構と௬時期であるとすれƸ弥生時代後期から古墳時代前期の

Г時期にੳする可能性がある。

ŧş 53679áફ 14 図â

Ŝ・ŝ 19 ǫリǾドで検出され、北西੩ではＳş 53822 とৣする。この土坑はఝ൉に૫ތを࠮Ƭこと

から、௬ГҸ所でōƬの土坑が掘られた可能性があるが、切り合い関ٱは判然としない。֩฾はସࡃ

70 ̹、૜ࡃ 58 ̹、॥さ 59 ̹であり、西੩の土坑は東੩にೝǁ 20 ̹୷ஶ॥い。土坑の形状に関しては、

平面形は不ষ形なѤ形で、断面はג઩形を୧する。

遺物は୫面から 36 ̹ഷいたϳ૷でᄘのܔѴから᭰൉（第 58 ই -139）が҆஺しの状ઙで出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 53822áફ 14 図â

Ŝ 19 ǫリǾドで検出された。఩੩でＳş 53679 とৣしており、検出状ؒからＳş 53679 よりॠしい土

坑と考えられる。֩฾はସࡃ 66 ̹、૜ࡃ 44 ̹、॥さ 44 ̹であり、平面形はઍѤ形状で、断面はũࠫ

に近いג઩形を୧している。ҟ૝はઍѤ形でやや఩੩に֒ったϳ૷にあり、୫面は平૔になっている。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅのため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期に

ੳすると考えられる。

ŧş 54451áફ 15 図â

Ş 19 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 27 ̹で、平面形はやや不ষ形な

ઍѤ形状で、断面はג઩形を୧し、西੩がややժやかに掘られている。

遺物は୫面から 15 ̹ഷいたϳ૷で石器が出土した。

石器のǇの出土であるため、遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時

期にੳする可能性がある。

ŧş 50806áફ 15 図â

Š 19 ǫリǾドで検出された。遺構֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 46 ̹で、୫面が東から西にかけてࣦÐに

ৼƗなっているため、॥さは西੩の最も॥いとこǕで 46 ̹である。平面形はǃǄѤ形状をなし、断面

は୫面が঎平ではないため、やや不ষ形なũࠫ形に掘られている。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は不明確であるが、付近にૉڣ住居跡や方形周溝墓なƱの遺

構が集中していることから、ƥれらの遺構と௬時期であるとすれƸ、弥生時代後期から古墳時代前期

のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50601áફ 15 図â

Š 19 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 86 ̹、૜ࡃ 84 ̹、॥さ 51 ̹で、平面形はややཌྷなѤ形

状をなす土坑である。୫面は平૔ではなƗ西੩がややৼƗ、断面はũࠫ形を୧している。

遺物は઩付ᖫ（第 58 ই -140）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 55105áફ 15 図â

ś 20 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 36 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 23 ̹である。ただし、平安・中

世のＳＤ 52262 に切られていることから、本ີの֩฾はより大きい可能性がある。平面形はǃǄѤ形

状を୧し、ժやかなũࠫ形に掘られている。

遺物は西੩の検出面付近で石器が出土した。
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石器の出土のǇであるため遺構の明確な時期は判然としないが、ઁの遺構と௬時期であれƸ弥生時

代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50754áફ 15 図â

ŝ・Ş 20 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 59 ̹、૜ࡃ 49 ̹、॥さ 54 ̹である。र૝は不ষ形

なѤ形を୧し、ҟ૝はઍѤ形で、やや఩֒りにある。୫面はǃǄ平૔で、断面はג઩形に掘られている。

遺物はȚȆǼȠǝ土器（第 58 ই -142）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 53274áફ 15 図â

ş 20 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 64 ̹、૜ࡃ 59 ̹、॥さ 49 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。୫面は中Ҁ൉付近がǗずかに॥Ɨ掘りݳまれており、断面はಙ形を୧する。

遺物は検出面付近で௫物形土製品（第 58 ই -143）が出土した。

遺構の明確な時期は判然としないが、付近にはＳŮ 50880 なƱの方形周溝墓や、ＳŜ 50275・ＳŜ

53362 なƱのૉڣ住居跡が検出されていることから、これらの遺構と௬時期の遺構であるとすれƸ、弥

生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

この遺構は௫物形土製品が出土していることから、この土坑付近でなんらかの祭祀が行Ǘれた可能

性も考えられる。

ŧş 53730áફ 15 図â

ŝ 21 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 43 ̹、૜ࡃ 40 ̹、॥さ 47 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

なす土坑である。఩東ではଽٻ 44 ̹、॥さ 44 ̹のࣹ土坑をǗずかに切っている。

遺物はＳş 53730 の୫面から 50 ̹रϳで、ᄘ（第 58 ই -144）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 53363áફ 15 図â

ş 21 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 43 ̹、॥さ 23 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。

遺物は土坑ఝで石ߟ（第 59 ই -147）が出土した。

石ߟのǇの出土であるため遺構の時期は明確ではないが、周ඈではＳŜ 51173・ＳŜ 51143 なƱのૉ

住居跡が検出されていることから、これらの遺構と௬時期であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期ڣ

のГ時期にੳすると考えられる。

ŧş 51157áફ 16 図â

ş 21 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 40 ̹、॥さ 45 ̹である。平面形はǃǄѤ形

状を୧し、断面はŪࠫに近いג઩形を୧する。西੩でＳŮ 51149 の西溝ＳＤ 51402 を切る。ҟ૝はѤ

形でर૝にઓしてئ૝にࣹさƗ、北੩に֒っている。

遺物は西֒りの検出面近Ɨで઩付ᖫ（第 59 ই -145）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 51399áફ 16 図â

ş 21 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 61 ̹、૜ࡃ 43 ̹、॥さ 23 ̹である。平面形は東੩がఈ

き出たような不ষ形なઍѤ形状で、断面は東੩がժやかなג઩形を୧している。

遺物は઩付ᖫ（第 59 ই -146）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 52148áફ 16 図â

Ŝ 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 2#98 Ż、૜ࡃ 70 ̹、॥さ 34 ̹の大֩฾な土坑である。
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平面形は不ষ形なସઍѤ形で、断面はߟ状に近いũࠫ形を୧する。中Ҁより఩੩にはଽٻ 25 ̹୷ஶの

ࣹ土坑が掘られている。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅのため、遺構の明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ

時期にੳすると考えられる。

ŧş 51166áફ 16 図â

ş 21 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 59 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さ 49 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧

する土坑である。୫面は঎平ではなƗ北西੩へ行ƗにƬれて次第に॥Ɨなり、ũࠫ状の断面を୧する。

遺物は୫面から 30 ̹୷ഷいたϳ૷でᄘ（第 58 ই -141）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 53688áફ 16 図â

Ŝ 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 35 ̹、૜ࡃ 33 ̹、॥さ 26 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する。୫面はǗずかに中ढ़൉がীりरがって山ٸになっているが、ǃǄג઩形状に掘りݳまれた土

坑である。

遺物は୫面から 10 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 59 ই -149）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 51729áફ 17 図â

š 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 50 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さ 48 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧し、

ũࠫ形に掘りݳまれた土坑である。఩西੩でＳŜ 51731 を切っている。

遺物は઩付ᖫ（第 59 ই -150）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 51872áફ 17 図â

Ţ 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 41 ̹、॥さ 78 ̹で、र૝の֩฾にೝǁ॥Ɨ

掘りݳまれた土坑である。平面形は不ষ形なѤ形を୧し、断面はŪࠫに近いũࠫ状に掘りݳまれている。

遺物は୫面から 58 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 59 ই -148）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 51985áફ 17 図â

ţ 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 92 ̹、૜ࡃ 74 ̹、॥さ 40 ̹である。平面形は北੩のГ

൉分がఈ出しているが、ǃǄઍѤ形状を୧し、断面はũࠫ状を୧する土坑である。

遺物は୫面から 32 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 59 ই -153）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 53430áફ 17 図â

ţ 22 ǫリǾド、前ࢿのＳş 51985 から఩東に 3#0 ̹୷໐れたϳ૷で検出された。֩฾はସࡃ 49 ̹、

૜ࡃ 39 ̹、॥さ 15 ̹で、平面形は不ষ形なઍѤ形を୧する土坑である。東੩がǃǄঋଽに掘りݳま

れているのにઓし、西੩から北੩にかけてはժやかに掘りݳまれている。

遺物は୫面から 8#0 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 59 ই -151）と઩付ᖫ（第 59 ই -152）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 56042áફ 17 図â

ţ 22 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 46 ̹、૜ࡃ 41 ̹、॥さ 70 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。断面はג઩形を୧しており、平面の֩฾にೝǁて॥Ɨ掘りݳまれている。

遺物はᄘのܔѴ൉（第 60 ই -154）が出土している。
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第Ōच 調査の成ү

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 51915áફ 17 図â

ţ 23 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 43 ̹、॥さ 62 ̹で、平面形は不ষ形なѤ形

を୧している。断面はũࠫ状を୧しており、୫面はռƗ掘りݳまれている。

遺物は検出面付近からはᄘ（第 60 ই -155）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50513áફ 18 図â

ţ 23 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 33 ̹、૜ࡃ 32 ̹、॥さ 72 ̹で、平面の֩฾にೝǁ著し

Ɨ॥い土坑である。平面形はǃǄѤ形状を୧し、断面はǃǄ௘状に掘りݳまれているが、୫面は঎平

ではなƗ東੩にೝǁ西੩がやや॥Ɨなる。

遺物は઩付ᖫ（第 60 ই -156）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 50515áફ 18 図â

Ţ・ţ 23 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 59 ̹であり、平面形はઍѤ

形状を୧した土坑である。୫面は東੩に行ƗにƬれて॥Ɨなるため、断面は東੩が॥Ɨなったũࠫ形

を୧している。

遺物はᄘ（第 60 ই -157）とತ（第 60 ই -158）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 53817áફ 18 図â

Ť 23 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 34 ̹、૜ࡃ 32 ̹、॥さ 25 ̹で、平面形は۵Ԓ形に近い

形状を୧する土坑である。断面はũࠫ状を୧する。

遺物は検出面付近からはᄘ（第 60 ই -161）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期中ຢの遺構と考えられる。

ŧş 50040áફ 18 図â

Ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 39 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さは最॥൉で 48 ̹の土坑である。

平面形はǃǄѤ形状で、断面はũࠫ状を୧する。୫面は平૔ではなƗ、中Ҁ൉が最も॥Ɨ東੩では 4#0

̹୷ஶৼƗなり、૫ތになっている。

遺物は୫面から 16 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 60 ই -159）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 50035áફ 18 図â

Ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 72 ̹、૜ࡃ 45 ̹、॥さ 72 ̹である。平面形はઍѤの北

東੩のГ൉がڠけたような形状の土坑である。また東੩のर૝は西੩にೝǁて 50Xb ǃƱୢƗ検出され

ており、この土坑は周ඈがԊຽをࢄけているため、本ີの形状ではない可能性がある。ҟ૝はସࡃ 24̹、

૜ࡃ 14 ̹のઍѤ形で、఩੩に֒っている。

遺物はᄘ（第 60 ই -162）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 50031áફ 18 図â

Ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 36 ̹、॥さ 28 ̹で、平面形は北西੩がやや

ఈ出した不ষ形なٔռ方形を୧する土坑である。断面はߟ状に近いũࠫ形を୧する。西੩は平安時代

から中世のＳş 50030 に切られる。

遺物は土坑ఝで土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。
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出土土器がࣹඅのため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期に

ੳすると考えられる。

ŧş 50102áફ 18 図â

ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 35 ̹、૜ࡃ 26 ̹、॥さ 28 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧

する土坑である。断面はũࠫ状を୧しており、北੩で૫ތを࠮Ƭ。

遺物は୫面から 15 ̹୷ஶഷいたϳ૷でᄘの୫൉（第 60 ই -160）と礫が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 54426áફ 19 図â

ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#01 Ż、૜ࡃ 98 ̹、॥さ 27 ̹で、平面形は不ষ形なѤ

形を୧する土坑である。北੩でସࡃ 54 ̹、૜ࡃ 44 ̹のࣹ土坑に切られる。断面はߟ状であり、୫面

はǃǄ平૔となる。

遺物は࠺然礫が出土した。

時期を特୩できる遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、付近でＳŜ 50507 が検

出されていることから、この遺構と௬時期であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする

可能性がある。

ŧş 53334áફ 19 図â

ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 40 ̹、૜ࡃ 37 ̹、॥さ 46 ̹で、平面形は不ষ形なઍѤ

形を୧した土坑である。西੩で॥さ 18 ̹のࣹ土坑を切っている。ƥのため、西੩は判然としない൉分

があるが、断面はŪࠫ状に近かったと考えられる。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓş 54426 と௬様に付近の遺構と௬時期であれ

Ƹ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 53335áફ 19 図â

ţ 24 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 74 ̹、૜ࡃ 62 ̹、॥さは東੩の最॥൉で 65 ̹である。ࣺ

なƗともō基の土坑が切り合っていると考えられるが、土਽の઒積状ؒなƱからは切り合い関ٱは判

然としない。平面形は不ষ形な形状で、おƥらƗō基ともג઩形に近い断面を୧していたと考えられる。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓş 54426 と௬様に付近の遺構と௬時期

であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50476áફ 19 図â

ţ 24 ǫリǾドにϳ૷し、Ｓş 53335 の఩西に 6#0 ̹୷໐れたष所で検出された。֩฾はସࡃ 62 ̹、

૜ࡃ 37 ̹で、ఝ൉に૫ތがあり、॥さは東੩の最॥൉で 74 ̹、西੩では 50 ̹である。平面形はઍѤ

形状を୧し、断面は東੩ではŪࠫに近い形状で、西੩はג઩形に近い形状だったと考えられる。ࣺな

Ɨともō基の土坑が切り合っているが、土਽の઒積状ؒからは切り合い関ٱは判然としなかった。

この遺構では遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、Ｓş 54426 と௬様に付近の遺構と௬時

期であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50911áફ 19 図â

Ş 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 33 ̹、॥さ 31 ̹で、平面形は不ষ形なઍѤ

形を୧した土坑である。断面はג઩形を୧しており、੩面はややժやかで、୫面は平૔に掘られている。

遺物は઩付ᖫ（第 60 ই -165）が出土した。
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遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 52809áફ 19 図â

Ť 24・25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 34 ̹、૜ࡃ 31 ̹、॥さ 20 ̹で、平面形はѤの北東

੩がǗずかにڠけたようなѤ形を୧した土坑である。断面はג઩形であり、୫面は平૔に掘られている。

遺物はᄘ（第 60 ই -164）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 51053áફ 20 図â

ş 25 ǫリǾドで検出された。遺構の֩฾は、平面に関してはସࡃ 53 ̹、૜ࡃ 40 ̹で、॥さに関し

ては、土坑ఝで中Ҁを境に॥さのЂなるōƬのٟǇを࠮Ʃ、北੩の॥さは 65 ̹、఩੩では 52 ̹であり、

北੩の方が॥Ɨ掘りݳまれている。平面形はઍѤ形状で、断面はג઩形を୧する。ō基の土坑がǃǄ

௬ГҸ所で掘られた可能性があるが、検出状ؒからは判然としない。

遺物はᄘの୫൉（第 60 ই -163）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 51536áફ 20 図â

Š 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 66 ̹、૜ࡃ 43 ̹であり、॥さに関しては土坑ఝで૫ތが

あるため、఩੩の方が॥Ɨ44̹で、北੩は38̹である。平面形は北西੩にややତり出したような形状で、

断面はג઩形を୧し、୫面に関しては、北੩は平૔であるが、఩੩がռƗ掘りݳまれている。なおこ

の遺構は఩東のٔをＳş 51543 に切られている。

遺物はᄘ（第 60 ই -166）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 53987áફ 20 図â

Ţ 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 33 ̹、૜ࡃ 24 ̹、॥さ 27 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧

する土坑である。断面はג઩形を୧し、୫面はǃǄ平૔に掘られている。

遺物は検出面付近でᄘ（第 61 ই -167）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 54578áફ 20 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 38 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 45 ̹で、平面形はٔռ方形を୧し

た土坑である。断面はג઩形を୧する。土坑ఝは北西੩で૫ތがあり、ƥれと௬じ॥さから遺物が出

土している。検出状ؒと遺物の出土状ؒから௬ГҸ所にō基の土坑が掘られていた可能性があり、遺

物はरϳの遺構に伴っていたと考えられる。また、この遺物はϼই的に埋ౕされた可能性も考えられる。

遺物はᄘ（第 61 ই -168）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50340áફ 20 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 83 ̹、૜ࡃ 80 ̹、॥さ 26 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。断面はߟ状に近いג઩形を୧している。また土坑ఝには࠺然礫が充填されている

ことから、౴石土坑と考えられる。この遺構は大ٸૉڣ状遺構のＳŜ 50542 の付近にあることから、

何らかの祭祀的なϼฒを࠮った遺構の可能性も考えられる。

遺構ఝでは礫以ӱに遺物は出土しなかった。

礫以ӱの遺物が出土しなかったため遺構の時期は明確ではないが、周ඈにはＳŖ 80049 といった掘

立柱建物跡が検出されていることから、この遺構と௬時期であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期の

Г時期にੳする可能性がある。
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ŧş 52942áફ 21 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。ࣺなƗともŏ基の土坑が切り合っていると考えられ、北੩の３基は҆

Г༞に༫なり、東の૝でŌ基だけ఩੩にৣした状ઙで検出された。ƥれƦれの本ີの平面形は੭えら

れず、遺構の前後関ٱに関しても検出状ؒからは判然としなかった。֩฾に関しては北੩３基分のସ

さは 1#12 Ż、最大൒ 52 ̹であり、఩੩のŌ基はସさ 42 ̹、൒ 36 ̹である。西からōƬめのٟǇが

最も॥Ɨ 66 ̹で、ދЫのٟǇより落Ʃٟんだ状ઙとなる。周ඈの遺構に関しては西੩でＳş 52821 を

切っている。

西੩の土坑の୫面付近でᄘ（第 61 ই -169）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50289áફ 21 図â

Ŧ 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 50 ̹で、平面形はѤ形を୧した

土坑である。୫面はռƗ掘られており、断面は不ষ形なũࠫを୧している。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳş 52942 と௬時期の遺構

であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50295áફ 21 図â

Ŧ 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 50 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 84 ̹であり、平面形は北西੩が৴っ

ており、ߡԒ形に近い形状をなす。断面はެସいג઩形を୧しており、平面の֩฾にೝǁ、൒ؔƗ॥

Ɨ掘りݳまれている。୫面は平૔で、఩西੩がやや॥い。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳş 52942 と௬時期の遺構

であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50294áફ 21 図â

Ŧ 25 ǫリǾド、前ࢿのＳş 50295 から఩東へ 18 ̹ԗてたϳ૷で検出された。֩฾はସࡃ 40 ̹、૜

ࡃ 32 ̹、॥さ 65 ̹で、平面形はややԒତった不ষ形な形状を୧している。断面はũࠫ状を୧している。

遺物は出土していない。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳş 52942 と௬時期の遺構

であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50287áફ 21 図â

Ŧ 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 36 ̹、॥さ 68 ̹であり、平面形はやや不ষ

形なઍѤ形状を୧する。୫面はռƗ掘りݳまれており、断面はũࠫ状を୧する。土坑ఝは北西੩に૫

。Ƭ࠮をތ

遺物は出土していない。

遺物が出土していないため、遺構の時期は明確ではないが、付近にあるＳş 52942 と௬時期の遺構

であれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 50309áફ 22 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 51 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さ 44 ̹である。この土坑は఩੩を

ઁのࣹ土坑と切り合っているため、平面形は不ষ形な形状を୧しており、本ີの形状も୩かではない。

またこのࣹ土坑とのॠש関ٱも不明である。୫面はռǇをખƻており、土坑ఝには西੩のർにōƬの

૫ތがあるため、断面は不ষ形なũࠫ状である。

遺物は出土しなかった。
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遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓş 50311 を切っていることからＳş

50311 よりॠしい遺構と考えられ、弥生時代後期後半以降に形成された遺構と考えられる。

ŧş 50310áફ 22 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସさ 62 ̹、最大൒ 34 ̹、॥さ 29 ̹で、平面形は中Ҁ൉がや

やƗƻれたような不ষ形な形状を୧する。東੩のГ൉をＳş 50311 に切られている。୫面は平૔で、

断面は東੩を切られているため、形状は୩かではないが、ಙ形に近い形状を୧していたと考えられる。

遺物は出土しなかった。

遺物が出土していないため遺構の時期は明確ではないが、Ｓş 50311 に切られることからＳş 50311

より古い遺構と考えられ、弥生時代後期後半以前に形成された遺構の可能性がある。

ŧş 50311áફ 22 図â

ť 25 ǫリǾドで検出された。北੩をઁのࣹ土坑と切り合うため、ߵ存ସで 34 ̹、最大൒ 32 ̹、॥

さ 62 ̹である。平面形は఩੩はࣺしƗƻれて૝が東੩にఈき出た不ষ形な形状を୧する。୫面にǗず

かに૫ތがあり、断面はũࠫに近い形状とۂられる。

遺物はᄘ（第 61 ই -170）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50286áફ 22 図â

Ŧ 25 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 36 ̹、૜ࡃ 30 ̹、॥さ 52 ̹であり、平面形は北西੩が

ఈき出た߾Ԓ形状を୧する。断面は୫面が西੩にやや֒ったެସいג઩形を୧する。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

遺物がࣹඅのため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳす

ると考えられる。

ŧş 50923áફ 22 図â

ş 26 ǫリǾドで検出された。ō基の土坑が切り合っており、ōƬを合Ǘせた֩฾はସࡃ 54 ̹、૜

ࡃ 32 ̹で、北西੩の土坑は॥さ 51 ̹で、఩東੩の土坑はƥれより 14 ̹ৼい。平面形は切り合いのた

め判然としないが、ōƬの土坑ともѤ形に近い形状であったとۂられる。ōƬの土坑ともに断面はג

઩形に近い形状で、୫面は平૔である。

遺物は઩付ᖫのא઩൉（第 61 ই -173）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50925áફ 22 図â

ş26ǫリǾドで検出された。֩ ฾はସ43̹ࡃ、૜38̹ࡃ、॥さ45̹で、平面形はѤ形状の土坑である。

断面はũࠫ状を୧しており、୫面は北東੩が最も॥い。

遺物は中Ҁ西֒りの検出面付近からはࣹٸᄘ（第 61 ই -174）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 51095áફ 22 図â

Š 26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 36 ̹、॥さ 31 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧

する土坑である。東੩では௬じ॥さのＳş 51094 を切っており、Ｓş 51094 よりॠしいとۂられる。

୫面は平૔で、断面はಙ形に近い形状を୧する。

遺物は西੩の検出面付近でᄘ（第 61 ই -172）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 51098áફ 23 図â

Š26ǫリǾドで検出された。֩ ฾はସ47̹ࡃ、૜34̹ࡃ、॥さ52̹で、平面形はઍѤ形の土坑である。

- 38 -   





 
 

第Ōच 調査の成ү

断面はସࡃ方ܕではռƗ掘りݳまれているが、૜ࡃ方ܕでは૫ތを࠮Ƭಙ形で、఩੩でժやかなな૫

。って掘られる࠮をތ

遺物は土坑東੩、୫面から 30 ̹୷ഷいたϳ૷でᄘ（第 61 ই -175）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 51100áફ 23 図â

Š 26 ǫリǾドで検出された。֩฾はଽٻ 49 ̹、॥さは 82 ̹の֩฾で、平面形はѤ形状を୧した土

坑である。断面はಙ形で、平面形にઓして॥Ɨ掘りݳまれている。

遺物はᄘ（第 62 ই -176 〜 178）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50940áફ 23 図â

Š 26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 73 ̹、૜ࡃ 53 ̹、॥さ 1#0 Żで、ݶӖ報告ઓनの土坑の

中で最も॥い土坑である。平面形はઍѤ形状を୧しており、断面はũࠫ状に掘りݳまれている。

遺物は઩付ᖫ（第 62 ই -179）と石器が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 53445áફ 23 図â

Š 26 ǫリǾドで検出された。఩੩のГ൉をＳş 51392 に切られている。ƥのため、ߵ存൉分の֩฾

しか੭えられず、ߵ存ସで 31 ̹、最大൒ 44 ̹、॥さ 24 ̹である。平面形はѤ形状で、断面はಙ形を

୧した土坑である。

遺物は検出面付近からはᄘ（第 62 ই -180・181）と઩付ᖫ（第 61 ই -182）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 51392áફ 23 図â

Š 26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 47 ̹、૜ࡃ 43 ̹、॥さ 37 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧した土坑である。୫൉は఩੩が॥っており、断面はややԒତったũࠫ形を୧している。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅであるため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時

期にੳすると考えられる。

ŧş 51617áફ 23 図â

š 25・26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 60 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 47 ̹で、平面形はઍѤ形状

を୧した土坑である。断面はŪࠫ状に掘りݳまれている。

遺物は୫面から約 28 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 62 ই -183）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50231áફ 24 図â

ţ 26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 59 ̹、૜ࡃ 45 ̹、॥さ 46 ̹で、平面形はやや不ষ形な

方形状の土坑である。断面はಙ形に近い形状と੭えられる。

遺物は東੩の୫面から 28 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 62 ই -184）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 50977áફ 24 図â

š 27 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 47 ̹、૜ࡃ 32 ̹、॥さ 41 ̹で、平面形はઍѤ形状をな

す土坑である。୫面は平૔で、断面はಙ形に掘られている。

北੩の୫面から 21 ̹ഷいたϳ૷ではᄘ（第 62 ই -185）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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ŧş 50305áફ 24 図â

ť 25・26 ǫリǾドで検出された。֩฾はସさ 54 ̹、最大൒ 52 ̹、॥さ 71 ̹で、平面形は北東੩

がఈ出したߡԒ形に近い形状をなす土坑である。土坑ӱの西੩には॥さ 13 ̹のࣹڣがあり、土坑西੩

Ѵඈとৣしている。୫面はռǇをખƻており、断面はũࠫ状である。

遺物は୫面から 26 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 61 ই -171）が出土した。また、東੩のѴඈには࠺然礫が

૷かれていた。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えらられる。

ŧş 53699áફ 24 図â

Ţ 27 ǫリǾドで検出された。平面形はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 39 ̹、॥さ 28 ̹で、平面形はǃǄѤ形状

をなす土坑である。୫面はռƗ掘られており、断面はũࠫ状を୧する。

遺物は఩東੩のѴඈ、検出面付近から઩付ᖫ（第 63 ই -195）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 53794áફ 25 図â

ť 27 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 39 ̹、॥さ 41 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。この土坑はӱ੩にある別土坑のఝ൉に掘られている。ただし、土਽の઒積状ؒ等

が不明のため、遺構の前後関ٱは判然としない。୫面はռƗ掘られており、断面はũࠫ状を୧している。

遺物はᄘ（第 62 ই -186・187、第 63 ই -188）と઩付ᖫ（第 63 ই -189）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3735áફ 25 図â

ţ 27ǫリǾド、ＳŜ 2157ࣽ面रで検出された。఩఩西ではＳş 3738を切っている。֩฾はସࡃ 1#14

Ż、૜ࡃ 1#11 Ż、॥さ 16 ̹の、ৼい土坑である。平面形はѤ形を୧しており、୫面は平૔で、断面

はߟ状を୧している。

遺物はᄘのܔѴ൉（第 63 ই -200）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 5618áફ 25 図â

Š 27 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 64 ̹、૜ࡃ 60 ̹、॥さ 12 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。୫面はǃǄ平૔で、断面はߟ状である。

遺物はᄘ（第 63 ই -201）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3542áફ 25 図â

š 27 ǫリǾドで検出された。溝状遺構を切っており、北に 6#0 ̹໐れたϳ૷にはＳş 3541 がある。

֩฾はସࡃ 49 ̹、૜ࡃ 33 ̹、॥さ 49 ̹であり、平面形はઍѤ形状をなす土坑である。断面はŪࠫ状

に掘られている。

遺物はᄘ（第 63 ই -197）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2178áફ 25 図â

Ţ 27 ǫリǾドで検出された。東੩のГ൉をＳş 2176 に切られているため、়確な֩฾はౝϕでき

ないが、ߵ存ସで 26 ̹、૜ࡃ 26 ̹、॥さ 18 ̹で、平面形はઍѤ形状の土坑と考えられる。断面も௬

様に切り合いのため、判然としないが、ג઩形に近い形状と考えられる。

遺物は઩付ᖫ（第 63 ই -202）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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ŧş 3512áફ 25 図â

ţ・Ť27ǫリǾドで検出された。北੩をସ44̹ࡃ、૜33̹ࡃのઍѤ形状のＳş3511に切られている。

ƥのため、়確な֩฾は判然としないが、ߵ存ସでସࡃ 62 ̹、૜ࡃ 45 ̹、॥さ 68 ̹で、平面形はや

や不ষ形なସ方形の土坑と考えられる。୫面はռƗ掘られており、断面はŪࠫ状を୧している。

遺物は઩付ᖫ（第 63 ই -198z199）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2145áફ 26 図â

ţ 27 ǫリǾドで検出された。この土坑は北西੩でＳŜ 2157 を切っている。֩฾はସࡃ 1#34 Ż、૜

ࡃ 1#32 Ż、॥さ 28 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を୧する土坑である。୫面はܢƗǃǄ平૔で、断面は

。状であるߟ

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅであるため、明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時

期にੳする可能性がある。

ŧş 5921áફ 26 図â

ŝ28ǫリǾドで検出された。東〜఩੩でԊຽをࢄけているため、় 確な֩฾や形状がౝϕできないが、

ࡃ存ସでସߵ 63̹、૜ࡃ 60̹である。またこの土坑はōƬの土坑がࢲ複して掘られていると考えられ、

北੩の土坑の॥さは 59 ̹で、఩੩の土坑の॥さは 60 ̹である。断面はג઩形状に掘られている。こ

のōƬの土坑の時期ތは、土਽の઒積状ؒなƱが判然としないため不明である。

遺物はᄘ（第 64 ই -203）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 5345áફ 26 図â

Ş 28 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 42 ̹、૜ࡃ 40 ̹、॥さ 54 ̹で、平面形はѤ形状をなす

土坑である。この土坑はōƬの土坑がࢲ複して掘られており、検出状ؒから఩੩の土坑が北੩の土坑

を切っていると考えられる。୫面は東੩がǗずかに॥Ɨなり、ռǇをખƻて掘られており、断面はũ

ࠫ状を୧する。

遺物は઩付ᖫ（第 64 ই -204）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 5092áફ 26 図â

Š 28 ǫリǾドで検出された。௬ГҸ所でōƬの土坑がࢲ複しており、検出状ؒから఩東੩の土坑が

北ষ੩の土坑を切っている。ōƬの土坑を合Ǘせた֩฾はସࡃ 39 ̹、૜ࡃ 31 ̹、॥さ 34 ̹で、఩東

੩が北西੩より 12 ̹॥Ɨなっている。平面形はઍѤ形状を୧している。断面は切り合いにより判然と

しない൉分があるが、఩東੩がŪࠫ状を୧している。

遺物はᄘの୫൉（第 64 ই -205）と઩付ᖫ（第 64 ই -206）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2010áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。ō基の土坑がࢲ複しており、఩੩の土坑が北੩の土坑を切っている。

ōƬの土坑を合Ǘせた֩฾はସࡃ 75 ̹、૜ࡃ 40 ̹で、఩੩の土坑は東に行ƗǃƱ॥Ɨなっており、

最॥൉で 27 ̹である。平面形はઍѤ形状で、断面は不ষ形なũࠫ状に掘られる。

遺物はᄘ（第 64 ই -207）と઩付ᖫ（第 64 ই -209）、ઊ製石വ（第 64 ই -208）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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ŧş 1986áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。ōƬの土坑が切り合って検出されており、検出状ؒから北西੩の土坑

が఩東੩の土坑を切っていると考えられる。ō基を合Ǘせた֩฾はସࡃ 74 ̹、最大൒ 42 ̹、॥さは

最॥൉で 49 ̹、఩東੩の土坑はৼƗ、॥さ 12 ̹である。平面形はō基ともઍѤ形状である。୫面は

平૔で、Ūࠫ状を୧する。

遺物はᄘ（第 64 ই -210）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3128áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。఩西੩でଽٻ 28 ̹のＳş 3177 を切っている。֩฾はସࡃ 38 ̹、૜

ࡃ 35 ̹、॥さ 57 ̹で、平面形はѤ形状の土坑である。୫面はռǇをખƻて掘られており、断面がެ

ସいũࠫ状を୧している。

遺物は୫面から 47 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 64 ই -211）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 1963áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 61 ̹、૜ࡃ 47 ̹、॥さ 21 ̹で、平面形はઍѤ形状をな

す土坑である。୫面は平૔に掘られ、断面はג઩形状である。

遺物は中Ҁの検出面付近からはᄘ（第 64 ই -213）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3174áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。௬ГҸ所でōƬの土坑がࢲ複しており、北੩の土坑に関しては、఩੩

の土坑に大൉分を切られているため形状・֩฾ともにౝϕできない。఩੩の土坑に関しては、֩฾が

ସࡃ 56 ̹、૜ࡃ 44 ̹、॥さ 54 ̹で、平面形はѤ形状の土坑である。୫面はռƗ掘られており、断面

はũࠫ状を୧する。

遺物は୫面から 19 ̹ഷいたϳ૷でᄘ（第 64 ই -214）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3521áફ 27 図â

Ţ 28 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 29 ̹、૜ࡃ 25 ̹、॥さ 25 ̹で、平面形は不ষ形な߾Ԓ

形状の土坑である。୫面はռƗ掘りݳまれており、断面はũࠫ状を୧する。

遺物は઩付ᖫのא઩൉（第 64 ই -215）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 1944áફ 27 図â

Ţ・ţ 28 ǫリǾドで検出された。北西੩でＳş 3166 とৣする。֩฾はସࡃ 71 ̹、૜ࡃ 54 ̹、

॥さ 43 ̹で、平面形はઍѤ形状の土坑である。୫面はǃǄ平૔に掘られており、断面はג઩形を୧

する。

遺物は઩付ᖫ（第 64 ই -216）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3297áફ 28 図â

Ţ28ǫリǾドで検出された。この土坑の周϶はѤ形状にԊຽをࢄけている。西੩ではＳş3296を切っ

ており、北東੩でＳş 3298 に切られる。֩฾はସࡃ 70 ̹、૜ࡃ 59 ̹、॥さ 36 ̹である。平面形は

切り合いのため本ີの形状ではない可能性があるが、不ষ形なѤ形を୧している。୫面は平૔ではなƗ、

中Ҁ൉が高Ɨなっており、断面はߟ状である。
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遺物はࣹٸ૜᭰ᄘ（第 64 ই -212）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 1875áફ 28 図â

ţ 28 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 29 ̹、૜ࡃ 25 ̹、॥さ 30 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

なす土坑である。୫面はռƗ掘られており、断面はũࠫ状を୧する。

遺物は୫面から 6#0 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 64 ই -217）が出土しており、ƥのरϳでは礫が出土

している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 1873áફ 28 図â

ţ 28 ǫリǾドで検出された。北西੩ではＳş 3285・Ｓş 3286 を切っており、北東੩ではＳŜ 2157

のർ溝に切られている。֩฾はସࡃ 1#4 Ż、૜ࡃ 1#38 Ż、॥さ 39 ̹であり、平面形は不ষ形なѤ形

状を୧する土坑である。୫面はܢƗ平૔で、断面はಙ形である。

遺物は土器අが出土したが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅのため、遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期に

ੳすると考えられる。

ŧş 5118áફ 29 図â

ş 29 ǫリǾドで検出された。この土坑はఝ൉で別土坑に切られており、఩西੩ではＳŜ 5119 を切っ

ている。Ｓş 5118 の֩฾はସࡃ 60 ̹、૜ࡃ 43 ̹、॥さ 16Xb で、平面形はઍѤ形状の土坑である。

ఝ੩のࣹ土坑に関しては֩฾がସࡃ 33 ̹、૜ࡃ 23 ̹、॥さ 23Xb である。断面は切り合いのため判然

としないが、ߟ状を୧していると考えられる。

遺物はᄘ（第 65 ই -218）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 7265áફ 29 図â

Š 29 ǫリǾドで検出された。ōƬの土坑がࢲ複して検出され、ӱ੩の土坑に関しては、֩฾はସࡃ

77 ̹、૜ࡃ 60 ̹、॥さ 10Xb で、中Ҁ付近の土坑は֩฾がସࡃ 30 ̹、૜ࡃ 24 ̹、॥さ 21Xb である。

平面形はઍѤ形状を୧しており、断面はߟ状で、ఝ੩のࣹ土坑はũࠫ状であったと考えられる。

遺物はᄘ（第 65 ই -219）が出土しており、ఝ੩のࣹ土坑に伴うものと考えられる。

出土遺物からࣹ土坑の時期は弥生時代後期末に֟ੳすると考えられ、Ｓş 7265 はこのࣹ土坑に切ら

れることから、弥生時代後期末以前に形成された遺構と考えられる。

ŧş 4203áફ 29 図â

Ţ 29 ǫリǾドで検出された。東੩ではＳŜ 3032 を切っている。֩฾はସࡃ 1#06 Ż、૜ࡃ 69 ̹、

॥さ 39 ̹で、平面形はઍѤ形状を୧する土坑である。୫面は平૔に掘られており、断面はג઩形を୧

している。

遺物は土坑ఝのर਽൉で土器අがธ集して出土しており、高უ（第 65 ই -220・221）とᄘ（第 65 ই

-222 〜 225）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2996áફ 29 図â

Ţ 29 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 81 ̹、૜ࡃ 72 ̹、॥さ 27 ̹で、平面形はઍѤ形状の土

坑である。୫面は平૔で、断面はג઩形を୧している。

遺物はᄘ（第 66 ই -230）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。
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ŧş 1428áફ 30 図â

Ŧ 29 ǫリǾドにϳ૷し、ＳŜ 1426 を北東੩で切って検出された。֩฾はସࡃ 71 ̹、૜ࡃ 65 ̹、

॥さ 30Xb で、平面形は不ষ形な方形を୧している。また、Ｓş 1428 はఝ੩をࣹ土坑に切られており、

このࣹ土坑はଽٻ 28 ̹、॥さ 39 ̹の֩฾で、平面形はѤ形状を୧している。断面はＳş 1428 はג઩

形を୧しており、ఝ੩のࣹ土坑は఩北方ܕの断面はŪࠫ状である。

遺物はࣹٸᄘ（第 65 ই -226）、઩付ᖫ（第 65 ই ৼತ（第ٸࣹ、（228・227- 65 ই -229）が出土し

ている。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 5646áફ 30 図â

Ş 29・30 ǫリǾドで検出された。北西੩が調査区ӱにあたるため、本ີの֩฾、形状は୩かでない。

検出されたೆ϶の֩฾は、ସさ 65̹、最大൒ 52̹、॥さ 11̹である。୫面は北西੩から఩東੩にܕかっ

てなだらかに॥Ɨなり、఩東੩の୫面は平૔になっている。

遺物は઩付ᖫ（第 66 ই -232）と石গ（第 66 ই -233）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 3652áફ 30 図â

Ţ 30 ǫリǾド、ＳŜ 1316 の東に 7#0 ̹໐れたϳ૷で検出された。֩฾はସࡃ 89 ̹、૜ࡃ 85 ̹、

॥さ 31 ̹で、形面形はǃǄѤ形状を୧する土坑である。୫面は平૔で、断面はג઩形を୧する。

遺物は઩付ᖫ（第 66 ই -231）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 4256áફ 30 図â

ţ 30 ǫリǾドにϳ૷し、西੩でＳŜ 2913 と切り合って検出された。֩฾はସࡃ 65 ̹、૜ࡃ 51 ̹、

॥さ 29 ̹で、平面形はઍѤ形状の土坑である。୫面は平૔であるが、東੩に行ƗにƬれてࣦÐに॥Ɨ

なる。

遺物は୫面から 13 ̹ഷいたϳ૷で石ߟ（第 66 ই -236）が出土した。

石器のǇの出土であるため、遺構の明確な時期は判然としないが、付近にはૉڣ住居跡が構ૼされ

ていることから、これらの遺構と௬時期であるとすれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳ

すると考えられる。

ŧş 3537áફ 30 図â

Ţ 30 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 41 ̹、૜ࡃ 33 ̹、॥さ 33 ̹で、平面形は北東੩のГ൉

がఈ出した不ষ形なѤ形を୧した土坑である。୫面は平૔で、断面はג઩形を୧する。

遺物は఩੩、୫面から 20 ̹ഷいたϳ૷でࣹٸᄘ（第 66 ই -234）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 3712áફ 30 図â

ţ 30 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 80 ̹、૜ࡃ 50 ̹、॥さ 31 ̹で、平面形はઍѤ形状をな

す土坑である。୫面はややռǇをખƻ、西੩にܕかってժやかに॥Ɨなる。

遺物はᄘ（第 66 ই -237）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 1293áફ 30 図â

ţ 30 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 50 ̹、૜ࡃ 34 ̹、॥さ 44 ̹で、平面形はઍѤ形状の土

坑である。୫面はռƗ掘りݳまれ、断面はũࠫ状を୧する。

遺物は઩付ᖫ（第 66 ই -238）が出土している。
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出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2790áફ 31 図â

ţ 30 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 26 ̹、૜ࡃ 22 ̹、॥さ 20 ̹で、形面形はѤ形状のࣹ֩

฾土坑である。୫面は平૔で、断面はג઩形状を୧している。

遺物は東੩の୫面から 6#0 ̹ഷいたϳ૷で઩付ᖫ（第 66 ই -239）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2576áફ 31 図â

Š 31 ǫリǾドで検出された。ō基の土坑が切り合って検出され、東੩の土坑が西੩の土坑に切られ

ている。東੩の土坑は大൉分を切られているため、֩฾・形状ともに判然としない。ō基を合Ǘせた

֩฾はସࡃ 60 ̹、૜ࡃ 59 ̹、॥さ 20 ̹で、平面形は不ষ形なѤ形である。東੩の土坑はئ૝にৼƗ、

॥さ 4#0 ̹である。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。ƥのઁに石器が出土している。

出土土器がࣹඅのため、遺構の時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期に

ੳすると考えられる。

ŧş 2534áફ 31 図â

Ť 30 ǫリǾドにϳ૷し、ō基の土坑がࢲ複して検出された。ӱ੩の土坑は、֩฾がସさ 69 ̹、最

大൒ 64 ̹、॥さ 12 ̹で、平面形はռǇのあるߡԒ形状を୧する。Г方ఝ੩の土坑はସࡃ 38 ̹、૜ࡃ

34 ̹、॥さ 23 ̹で、平面形はѤ形状である。断面はఝ੩の土坑がժやかなũࠫ状を୧しており、ӱ੩

の土坑は切り合いのため判然としない൉分があるが、ߟ状を୧していたと考えられる。

遺物はᄘ（第 66 ই -235）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 3078áફ 31 図â

Ţ 31 ǫリǾドで検出された。東੩でＳŜ 1316 を切っており、西੩のГ൉はԊຽをࢄけている。֩

฾はସࡃ 65 ̹、૜ࡃ 62 ̹、॥さ 25 ̹で、平面形はǃǄѤ形状をなす土坑である。୫面はռǇをખƻ

ており、断面はժやかなũࠫ状を୧する。

遺物はఝ੩の北੩でᄘ（第 66 ই -240）と઩付ᖫ（第 66 ই -241）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

ŧş 3876áફ 32 図â

Ť 31 ǫリǾドにϳ૷し、఩西੩はＳＤ 2348 を切り、北੩でもいƗƬかの土坑状の遺構を切って検

出された。֩฾はସࡃ 83 ̹、૜ࡃ 66 ̹、॥さ 32 ̹であり、平面形はઍѤ形状を୧する土坑である。

୫面はǃǄ平૔で、西੩に行ƗにƬれてǗずかに॥Ɨなる。断面はג઩形を୧している。

遺物は高უ（第 66 ই -242）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧş 568áફ 32 図â

Ŧ 31 ǫリǾドにϳ૷し、Ｓş 567 を切って検出された。֩฾はସࡃ 58 ̹、૜ࡃ 48 ̹、॥さ 27 ̹で、

平面形はやや不ষ形なѤ形状の土坑である。୫面はǃǄ平૔で、断面はややռǇをખƻたג઩形を୧

する土坑である。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土土器がࣹඅであるため、遺構の時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時

期にੳすると考えられる。
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断面はג઩形を୧する。

遺物はࣹٸᄘ（第 66 ই -243）と઩付ᖫ（第 66 ই -244・245）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 2577áફ 32 図â

Ŧ 31・32 ǫリǾドで検出された。西੩でＳŮ 176 と、東੩でଽٻ 40 ̹前後のࣹ土坑を切っている。

֩฾はସࡃ 64 ̹、૜ࡃ 62 ̹、॥さ 37 ̹で、平面形ǃǄѤ形状を୧する土坑である。୫面はややռǇ

をખƻ、断面はũࠫ状を୧する土坑である。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。また、࠺然礫が土坑ఝの中ϳ

で出土した。

出土土器がࣹඅのため遺構の時期は不明確であるが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳ

するものと考えられる。

ŧş 2240áફ 33 図â

š 32 ǫリǾドにϳ૷し、東੩でＳŜ 328 を切って検出された。֩฾はସࡃ 45 ̹、૜ࡃ 35 ̹、॥さ

31 ̹であり、平面形はઍѤ形状を୧する土坑である。୫面は平૔で、断面はಙ形である。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため遺構の時期は判然としないが、付近にＳŜ 328 があることから、この遺構と近

い時期とすれƸ弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 1919áફ 33 図â

Ţ 32 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 43 ̹、૜ࡃ 42 ̹、॥さ 60 ̹であり、平面形はǃǄѤ形

状を୧する土坑である。୫面はռƗ掘りݳまれており、断面はũࠫ状を୧している。

遺物は出土しなかった。

出土遺物がないため、時期は判然としないが、周϶ではＳŮ 328 やＳŜ 805 なƱがあるため、これ

らの遺構と近い時期であるとすれƸ、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 616áફ 33 図â

ť・Ŧ 32 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 61 ̹、૜ࡃ 59 ̹、॥さ 48 ̹で、平面形はǃǄѤ形

状の土坑である。୫面は東੩が最も॥Ɨなり、断面はג઩形状である。

遺物は୫面から約 10 ̹ഷいたϳ૷でまとまって出土しており、高უ（第 67 ই -246）、ᄘ（第 67 ই

247 〜 249）、઩付ᖫ（第 67 ই -250）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧş 2313áફ 33 図â

ť 32 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 34 ̹、૜ࡃ 28 ̹、॥さ 22 ̹で、平面形はઍѤ形状の土

坑である。୫面は東੩が最も॥Ɨ、断面はג઩形状を୧している、

遺物は୫面付近で石ߟ（第 67 ই -251）が出土した。

石器のǇの出土であるため明確な時期は判然としないが、周϶にはＳŖ 80054 なƱがあり、これら

の遺構と௬時期であるとすれƸ、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳする可能性がある。

ŧş 179áફ 33 図â

ť 32 ǫリǾド、前ࢿのＳş 2313 の఩に 12 ̹໐れたϳ૷で検出された。֩฾はସࡃ 72 ̹、૜ࡃ 61 ̹、

॥さ 45 ̹で、平面形はઍѤ形状をなす土坑である。૫ތのある中Ҁ付近が最も॥Ɨ、西੩はৼƗなっ

ている。断面はಙ形を୧している。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

遺物による遺構の時期は不明だが、弥生時代後期から古墳時代前期のГ時期にੳすると考えられる。
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ŧş 1934áફ 34 図â

ũ 33 ǫリǾドにϳ૷し、ō基の土坑が切り合った状ઙで検出された。検出状ؒから西੩の土坑が東

੩の土坑を切っていると考えられる。西੩の土坑は、֩฾がସࡃ 62 ̹、૜ࡃ 46 ̹、॥さ 54 ̹で、平

面形はઍѤ形状を୧し、東੩の土坑は、֩฾がସࡃ 40 ̹、૜ࡃ 30 ̹、॥さ 21 ̹で、平面形がઍѤ形

状である。୫面はō基ともに平૔で、断面は東੩の土坑は切り合いのため判然としないが、西੩の土

坑はג઩形状である。

遺物は઩付ᖫ（第 67 ই -252）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧş 2311áફ 34 図â

ũ 33 ǫリǾドで検出された。東੩で॥さ 20 ̹のＳş 2310 と切り合っているが、検出状ؒからはॠ

ࡃは判然としない。֩฾はସٱ関ש 26 ̹、૜ࡃ 23 ̹、॥さ 23 ̹で、平面形はѤ形状の土坑である。

୫面はռƗ掘りݳまれており、断面はũࠫ状を୧する。

遺物はᄘ（第 67 ই -253）が出土した。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

á３â঴ԋഩฯЋܲ

ŧŬ 70367áફ 35 図â

Ｄ３・ŏǫリǾド、ＳŜ 70002 の北東のѴඈにѭうようなϳ૷で検出された。また఩఩東でସさ 64

̹、൒ 46 ̹のࣹ土坑と切り合うが、この土坑との前後関ٱは判然としない。遺構の֩฾はସさ 2#64 Ż、

最大൒ 2#12 Ż、॥さ 26 ̹で、平面形はߡԒ形に近い不ষ形な形状を୧した遺構である。断面はߟ状

を୧しているが、遺構ఝに૫ތを࠮っていることから、ō基の遺構がࢲ複している可能性がある。

遺物はᄘ（第 68 ই -255）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧŬ 53203áફ 35 図â

Š 19 ǫリǾドにϳ૷し、北੩はＳŮ 50880 に切られ、東੩はＳŜ 50798 を切っている。また、遺構

ఝではఝ面中Ҁより北੩ではＳş 53383 とＳş 40714 に切られている。検出൉分の遺構の֩฾はସさ

2#0 Ż、最大൒ 2#12 Ż、॥さ 17 ̹で、平面形は方形状の遺構である。୫面はܢƗ平૔で、断面はߟ状

を୧している。

遺物はᄘ（第 68 ই -265）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧŬ 18114áફ 35 図â

Š 14 ǫリǾドで検出された。఩੩は調査区ӱにあたり、検出されていない。また、東੩のГ൉と北

੩はԊຽがחんでおり、さらにԊຽの東੩では平安時代末からԺ਷時代のＳＤ13053が形成されている。

ƥのため、ਙઑの形状・֩ ฾のౝϕはబしいが、ߵ存൉分の֩฾に関しては、ସࡃ 5#4 Ż、૜ࡃ 2#3 Ż、

॥さ 12 ̹である。形状に関しては西੩のГ൉のǇが੭えられるのǇで、検出൉分ではཚإした不ষ形

な形状である。୫面はܢƗ平૔であり、断面はߟ状を୧している。

遺物はᄘ（第 68 ই -256 〜 260）とǴǪȧǟȌー（第 68 ই -261）が出土している。石器に関しては、

縄文時代遺物のށహである可能性がある。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧŬ 53690áફ 36 図â

明確な遺構は検出できなかったが、遺物がまとまって出土したş 16 ǫリǾド西੩をここではＳŬ
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53690 として報告する。

出土遺物はいずれも土器であるが、ࡑ測ই化できた土器はᄘ（第 68 ই -264）のǇである。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧŬ 13001áફ 36 図â

š・Ţ 17 ǫリǾドで検出された。఩東੩は調査区ӱにあたるため、検出されていない。北੩はＳş

13003 を、北西੩ではઁの溝状遺構を切っている。検出൉分の֩฾はସさ 3#44 Ż、最大൒ 2#3 Ż、॥

さ 21 ̹である。形状はҟ半が検出されていないため不明確だが、ସઍѤ形を୧していると考えられる。

୫面はܢƗ平૔で、断面はߟ状を୧している。

遺物はᄘ（第 68 ই -262・263）が出土している。

出土遺物から弥生時代後期後半の遺構と考えられる。

ŧŬ 53136áફ 37 図â

明確な遺構は検出できなかったが、遺物がまとまって出土したť 26 ǫリǾド఩西੩をここではＳŬ

53136 として報告する。

遺物は高უ（第 68 ই -266）とࣹٸತ（第 68 ই -267）が出土した。

出土遺物から古墳時代前期前半の遺構と考えられる。

ŧŬ 5914áફ 37 図â

ŝ 28 ǫリǾドで検出された。北੩は調査区ӱにあたるため、検出されていない。遺構ఝはＳş 5945

とＳş 5944 に切られている。検出൉分の֩฾はସさ 4#2 Ż、最大൒ 76 ̹、॥さ 18 ̹で、平面形はସ

ઍѤ形状の遺構である。

遺物は高უ（第 68 ই -268）と઩付ᖫ（第 68 ই -269）が出土した。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半から古墳時代前期のГ時期にੳするであǕう。

ŧŬ 3704áફ 37 図â

Ŧ 28 ǫリǾドで検出された。఩西੩でＳş 1760 を切っており、Ｓş 3391 に切られる。遺構の֩฾

はସさ 2#25 Ż、最大൒ 1#4 Ż、॥さ 20 ̹で、平面形は不ষ形な形状である。୫面はܢƗ平૔で、断

面はߟ状を୧している。

遺物は土器අがǗずかに出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

土器のࣹඅのǇの出土であるため、明確な時期は判然としないが、弥生時代後期から古墳時代前期

のГ時期にੳすると考えられる。

ŧŬ 3250áફ 37 図â

Ŧ・Ｓ 29 ǫリǾドで検出された。この遺構は北੩をＳş 4007 に、西੩をＳş 4012 に切られ、東੩

でＳş 3251 を切っている。さらに遺構の中Ҁ北੩をＳş 4010 に切られており、この土坑の॥さは 54

̹と周϶にೝǁて著しƗ॥Ɨ、この൉分だけ落Ʃٟんでいる。この遺構の֩฾は、఩の૝にԊຽをࢄ

けているため、本ີのସさは明らかでないが、ߵ存ସは 2#2 Ż、最大൒ 78 ̹である。॥さは 7#0 ̹と

。状を୧しているߟめてৼい。断面はئ

遺物はᄘ（第 69 ই -270）が出土している。

遺物による時期の判断はబしいが、弥生時代後期後半にੳするであǕう。

ŧŬ 54áફ 38 図â

Ｓ 33 ǫリǾドで検出された。遺構の֩฾はସさ 2#8 Ż、最大൒ 2#0 Ż、॥さ 58 ̹で、平面形はઍ

Ѥ形に近い不ষ形な形状を୧している。୫面はѿఇがあり、断面は不ষ形なג઩形状である。東੩に

૫ތがあり、西੩にはସさ 72 ̹、൒ 40 ̹前後のٟǇがある。ൗ土はެかƗహりਭんでいる。

遺物はށహしたとۂられる縄文土器අのǇであった。
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ＳＤ 13387、13053、52859、50676、52493、13203、12286、13205、13207、13209、13211 は調査のӄ୷で別Ð

の遺構とされているが、৯ࢿのように௬じ区画溝と考えられる。この区画溝は遺物の出土がࣺないため、

遺構の時期は明確ではないが、弥生時代後期から古墳時代前期のૉڣ住居跡や方形周溝墓を切っている

ことと、駿河山遺跡では弥生時代から古墳時代以降は平安時代まで遺物の出土が認められないことから、

平安時代から中世までのいずれかの時期にੳする遺構である可能性が考えられる。

ŧŘ 13387áફ 41 図â

ś 11 〜Š 14 ǫリǾドで検出された。఩੩は調査区ӱとなり、北੩ではԊຽをࢄけているため本ີ

の֩฾は判然としないが、ਙସは 63#25 Ż以रあったものとࠈǗれ、൒は 60 ̹〜 1#2 Żである。北東

から఩西にܕかってସƗのƻており、ர中、弥生時代後期のものとࠈǗれるＳŜ 14703 を切っている。

ŕからＤ地஝における॥さは 12 〜 24 ̹であるが、最も఩西੩のřÕř� 地஝では 44 ̹とઁの地஝に

ೝǁ 20 〜 32 ̹॥Ɨなっている。断面はߟ状かಙ形を୧している。

遺物は弥生時代から古墳時代のށహ品とۂられるᄘ（第 81 ই -474・475）が出土した。

ＳＤ 13387 では、出土遺物がށహ品のǇであるため、この遺構の時期は判然としないが、௬じ区画

溝のＳＤ 50676 は出土遺物によって平安時代末からԺ਷時代にϳ૷付けられることから、ＳＤ 13387

も௬時期の遺構である可能性が高い。

ŧŘ 13053áફ 42 図â

Š 14 〜 16 ǫリǾドで検出された。֩฾は北西૝でԊຽをࢄけているためߵ存ସで約 24#25 Ż、൒

60 ̹〜 1#2 Żである。॥さはŗ、Ｄ地஝ではƥれƦれ 24、30 ̹であるが、調査区ఝӱの境界付近であ

るřÕř� 地஝が最も॥Ɨ 48 ̹である。断面はߟ状かג઩形に近い形状を୧している。఩東੩でǃǄ

90°のԒஶで前ࢿのＳＤ 13387 にৣ続する。఩東੩が調査区ӱとなるため検出されていないが、本ີ、

溝は఩東੩へ続ƗものとࠈǗれる。

遺物は土器අが出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

出土遺物からは明確な時期は判断できないが、௬じ区画溝のＳＤ 50676 は出土遺物によって平安時

代末からԺ਷時代にϳ૷付けられることから、ＳＤ 13053 も௬時期の遺構である可能性が高い。

ŧŘ 52859áફ 42 図â

Š16〜ş 18ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約18#9Ż、൒ 90̹〜 1#8Ż、॥さ66〜 70̹である。

ԊຽをࢄけたＳＤ 13053 の北西૝から 60 ̹໐れたष所にϳ૷しており、ƥのまま௬じように北西にの

ƻている。ີیはＳＤ 13053 とГ༫の溝であったと考えられるが、ＳＤ 52859 の方がਙઑ的に൒ܢで

॥Ɨ掘りݳまれている。断面は॥いג઩形状を୧している。

遺物はށహしたとۂられる縄文時代から古墳時代の土器අが出土した。

出土遺物では時期は判然としないが、ઁの遺構と௬じように、ＳＤ 50676 と௬じ時期の遺構である

とすれƸ平安時代末からԺ਷時代の遺構と考えられる。

ŧŘ 50676áફ 43 図â

Ś 15〜ş 18ǫリǾドで検出された平安時代末からԺ਷時代の溝状遺構である。఩૝にԊຽをࢄける

ためਙઑをౝϕできないが、֩฾はߵ存ସで約 60#75 Ż、൒ 45 〜 60 ̹、॥さ 18 〜 38 ̹である。遺

構は調査区東੩と఩੩にのƻており、東੩の遺構は後ࢿするＳＤ 52493 とǃǄৣしながら൵行してਜ਼っ

ている。఩にܕかってのƻる遺構はＳŜ 51495、ＳŜ 51496、ＳŮ 51497 を切ってѩॖし、ＳＤ 52859

とৣ続する可能性がある。断面はג઩形状かߟ状を୧している。

遺物は山茶碗（第 81 ই -476）が出土した。

出土遺物から平安時代末からԺ਷時代の遺構と考えられる。
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ŧŘ 52493áફ 43 図â

Ś 15 〜ś 17 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 17 Ż、൒ 50 〜 60 ̹、॥さ 16 ̹である。東੩

にのƻるＳＤ 50676 の఩੩からࠏ分かれするように開ࠀし、൵行して掘られる。

遺物は出土しなかった。

検出状ؒからはＳＤ 50676 とのॠש関ٱは判然としないが、ઁの遺構と௬じように平安時代末から

Ժ਷時代の遺構と考えられる。

ŧŘ 13203áફ 43 図â

Ś 15 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 2#0 Ż、൒ 50 ̹、॥さ 28 ̹である。前ࢿのＳＤ 52493

から東へ༫続する遺構である。

遺物は出土していない。

出土遺物がないため時期は特୩できないが、ઁの遺構と௬じようにＳＤ 50676 と௬時期の遺構と考

えられることから、平安時代末からԺ਷時代の遺構と考えられる。

ŧŘ 12286áફ 43 図â

Ś 15 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 1#8 Ż、൒ 50 〜 60 ̹、॥さ 12 ̹である。遺構の西੩

がГ൉調査区ӱにあたるため検出されていないが、本ີはＳＤ50676とƬながっていたものとࠈǗれる。

遺物は弥生〜古墳時代の土器අがǗずかに出土したが、ށహしたものとࠈǗれる。

出土遺物から時期は特୩できないが、ઁの遺構と௬じようにＳＤ 50676 と௬時期の遺構と考えられ、

平安時代末からԺ਷時代の遺構と考えられる。

ŧŘ 13205áફ 43 図â

Ś 15 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 1#5 Ż、൒ 63 ̹、॥さ 12 ̹である。西੩はԊຽにӘさ

れているが、本ີは前ࢿのＳＤ 12286 とƬながっていたものとࠈǗれる。

遺物は出土しなかった。

ઁの遺構と௬じようにＳＤ 50676 と௬時期の遺構と考えられ、平安時代末からԺ਷時代の遺構と考

えられる。

ŧŘ 13207áફ 43 図â

Ś 15 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 1#25 Ż、൒ 50 ̹、॥さ 11 ̹である。西੩にԊຽをࢄ

けているが、本ີは前ࢿのＳＤ 13205 とƬながっていたものとࠈǗれる。

遺物は出土しなかった。

ઁの遺構と௬じようにＳＤ 50676 と௬時期の遺構と考えられ、平安時代末からԺ਷時代の遺構と考

えられる。

ŧŘ 13209áફ 43 図â

Ś 14・15 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 1#25 Ż、൒ 38 ̹、॥さ 6#0 ̹である。西੩をԊຽ

にӘされているが、本ີは前ࢿのＳＤ 13207 とƬながっていたものとࠈǗれる。

遺物は出土しなかった。

ઁの遺構と௬じようにＳＤ 50676 と௬時期の遺構と考えられ、平安時代末からԺ਷時代の遺構と考

えられる。

ŧŘ 13211áફ 43 図â

Ś 14 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 1#0 Ż、൒ 38 ̹、॥さ 10 ̹である。西੩にԊຽをࢄけ

ているが、本ີは前ࢿのＳＤ 13209 とƬながっていたとࠈǗれる。東੩もԊຽをࢄけてர切れている。

遺物は出土しなかった。
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ŧŘ 50878áફ 45 図â

Ş 19 〜ŝ 22 ǫリǾドで検出された。遺構の切り合いにより判然としないが、ＳＤ 52862 と溝のॖ

ƻる方ܕがࢲなると考えられることから、௬じ溝の可能性がある。検出൉分の֩฾はਙସ約 27#75 Ż、

൒ 30 〜 90 ̹、॥さ 12 〜 24 ̹である。北西੩で௬時代のＳＤ 52338 に切られる。また、遺構の中Ҁ

൉分では弥生時代末から古墳時代前期ࣖ௧に੧щされたと考えられる方形周溝墓群を切っている。

遺物は弥生から古墳時代の土器අがંঝ出土しているが、ށహしたものとࠈǗれる。

ＳＤ 52862 と௬じように平安時代から中世のГ時期にੳする遺構と考えられる。

ŧŘ 15862áફ 46 図â

ŜŔ〜ś 10 ǫリǾドで検出された。溝の఩ඈで弥生時代から古墳時代のࣹ土坑ō基とৣしている。

また఩東の૝でＳŜ 15286 とৣしており、北西の૝はԊຽをࢄけている。Ԋຽのため北西੩の状ؒは判

然としないが、この遺構のॖƻる方ܕとＳＤ 13387 のॖƻる方ܕが܉Ǘる可能性があることから、Ｓ

Ｄ 15862 も௬じように区画溝のГ൉である可能性が考えられる。遺構の֩฾はߵ存ସで約 10#4 Ż、൒

は 50 ̹〜 1#1 Ż、॥さは 8#0 ̹とৼい。

遺物はށహしたとۂられる縄文時代から古墳時代の土器අが出土している。

出土遺物からは明確な時期は判然としないが、区画溝のГ൉というҡ୩が়しけれƸ、ઁの遺構と

௬じように平安時代から中世の遺構と考えられる。

ŧŘ 53402áફ 46 図â

š 18 ǫリǾドで検出された。֩฾はਙସ約 4#84 Ż、൒ 44 〜 80 ̹、॥さ 13 ̹である。北੩はＳŜ

50799 と、఩੩はＳŜ 50801、Ｓş 50817 とৣしており、これらは弥生時代から古墳時代にϳ૷ƭけら

れる遺構である。所Ð、݁߁による溝状のԊຽがחんでいる。遺構の切り合いとԊຽによって、ＳＤ

53402 がƱのようにॖƻているかは判然としないが、遺構のॖƻる方ܕとＳＤ 50676 のॖƻる方ܕがࢲ

なる可能性があることから、ＳＤ 53402 も区画溝のГ൉であると考えられる。

遺物は、本遺構と௬時代のものとࠈǗれる土器අがŌ஝出土しているが、ࣹඅのためࡑ測ই化でき

なかった。

ࣹඅではあるが、平安時代から中世の土器අが出土していることと、区画溝のГ൉という可能性が

あることから、ઁの遺構と௬様に平安時代から中世の遺構と考えられる。

ŧŘ 52274áફ 46 図â

ś・Ŝ 19 ǫリǾドにϳ૷し、ＳＤ 52262 の఩੩で検出された。北੩でԊຽをࢄけているため֩฾は

明確ではないが、ߵ存ସで約 4#44 Ż、൒ 24 〜 68 ̹、॥さ 18 ̹である。遺構は఩北にのƻるが、఩

૝はࣺし東に৥れて弥生〜古墳時代のものとࠈǗれるଽٻ約 40 ̹のࣹ土坑とৣする。周ඈで検出され

た弥生時代後期から古墳時代前期の方形周溝墓群やૉڣ住居群のِಋ൉分にϳ૷し、ＳＤ 52262 の近

Ɨにあることから、区画溝のГ൉と考えられる。ただし、ઁの区画溝とはॖƻる方ܕや溝の間ԗ等が

Ђなるため、区画としての溝というよりも౬঎等の๡ԥをүたした溝である可能性も考えられる。

遺物は弥生時代から古墳時代の土器අが出土しており、ށహしたものとࠈǗれる。

区画溝のГ൉であるとすれƸ、ઁの溝状遺構と௬じように平安時代末から中世の遺構と考えられる。

á３â土ܘ

ŧş 14820áફ 47 図â

Ŝ 13 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#05 Ż、૜ࡃ 1#0 Ż、॥さ 9#0 ̹である。平面形は北੩

のГ൉がԒ状にఈき出ているが、ǃǄѤ形状を୧し、断面はߟ状を୧している

遺物は 18 世֧ݵにϳ૷ƭけられる൜ೊ器の౤අがŌ஝出土した。
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出土遺物から近世の土坑と考えられる。

ŧş 15036áફ 47 図â

Ŝ 10 ǫリǾドで検出された。఩東੩ではＳŜ 15589 を切っている。֩฾はସࡃ 71 ̹、૜ࡃ 65 ̹、

॥さ 31 ̹であり、平面形はややռǇをખƻた߾Ԓ形状を୧した土坑である。断面はũࠫ状で、北西੩

がժい࡟ٲで、఩東੩が࡟ٲכに掘られる。

遺物は北東ٔで灰釉陶器（第 81 ই -477 〜 479）が３஝ࢲなった状ઙで出土した。

出土遺物から 11 世֧後半の土坑と考えられる。

ŧş 53093áફ 47 図â

ŝ 19 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 62 ̹、૜ࡃ 58 ̹、॥さ 14 ̹で、平面形はǃǄѤ形状を

୧する土坑である。断面はũࠫ状で、西੩にܕかってժやかな࡟ٲで掘られる。

遺物は灰釉ࠖ切り碗（第 81 ই -481）が出土した。

出土遺物から 11 世֧後半の土坑と考えられる。

ŧş 2795áફ 47 図â

ţ 30 ǫリǾドで検出された。֩฾はସࡃ 1#07 Ż、૜ࡃ 1#0 Ż、॥さ 27 ̹である。平面形はѤ形状

を୧した土坑である。北੩はＳş 2794 に切られ、東੩のГ൉にԊຽをࢄけている。断面はಙ形を୧し

ており、୫面は中Ҁ൉にܕかってǗずかに॥Ɨ掘りٟめられている。土坑ఝは୫面から検出面までં

໷の石で充填されていたため、集石がなされた土坑墓と考えられる。

遺物はƥの石་とともに灰釉陶器（第 81 ই -482）が出土した。

出土遺物から、11 世֧後半の遺構と考えられる。

á４â঴ԋഩฯЋܲ

ŧŬ 51779áફ 48 図â

Š・š 23 〜Š・š 24 ǫリǾドで検出された。中Ҁ北੩を࡟めに確認調査ȃȧンǼŨŌ−ŏによっ

て切られる。఩東の૝でＳŜ 51749・54624 とৣし、西੩ではＳŜ 51780 とৣしており、これらのૉڣ

住居は弥生時代後期から古墳時代前期のものと考えられる。遺構の֩฾は、఩੩をԊຽによってӘさ

れるため୩かではないが、ߵ存൉を測るとସさ 14#1 Ż、最大൒ 6#0 Ż、॥さ 25 ̹の大֩฾な遺構で

ある。断面はややཌྷなߟ状を୧する。このように大֩฾な遺構であるが、Ԋຽのંいष所でもあり周

ඈの遺構との関ٱも判然しないことと、出土遺物がࣺないことから性格不明遺構とした。この遺構の

Ѵඈやఝ੩では後世のࣹさなԊຽや、本遺構より古い時代のંঝのࣹ土坑が確認された。

遺物は本遺構と௬時代のものとࠈǗれる土器අが出土したが、ࣹඅのためࡑ測ই化できなかった。

ࣹඅではあるが、出土遺物から平安時代末から中世の遺構と考えられる。
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第ō২ 出土遺物

Ō 弥生〜古墳時代の遺物

溝状遺構や土坑、性格不明遺構から出土した土器はいずれも弥生時代後期後半から古墳時代前期に

֟ੳするものと考えられる。大Ѝ৵໙域という地域的状ؒから、׃৵࠿の特に東൉地域の形ઙ的特ଦ

を୧する土器がંƗۂられる。׃৵࠿の西൉地域の特ଦを࠮Ƭ土器も出土しているが、駿河や北໑系

の土器がГ൉ށహしていることが確認できた。また、遺構ӱからは中൉高地系のᖫがŌ஝出土しており、

在地系土器を主ઑに、地໊的に近ৣした駿河や中൉高地、北໑系の土器がГ൉ށ在していることが特

ഃされる。

以ҟ、遺構Ɯとに出土遺物にƬいてधࢿしていƗ。

á１âܷीЋܲ出土Ћ൝

ŧŘ 13234áફ 49 図â

ŌはᄘのܔѴ൉౤අである。ਙઑ的に෱ึがڜしƗ調ষ方඲は判然としない。ōはᄘの୫൉౤අで

ある。ӱ面はȚǧǨ調ষがࠍされ、୫面付近にはГ൉ȊǬ๋が確認できる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষが

なされている。

３は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষされ、ҟ൉にǨǱȚがࠍされている。ܔѴ

൉ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがなされ、ఝ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧŘ 1420áફ 49 図â

ŏは高უのא൉౤අであり、ߡ方に௤かしを࠮Ƭ。ӱ面はȚǧǨがࠍされている。ఝ面はर൉が಻

ȅȂ、ҟ൉はࠉȅȂされている。

Őは器઩のუ൉からא൉र半である。უ൉とא൉のৣ合൉はղୋしており、༼ப状になっている。

უ൉ӱ面र半はȅȂ調ষされており、უ൉ӱ面ҟ半は҆方ܕにࠍされている。ৣ合൉からא൉にかけ

てのӱ面はࢱϳのȚǧǨ調ষがなされている。ఝ面はუ൉からא൉までȅȂ調ষされている。א൉ҟ

半がڠ੾しているため௤かしのঝは明確ではないが、ߵ存൉から判断して߾方ܕにِけられていたも

のと考えられる。北໑系の器઩とࠈǗれ、古墳時代前期前半に֟ੳするものとࠈǗれる。

őは৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȊǬ調ষがࠍされ、૝൉にはࠉ௧ނ

がߵる。ܔѴ൉ӱ面はȊǬ調ষされ、ఝ面は಻ȅȂがࠍされている。７はᄘの᭰൉౤අである。ӱ面

はખ状にō૫平行にࠍされたߺఈ文の間にࢱϳのߺఈを༫続させており、ƥのҟ方は࡟ϳのȊǬ調ষ

がなされている。ఝ面はࠉȅȂされている。８はࣹٸᄘの୫൉である。୫面中Ҁ൉がर൉にীりरがっ

て༃઩状となる。ӱ面はȚǧǨとȊǬ調ষがなされている。ఝ面はȅȂ調ষされている。Ŕはᄘのઑ

൉ҟ半から୫൉である。ӱ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲が判然としないが、୫面付近にȅȂかȊǬとࠈ

Ǘれる調ষނがۂられる。୫面付近のఝ面にはࠉȅȂのނが確認できる。

10 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষで、Г൉ࠉ௧ނが確認できる。ܔѴ൉はఝ

ӱ面ともにȊǬ調ষであるが、ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳにࠍされている。11 は઩付ᖫのܔѴからઑ൉

౤අである。ӱ面は、ܔѴ൉૝面がȅȂ調ষされ、ܔѴ൉とઑ൉はƥれƦれࢱϳと࡟ϳのȊǬ調ষが

ȅȂࠉ൉にかけてのఝ面はہѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。᭰൉からܔ。されているࠍ

されており、Г൉౺が付ଆしている。12・13 は઩付ᖫのא઩൉である。12 のӱ面はȚǧǨ調ষされ、

ఝ面はȅȂ調ষされている。13 のӱ面はȊǬ調ষがࠍされ、ఝ面はȅȂ調ষされている。

14 は中ໞސփ製の石গである。
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ŧŘ 50838áફ 50½51 図â

  15 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉から᭰൉である。ܔѴ൉૝面にȊǬ๋と঍୩される調ষނがۂ

られ、᭰ ൉ӱ面र半は಻ȅȂされている。᭰൉ӱ面中ϳからҟ半にかけてはȚǧǨ調ষがなされており、

᭰൉ҟ૝にはŦŠの縄文がࠍ文されている。ఝ面は಻ȅȂされている。16 〜 25 は৥りඉしܔѴを࠮Ƭ

ᄘのܔѴ൉౤අである。16 のӱ面とܔѴ൉૝面にȊǬ๋のような調ষが確認できる。ఝ面には縄文の

している。この縄文はƱƩらもŠŦである。17ࠍ文し、Ю状状にࠍきを変えてō૫ܕ のܔѴ൉૝面に

は༫続するߺఈがࠍされており、ఝ面にはŦŠの縄文がࠍ文されている。18 のܔѴ൉૝面にはŠŦの

縄文がࠍされており、৥りඉしたܔѴ൉の૝൉にはǨǱȚがҦえられている。ӱ面にも縄文が確認で

きる。ఝ面にも縄文がࠍ文されており、र૫がŠŦ、ҟ૫がŦŠとなる。また、ō種་の縄文の境๋

にはѤ形のഷ文がசり付けられている。19 のܔѴ൉૝面にࠍされているのはȊǬ調ষとࠈǗれ、૝面

ҟϳにはࠉ௧ނが確認できる。ӱ面でもȊǬ๋が確認できる。ఝ面には縄文とࠈǗれる文様がۂられ、

ƥのरにはѤ形のഷ文がசり付けられている。20 のӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がࠍされ、ƥのҟ൉では҆

ϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面には縄文がࠍされており、र૫がŦŠ、ҟ૫がŠŦである。21 のܔѴ൉

૝面とӱ面はȊǬ調ষされているようである。22 は෱ึしているが、ܔѴ൉૝面のҟϳにȊǬ๋がǗ

ずかにۂられる。23 はܔѴ൉૝面のҟϳにࠉ௧ނがۂられる以ӱは、ఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方

඲は不明である。24 のܔѴ൉૝面にࠉ௧ނのようなٟǇがۂられる。25 はఝӱ面ともに෱ึしており

調ষ方඲は不明である。

26 〜 29 はᄘの୫൉౤අである。26 はਙઑ的に෱ึしているが、ӱ面はȊǬ調ষの後にȚǧǨ調ষ

がࠍされている。ఝ面は҆ȅȂされている。27 〜 29 はఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲が不明確で

あるが、ӱ面にはȊǬ๋がۂられる。28 の୫面には้ຢނが確認できる。

30 はެໞސփ製の石ߟである。

31 は઩付ᖫのܔѴ൉とઑ൉ҟ半である。ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ調ষがなされ、૝൉にǨǱȚがࠍされ

ている。ӱ面はȊǬ調ষで、ܔѴ൉はࢱϳ、ہ൉は࡟ϳ、ઑ൉ҟ半はࢱϳ〜࡟ϳとなる。ઑ൉ҟ半に

はГ൉ࠉ௧ނがۂられる。ఝ面はܔѴ൉が҆ϳのȊǬ調ষで、ઑ൉ҟ半がȅȂ調ষとࠈǗれる。32・

33 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。32 のܔѴ൉૝面は࡟ϳのȊǬにより面ࡷりされており、ܔѴ൉ӱ面

はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされている。ܔѴ૝൉にはǨǱȚが確認できる。ఝ面には҆ϳのȊǬ๋がۂら

れるが、෱ึしている。33 はఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は不明だが、ܔѴ൉ӱ面にГ൉ȊǬ

๋がۂられる。34 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面は಻ȅȂされ、ఝ面はर൉がȅȂ調ষ、ҟ൉は

෱ึしているがȊǬ๋がࠍされている。

ŧŘ 70013áફ 51 図â

35 は઩付ᖫのઑ൉からৣ合൉౤අである。ӱ面は෱ึしているが、ǗずかにȊǬ๋が確認できる。

ఝ面もȊǬ調ষがࠍされている。

ŧŘ 70016áફ 51 図â

36 はࣹٸৼತであり、ܔѴ൉がǗずかにڠ੾しているが、ƥれ以ӱはߵ存している。ఝӱ面ともに

ȅȂ調ষされている。

ŧŘ 70016½ŧş 70211áફ 51 図â

37 は઩付ᖫのܔѴ൉とઑ൉౤අである。ӱ面はܔѴ൉がȅȂ調ষされ、᭰൉からઑ൉にかけて、ࢱ

ϳと࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。ఝ面はܔѴ൉が҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষで、ઑ൉はȅȂ調ষである。

ŧŘ 18090áફ 51 図â

38 は高უのא൉౤අである。ӱ面はर൉がȊǬかȅȂ調ষ、ҟ൉はȅȂ調ষで、ƥの後ࢱϳのȚǧ

Ǩ調ষとࠈǗれる。ఝ面はუ൉੩・א൉੩ともにȅȂ調ষされ、א൉のर૝はȊǬ๋原ઑにより調ষ
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されている。古墳時代前期末に֟ੳすると考えられる。

ŧŘ 70018áફ 51 図â

39 はᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面に࡟ϳのȊǬ๋がۂられ、૝൉にǨǱȚがࠍされている。

᭰൉ӱ面にもࢱϳ〜࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧŘ 52400áફ 51 図â

40 はᄘの୫൉౤අである。୫൉とઑ൉とのৣ合൉がࣺしƗƻれて、立Ʃरがり൉分がӱ੩にఈ出し

た形状をなす。ӱ面は෱ึのため不明໱ながらǗずかにȊǬ๋がۂられる。ఝ面は಻ȅȂされている。

ŧŘ 52406áફ 51 図â

41 はᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は明らかでないが、ܔѴ൉૝面に

はǨǱȚがۂられる。42 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面は෱ึしているがȊǬ๋がۂられる。ఝ面はȅ

Ȃ調ষされているようである。

ŧŘ 51279áફ 51 図â

43 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষであるが、ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。

44 は৥りඉしܔѴを࠮ƬತのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明໱であ

るが、ӱ面はȊǬ調ষ、ఝ面は҆ȅȂがࠍされる。

ŧŘ 51280áફ 51 図â

45 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȊǬ๋がۂられるが、ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。

á２â土ܘ出土Ћ൝

ŧş 70192áફ 52 図â

46 はತである。ܔѴ൉の３分のōǃƱがڠ੾しているが、ƥれ以ӱの൉分はߵ存している。ઑ൉ӱ

面र半はȊǬ調ষで、ҟ半は಻ȅȂとࠈǗれるが、ȊǬ調ষのȊǬ๋が෱ึしてۂえなƗなっている

可能性も考えられる。ܔѴ൉ఝ面はȊǬ調ষがࠍされている。ઑ൉ఝ面は಻ȅȂされ、୫൉にはࠉ௧

。が確認できるނ

ŧş 70186áફ 52 図â

47 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面とも෱ึのため調ষ方඲は不明である。

ŧş 70096áફ 52 図â

48 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされ、ܔѴ൉૝面はȊǬ๋がǗず

かに確認できる。ఝ面はȚǧǨ調ষがࠍされている。

ŧş 70045áફ 52 図â

49 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉には෱ึしているがǨǱȚがǗずかにۂられる。ӱ面は

されていࠍఈがߺ不明だが༫続するٌܞ൉にはہ、ϳのȊǬ調ষがなされࢱѴ൉から᭰൉にかけてܔ

る。ઑ൉ӱ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがなされている。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষで、ઑ൉ఝ面は

ȅȂ調ষとࠈǗれる。

ŧş 70052áફ 52 図â

50 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面はਙઑ的に෱ึしており調ষ方඲は不明であ

る。ఝ面には縄文がࠍされており、ō૫に分けてࠍ文される。いずれもŠŦの縄文であるが、ఝ੩は

。২縄文であるڤ

ŧş 70068áફ 52 図â

51 はࣹٸռ୫のತである。ӱ面はȚǧǨ調ষされ、ఝ面は಻ȅȂされている。古墳時代前期末に֟

ੳするものとࠈǗれる。
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ŧş 70243áફ 52½53 図â

52 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされ、૝൉ҟϳにǨǱȚがࠍさ

れる。ܔѴ൉ӱ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষである。ఝ面も҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ๋がۂられ、ҟ方はȅȂ調

ষされている。53 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ӱ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがなされ、ܔ

Ѵ૝൉にǨǱȚがҦえられている。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされているが、रϳのȊ

Ǭ๋がҟϳのȊǬ๋に切られているのが確認できる。ઑ൉ఝ面は಻ȅȂされている。54 は઩付ᖫのא

઩൉౤අである。ఝӱ面ともにȊǬ調ষであるが、ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳとなっている。55 は઩付

ᖫのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষで、ܔѴ൉૝面とઑ൉は҆ϳ中ढ़、ܔѴ൉は࡟ϳに

されている。56ࠍ は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はࢱϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされているが、ৣ

合൉付近はȅȂऎされているようである。ઑ൉੩のఝ面にもȊǬ๋がۂられ、ҟ൉はȅȂ調ষされて

いる。א઩൉ఝ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষで、र൉にࠉȅȂのނ跡がۂられる。

ŧş 70128áફ 53 図â

57 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。෱ึがڜしƗ不明໱であるが、ఝӱ面ともにŠŦ

の縄文がۂられ、ܔѴ൉૝面ҟϳにはࠉ௧ނのようなٟǇが確認できる。58 はᄘの᭰൉౤අである。

ӱ面はȊǬ、ఝ面はȅȂ調ষである。

ŧş 70118áફ 53 図â

59 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にはǨǱȚがࠍされ、ܔѴ൉ӱ面には҆ϳのȊǬ๋のҟ

方にࢱϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 70133áફ 53 図â

60 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ܔѴ൉ఝӱ面はȊǬ後ȅȂ調ষされており、ઑ൉ఝӱ面

は಻ȅȂされている。

ŧş 70150áફ 53 図â

61 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にǨǱȚがࠍされ、ܔѴ൉ӱ面はࢱ方ܕにȊǬ調ষされ

ている。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 70315áફ 53 図â

62 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面にはȊǬ๋がۂられ、ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 70316áફ 53 図â

63 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。

ŧş 70359áફ 53½54 図â

64 〜 67 はᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。64 はఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は不明であるが、

᭰൉ӱ面にٖ状ٌܞによるとۂられる࡟め方ܕの༫続するߺఈがࠍされている。65 はఝӱ面ともに෱

ึのため調ষ方඲は明らかでない。66 は複合ܔѴを࠮Ƭ。ܔѴ൉ӱ面にはࢱにෑ状ഷ文がசり付けら

れている。ఝ面のܔѴ〜᭰൉は෱ึがڜしいが、ȊǬ調ষであǕう。67 のܔѴ൉૝面にはŏƬでГਭ

とࠈǗれる૜いෑ状ഷ文がசり付けられている。ܔѴ൉ӱ面には෱ึのため判然としないが、Г൉Ȋ

Ǭ๋がۂられる。ఝ面はȅȂ調ষであǕうか。65 〜 67 は駿河地域の特ଦを࠮Ƭᄘである。68・69 は

ᄘの୫൉౤අである。68 の୫面付近ӱ面にはȊǬ๋が確認できる。ఝ面はȅȂ調ষされている。69 の

ఝ面もȅȂ調ষである。70 はᄘのہ൉౤අである。ӱ面は෱ึのため調ষ方඲が判然としないが、र

૝にГ൉ȊǬ๋が確認できる。ఝ面はȅȂ調ষされている。

71・72 は৥りඉしܔѴを࠮Ʃ、ہ൉の大きƗତるತのܔѴ൉からہ൉౤අである。71 のӱ面は෱ึ

がڜしƗ調ষ方඲は不明であるが、ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষで、૝൉にǨǱȚがࠍされている。ఝ面は

ȅȂ調ষされている。
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72 の᭰൉からہ൉のӱ面には࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。

73 は器種不明の土器අである。௧൉を࠮たない଺形土器のܔѴ൉からઑ൉र半൉のようにۂえる。

ӱ面はෑ状ٌܞによって文様がࠍされており、଺のЮのようにۂえる。ఝ面は、ܔѴ൉はȅȂで、ઑ

൉もおƥらƗȅȂ調ষとࠈǗれる。

74 はȚȆǼȠǝのݮ
こしき

か଺形製品と考えたが、器種不明の遺物である。何かの൉品である可能性も考

えられる。ઑ൉は、ॶތしࠉがƩǏうƱౕまるƗらいの大きさの௘状になっている。ݮ
こしき

のౝࡹか଺の

Ⴒ
ƗƩƸし

のようにۂえる、ӱ੩にఈき出した൉分のӱ面はȅȂ調ষされ、ઑ൉ӱ面はࢱϳのȚǧǨ調ষとࠈ

Ǘれる。ఈ出൉分のर૝൉には్土のڊƖނがۂられる。ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 70189áફ 54 図â

75 は઩付ᖫのܔѴ൉からہ൉౤අである。᭰൉がƗのࠫにٙإし、ఝӱ面ともにȅȂ調ষである。

ŧş 70602áફ 54 図â

76 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。

ŧş 70085½ŧş 70285áફ 54 図â

77はᄘのઑ൉から୫൉である。ઑ൉ӱ面ҟ半はȚǧǨ調ষされており、୫面付近でȊǬ๋がۂられる。

ઑ൉ఝ面र半はȅȂ調ষされ、ҟ半はȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 70085áફ 54 図â

78 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面にはГ൉ȊǬ๋がۂられ、ܔѴ૝൉にはǨǱȚが確認できる。

ఝ面は෱ึしており調ষ方඲は判然としない。

ŧş 70218áફ 54 図â

79 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ後ȅȂ調ষで、ఝ面はȊǬ後ȅȂ調ষされている。

ŧş 70211áફ 54 図â

80・81 はᄘのܔѴ൉౤අである。80 のӱ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。ఝ面はڤ২縄文が

されているが、縄文はやや不ਔ明である。81ࠍ は৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。ܔѴ൉૝面に࡟ϳのȊǬ調ষ

がࠍされ、ఝ面には不ਔ明ではあるが縄文がࠍ文されている。82 はᄘのઑ൉ҟ半൉であり、୫൉はϼ

ই的にԥりࡷられたものとࠈǗれる。ӱ面ҟ൉は಻ȅȂ後ȚǧǨ調ষがࠍされているが、र൉は෱ึ

のため調ষ方඲が明らかでない。ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 70351áફ 54 図â

83 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉र半は҆ϳのȊǬ調ষで、ҟ半はȅȂ調

ষされている。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ面はおƥらƗȅȂ調ষとࠈǗれる。

ŧş 70225áફ 54 図â

84 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。

ŧş 70222áફ 54 図â

85 はᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされ、ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 70095áફ 54 図â

86 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面は面ࡷりされている。ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ

調ষがࠍされている。

ŧş 70214áફ 54 図â

87 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面は面ࡷりされている。ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ

調ষがࠍされている。
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ŧş 70215áફ 54 図â

88 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はȊǬ後ȅȂ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。

ŧş 70090áફ 54 図â

89 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 70212áફ 55 図â

90 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にǨǱȚがࠍされている。91 は઩付ᖫのܔѴ൉からہ൉

౤අである。ӱ面はȅȂ後ȊǬ調ষとࠈǗれ、ఝ面はȅȂ調ষされている。92 は઩付ᖫのא઩൉౤අ

である。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがなされており、ఝ面はȊǬ後ȅȂ調ষとۂられる。

93 はತのܔѴ൉とઑ൉ҟ半である。ܔѴ൉はఝӱ面ともに҆ȅȂされている。ઑ൉ӱ面は҆ϳ中ढ़

のȚǧǨ調ষがࠍされており、ఝ面はȅȂ調ষとۂられるが、ҟ൉に҆ϳのȊǬ๋が確認できる。֟

ੳ時期は古墳時代前期とࠈǗれる。

ŧş 70232áફ 55 図â

94 はᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面は෱ึのため調ষ方඲が判然としない。ఝ面はŦŠの縄文がࠍさ

れており、ഷ文がசり付けられている。

ŧş 70241áફ 55 図â

95 はᄘの୫൉౤අである。ఝ面はȅȂ調ষで、ӱ面もおƥらƗȅȂ調ষとࠈǗれる。

ŧş 70164áફ 55 図â

96 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしているが、ӱ面はࢱϳ、ఝ面

には҆ϳのȊǬ๋がۂられる。

ŧş 70074½ŧş 70076áફ 55 図â

97 はᖫかತのܔѴ൉からઑ൉र半൉である。ӱ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲が不明確であるが、ઑ൉

にГ൉಻ȅȂのނがߵり、౺の付ଆがۂられる。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষで、ઑ൉ఝ面は಻ȅȂ

されている。֟ੳ時期は古墳時代前期とࠈǗれる。

ŧş 70076áફ 55 図â

98 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉ҟ半である。ӱ面は、ܔѴ൉が಻ȅȂ、ઑ൉はरϳにГ൉҆ϳのȊǬ

๋がۂられるが、ਙઑ的にࢱϳのȊǬ調ষがなされている。およƥ 2#0 ̹൒のȊǬ๋原ઑを߹用した

ものとۂられる。ఝ面はਙ面に಻ȅȂがࠍされている。֟ੳ時期は古墳時代前期とࠈǗれる。

ŧş 70339áફ 55 図â

99 はᄘのܔѴ൉からઑ൉のГ൉と୫൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は୩かでは

ないが、ઑ൉ӱ面にГ൉ȊǬ๋が確認できる。

100 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はȅȂ調ষ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 70293½ŧş 70148áફ 55 図â

101 はᄘの᭰൉からہ൉౤අである。ӱ面は᭰൉ҟ૝からہ൉にかけて縄文がࠍされており、रか

らࣔにŦŠ、ŠŦである。ఝ面はȅȂ調ষされているが、᭰൉ҟ૝とہ൉に༃積Ǉނをߵしている。

ŧş 70145áફ 55 図â

102 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は判然としな

いが、ܔѴ൉૝面は面ࡷりされており、૝൉はȅȂ調ষされている。

ŧş 70337áફ 55 図â

103 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面にはȊǬ๋がۂられ、ఝ面には不ਔ明ながら

縄文が認められる。
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ŧş 70158áફ 55 図â

104 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面にはȚǧǨނがۂられ、୫面付近にはȊǬ๋がǗずかに確認できる。

ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 13707½13708áફ 56 図â

105 はᄘのܔѴ൉から୫൉であるが、ߵ存しているのはਙઑの半分୷ஶである。ӱ面はਙઑ的にȚǧ

Ǩ調ষされている。୫൉付近のഒ面はГ൉ಆ落している。ఝ面は、ܔѴ൉からઑ൉र半൉まではࠉȅ

Ȃで、ઑ൉ҟ半൉のरϳにはȊǬ๋がۂられ、ҟϳはȅȂ調ষされている。

ŧş 13712áફ 56 図â

106 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はܔѴ૝൉にǨǱȚを࠮Ʃ、ܔѴ൉は࡟ϳ、ہ൉は҆ϳのȊ

Ǭ調ষがなされている。ఝ面は、ܔѴ൉が҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষで、ہ൉はࠉȅȂされている。

ŧş 15365áફ 56 図â

107 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面はȅȂ調ষされている。ఝ面はഒ面ಆ落のた

め、調ষ方඲は不明である。

ŧş 13381áફ 56 図â

108 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȊǬ調ষで面ࡷりされ、૝൉にはǨǱȚがࠍされて

いる。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 15896áફ 56 図â

109 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはǗずかにȊǬ๋のようなނ跡がۂ

られ、૝面ҟϳには༫続するࠉ௧ނが確認できる。৥りඉし൉の最もఝ੩にあたる൉分にはǨǱȚが

。Ѵ൉ӱ面はȊǬ調ষされている。ఝ面はഒ面がಆ落しており調ষ方඲は明らかでないܔ。されているࠍ

110 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉ҟ半にかけての౤අである。ܔѴ൉૝面にǗずかにȊǬ๋がۂられ、

ϳのȊǬ調ষがなされ࡟〜ϳ、ઑ൉ӱ面は҆ϳ࡟Ѵ൉ӱ面はܔ。されているࠍѴ૝൉にはǨǱȚがܔ

ている。ఝ面は、ܔѴ൉が҆ϳのȊǬ調ষで、ઑ൉はȅȂ調ষである。

ŧş 15866áફ 56 図â

111 はެໞސփ製のǴǪȧǟȌーとࠈǗれる。

ŧş 15767áફ 56 図â

112 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉からઑ൉ҟ半にかけての൉分である。ܔѴ൉૝面はŠŦの縄文

のरにߺఈがࠍされており、૝൉にはǨǱȚがҦえられている。᭰൉ӱ面はȚǧǨ調ষとࠈǗれ、᭰

൉ҟ૝からઑ൉र半൉にかけてのӱ面にはڤ২縄文がࠍされ、रからࣔにŦŠ、ŠŦ、がۂられる。

されたŦŠの縄文のरにはѤ形ഷ文が等間ԗにࠍ൉にہ 17 ۛசり付けられている。ઑ൉ӱ面ҟ半はȚ

ǧǨ調ষされている。ܔѴ൉ఝ面にはŦŠの縄文がࠍ文されており、᭰൉からہ൉にかけてのఝ面に

はࠉȅȂのようなނがۂられる。ઑ൉ఝ面はȊǬかȅȂ調ষとࠈǗれるが、ƱƩらか判別できない。

ŧş 11042áફ 56 図â

113 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉र半にかけての౤අである。ӱ面はہ൉が෱ึしているため調ষ方඲

は判然としないが、ਙઑ的に҆ϳのȊǬ調ষである。ఝ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲は明らかでない。

ŧş 14512áફ 56 図â

114 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲が判

然としないが、᭰൉ӱ面には࡟ϳのȊǬ๋のरから҆方ܕのߺఈがࠍされている。115 はᄘの୫൉であ

る。୫面付近ӱ面にはȊǬ๋が確認できる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。
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ŧş 13193áફ 56 図â

116 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされ、୫面付近はȅȂ調ষされている。ఝ面もȊ

Ǭ調ষで、र૝はȅȂ調ষされている。୫面は్土がఝ੩にはǇ出している。

ŧş 15023áફ 57 図â

117 はᄘの᭰൉౤අである。ӱ面र半はȊǬ調ষがなされ、Ɨƻれ൉分にはٖߺఈ文がࠍされている。

ӱ面ҟ半はŦŠ縄文がࠍ文されているが、ҟ方は෱ึのため調ষ方඲は判然としない。ఝ面はरϳが

ȊǬ調ষで、ҟϳはࠉȅȂされている。

ŧş 14680áફ 57 図â

118 はࣹٸᄘの᭰൉から୫൉である。ӱ面はȚǧǨ調ষ、ఝ面はࠉȅȂされている。

ŧş 15039áફ 57 図â

119 はࣹٸᄘの୫൉である。ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。୫൉ఝ面はȅȂ調

ষされている。

120 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがなされ、ఝ面は಻ȅȂされているようで

ある。୫面付近でГ൉్土がӱ੩にはǇ出している。

ŧş 15160áફ 57 図â

121 はᄘの୫൉౤අである。୫面付近のӱ面には෱ึしているため判然としないが、Г൉ȊǬ๋がۂ

られる。ఝ面はȊǬ調ষされている。

ŧş 13175áફ 57 図â

122 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉である。ӱ面र൉はഒ面ಆ落のため調ষ方඲が不明であるが、ҟ൉はȚ

ǧǨ調ষされており、୫面付近ではȊǬ調ষ後ȚǧǨ調ষされたことがǗかる。ఝ面は、रϳはࠉȅȂ、

୫൉付近はȊǬ調ষされており、୫面中Ҁ൉はࠉ௧による҄し出しがۂられる。

123 は৥りඉしܔѴを࠮ƬತのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉ӱ面はȅȂかȊǬ調ষとࠈǗれ、᭰൉ӱ面

はȊǬ調ষとࠈǗれる。ఝ面もȊǬ調ষとࠈǗれるが、ҟϳはГ൉ȅȂ調ষされているようである。

ŧş 13126áફ 57 図â

124 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉のҟϳには༫続するࠉ௧ނがۂられ、ӱ

面はȊǬ๋が確認できる。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষで、ҟ൉はȅȂ調ষされている。

ŧş 13095áફ 57 図â

125 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষされている。ఝӱ面ともに

෱ึがڜしƗ調ষ方඲が不明であるが、ܔѴ൉ఝ面には縄文がۂられる。ోりは判然としない。

ŧş 13123áફ 57 図â

126 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষがなされ、୫面付近にはГ൉ȊǬ๋がۂられる。ఝ面

は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 13107áફ 57 図â

127 は৥りඉしܔѴを࠮ƬತのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȊǬ調ষで、૝൉にǨǱȚがࠍさ

れている。ܔѴ൉ӱ面は࡟ϳとࢱϳ、ہ൉ӱ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳ、

。ϳのȊǬ調ষがなされている࡟൉ఝ面はہ

ŧş 13048áફ 57 図â

128 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはŠŦの縄文をࠍしたरにෑ状ഷ文

がசり付けられている。ܔѴ൉ఝ面はڤ২を伴う縄文がࠍされており、ోりはӱ੩がŠŦ、ఝ੩がŦ

Šとなっている。

  - 95 -



 
 

第Ōच 調査の成ү

ફ 57 図 土ܘ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ６

- 96 -   



 
 

第ō২ 出土遺物 Ō 弥生〜古墳時代の遺物

ફ 58 図 土ܘ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ７

  - 97 -



 
 

第Ōच 調査の成ү

ŧş 55050áફ 57 図â

129 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はȊǬ๋が確認できる。ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 52528áફ 57 図â

130 は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȊǬ調ষ後、ෑ状ഷ文がசり付けられて

いる。ӱ面もȊǬ調ষがࠍされている。ܔѴ൉ఝ面रϳは༃積ǇނがȅȂऎされており、ҟϳは҆ϳ

のȊǬ調ষとࢱϳのȅȂ調ষがࠍされている。

ŧş 54428áફ 57 図â

131 は高უのუ൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされており、ৣ合൉付近はȅȂ調ষされている。ఝ

面もȚǧǨ調ষされている。

ŧş 53660áફ 57 図â

132 は઩付ᖫのઑ൉ҟ半൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষで、ৣ合൉付近はȅȂ調ষされている。ఝ面

は҆ϳ中ढ़のȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 53727áફ 58 図â

133 は׃৵࠿の高უのא൉である。౮൉とのৣ合൉付近ӱ面には࡟めのٖ状ٌܞによるߺఈを３૫༫

続させている。ӱ面は෱ึのため調ষ方඲が不明であるが、ধの൉分に૫ތを࠮Ʃ、ȊǬ๋が確認で

きる。ఝ面はȅȂ調ষとࠈǗれる。୫面付近ఝ面は಻状ٌܞによりଛౄにȅȂ調ষされ、文様をഷき

出たせている。

ŧş 53573áફ 58 図â

134 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられている。

ӱ面にはȊǬ๋がۂられる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は明らかでない。

ŧş 53479áફ 58 図â

135 はࣹٸᄘのܔѴ൉から୫൉౤අである。ӱ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。ఝ面はܔѴ൉

が෱ึのため調ষ方඲が明らかでないが、ઑ൉はȅȂ調ষで、୫൉にはȊǬ๋がۂられる。

ŧş 50672áફ 58 図â

136 は઩付ᖫのܔѴ൉〜א઩൉である。ӱ面は、ܔѴ൉からא઩൉までࢱϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍさ

れている。ઑ൉のȊǬ๋はऽނのようにਫƗ、א઩൉のȊǬ๋はެかいため、ƥれƦれЂなるٌܞを

用いて調ষを行ったものとࠈǗれる。ઑ൉ഒ面にはݪい౺が付ଆしている。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ

調ষがなされている。ઑ൉ఝ面र半はȅȂ調ষされており、ҟ半はȅȂ後ȊǬ調ষされている。א઩

൉ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は明らかでない。

137 はړ石である。ள石として߹用した可能性が考えられる。

ŧş 54396áફ 58 図â

138 は઩付ᖫのא઩൉である。ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 53679áફ 58 図â

139 はᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられており、７〜８本を

Г૒ϳとしてŏҸ所にசり付けられていた可能性が考えられる。ܔѴ൉ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがなさ

れ、᭰൉ӱ面にはȊǬ๋とȚǧǨނがۂられる。᭰൉ӱ面ҟ૝にはȓȤ状ٌܞの৯૝を؊Ɨ҄し௓て

たようなނ跡がંঝ確認できる。ܔѴ൉ఝ面には縄文がō૫ࠍされている。3#0 〜 4#0 ̹の縄を用いて

ōӖに分けてࠍ文されたもので、いずれもŠŦの縄文である。᭰൉ఝ面रϳはȊǬ๋がۂられ、ҟϳ

はȊǬ๋とȅȂ調ষނが確認できる。

ŧş 50601áફ 58 図â

140 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面は、ܔѴ൉૝面が࡟ϳ、ܔѴ൉ҟϳがࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ

面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

- 98 -   



 
 

第ō২ 出土遺物 Ō 弥生〜古墳時代の遺物

ફ 59 図 土ܘ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ８

  - 99 -



 
 

第Ōच 調査の成ү

ŧş 51166áફ 58 図â

141 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉౤අである。ઑ൉ӱ面रϳにはȚǧǨނがۂられるが、ҟϳは෱ึのた

め調ষ方඲は不明である。ઑ൉ఝ面रϳにߵるのはࠉ௧ނとࠈǗれる。

ŧş 50754áફ 58 図â

142 はȚȆǼȠǝ土器のܔѴ൉からઑ൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষ後、ȓȤ状ٌܞでړƗȅȂ調ষ

されている。ܔѴ൉ఝ面にはȊǬ๋がۂられ、ઑ൉ఝ面には༃積Ǉނとࠉ௧ނが確認できる。

ŧş 53274áફ 58 図â

143 は௫物形土製品である。௧൉とא൉にГ൉ڠ੾Ҹ所がある。

ŧş 53730áફ 59 図â

144 はᄘの᭰൉から୫൉であるが、ઑ൉中୷がڠ੾している。᭰൉ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。

᭰൉ҟ૝からہ൉にかけてのӱ面は૝末ڤ২縄文による区画文となっており、縄文はरからŠŦ、Ŧ

Šである。ہ൉にࠍされたڤ২のरҟにはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。ઑ൉ӱ面ҟϳは҆ϳのȚǧǨ調

ষがࠍされている。ఝ面はਙઑ的にਫいȅȂ調ষがなされている。

ŧş 51157áફ 59 図â

145 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にはǨǱȚがࠍされている。ܔѴ൉ӱ面には๋のਫいࢱ

ϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 51399áફ 59 図â

146 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともにȊǬ調ষされている。

ŧş 53363áફ 59 図â

147 は中ໞސփ製の石ߟである。

ŧş 51872áફ 59 図â

148 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ܔѴ൉૝面は࡟ϳのȊǬ調ষがなされ、૝൉ҟϳにǨǱ

Țがࠍされている。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ઑ൉ӱ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがなされている。ܔѴ൉ఝ

面は҆ϳ中ढ़のȊǬ調ষで、ઑ൉ఝ面は಻ȅȂとࠉȅȂがࠍされているようである。

ŧş 53688áફ 59 図â

149 はᄘのઑ൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ఝ面はȅȂ調ষで、ҟ૝はȊǬ調ষ後、

。ƗȅȂ調ষされているようであるړ

ŧş 51729áફ 59 図â

150 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にǨǱȚを࠮Ƭ。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ

調ষがࠍされている。

ŧş 53430áફ 59 図â

151 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされており、୫面付近には౺が付ଆしている。ఝ面は

ȅȂ調ষで、༃積Ǉނとࠉ௧ނが確認できる。

152 は઩付ᖫのઑ൉からא઩൉౤අである。ӱ面は಻ȅȂとࠉȅȂがなされているようである。ઑ൉

ఝ面も಻ȅȂで、א઩൉ఝ面はȊǬ調ষ後、಻ȅȂとࠉȅȂがなされたものとࠈǗれる。

ŧş 51985áફ 59 図â

153 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面はȊǬ調ষ後、ࠉȅ

Ȃされており、୫面付近は҆ȅȂされている。

ŧş 56042áફ 60 図â

154は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は判然としないが、

ӱ面にはȊǬ๋がǗずかにۂられる。
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ŧş 51915áફ 60 図â

155 はᄘのઑ൉から୫൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষがࠍされているが、ఝ面は෱ึのため調ষ方඲

は不明である。

ŧş 50513áફ 60 図â

156 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面ҟϳにǨǱȚを࠮Ƭ。ӱ面はࢱϳ〜࡟ϳ、ఝ面は҆ϳ

のȊǬ調ষがなされている。

ŧş 50515áફ 60 図â

157 はᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともにȊǬ๋がۂられ、ఝ面ҟϳはȅȂ調ষނがۂられる。

158 は৥りඉしܔѴを࠮ƬತのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にはȊǬ๋とǨǱȚがࠍされている。ఝ

面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 50040áફ 60 図â

159 は઩付ᖫのא઩൉である。ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面र൉はȅȂ

調ষされている。

ŧş 50102áફ 60 図â

160 はᄘの୫൉である。ఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ、調ষ方඲は不明である。

ŧş 53817áફ 60 図â

161 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉からઑ൉र半൉である。ܔѴ൉૝面は෱ึのため調ষ方඲が判

然としないが、૝൉にࠉ௧ނがۂられる。ܔѴ൉ӱ面にはŠŦの縄文がࠍされている。᭰൉ӱ面ҟ૝

にはѤ形ഷ文が 2#5 〜 3#0 ̹の間ԗでŔۛசり付けられている。ہ൉ӱ面には３૫の縄文がࠍされて

おり、ƥれƦれの縄文の間にڤ২がۂられる。ోりはरからࣔにŦŠ、ŠŦ、ŦŠである。ܔѴ൉ఝ

面にはŦŠの縄文がࠍされている。᭰൉からઑ൉र半൉にかけてのఝ面にはࠉ௧ނがંঝ確認できる。

ŧş 50035áફ 60 図â

162 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされ、ఝ面は಻ȅȂされている。

ŧş 51053áફ 60 図â

163 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面には༃積Ǉނがۂられ、ƥれをȅȂऎしたようなނ跡がۂられる。

ఝ面は಻ȅȂであǕうか。

ŧş 52809áફ 60 図â

164 はᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。ܔѴ൉૝面とఝ੩の平૔面にはƥれƦれŠŦとŦŠの縄文が

Ѵ൉ఝ面はȊǬ調ষであるが、र૝はȊǬܔ。られるۂѴ൉ӱ面にはГ൉ȊǬ๋がܔ。されているࠍ

๋のरからȅȂ調ষされている。᭰൉ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 50911áફ 60 図â

165 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 51536áફ 60 図â

166 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は明らかでない。

ŧş 53987áફ 61 図â

167 はᄘのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ӱ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。ఝ面は༃積Ǉނを

。௧でȅȂऎしているࠉ

ŧş 54578áફ 61 図â

168 はᄘのઑ൉から୫൉であり、᭰൉以रをڠƗ。ہ൉ӱ面にはڤ২縄文がЮ状にࠍされており、र

૫がŠŦ、ҟ૫がŦŠである。縄文のҟにГ൉ȊǬ๋がۂえることから、ȊǬ調ষ後、縄文をࠍした

ものとࠈǗれる。ઑ൉ӱ面はȊǬ調ষ後、ȚǧǨ調ষをࠍしている。ઑ൉ఝ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調
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ষがなされており、୫面付近はѤをഖƗようにȊǬ調ষされている。

ŧş 52942áફ 61 図â

169 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。᭰൉ӱ面はȅȂ調ষされ、᭰൉ҟ૝から

されている。᭰൉ҟ૝には３ۛГਭのѤ形ഷ文が３Ҹ所にசࠍ২を伴うŠŦの縄文がڤ൉にかけてہ

り付けられている。ܔѴ൉ఝ面にはŦŠの縄文がࠍ文されており、ƥのଽҟには҆ϳのȊǬ๋がۂら

れる。᭰൉ఝ面はȊǬ調ষ後、ȅȂ調ষされているようである。

ŧş 50311áફ 61 図â

170 はᄘの᭰൉౤අである。ܔѴ൉付近ӱ面にはȊǬ๋がۂられ、ƥのҟ方には෱ึしているものの

縄文が確認できる。᭰൉ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ܔѴ൉付近ఝ面にはЮ状縄文がࠍされており、

र૫はŠŦ、ҟ૫はŦŠである。᭰൉ఝ面はȅȂ調ষであǕうか。

ŧş 50305áફ 61 図â

171 はᄘのܔѴ൉からઑ൉र半൉である。᭰൉付近ӱ面はȊǬ調ষがࠍされており、Ɨƻれ൉分は҆

ȅȂされている。ہ൉ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ఝ面には༃積Ǉނとࠉ௧ނがۂられる。

ŧş 51095áફ 61 図â

172 はᄘのઑ൉から୫൉であり、᭰൉以रをڠƗ。ע形のઑ൉を࠮Ƭ。ઑ൉ӱ面रϳにはŦŠの縄文

がࠍされており、中ϳはȊǬ๋かȚǧǨނのような࡟ϳの調ষނがۂられる。ҟϳは҆方ܕにȚǧǨ

調ষされている。ઑ൉ఝ面には؊Ɨなでたނがંঝ確認できる。୫面付近はѤをഖƗようにȊǬ調ষ

されている。

ŧş 50923áફ 61 図â

173 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲は୩かでないが、ઑ൉とのৣ合൉付

近にȊǬ調ষ時のނٌܞがۂられる。ఝ面ҟ半は調ষ方඲が不明だが、र半は௬じようにȊǬ調ষ時

のނٌܞが確認できる。

ŧş 50925áફ 61 図â

174 はࣹٸᄘの᭰൉から୫൉౤අである。᭰൉ӱ面रϳとઑ൉ӱ面はȚǧǨ調ষされている。᭰൉

ӱ面ҟ૝にはڤ২を伴うŠŦの縄文がࠍされている。᭰൉ఝ面にはȊǬ๋のҟ方にȚǧǨނがۂられ、

᭰൉ҟ૝から୫൉にかけてはȅȂ調ষされている。୫面付近ఝ面はȊǬ調ষ後、ȅȂ調ষされている。

ŧş 51098áફ 61 図â

175 はᄘの᭰൉である。ӱ面はȚǧǨ調ষされており、᭰൉ҟ૝にはߺఈをࠍしたरにѤ形ഷ文がச

り付けられている。ఝ面はȅȂ調ষされているようである。

ŧş 51100áફ 62 図â

176 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にはෑ状ഷ文がசり付けられており、૝

൉ҟϳには҆ϳのȊǬ๋がߵされている。ܔѴ൉ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられ、ఝ面にはŦŠの縄

文がۂられる。177 はᄘの᭰൉である。ӱ面रϳにはȊǬ๋がۂられ、ҟϳはߺఈにより᭰൉をГ周さ

せている。ఝ面はȅȂ調ষされている。178 はᄘの᭰൉からہ൉౤අである。᭰൉ӱ面ҟ૝にはѤ形ഷ

文がசり付けられており、ہ൉ӱ面にはŠŦの縄文がࠍされている。᭰൉ఝ面रϳはȊǬ๋がۂられ

るが、ҟϳからہ൉にかけてはȅȂ調ষされているようである。

ŧş 50940áફ 62 図â

179 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしているが、ӱ面にはȊǬ調ষ時のނٌܞがۂ

られる。
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ŧş 53445áફ 62 図â

180 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にГ൉ȊǬ๋が確認できる、ӱ面はȊ

Ǭ調ষがࠍされている。ఝ面はܔѴ൉でŠŦの縄文がࠍされ、ƥのҟϳにȊǬ๋がۂられ、さらにƥ

のҟϳはȅȂ調ষされている。181 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉౤අである。ӱ面は、ઑ൉のГ൉と୫面付

近にȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳあるいは࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

182 は઩付ᖫのઑ൉とא઩൉とのৣ合൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされている。א઩൉のఝ面には

಻ȅȂのނ跡がۂられる。

ŧş 51617áફ 62 図â

183 はᄘのઑ൉౤අである。ע形のઑ൉を࠮Ƭ。ӱ面は෱ึのため不ਔ明ではあるが、ȚǧǨ調ষが

Ǘずかにۂられる。ఝ面はਙઑ的に಻ȅȂされているが、र૝は಻状ٌܞで؊ƗなでたްにސをСき

ずったނとȊǬ๋が確認できる。

ŧş 50231áફ 62 図â

184 はᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。ӱ面は、ܔѴ൉がȊǬ調ষ、᭰൉がȚǧǨ調ষされており、

᭰൉ҟ૝にはŠŦの縄文がࠍされている。ܔѴ൉ఝ面はȚǧǨ調ষされており、᭰൉ҟ૝にはࠉ௧ނ

が確認できる。

ŧş 50977áફ 62 図â

185 はᄘの᭰൉から୫൉である。ӱ面はȊǬ調ষ後ȚǧǨ調ষがࠍされている。ఝ面はਙઑ的にȅȂ

調ষされているが、୫൉付近はȊǬ調ষされている。୫面൉分はړƗなでたようなȊǬ๋がǗずかに

。られ、ѿఇになっているۂ

ŧş 53794áફ 62½63 図â

186 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされている。ఝ面は縄文がࠍされ

ているが、ர中でܕきを変えており、ࡑ測ইのދ੩がŦŠ、Ы੩がŠŦとなっている。縄文のҟ方には、

रからࣔにȊǬ調ষと಻ȅȂがなされている。187・188 はᄘの୫൉౤අである。187 のӱ面はȚǧǨ

調ষされ、ఝ面はਫいȊǬ調ষがࠍされている。188 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は判然とし

ないが、୫面付近ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。

189 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉はǨǱȚをࠍした後、ࠉ௧によって҄ϜしたものとࠈǗ

れる。᭰൉ӱ面には࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ܔѴ൉ఝ面रϳは҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍさ

れており、ҟϳは಻ȅȂとࠉȅȂがなされている。

ŧş 52541áફ 63 図â

190 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষがࠍされ、୫面付近はȊǬ๋がۂられる。ఝ面は෱ึ

のため調ষ方඲は୩かでない。

ŧş 52853áફ 63 図â

191 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষされ、૝面ҟϳにǨǱȚを࠮Ƭ。ӱ面には

ȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされており、ҟ方はȅȂ調ষされている。

ŧş 54317áફ 63 図â

192は৥りඉしܔѴを࠮ƬತのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはǨǱȚのようなٟǇが確認できる。

᭰൉ӱ面にはȊǬ๋がಏƗۂられる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は不明であるが、ҟ૝にࠉ௧ނとࠈ

Ǘれるނ跡がۂられる。

ŧş 52200áફ 63 図â

193 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはȊǬ๋がۂられ、૝面ҟ൉にǨǱȚがࠍされてい

る。᭰൉ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

- 106 -   



 
 

第ō২ 出土遺物 Ō 弥生〜古墳時代の遺物

ફ 63 図 土ܘ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ12

  - 107 -



 
 

第Ōच 調査の成ү

ŧş 53873áફ 63 図â

194 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面のҟ൉にǨǱȚがࠍされている。ఝӱ面ともに෱ึが

。しƗ調ষ方඲は不明であるڜ

ŧş 53699áફ 63 図â

195 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされている。ఝ面र半はȅȂ調ষ、ҟ半はȊǬ調

ষされている。

ŧş 52700áફ 63 図â

196 はࣹٸᄘのઑ൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は不明で

ある。

ŧş 3542áફ 63 図â

197 はᄘの᭰൉౤අである。᭰൉ӱ面रϳにはٖഖଽਅ文がࠍされており、ҟϳは҆ȅȂされ、ƥの

ҟ方はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面はਙઑ的に҆ϳのȊǬ調ষがなされているが、र൉は不

ਔ明である。

ŧş 3512áફ 63 図â

198・199 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。いずれもܔѴ൉૝面のҟ൉にǨǱȚを࠮Ƭ。198 のܔѴ൉

ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。199 のܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষ

がࠍされている。

ŧş 3735áફ 63 図â

200 はᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は判然としないが、ܔѴ൉૝面に

はŠŦの縄文をࠍした後、ෑ状ഷ文がசり付けられている。

ŧş 5618áફ 63 図â

201 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており不明໱ではあるが、ӱ面はȚǧǨ調ষとࠈǗ

れる。୫面付近にはȊǬ๋原ઑが௓たったようなނ跡がۂられる。ఝ面はȅȂ調ষであǕうか。

ŧş 2178áફ 63 図â

202 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉र半൉の౤අである。ܔѴ૝൉にǨǱȚがҦえられている。ܔѴ൉ӱ

面はࢱϳ、ઑ൉ӱ面とܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ઑ൉ఝ面はȅȂ調ষで、रϳに

。られるۂがނ௧ࠉ

ŧş 5921áફ 64 図â

203は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面は明໱ではないが縄文がࠍされており、

૝൉にはࠉ௧によるものとۂられるϜނがߵる。ӱ面にも縄文らしきものがۂられるが、෱ึのため

判然としない。ఝ面にはڤ২を伴う縄文がЮ状にࠍされており、縄文のरからѤ形ഷ文がசり付けら

れている。

ŧş 5345áફ 64 図â

204 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉にǨǱȚを࠮Ʃ、ܔѴ൉ӱ面रϳはȅȂ調ষ、ҟϳはȊ

Ǭ調ষがࠍされている。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。

ŧş 5092áફ 64 図â

205 はᄘの୫൉౤අである。ӱ面はȊǬ๋のरにȚǧǨ調ষがࠍされている。୫面には้ຢނが確認

できる。ఝ面は҆方ܕにȓȤȅȂされている。

206 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされているが、ҟ૝は҆ϳのȊǬ調ষ

がなされている。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষであるが、ҟ૝はȅȂ調ষされている。
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ŧş 2010áફ 64 図â

207 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともにȊǬ調ষされているが、ఝ面の୫面付近はȅȂ調ষされて

いる。

208 はެໞސփ製のઊ製石വである。

209は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面はࢱϳ〜࡟ϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষで、

ҟϳは಻ȅȂとࠉȅȂのނが確認できる。

ŧş 1986áફ 64 図â

210 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面ҟϳにはȊǬ๋原ઑを҄し௓ててЫ࡟

めरにСきरƚたようなނがߵっており、ҟ൉にはࠉ௧ނもۂられる。૝൉にはこれらのނ跡をГ൉

切るようにしてǨǱȚがࠍされている。ܔѴ൉ӱ面には࡟ϳのȊǬ調ষがなされている。ఝ面は෱ึ

のため判然としないが、ȅȂかȊǬ調ষのނがۂられる。

ŧş 3128áફ 64 図â

211 はᄘの᭰൉からہ൉である。᭰൉रϳはఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は不明である。᭰൉ҟ

ϳからہ൉にかけてのӱ面にはŦŠの縄文がࠍされており、ఝ面はȅȂ調ষされている。

ŧş 3297áફ 64 図â

212 はࣹٸ૜᭰ᄘのܔѴ൉からઑ൉౤අである。ܔѴ૝൉はȅȂ調ষされ、ઑ൉ӱ面はȚǧǨ調ষさ

れている。ઑ൉ఝ面はࠉȅȂされている。

ŧş 1963áફ 64 図â

213 はᄘのܔѴ൉から᭰൉౤අである。ܔѴ൉૝面には不ਔ明ながらŦŠの縄文がۂられ、ƥのरか

ら 10 本Гਭのෑ状ഷ文がசり付けられている。ӱ面は෱ึしているが、ȊǬ๋がۂられる。ܔѴ൉ఝ

面はȅȂ調ষで、ҟϳはࠉȅȂされている。

ŧş 3174áફ 64 図â

214 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはȊǬ๋のरからෑ状ഷ文がசり付

けられている。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面にはڤ২を伴う縄文がЮ状にࠍさ

れており、ӱ੩がŦŠ、ఝ੩がŠŦになっている。

ŧş 3521áફ 64 図â

215 は઩付ᖫのא઩൉である。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面は҆方ܕに಻ȅȂされて

おり、र൉はさらにࠉȅȂされている。

ŧş 1944áફ 64 図â

216 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面には࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされており、૝൉にはȊǬ๋

原ઑによる大きなǨǱȚがҦえられている。ఝ面は҆ϳ中ढ़のȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 1875áફ 64 図â

217 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面はȊǬ調ষされており、特にर൉のȊǬ๋がਔ明にߵってい

る。ఝ面はઑ൉੩、א઩൉੩ともにȊǬ調ষである。א઩൉ఝ面には所Ðにࠉ௧ނがۂられる。

ŧş 5118áફ 65 図â

218 はᄘのہ൉から୫൉౤අである。ہ൉ӱ面にはЮ状にٖ状ٌܞによるߺఈ文がࠍされており、र

૫とҟ૫のৣ஝にѤ形ഷ文がŏۛГਭでசり付けられている。ઑ൉ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされて

おり、୫൉付近はȊǬ調ষ後、ئめてଛౄなȚǧǨ調ষがなされている。ઑ൉ఝ面はȅȂ調ষされて

おり、ࠉ௧ނがંঝۂられる。୫൉付近ఝ面はࠉ௧ނのरから҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 7265áફ 65 図â

219 はᄘのઑ൉から୫൉である。ע形のઑ൉と༃઩状の୫൉を࠮Ƭ。ઑ൉ӱ面रϳにはō૫のڤ২縄
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文がࠍされている。ҟ૫のڤ২にࢲなるϳ૷から୫൉にかけてはȚǧǨ調ষされており、୫面付近に

はȊǬ๋がۂられる。ఝ面र半は಻ȅȂとࠈǗれ、୫൉付近は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ઑ൉

ఝ面中ϳは಻ȅȂされている。

ŧş 4203áફ 65 図â

220 は高უのუ൉ҟ半からא൉र半である。௤かしはおƥらƗߡ方にِけられていたとࠈǗれる。ӱ

面はȚǧǨ調ষされている。ఝ面はუ൉੩、א൉੩ともにࠉȅȂされている。221 は高უのא൉౤අで

あり、ߡ方に௤かしを࠮Ƭ。ӱ面はȚǧǨ調ষ、ఝ面はȅȂ調ষされている。

222・223 はᄘのܔѴ൉౤අである。222 のӱ面はȊǬ調ষされているようである。ఝ面は෱ึのた

め୩かでないが、ȊǬかȅȂ調ষとࠈǗれる。223 のӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆ϳの಻ȅȂがࠍされている。

᭰൉付近ӱ面はȚǧǨ調ষされているようにۂえる。224 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉の౤අである。ӱ面

はȚǧǨ調ষされ、୫面付近は಻ȅȂされている。ఝ面はࠉȅȂと಻ȅȂがなされ、୫面付近はࠉȅ

ȂのǇࠍされている。225 はᄘのઑ൉ҟ半൉౤අと୫൉である。ӱ面はȚǧǨ調ষされ、୫面付近にГ

൉ȊǬ๋がۂられる。ఝ面はࠉȅȂされている。୫面に้ຢނらしきものがۂられる。

ŧş 1428áફ 65 図â

226 はࣹٸᄘのہ൉から୫൉であり、༃઩状の୫൉を࠮Ƭ。ઑ൉र半は෱ึのため調ষ方඲は不明で

あるが、ҟ半は҆ϳのȚǧǨ調ষがなされ、୫൉付近はࢱϳのȚǧǨ調ষがࠍされている。ఝ面はȅ

Ȃ調ষされている。

227 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉で、א઩൉をڠƗ。ܔѴ൉૝面は҆ϳのȊǬ調ষで、૝面ҟ൉にはǨ

ǱȚがҦえられている。ܔѴ൉から᭰൉にかけてはࢱϳ、ઑ൉は҆ϳ〜࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされてい

るが、ઑ൉ҟ半は෱ึにより不ਔ明である。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされており、ઑ൉ఝ面

はȊǬ調ষ後、ଛౄにȅȂ調ষされている。228 は઩付ᖫのא઩൉である。ӱ面は෱ึのためГ൉調ষ

方඲が不明なҸ所もあるが、ਙઑにȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされており、

र૝はࠉȅȂされている。ઑ൉੩ఝ面には౺が付ଆしている。

229 はࣹٸৼತのՏ形品である。ӱ面はȚǧǨ調ষされ、ఝ面はࠉȅȂされている。

ŧş 2996áફ 66 図â

230 は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはڤ২を伴うŦŠの縄文がࠍされてお

り、ƥのरにŔ本でГਭとなるࢱਅ文がࠍ文されている。ఝ面はڤ২を伴うŠŦの縄文がࠍされている。

。Ѵ൉ఝӱ面はഒ面ಆ落のため調ষ方඲は明らかでないܔ

ŧş 3652áફ 66 図â

231 は઩付ᖫのܔѴ൉からઑ൉र半൉౤අである。ӱ面はࢱϳ〜࡟ϳ、ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ๋が

。られる。ઑ൉ఝ面はȅȂ調ষされているۂ

ŧş 5646áફ 66 図â

232 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষ後、҆ȅȂされている。ఝ面は҆ϳのȊǬ

調ষがࠍされている。

233 は中ໞސփ製の石গである。

ŧş 3537áફ 66 図â

234 はܔѴのГ൉がڠ੾したࣹٸᄘである。༃઩状の୫൉を࠮Ƭ。ӱ面ਙઑに࡟ϳのȊǬ調ষがࠍさ

れており、ઑ൉ҟ半には౺の付ଆがۂられる。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがなされ、ઑ൉ఝ面はȅ

Ȃ調ষされている。

ŧş 2534áફ 66 図â

235 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉である。ӱ面はȚǧǨ調ষされているが、ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は
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不明である。

ŧş 4256áફ 66 図â

236 はެໞސփ製の石ߟである。

ŧş 3712áફ 66 図â

237 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされ、ܔѴ൉૝面のҟ൉に

。られるۂがނ௧ࠉ

ŧş 1293áફ 66 図â

238 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。෱ึのため調ষ方඲は判然としないが、ఝӱ面ともにГ൉ȊǬ๋

がۂられる。

ŧş 2790áફ 66 図â

239 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ӱ面र൉は࡟ϳ、ҟ൉はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされている。ઑ൉੩

ఝ面はȊǬ調ষされ、א઩൉ఝ面はȊǬ調ষの後、ࠉȅȂされている。

ŧş 3078áફ 66 図â

240 はᄘのܔѴ൉とઑ൉であり、ȌȧǴǴタǟȦのᄘである。᭰൉ӱ面ҟ૝には൒ 1#0 ̹୷のఈખが

Г周するようにࡷり付けられている。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষの後、ࠉ௧により҄Ϝされている。ઑ൉

ӱ面はȚǧǨ調ষがࠍされている。ܔѴ൉から᭰൉にかけてのఝ面は、҆ϳの಻ȅȂがなされ、᭰൉

रϳはࢱ方ܕにȅȂ調ষされている。ઑ൉ఝ面も಻ȅȂとࠈǗれ、Г൉ࠉ௧ނがۂられる。

241 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉にࠉ௧ނがۂられ、ܔѴ൉から᭰൉は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍ

されている。ܔѴ൉ఝ面は҆ϳ中ढ़のȊǬ調ষがなされ、ہ൉ఝ面はࠉȅȂされている。

ŧş 3876áફ 66 図â

242 は高უのუ൉からא൉౤අである。ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ఝ面は、უ൉रϳにȚǧǨނ

らしきものがۂられ、ҟϳはȅȂ調ষされている。א൉ఝ面はࠉȅȂされている。

ŧş 2375áફ 66 図â

243 はࣹٸᄘの୫൉౤අである。ӱ面にはȊǬ๋がۂられる。୫面には้ຢނがۂられる。ఝ面は෱

ึのため調ষ方඲は明らかでない。

244・245 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අであり、ܔѴ૝൉にǨǱȚを࠮Ƭ。244 のܔѴ൉ӱ面にはࢱϳのȊ

Ǭ๋がۂられ、ఝ面は҆ϳの಻ȅȂがࠍされている。245 のܔѴ൉ӱ面は෱ึしているため判然としな

いが、ȊǬ๋がۂられる。

ŧş 616áફ 67 図â

246 はୖ状ܔѴを࠮Ƭ׃৵࠿の高უとࠈǗれ、უ൉がГ൉ߵ存する。ܔѴ൉ӱ面はȅȂ調ষされてお

り、უ൉ӱ面はȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面はȅȂ調ষ後、҆ȅȂされている。

247・248 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉から᭰൉である。247 の᭰൉ӱ面はȚǧǨ調ষがࠍされ

ている。ܔѴ൉ఝ面はಆ落のため調ষ方඲が判然としないが、Г൉ȊǬ調ষがなされているようである。

᭰൉ఝ面はࠉȅȂされている。248 のӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は

明らかでない。249 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面は、ܔѴ૝൉にࠉ௧ނがۂられ

る以ӱは෱ึのため調ষ方඲は不明である。ఝ面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされており、ҟ൉はȅȂ調ষ

されている。

250 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ਙઑ的に෱ึしており調ষ方඲は不明໱であるが、ӱ面はȚǧ

Ǩ調ষとࠈǗれる。ઑ൉੩のఝ面はࠉȅȂされている。א઩൉ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされており、

र૝はȅȂ調ষされている。
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ŧş 2313áફ 67 図â

251 はެໞސփ製の石ߟである。

ŧş 1934áફ 67 図â

252 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面のҟ൉にǨǱȚを࠮Ƭ。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ఝ面は҆

ϳのȊǬ調ষがࠍされている。

ŧş 2311áફ 67 図â

253 はܔࢄ状ܔѴを࠮Ƭᄘである。ܔѴ൉から᭰൉にかけてのӱ面には࡟ϳのȊǬ調ষがなされてお

り、ہ൉ӱ面にはŠŦの縄文がࠍされている。縄文のҟ方から୫൉にかけてȚǧǨ調ষがなされており、

୫面付近ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。ܔѴ൉ఝ面にも࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ઑ൉ఝ

面ҟϳには༫続するࠉ௧ނがۂられ、୫面付近には҆ϳのȊǬ๋が確認できる。

ŧş 5442áફ 67 図â

254 はᄘのઑ൉र半の౤අである。ӱ面はѤ形ഷ文をசり付けた後、ڤ২縄文がЮ状にࠍ文されてい

る。ڤ২൉分はȊǬ๋が確認できることから、縄文をࠍした後、ࢱϳのȊǬをࠍしƥの後にڤ২൉分

のǇでࠍ文したと考えられる。なお、ڤ২が二૫になる൉分があり、ࠍ文方ܕを変えたނと考えられる。

縄文のోりはरからࣔに、ŠŦ、ŦŠ、ŦŠ、ŠŦである。

á３â঴ԋഩฯЋܲ出土Ћ൝

ŧŬ 70367áફ 68 図â

255は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は判然としないが、

。られるۂѴ൉૝面のҟ൉にȊǬ๋がಏƗܔ

ŧŬ 18114áફ 68 図â

256 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面はȅȂ調ষ後、૜いෑ状ഷ文がசり付

けられている。᭰൉はȊǬ調ষされている。ܔѴ൉ఝ面はȅȂ調ষされており、र൉はƥの後҆ȅȂ

されているようである。257 は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ

方඲は不明確であるが、ܔѴ൉૝面はȅȂかȊǬ調ষの後、ෑ状ഷ文がசり付けられている。258 〜

260 はᄘの୫൉である。258 のӱ面はȚǧǨ調ষで、୫面付近にȊǬ๋がۂられる。ఝ面はȅȂ調ষさ

れている。259 はఝӱ面ともに෱ึしているが、ӱ面はȚǧǨ調ষ、୫面付近はȊǬ調ষされているよ

うである。260 のӱ面は෱ึのため調ষ方඲は明らかでないが、୫面付近にГ൉ȊǬ๋がۂられる。୫

面には้ຢނがߵっている。ఝ面はȊǬ調ষがࠍされており、ȊǬ๋原ઑをఈきߺしたようなނがГ

൉ۂられる。୫面付近ఝ面はȅȂ調ষされている。

261 は్ࡐސ಻փ製のǴǪȧǟȌーである。縄文時代のށహ品とࠈǗれる。

ŧŬ 13001áફ 68 図â

262 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึしており調ষ方඲は୩かではな

いが、ܔѴ൉૝面のҟ൉にࠉ௧ނがۂられる。263 はᄘのઑ൉౤අである。ӱ面にはڤ২縄文がࠍされ、

縄文のోりはŠŦである。ҟ૫のڤ২のҟ方にはГ൉ȚǧǨނがۂられる。ఝ面は、र૝に҆ϳのȊ

Ǭ๋がۂられるが、ƥのઁはࠉȅȂされている。

ŧŬ 53690áફ 68 図â

264 はᄘのઑ൉ҟ半から୫൉である。ఝӱ面ともに෱ึのため不明໱ではあるが、಻ȅȂがࠍされて

いる。

ŧŬ 53203áફ 68 図â

265 は৥りඉしܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ܔѴ൉૝面にはȊǬ๋がۂられ、૝൉にǨǱȚが
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。Ѵ൉ӱ面はȊǬ調ষ、ఝ面はȅȂ調ষされているܔ。されているࠍ

ŧŬ 53136áફ 68 図â

266 はࣹٸ開א高უのუ൉からא൉౤අである。א൉のߡ方に௤かしを࠮Ƭが、いずれもர中でڠ੾

している。෱ึのため不明確ではあるが、ఝӱ面ともにГ൉ȊǬ๋がۂられる。א൉ఝ面はࠉȅȂさ

れているようである。

267 はࣹٸತのܔѴ൉౤අと考えた。ఝ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明であるが、ӱ面はȅȂ調ষ

されている。

ŧŬ 5914áફ 68 図â

268 は高უのא൉౤අである。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。

269 は઩付ᖫのא઩൉౤අである。ৣ合൉ӱ面にはȚǧǨނがۂられるが、א઩൉ӱ面は෱ึのため

調ষ方඲は不明である。א઩൉ఝ面も෱ึにより判然としないが、र૝はࠉȅȂされている。

ŧŬ 3250áફ 68 図â

270 はᄘの᭰൉౤අである。ӱ面はٖ状ٌܞでߺఈすることによりЮ状文を߁り出している。Ю状

文のҟ方はȚǧǨ調ষがࠍされている。ఝ面は෱ึのため判然としないが、ࠉȅȂされているようで

ある。

ŧŬ 70361áફ 69 図â

271 はᄘの୫൉౤අである。ఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明である。

ŧŬ 70368áફ 69 図â

272 は複合ܔѴを࠮ƬᄘのܔѴ൉౤අである。ӱ面にはෑ状ഷ文がசり付けられている。

ŧŬ 70363áફ 69 図â

273 は઩付ᖫのܔѴ൉౤අである。ӱ面は෱ึしているが、ࢱϳのȊǬ๋がǗずかに確認できる。ఝ

面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされており、ҟ方はȅȂ調ষされている。

ŧŬ 10163áફ 69 図â

274・275 はᄘの୫൉౤අである。274 はఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は不明である。275 のӱ面

にはȚǧǨނがۂられ、୫面付近にはȊǬ๋が認められる。ఝ面には҆ϳ中ढ़のȊǬ調ষがࠍされて

いる。

ફ 69 図 ঴ԋഩฯЋܲ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ２

- 118 -   



 
 

第ō২ 出土遺物 Ō 弥生〜古墳時代の遺物

á４âЋܲӱ出土Ћ൝

遺構ӱ出土遺物でࡑ測ই化できたものは合ڐ 196 ஝であり、高უō஝、ᄘ 132 ஝、ࣹٸᄘŔ஝、ࣹ

ತ３஝、઩付ᖫٸ 41 ஝、ᖫŌ஝、ತő஝、石器ō஝である。出土土器の様੏から遺構出土土器と௬じ

Ɨ弥生時代後期後半から古墳時代前期に֟ੳするものとࠈǗれる。

以ҟ、器種Ɯとに出土遺物にƬいて記ࢿしていƗ。

ñݗუòáફ 70 図â

276・277 は高უである。276 はუ൉౤අである。ఝӱ面ともにȚǧǨ調ষされており、ӱ面のГ൉

に౺が付ଆしている。277 はא൉౤අであり、ߡ方に௤かしを࠮Ƭ。ӱ面はȚǧǨ調ষされている。ఝ

面रϳはࠉȅȂ、中ϳはȊǬ調ষ、ҟϳは҆ȅȂされている。

ñᄘòáફ 70 Ø 77 図â

278 〜 409 はᄘである。278 はܔѴ൉からઑ൉र半であり、ܔѴ൉は半分୷ஶがߵ存する。ܔѴ൉か

ら᭰൉にかけてのӱ面はȊǬ調ষがࠍされている。ܔѴ൉૝面にはŏۛГਭのෑ状ഷ文がசり付けら

れており、ߵ存൉から判断してőҸ所にசり付けられていたとࠈǗれる。᭰൉ӱ面ҟ૝には、３ۛŌ

ਭのѤ形ഷ文がŏҸ所にசり付けられている。ہ൉ӱ面にはڤ২縄文がЮ状にࠍされており、रから

ࣔにŠŦ、ŦŠとなる。ઑ൉ӱ面は෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明である。ܔѴ൉ఝ面にはŠŦの縄文

がō૫ࠍ文されており、ƥのҟ方にѤ形ഷ文がசり付けられている。Ѥ形ഷ文は合ڐőҸ所にசり付

けられているとࠈǗれる。᭰൉ఝ面はȊǬ調ষがࠍされており、ҟ૝にはࠉ௧ނがંঝۂられる。ઑ

൉ఝ面はȅȂ調ষされている。279 はܔѴ൉から୫൉である。複合ܔѴを࠮Ʃ、ܔѴ൉ӱ面は࡟ϳ、᭰

൉はࢱϳの಻ȅȂがࠍされている。ઑ൉ӱ面ҟ半は಻ȅȂ後、ȚǧǨ調ষがなされている。୫൉付近

ఝ面は҆ϳの಻ȅȂがࠍされている。

280・281 はܔѴ൉から᭰൉౤අ、282 はܔѴ൉౤අであり、いずれも৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。280 のܔ

Ѵ૝൉から᭰൉にかけてのӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面は෱ึしているが、҆ϳのȊ

Ǭ๋が確認できる。281 のܔѴ൉૝面のҟ൉にはࠉ௧ނがۂられる。ܔѴ൉ӱ面はȊǬ調ষがࠍされて

おり、ఝ面にはѤ形ഷ文がசり付けられている。282 のӱ面は、ܔѴ൉૝面にෑ状ഷ文がசり付けられ

ており、ܔѴ〜᭰൉にはȊǬ๋がۂられる。ఝ面にはŠŦの縄文がۂられ、ƥのҟ方は෱ึのため調

ষ方඲が不明であるが、さらにҟ方にはȊǬ๋とȅȂ調ষނが確認できる。

283 〜 292 は複合ܔѴᄘのܔѴ൉౤අである。283 はఝӱ面ともに෱ึしているが、ܔѴ൉ӱ面に縄

文がǗずかにۂられ、ƥのरにෑ状ഷ文がசり付けられている。駿河地域の特ଦを࠮Ƭᄘである。284

はܔѴ൉ӱ面にෑ状ഷ文がசり付けられており、ଽҟにȊǬ๋がۂられる。ఝ面は෱ึのため調ষ方

඲は不明である。285 のܔѴ൉ӱ面にはෑ状ഷ文がசり付けられている。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は

明らかでない。286 のܔѴ൉ӱ面は෱ึしているがǗずかに縄文がۂられ、ƥのरにෑ状ഷ文がசり付

けられている。ఝ面はȅȂ調ষされている。287 のӱ面にはȊǬ๋がۂられ、ƥのरからෑ状ഷ文がச

り付けられているが、໩੩をしっかりとなでて۞୩している。ܔѴ൉ӱ面ҟ૝はȊǬ調ষの後、ȅȂ

調ষされている。288 のӱ面にはࠉ௧ނがۂられ、ƥのरにෑ状ഷ文がசり付けられているが、ǃǄڠ

੾しておりৣ合ނがߵる。ܔѴ൉ఝ੩の平૔面にはߺఈނがōऽߵり、ఝ面には҆ϳのȊǬ๋がۂら

れる。289 のӱ面にはŠŦの縄文がࠍされており、ఝ面にはŦŠの縄文がЮ状にࠍ文されているようで

ある。290 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲が判然としないが、ӱ面にࢱϳのГ൉ȊǬ๋がۂられ

る。291 のܔѴ൉ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষがࠍされており、Г൉ȊǬ๋原ઑの૝が௓たったނ跡らしきも

のがۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。292 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不

明である。ܔѴ൉ӱ面のҟ૝がГ൉ঋれҟがっている。
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293 〜 303 はܔѴ൉౤අであり、৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。293 のܔѴ൉૝面はȅȂ調ষされ、ܔѴ൉から

᭰൉のӱ面にはȊǬ๋がۂられる。ఝ面はŠŦの縄文がࠍされている。294 のܔѴ൉૝面はړƗ಻ȅȂ

されており、ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ๋のҟ方にȚǧǨނがۂられる。ఝ面にはڤ২を伴うŠŦの縄文が

されている。295ࠍ のӱ面には࡟ϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面にはЮ状縄文がࠍされており、र૫がŦ

Š、ҟ૫がŠŦとなっている。296 のܔѴ൉૝面にはߺఈによるとۂられる༫続するٟǇがۂられる。

さࠍѴ൉ఝ面は෱ึしているがŠŦの縄文がܔ。Ѵ൉ӱ面は؊Ɨなでた後、ȊǬ調ষを行っているܔ

れている。297 はఝӱ面ともに෱ึがڜしいが、ӱ面にはȊǬ๋、ఝ面には縄文がかすかにۂられる。

298 のӱ面にはȊǬ๋がۂられ、ܔѴ૝൉のҟϳにǨǱȚがࠍされている。ఝ面にはǗずかに縄文が確

認できる。299 はఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は不明であるが、ܔѴ൉૝面にࠉ௧ނがۂられる。

300 のܔѴ൉૝面はෑ状ഷ文のச付後なでられており、૝൉にはࠉ௧ނがߵる。ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ๋

がۂられる。ఝ面はЮ状縄文がࠍされており、र૫はŦŠ、ҟ૫はŠŦとなっている。301 のܔѴ൉૝

面にはઃいିਅがࢱϳにࠍされる。ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ๋がۂられる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は

不明である。302・303 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明である。302 はܔѴ൉૝面のҟϳ

がГ൉ౡઊっており、૝൉の成形がややਫߙである。

304 〜 321 はܔѴ൉౤අであり、305 をࣩいてすǁて৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。304 のܔѴ൉ӱ面にはࢱ

ϳのȊǬ๋がۂられ、ܔѴ૝൉のҟϳにはࠉ௧ނがߵっている。ఝ面にはڤ২縄文らしき文様が認め

られる。305 のӱ面はर半൉にެかいȊǬ調ষがࠍされ、ҟ半൉はȚǧǨ調ষがなされている。ఝ面は

෱ึのため調ষ方඲は不明である。306 のӱ面はȊǬ調ষ後、಻ȅȂされている。ఝ面はڤ২を伴うŦ

Šの縄文がࠍされている。307 のܔѴ൉૝面には෱ึしているがǗずかに縄文がۂられ、ܔѴ൉から᭰

൉には࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。ఝ面もȊǬ調ষされている。308 のܔѴ൉૝面のҟ൉には෱ึ

しているがǨǱȚがۂられる。ܔѴ൉ӱ面はࢱϳ、ҟ方は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされている。309 のܔѴ

൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられており、૝൉にはࠉ௧ނがۂられる。ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ๋がǗ

ずかに確認できる。ఝ面にはŠŦの縄文がۂられるが、ҟ方は෱ึのため調ষ方඲は不明である。310

のܔѴ൉૝面にはŠŦの縄文がࠍされており、૝൉はȅȂ調ষされている。ܔѴ൉ӱ面にはȊǬ調ষ

がࠍされている。ఝ面にはڤ২を伴うŠŦの縄文がࠍされている。311 のӱ面にはȊǬ調ষがࠍされて

おり、ܔѴ൉૝面にࠉ௧ނがۂられる。ఝ面はȊǬ調ষの後、ଛౄなȅȂ調ষがなされているようで

ある。312 のܔѴ൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられており、૝൉にࠉ௧ނがۂられる。ఝ面は෱ึの

ため調ষ方඲は不明である。

313 のܔѴ൉૝面にはࢱϳのିਅがۂられる。ӱ面は෱ึにより不ਔ明であるが、ȊǬ๋が確認でき

る。ఝ面にはಏƗȊǬ๋がۂられ、Ѥ形のߺఈ文が３Ƭ確認できる。314 のܔѴ൉૝面にはٖ状ٌܞに

よると考えられるߺఈނがۂられる。ఝ面には෱ึした縄文がۂられ、Ѥ形ഷ文がō૫சり付けられ

ている。315 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は判然としないが、ܔѴ൉૝面のҟ൉にはࠉ௧ނが

られ、ఝ面にはǗずかに縄文とѤ形ഷ文が確認できる。316ۂ はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は

不明である。ܔѴ൉૝面のҟ൉にはǨǱȚがかすかにۂられ、ఝ面にはѤ形ഷ文がசり付けられている。

317 もఝӱ面ともに෱ึしているが、ܔѴ൉૝面にはࠉ௧ނ、ఝ面にはŦŠの縄文がۂられる。318 は

されている。319ࠍѴ൉のఝӱ面ともにŦŠの縄文がܔ のӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされており、ܔѴ

૝൉にはࠉ௧ނがۂられる。ఝ面はڤ২縄文がЮ状にࠍされており、र૫がŠŦ、ҟ૫がŦŠとなっ

ている。320 のӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられ、ఝ面にはŠŦの縄文がࠍされている。321 のܔѴ൉

૝面には༫続する࡟ϳのିਅがۂられる。ܔѴ൉から᭰൉にかけてはެかなȊǬ調ষがࠍされており、

ҟϳではȊǬ๋のरからȚǧǨ調ষがなされている。ఝ面はŠŦの縄文のҟ方にެかなȊǬ๋とȚǧ

Ǩނが確認できる。
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322 〜 343 はܔѴ൉౤අであり、いずれも৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。322 のܔѴ൉ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋

がۂられ、ҟ൉にはȚǧǨނもۂられる。ఝ面にはŠŦの縄文がࠍされている。323 のܔѴ൉૝面には

ŦŠの縄文のरからෑ状ഷ文がசり付けられている。ఝ面にはŠŦの縄文とѤ形のߺఈ文がۂられる。

324 のܔѴ൉૝面にはȊǬ๋がǗずかにۂられ、૝面ҟ൉にࠉ௧ނが確認できる。ܔѴ൉から᭰൉はȊ

Ǭ調ষされている。ఝ面にはŦŠのڤ২縄文がࠍされており、ҟ൉はȅȂ調ষされている。325 のܔѴ

൉૝面にはࢱϳのିਅがۂられる。ܔѴ൉ӱ面には෱ึにより不ਔ明なŦŠの縄文が認められる。ఝ

面にはڤ২縄文がࠍされており、ō૫๋のڤ২を境にर૫はŦŠ、ҟ૫はおƥらƗŠŦの縄文とࠈǗ

れる。また、Ѥ形ഷ文が確認できる。326 のܔѴ൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられており、ӱ面には

ŦŠの縄文がࠍされている。ఝ面はर൉にŠŦの縄文がۂられるが、ҟ൉は෱ึのため調ষ方඲は不

明である。327 のܔѴ൉૝面にはȓȤ状ٌܞによるߺఈがࠍされており、૝൉にࠉ௧ނがۂられる。ఝ

面にはŦŠの縄文がࠍされており、Ѥ形ഷ文がசり付けられている。

328 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明໱であるが、ܔѴ൉૝面のҟ൉にはࠉ௧ނとࠈǗれ

るٟǇがۂられる。ఝ面にはŠŦとۂられるڤ২縄文がࠍされており、ڤ২のଽҟには༫続するߺఈ

がࠍされている。329 のܔѴ൉૝面にはࢱϳのିਅがࠍされており、૝面ҟ൉にはࠉ௧かٌܞによる҄

Ϝނがۂられる。ӱ面には෱ึしているが縄文がۂられる。ఝ面はڤ২を伴うŠŦの縄文がࠍされて

いる。330 のӱ面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。ఝ面には縄文がࠍされている。331 のӱ面には

ȊǬ๋がۂられ、ܔѴ൉૝面のҟ൉に༫続するࠉ௧ނが確認できる。ఝ面は෱ึのため調ষ方඲は判

然としないが、縄文がГ൉ۂられる。332 はఝӱ面ともに෱ึしているが、ܔѴ૝൉にはࠉ௧ނがۂら

れ、ܔѴ൉૝面にはȊǬ๋がǗずかに認められる。ఝ面はरϳにŦŠの縄文がƬƗ。

333 のӱ面は෱ึのため調ষ方඲は明らかでない。ఝ面にはڤ২縄文がЮ状にࠍされており、र૫が

ŦŠ、ҟ૫がŠŦとなっている。さらに縄文௬߿の間にはѤ形ഷ文がۂられる。334 のӱ面にはȊǬ๋

がかすかにۂられ、ܔѴ൉૝面にはࠉ௧ނがߵる。ఝ面はर൉にŦŠの縄文がかすかにۂられる以ӱは、

෱ึのため調ষ方඲は不明である。335 はਙઑ的に෱ึしており調ষ方඲は不明であるが、ఝ面にഷ文

のようなものが確認できる。336 もఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲が判然としないが、ӱ面にはȊ

Ǭ๋がۂられ、ఝ面には縄文らしき文様がかすかにۂられる。337 のӱ面にはȊǬ調ষがࠍされており、

ҟ൉はȚǧǨ調ষされているようである。ܔѴ൉૝面のҟ൉にはࠉ௧ނがۂられる。ఝ面にはर൉に

縄文とȊǬ๋がǗずかにۂられる以ӱは、調ষ方඲は不明である。

338 はਙઑ的に෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明であるが、ఝ面にۂられるのは҆ϳのȊǬ๋とࠈǗれる。

339 のܔѴ൉૝面にはǨǱȚがࠍされており、ӱ面にはࢱϳのȊǬ๋がۂられる。ఝ面は҆ϳのȊǬ調

ষがࠍされている。340 のӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされている。341 のӱ面はࢱϳ、ఝ

面は҆ϳのȊǬ調ষがなされている。342 のӱ面はȊǬ調ষがࠍされており、ఝ面もおƥらƗȊǬ調ষ

とࠈǗれる。343 のܔѴ൉૝面のҟ൉にはǨǱȚがࠍされている。ӱ面にはȊǬ๋がۂられるが、ఝ面

はಆ落しており調ষ方඲は明らかでない。

344 〜 363 はܔѴ൉౤අである。344 〜 354・357 〜 359・361・362 は৥りඉしܔѴを࠮Ʃ、360・

363 は複合ܔѴを࠮Ƭ。344 はܔѴ൉૝面のҟ൉にǨǱȚを࠮Ʃ、ӱ面はȊǬ調ষされている。ఝ面は

෱ึのため調ষ方඲は不明である。345 のܔѴ൉૝面はȊǬ๋がƬき、૝面ҟ൉にǨǱȚがۂられ、ƥ

のҟϳにࠉ௧ނが確認できる。ఝ面はГ൉ȚǧǨ調ষされているようである。また、ࠉ௧ނもۂられ

る。346 のܔѴ൉૝面は్土ખをசり付け、൉分的にƬまǇरƚてෑ状ഷ文状にƬƗり出している。ӱ

面はȊǬ調ষされ、ఝ面はȅȂ調ষされている。347 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明であ

る。ܔѴ൉૝面にはෑ状ഷ文がசり付けられている。348 のܔѴ൉૝面はȊǬ調ষ後ȅȂ調ষされてい

る。ఝ面にもȊǬ๋がۂられる。349 〜 351 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は୩かでない。
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352 のܔѴ൉૝面はȊǬ調ষ後、ō〜３本ŌਭのȓȤ状ٌܞによるିਅがࠍされている。ఝ面はГ൉

ಆ落しているが、҆ϳのȊǬかȅȂ調ষがࠍされているようである。353 のܔѴ൉૝面はȊǬ調ষがࠍ

されており、૝面ҟ൉にはࠉ௧ނがۂられる。ܔѴ൉ӱ面もȊǬ調ষされているが、ҟ൉はȚǧǨ調

ষされており、ࠉ௧ނが確認できる。354 のܔѴ൉ӱ面にࠍされているのはŠŦの縄文とࠈǗれる。ఝ

面は෱ึのため調ষ方඲は不明である。355 のӱ面はȊǬ調ষ、ఝ面はȚǧǨ調ষされている。໩面

ともঢ়ޟされている。356 のܔѴ൉૝面とఝ面にはŦŠの縄文がࠍされており、ܔѴ൉ఝӱ面はȊǬ調

ষがなされている。357 〜 359 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は不明である。360 は複合ܔѴᄘ

のܔѴ൉で、ܔѴ൉ӱ面にはŠŦの縄文をࠍしたरからѤ形ഷ文がசり付けられており、૝൉にࠉ௧

Ѵ൉ఝ面はȅȂ調ষで、ҟܔ。されているࠍられる。᭰൉付近ӱ面はȊǬ調ষとȚǧǨ調ষがۂがނ

൉はȊǬ調ষ後ȅȂ調ষされている。361 はਙઑ的に෱ึしており、調ষ方඲は判然としない。ఝ面に

はڤ২縄文がࠍされており、ӱ੩はŦŠ、ఝ੩はȅȂ調ষ後、ŠŦの縄文がࠍされているようである。

362 のܔѴ൉૝面はȊǬ調ষ後、ȅȂ調ষされている。ఝ面にはŠŦの縄文がࠍされており、ҟ൉はȅ

Ȃ調ষされている。363 のܔѴ൉ӱ面にはŠŦの縄文をࠍしたरからෑ状ഷ文がசり付けられている。

。されており、ఝ面は಻ȅȂ後、҆ȅȂされているࠍѴ൉ఝ੩の平૔面にもŠŦの縄文がܔ

364 〜 366 はܔѴ൉౤අである。364 のܔѴ൉૝面はȅȂ調ষ後、༫続するߺఈがࠍされている。ӱ

面はȊǬ調ষされている。ఝ面にはŦŠのڤ২縄文がࠍされており、ҟ൉はȊǬ調ষされている。365

のܔѴ൉૝面とఝ੩の平૔面にはŠŦの縄文がࠍされている。ఝ面はȅȂ調ষされている。366 のܔѴ

൉૝面はȅȂ調ষで、૝൉にはࠉ௧による҄Ϝނがۂられる。ܔѴ൉ӱ面はȊǬ調ষされている。ఝ

面にはڤ২縄文がࠍされており、ӱ੩がŦŠ、ఝ੩がŠŦとなっている。

367・368 は᭰൉ҟ૝からہ൉にかけての൉分である。367 の᭰൉ҟ૝ӱ面は঎平方ܕのߺఈで器面

をГ周させており、ہ൉ӱ面には༫続する࡟め方ܕのߺఈがō૫ࠍされている。ఝ面にはࠉ௧ނがߵっ

ている。368 のӱ面は঎平方ܕにିਅをࠍし、ƥのҟにࠦ׵状に文様をࠍしている。

369 〜 373 は᭰൉である。369 のӱ面は҆方ܕのߺఈを３૫ࠍし、ƥのҟに࡟め方ܕのߺఈを༫続し

てࠍしている。ఝ面はȅȂ調ষされている。370 のӱ面には෱ึしているもののȊǬ๋が確認できる。

ఝ面はȅȂ調ষされている。371 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は明らかでない。Ɨƻれ൉分の

ଽҟのӱ面にはѤ形ഷ文がசり付けられている。372 のӱ面は、रϳがȚǧǨ調ষで、中ϳは҆ȅȂ後、

ȚǧǨ調ষされているようである。᭰൉のٙإ൉には঎平方ܕのߺఈをࠍしたरからѤ形ഷ文がசり

付けられている。᭰൉ҟ૝ӱ面にはٖഖౡ状文がࠍされている。ఝ面はȅȂ調ষされているが、Г൉

ȊǬ๋がۂられる。373 はఝӱ面ともに෱ึのため調ষ方඲は不明である。᭰൉ҟ૝ӱ面には঎平方ܕ

のߺఈのҟ方に縄文が確認できる。

374 〜 377 は᭰൉からہ൉である。374 のӱ面にはڤ২を伴うŠŦの縄文がō૫ࠍされており、र૫

のڤ২のरにはѤ形ഷ文がச付されている。縄文のҟ方はȚǧǨ調ষされている。ఝ面はȅȂ調ষさ

れている。375 はఝӱ面ともに෱ึがڜしƗ調ষ方඲は判然としないが、᭰൉ӱ面には不ਔ明なȊǬ๋

がۂられる。ہ൉にはڤ২縄文がࠍされており、रの３૫はŠŦの縄文とۂられ、最ҟ૫はŦŠの縄

文である。ہ൉ఝ面はȊǬ調ষがࠍされているようである。376 の᭰൉とہ൉のӱ面はȚǧǨ調ষされ

ている。᭰൉ӱ面ҟ૝にはڤ২縄文がō૫ࠍされており、र૫がŦŠ、ҟ૫がŠŦとなっている。᭰

൉ఝ面はȊǬ調ষされており、᭰൉中ϳからہ൉にかけてのఝ面はࠉȅȂされている。377 のӱ面रϳ

はȚǧǨ調ষされており、ҟϳは࡟め方ܕのٖ状ٌܞによるߺఈを༫続させてЮ状文を߁り出してい

る。ఝ面はȅȂ調ষされている。

378 はܔѴ൉౤අであり、ఝ面にはŠŦの縄文がࠍされている。ӱ面にۂられるのも縄文とࠈǗれ、

。られるۂѴ൉はŦŠの縄文とܔ、Ѵ൉૝面がŠŦܔ
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379・380 は᭰൉ҟ૝൉の౤අである。379 のӱ面にはٖ状ٌܞによるߺఈでЮ状文がࠍされている。

380 のӱ面には঎平方ܕのߺఈをࠍし、ƥのҟ方にŠŦの縄文をࠍ文したरからѤ形ഷ文がசり付けら

れている。381・382 はہ൉౤අである。381 のӱ面にはڤ২縄文がࠍされており、ŠŦの原ઑでŦの

ઃさを変えて付Ҧऽ֡ฒにしたものである。382 のӱ面にはŐ本Гਭのٖഖౡ状文が３૫確認でき、ҟ

൉は҆ȚǧǨされている。ఝ面はȅȂ調ষされている。

383 〜 386 はᄘの௴൉〜୫൉である。383 はہ൉から୫൉のГ൉がߵ存している。ઑ൉はע௴状を୧

しており、ҟ半の໲は明໱ではない。ہ൉にはŠŦ縄文がЮ状にō૫ࠍされている。調ষはӱ面が࡟

ϳのȊǬの後にࢱϳと࡟ϳのȚǧǨがࠍされ、ఝ面は࡟ϳのȊǬの後に҆ϳのȅȂがࠍされる。384 は

さࠍϳのȊǬ調ষが࡟され、ఝ面は҆ϳとࠍϳのȚǧǨが࡟状のઑ൉である。ӱ面はȊǬの後に௴ע

れる。385 はǟǼǳǪ形のઑ൉で、ҟ半の໲が確認できる。ӱ面はȊǬの後にȚǧǨがࠍされ、ఝ面は

ȊǬのあとにȅȂ調ষがなされる。386 はఝӱ面ともにȊǬ調ষである。

387 〜 409 はᄘの୫൉である。387 は୫൉からƥのまま立Ʃरがる。෱ึのため、ӱ面の調ষは不明

であるが、ఝ面ではȊǬ๋がГ൉確認できる。388 はГ൉ȊǬ๋がߵるが෱ึがڜしいため、判然とし

ない。389 は෱ึのため、調ষは不明である。390 は෱ึのため明໱ではないが、ӱ面は࡟ϳのȊǬ調

ষの後に҆ϳのȚǧǨがࠍされ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。391 はӱ面に࡟ϳのȊǬ調ষがࠍ

される。392 はӱ面にࢱϳのȊǬ๋、ఝ面に҆ϳのȚǧǨがГ൉ߵる。393 はӱ面に࡟ϳのȊǬ調ষの

後にȅȂがࠍされ、ఝ面も࡟ϳのȊǬ調ষの後にȅȂがࠍされる。394 はఝӱ面にȊǬ調ষがۂられ

る。395 はࢱϳのȊǬの後に҆ϳのȚǧǨがࠍされ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。396 はࢱϳの

ȊǬ調ষがࠍされる。397 はȊǬ๋のГ൉が確認できる。398 はӱ面に࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされ、ఝ面

に҆ϳのȊǬ๋がГ൉確認できる。399 はఝ面に಻ȅȂによる調ষがࠍされる。400 は෱ึのためӱ面

の調ষは不明であるが、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。401 はఝ面に಻ȅȂのނがГ൉確認できる。

402 はఝ面にȊǬ๋がГ൉確認できる。403・404 は෱ึのため調ষは不明である。405 はӱ面に҆ϳの

ȊǬ๋、ఝ面に҆ϳと࡟ϳのȊǬ調ষが確認できる。406 はఝӱ面に҆ϳのȊǬ๋が確認できる。407

はఝӱ面に࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。408 はӱ面にࢱϳと҆ϳのȊǬ๋が確認でき、ఝ面は಻ȅȂの

Г൉が確認できる。409 はӱ面がȊǬの後にȅȂとȚǧǨがࠍされ、ఝ面はȅȂがࠍされる。

ñࣹٸᄘ½ࣹٸತòáફ 77 図â

410 〜 418 はࣹٸᄘ、419 〜 421 はࣹٸತである。410 はᄘの୫൉である。ӱ面ҟ൉にȊǬ๋がࣺし

確認でき、ఝ面はȅȂがࣺし確認できる。411 は௴൉から୫൉である。ӱ面はࢱϳのȊǬ๋、ఝ面は࡟

ϳのȊǬ๋が確認できる。412 はᄘの௴൉から୫൉である。ఝӱ面とも࡟ϳのȊǬ๋がࠍされる。413

はܔѴ൉から୫൉のГ൉がߵ存している。ܔѴ൉はȅȂでઑ൉は಻ȅȂである。ఝ面は୫൉でࠉ௧ނ

が確認できる。414 はᄘのہから௴൉である。ఝӱ面に࡟ϳと҆ϳのȊǬ๋が確認できる。415 はᄘの

᭰൉である。ہ൉で৥れるようにٙإし、ƥのまま立Ʃरがる。調ষは෱ึにより不明໱であるが、

ȊǬ๋がГ൉分で確認できる。416 はᄘの௴൉から୫൉である。417 はᄘのہ൉から୫൉である。調ষ

はఝӱ面ともにࠉȅȂである。418 はᄘの᭰൉から୫൉である。ӱ面は෱ึにより不明໱だが、ఝ面は

᭰൉でしǄりނが確認でき、ȊǬとࠉȅȂによる調ষがࠍされる。419 は୫൉ٻのܢいತである。ܔѴ

૝൉は平૔に߁られる。ӱ面は಻ȅȂで、ఝ面はࠉȅȂにより調ষされる。420 はತのܔѴ൉から௴൉

である。᭰൉でٙإしӱಶする。調ষはӱ面でȊǬ๋が確認できる。421はತのܔѴ൉から୫൉である。

ӱ面は಻ȅȂの後にȚǧǨがࠍされ、ఝ面は಻ȅȂがࠍされる。
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ñ઩പᖫ½ᖫòáફ 78 Ø 80 図â

422 〜 455 は઩付ᖫである。422 はᖫのܔѴ൉から௴൉である。ہ൉でややତり、᭰൉でƗのࠫ状に

される。調ষはӱࠍられ、૝൉のҟϳはǨǱȚが߁Ѵ૝൉は平૔にܔ。し、ƥのまま૜Ɨӱಶするإٙ

面で҆ϳから࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。423 はᖫのܔѴ൉から௴൉である。௴൉はҟ半がତり、᭰൉

でƗのࠫにٙإする。ܔѴ૝൉は平૔に߁られ、૝൉ҟϳにはǨǱȚがࠍされる。調ষはӱ面に࡟ϳの

ȊǬ๋がࠍされ、ఝ面は҆ϳのȊǬ๋がࠍされる。424 はᖫのܔѴ൉から௴൉である、ہ൉がややତり、

᭰൉でٙإし、ժやかにӱಶする。૝൉はռƗ߁られており、ǨǱȚがహる。調ষはఝӱ面ともに෱ึ

のため不明໱である。425はᖫのܔѴ൉から௴൉である。௴൉はあまりତらず、᭰ ൉でƗのࠫにٙإする。

૝面は平૔に߁られ、૝൉にǨǱȚがహる。ӱ面は҆ϳと࡟ϳのȊǬ๋がࠍされ、ఝ面はȊǬ๋とȅȂ

が確認できる。426 はᖫのܔѴ൉から௴൉である。௴൉はあまりତらず、᭰൉でժやかにٙإし、ӱಶ

する。ܔѴ૝面はȊǬにより面ࡷりされ、૝൉でǨǱȚがࠍされる。427 はᖫのܔѴ൉からہ൉である。

᭰൉はＳࠫにٙإし、ժやかにӱಶする。૝൉はռƗ߶रƚられ、૝൉ҟϳから᭰൉にかけてしっかり

としたǨǱȚがࠍされる。ӱ面は҆ϳと࡟ϳのȊǬ๋がࠍされ、ఝ面は҆ϳのȊǬ๋がࠍされる。

428 はᖫのہ൉からܔѴ൉である。ہ൉からＳࠫにٙإし、ժやかにӱಶする。૝൉はռƗ߶रƚら

れ、ǨǱȚがహる。ఝӱ面ともに෱ึがڜしいがȊǬ๋がГ൉確認できる。429 はᖫのܔѴ൉からہ൉

である。᭰൉でƗのࠫにٙإし、र方ܕに立Ʃरがる。ܔѴ૝൉はռƗ߶रƚられ、ҟϳにǨǱȚが

హる。調ষは෱ึにより不明໱であるが、ӱ面のГ൉にȊǬ๋が確認できる。430 はᖫのܔѴ൉からہ

൉である。᭰൉でＳࠫにٙإし、ժやかにӱಶする。ӱ面にȊǬ๋が確認できる。431 はᖫのܔѴ൉か

らہ൉である。᭰൉でƗのࠫにٙإし、ややସƗॖƻる。૝൉はռƗ߶रƚられる。調ষはఝӱ面と

もに࡟ϳのȊǬ๋がࠍされる。432 はᖫのܔѴ൉から᭰൉である。Ɨのࠫに૜Ɨٙإし、૝面はȊǬに

より面ࡷりされ、૝൉にǨǱȚがహる。ӱ面には࡟ϳのȊǬ๋、ఝ面には҆ϳのȊǬ๋により調ষさ

れる。433 はᖫのܔѴから᭰൉である。૝面はȊǬにより面ࡷりされており、૝൉ҟ半にǨǱȚがƬƗ。

ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。

434 はᖫのܔѴからہ൉である。᭰൉はＳࠫ状にժやかにٙإし、ӱಶする。૝面はȊǬにより面ࡷ

りされており、૝൉にǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。435 は

ᖫのܔѴから᭰൉である。૝൉は平らに߶रƚられ、ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষ

である。436 はᖫのܔѴから᭰൉である。᭰൉からܔѴにかけては૜Ɨӱಶし、᭰൉よりҟϳはあまり

ତらない。૝面は平らに߶रƚられ、૝൉ҟϳにǨǱȚがƬƗ。調ষは෱ึにより不明໱だが、Г൉

ȊǬ๋が確認できる。437 はᖫのܔѴから᭰൉である。૝൉はռƗ߶रƚられ、ǨǱȚがГ൉で確認で

きる。ӱ面に࡟ϳのȊǬ๋が確認できる。438はᖫのܔѴから᭰൉である。૝面はȊǬにより面ࡷりされ、

૝൉ҟϳにはǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ๋がࠍされ、ఝ面は࡟ϳのȊǬ๋の後に҆ϳのȊǬ๋

がࠍされる。439 はᖫのܔѴから᭰൉である。૝面は࡟ϳのȊǬがࠍされ、૝൉にǨǱȚがƬƗ。ӱ面

は࡟ϳのȊǬ๋で、ఝ面はܔѴ൉付近は࡟ϳのȊǬ๋で、ҟϳは҆ϳのȊǬ๋がƬƗ。

440 はᖫのܔѴ൉から᭰൉である。૝面は平らに߶रƚられ、ǨǱȚがƬƗ。調ষは不明໱だが、ӱ

面は҆ϳと࡟ϳのȊǬ๋がࠍされ、ఝ面は҆ϳのȊǬ๋がࠍされる。441 はᖫのܔѴから᭰൉である。

᭰൉はժやかにӱಶし、૝面はȊǬにより面ࡷりされる。૝൉は大きなǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳの

ȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。442 はᖫのܔѴから᭰൉である。૝面はȊǬにより面ࡷり

され、૝൉にࣹさいǨǱȚがƬƗ。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。443

はᖫのܔѴから᭰൉である。᭰൉中ϳで໲ਅが確認できるがあまり؊Ɨӱಶしない。૝面は平らに߶

रƚられ、૝൉にǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがƬƗ。444 はᖫの

ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆࡟Ѵ൉である。૝面は平らに߶रƚられ、ҟϳにǨǱȚがƬƗ。ӱ面がܔ
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ϳのȊǬ調ষである。

445 はᖫのܔѴから᭰൉である。૝面はȊǬにより面ࡷりされ、ҟϳにǨǱȚがహる。ӱ面は࡟ϳの

ȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。446 はᖫのܔѴ൉である。૝面はȊǬにより面ࡷりされ、

ҟϳにࣹさなǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は࡟ϳと҆ϳのȊǬ調ষである。447 はᖫ

のܔѴ൉である。૝面はܢƗ平らに߁られ、ҟϳにࣹさなǨǱȚがహる。ӱ面は࡟ϳのȊǬ๋で、ఝ

面は҆ϳのȊǬ๋である。448 はᖫのܔѴから᭰൉である。᭰൉でƗのࠫにٙإする。૝面はռƗ߶र

ƚられており、ҟϳにǨǱȚがహる。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষの後、૝面ҟは҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。

ફ 80 図 Ћܲӱ出土Ћ൝á๞িØۜൢ࠯નâ11
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ఝ面は࡟ϳのȊǬ調ষである。449 はᖫのܔѴ൉である。᭰൉のٙإのৼいものであǕう。૝面はȊǬ

により面ࡷりされ、૝൉はࣹさなǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ๋がࠍされ、ఝ面は࡟ϳのȊǬの

後に҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。450 はᖫのܔѴ൉から᭰൉である。᭰൉のٙإはࡴƗ、૜Ɨӱಶする。

૝面はȊǬにより面ࡷりされ、૝൉にǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調

ষである。451 はᖫのܔѴから᭰൉である。૜Ɨӱಶし、૝面は平らに߶रƚられ、૝൉に大きいǨǱ

ȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。452 はࣹٸのᖫのܔѴ൉である。

૝面はȊǬにより面ࡷりされ、૝൉はݤǇがƬƗ。ఝӱ面にȅȂ調ষがࠍされる。453 はᖫのܔѴから

されࠍϳのȊǬ調ষがƬき、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষが࡟られる。ӱ面は߁൉である。૝面は平らにہ

る。454 はᖫのܔѴからہ൉である。᭰൉はƗのࠫにٙإしており、૜Ɨӱಶする。૝面はռƗ߶रƚ

られている。ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষの後にГ൉にȚǧǨが確認できる。455 はᖫのܔѴ൉から᭰൉であ

る。᭰൉でƗのࠫにٙإし、ܔѴ൉がō૫に߁られる。ӱ面は࡟ϳ、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。

456 はᖫのܔѴ൉౤අである。ܔѴ૝൉ఝӱ面はȅȂ調ষされ、ܔѴ൉ӱ面にはٖഖౡ状文がࠍ文され

ている。ܔѴ൉ఝ面には҆方ܕのȚǧǨ調ষがࠍされている。中൉高地系のᖫであり、ಹహ品である

可能性が高い。弥生時代末から古墳時代前期に֟ੳするものとࠈǗれる。

457 〜 463 は઩付ᖫのא઩൉である。457 はȊのࠫ状にܢがるא઩である。૝൉は৥りඉしてあり、

૝面は平૔に߁られる。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面はࠉȅȂである。458はややఝཚするא઩である。

૝面はռƗ߶रƚられる。ӱ面は҆ϳのȊǬ調ষの後に࡟ϳのȊǬ調ষがࠍされる。459 はఝཚしたא

઩である。૝面は平૔に߶रƚられる。ӱ面は૒ϳの૜いȊǬ調ষがࠍされる。460 はȊのࠫ状のא઩

である。૝面は平૔に߁られる。ӱ面は࡟ϳとࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ面は಻ȅȂによる調ষがࠍされる。

461 はఝཚしたא઩である。ӱ面はȚǧǨがࠍされる。462 はȊのࠫ状のא઩である。ӱ面はࢱ方ܕの

ȚǧǨがࠍされ、ఝ面は࡟ϳのȊǬ๋がࠍされる。463 はȊのࠫ状のא઩で、ᖫの୫൉とのৣ続൉に్

土ખがࠍされ、్土ખにはෑ状のഷ文がƬƗ。

ñತòáફ 80 図â

464 〜 469 はತである。464 はತのܔѴ൉である。৥りඉしܔѴで、૝面はȊǬにより面ࡷりされ、

૝൉にはǨǱȚがƬƗ。ӱ面はࢱϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষがࠍされる。465 はತのܔѴ

൉である。૝൉はռƗ߶रƚられる。ఝ面にГ൉ȊǬ๋が確認できる。466 はತのܔѴ൉である。৥り

ඉしܔѴで、૝面は平૔に߶रƚられ、૝൉にはǨǱȚがƬƗ。ӱ面は࡟ϳのȊǬ調ষで、ఝ面は҆

ϳのȊǬ調ষである。467 はತのܔѴ൉である。૝面はȊǬにより面ࡷりされる。ӱ面はࢱϳのȊǬ調

ষで、ఝ面は҆ϳのȊǬ調ষである。468 はತのܔѴ൉から᭰൉である。૜Ɨٙإしており、৥りඉし

られる。469߁Ѵで、૝面は平૔にܔ はತのܔѴ൉である。৥りඉしܔѴで、૝面はȊǬにより面ࡷり

される。ఝӱ面ともに࡟ϳのȊǬ調ষである。

ñ石器ò

470 はਫໞސփ製のෲ石である。471 は໙๕փؠࡐ灰փ製のள石である。
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ō ఛ໴・平安時代〜近世の遺物

溝状遺構や土坑からは灰釉陶器Ő஝、山茶碗ō஝、൜ೊ器Ō஝が出土している。また、2010 年に報

告ޤǇのૉڣ住居からは古代のᖫがō஝出土している。さらに、遺構ӱからは灰釉陶器ō஝、山茶碗

７஝、山茶碗のࣹ７ߟ஝、ࣹٸのࣹ碗、ϲ঱త、土গがԇŌ஝ずƬ出土している。これらの遺物੏は

８世֧後半〜Ŕ世֧ࣖ௧、11 世֧後半〜 13 世֧中18、ݵ 世֧と断続的ではあるが、ఛ໴・平安時代

から近世までの年代として੭えることができる。

á１âૉ׬ࢨڣ出土Ћ൝áફ 81 図â

472・473 はＳŜ 5162 で出土した土師器のᖫである。遺構にƬいては 2010 年にՈ行したï駿河山遺

跡́（弥生・古墳・歴史時代編Ō）ðの第ōच第ō২で報告しているので、ƥƩらをƜߣओいただきたい。

Ѵ൉からઑ൉र半にかけてఝӱ面ともにȅȂ調ষされており、ӱ面には౺が付ଆしている。Ѹܳでܔ

出土༎のંいସ௴ᖫとࠈǗれ、ఛ໴時代後半から平安時代ࣖ௧（８世֧後半〜Ŕ世֧ࣖ௧）に֟ੳす

るものとࠈǗれる。

á２âܷीЋܲ出土Ћ൝áફ 81 図â

ŧŘ 13387

474・475 は弥生時代から古墳時代に֟ੳするᄘである。ＳＤ 13387 ǁたように平ࢿઑは第Ō২で࠺

安時代末からԺ਷時代の遺構であるため、ށహしたものとۂられるが、遺構の年代にѭって古代〜近

世の遺物の項๋で報告することにした。474 はܔѴ൉౤අであり、৥りඉしܔѴを࠮Ƭ。ఝӱ面ともに

෱ึのため調ষ方඲は不明である。475 は୫൉౤අであり、ఝӱ面ともにȊǬ๋がۂられる。

ŧŘ 50676

476 は 12 世֧前半にϳ૷ƭけられる山茶碗である。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。

á３â土ܘ出土Ћ൝áફ 81 図â

ŧş 15036

477 〜 479 は 11 世֧後半にϳ૷ƭけられる灰釉陶器の碗である。いずれも୫൉をࠖ切りした後、高

઩൉をசり付け、୫面のࠖ切りނをȅȂている。478 のఝ面には࠺然釉がԞかっている。

ŧş 14820

480 は൜ೊ器の高઩൉౤අである。ӱ面には灰釉がԞかっており、18 世֧ݵのۤࠇ༭ऑとࠈǗれる。

ŧş 53093

481 はฤ高઩の灰釉ࠖ切り碗であり、ܔѴ൉のཌྷǇがۉ著である。11 世֧後半の製品とࠈǗれる。

ŧş 2795

482 は 11 世֧後半にϳ૷ƭけられる灰釉陶器の碗である。୫൉をࠖ切り後、高઩൉をசり付け、୫

面のࠖ切りނをȅȂている。

ŧş 50508

483 は山茶碗̀期にϳ૷ƭけられ、12 世֧後半の製品とࠈǗれる。ఝӱ面ともにȅȂ調ষにより߶

रƚられている。

á４âЋܲӱ出土Ћ൝áફ 82 図â

484・485 は 11 世֧後半にϳ૷ƭけられる灰釉陶器の碗である。484 の୫൉には高઩のৣ合ނとࠖ切

りނが確認できる。485 はࣹ碗であり、ܔѴ൉のཌྷǇが著しい。୫൉をࠖ切り後、高઩൉をசり付け、
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第Ōच 調査の成ү

ȅȂている。ܔѴ൉ӱ面と高઩൉には࠺然釉がԞかっている。ఝ面にも࠺然釉がԞかっており、ࢲƵ

ऑきのނ跡がۂられる。

486・487 は山茶碗のࣹ碗である。˿ - ō期にϳ૷ƭけられ、12 世֧中ݵの製品とࠈǗれる。486 は

୫൉にࠖ切りނをߵしており、ఝ面ਙઑに࠺然釉がԞかっている。487 は୫൉をࠖ切り後、高઩൉をச

り付け、ȅȂている。ఝ面には࠺然釉がԞかっている。

ફ 81 図 ૉ׬ࢨڣ½ܷीЋܲ½土ܘ出土Ћ൝áఛ໴½൲ϩ࠯નØؼফâ
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第ō২ 出土遺物  ō ఛ໴・平安時代〜近世の遺物

ફ 82 図 Ћܲӱ出土Ћ൝á൲ϩ࠯નØؼফâ
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第Ōच 調査の成ү

488 は山茶碗˿ - Ō期で 12 世֧前半の製品とࠈǗれる。ఝӱ面ともにȅȂ調ষにより߶रƚられて

いる。୫൉はࠖ切り後、ȅȂられており、சり付け高઩はڠ੾している。489 は山茶碗˿ - ō期の製品

とࠈǗれる。୫൉はࠖ切りした後、಻ȅȂされている。490 〜 492 は山茶碗́ - ō期、13 世֧中ݵの

製品と考えられる。490・491 の୫൉にはࠖ切りނがߵっている。高઩は断面ߡגԒ形状で、૝൉には

Ǵȉコ状Ϝނが認められる。492 の୫൉はȓȤȅȂされており、ຟМのようなものがۂられる。

493 〜 499 は山茶碗のࣹߟであり、́ - ō期の製品と考えられる。いずれの୫൉にもࠖ切りނがߵっ

ている。495 のܔѴ൉はཌྷんでおり、ఝӱ面ともにГ൉࠺然釉がԞかっている。496・499 のఝ面には

然釉がԞかっており、499࠺ のఝ面にはࢲƵऑきのނ跡がۂられる。

500 はࣹٸのࣹ碗としたが、ȚȆǼȠǝの൜ٌとࠈǗれる。ࣹ碗形ઙなので 12 世֧代のものと考え

られる。

501 はϲ঱తのܔѴ൉౤අとۂられる。ఝӱ面ともにȅȂ調ষされている。12 世֧代の山茶碗と൮

行する時期の製品と考えられる。

502 は土গである。ସさ 3#6 ̹、൒ 1#5 ٻܛ、̹ 0#4 〜 0#5 ໷ࢲ、̹ 6#9 ŵである。

- 140 -   



 
 

ફ１ഒ ܷीЋܲГໄഒ

੃ই Cd# 遺構 ǫリǾド ସさ（Ż） ൒（Ż） ॥さ（Ż） 時代 ೮考

1 H970029 9-5 4#54 0#36 0#10

1 H918136 =-7 1#06 0#53 0#20

1 H913028 ?-13 〜 B-16 37#50 0#50 0#20

2 H913234 :-15 3#20 0#40 0#22

2 H955089 ;-18 1#86 0#38 0#25

2 H91420 G-29 3#96 1#50 0#50

3・4 H950838 ;-17 〜 B-20 104#20 1#00 0#50 古墳時代

41 H913387 <-11 〜 A-14 63#25 0#75 0#18 平安時代末〜Ժ਷時代

42 H913053 A-14 〜 A-16 24#25 0#88 0#28 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

42 H952859 A-16 〜 @-18 18#50 1#25 0#68 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H950676 ;-15 〜 @-18 60#75 0#50 0#26 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H952493 ;-15 〜 <-17 17#00 0#50 0#16 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H913203 ;-15 2#00 0#50 0#28 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H912286 ;-15 1#75 0#50 0#12 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H913205 ;-15 1#50 0#63 0#12 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H913207 ;-15 1#25 0#50 0#11 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H913209 ;-14・15 1#25 0#38 0#06 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

43 H913211 ;-14 1#00 0#38 0#10 平安時代末〜Ժ਷時代 H913387 とƬながる溝

44 H952262 <-18 〜 <-21 29#70 0#50 0#12 平安時代・中世

45 H950878 ?-19 〜 >-22 27#75 0#75 0#22 平安時代・中世

45 H952862 A-18 〜 @-19 14#40 0#75 0#22 平安時代・中世 H950878 とƬながる溝

46 H915862 =-9 〜 <-10 10#40 0#95 0#08 平安時代・中世

46 H953402 B-18 4#84 0#74 0#13 平安時代・中世

46 H952274 <・=-19 4#44 0#60 0#18 平安時代・中世

ફ２ഒ 土ܘГໄഒ �1�

੃ই Cd# 遺構番号 ǫリǾド ସࡃ（Ż） ૜ࡃ（Ż） ॥さ（Ż） ೮考

5 H@70192 :-1 0#76 0#67 0#39

5 H@70186 :-2 0#85 0#65 0#70

5 H@70096 :-2 0#41 0#34 0#30

5 H@70045 ;-3 0#50 0#38 0#42

5 H@70052 ;-3 0#53 0#51 0#44

6 H@70227 :-4 1#20 1#08 0#57

6 H@70243 ;-4 1#31 0#97 0#12

6 H@70068 :-4 0#44 0#42 0#38

6 H@70128 ;-5 0#62 0#42 0#41

6 H@70118 ;・<-5 0#41 0#40 0#37

7 H@70133 ;-5 0#45 0#34 0#40

7 H@70315 ;-6 1#10 1#02 0#30

7 H@70150 :-6 0#45 0#39 0#25

7 H@70316 ;-7 1#42 0#80 0#11

7 H@70304 <-7 1#35 1#30 0#26

8 H@70359 8-7 3#63 1#33 0#83

9 H@13707 :-9 0#40 0#40 0#28

9 H@13712 :-9 0#54 0#50 0#32

9 H@15365 ;-9 1#28 1#24 0#39

9 H@15905 ;-9 0#45 0#39 0#44

9 H@13381 ;-9 (0#97) 0#97 0#08

10 H@15896 <-9 0#56 0#47 0#23

10 H@15867 <-10 0#58 0#41 0#55

第３২ հߒഒ
Ō 検出遺構
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ફ２ഒ 土ܘГໄഒá2â

੃ই Cd# 遺構番号 ǫリǾド ସࡃ（Ż） ૜ࡃ（Ż） ॥さ（Ż） ೮考

10 H@15866 <-10 0#52 (0#36) 0#33

10 H@15767 <-11 0#55 0#49 0#44

10 H@11042 @-12 0#23 0#34 0#30

11 H@14512 =-12 1#64 1#64 0#26

11 H@13193 @-12 2#08 2#04 0#18

11 H@15023 <-13 0#35 0#31 0#24

11 H@14680 >-13 0#34 0#33 0#37

11 H@15039 ;-14 0#29 0#29 0#33

11 H@15160 =-15 0#56 0#48 0#65

11 H@55050 ;-16 0#29 0#26 0#38

11 H@13191 ?-16 0#35 0#35 0#40

12 H@13175 ?-16 0#39 0#35 0#24

12 H@13126 @-16 0#69 0#35 0#39

12 H@13095 @-16 0#67 0#61 0#36

12 H@13048 A-16 0#68 0#44 0#24

12 H@13123 @-16 0#77 0#46 0#26

12 H@13107 @-16 0#28 0#21 0#22

12 H@52528 <-17 0#39 0#29 0#28

12 H@53660 @-17 0#46 0#44 0#32

13 H@54428 A-17 0#70 0#39 (0#17)

13 H@53727 B-17 0#53 0#36 0#37

13 H@53573 ?-18 0#63 0#49 0#56

13 H@50672 ?・@-18 0#53 0#42 0#52

14 H@53479 @-18 0#43 0#39 0#26

14 H@54396 @-18 0#31 0#30 0#47

14 H@52422 <-18・19 2#40 1#04 0#24

14 H@53679 =-19 0#65 0#56 0#59

14 H@53822 =-19 0#63 0#44 0#44

15 H@54451 ?-19 0#51 0#42 0#27

15 H@50806 A-19 0#51 0#46 0#46

15 H@50601 A-19 0#85 0#84 0#51

15 H@55105 <-20 0#36 0#34 0#23

15 H@50754 >・?-20 0#59 0#49 0#54

15 H@53274 @-20 0#64 0#59 0#49

15 H@53730 >-21 0#43 0#40 0#44

15 H@53363 @-21 0#45 0#43 0#23

16 H@51157 @-21 0#41 0#40 0#45

16 H@51399 @-21 0#61 0#43 0#23

16 H@52148 =-22 2#98 0#70 0#34

16 H@51166 @-21 0#59 0#35 0#49

16 H@53688 =-22 0#35 0#33 0#26

17 H@51729 B-22 0#50 0#35 0#48

17 H@51872 C-22 0#51 0#41 0#78

17 H@51985 D-22 0#92 0#74 0#40

17 H@53430 D-22 0#49 0#39 0#15

17 H@56042 D-22 0#46 0#41 0#70

17 H@51915 D-23 0#51 0#43 0#62

18 H@50513 D-23 0#33 0#32 0#72

18 H@50515 C・D-23 0#51 0#42 0#59

18 H@53817 E-23 0#33 0#32 0#25

18 H@50040 C-24 0#39 0#35 0#45

18 H@50035 C-24 0#72 0#45 0#72

18 H@50031 C-24 0#41 0#36 0#28

18 H@50102 D-24 0#35 0#26 0#32

第Ōच 調査の成ү
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ફ２ഒ 土ܘГໄഒá３â

੃ই Cd# 遺構番号 ǫリǾド ସࡃ（Ż） ૜ࡃ（Ż） ॥さ（Ż） ೮考

19 H@54426 D-24 1#01 0#97 0#27

19 H@53334 D-24 0#39 0#39 0#46

19 H@53335 D-24 0#74 0#62 0#65

19 H@50476 D-24 0#62 0#37 0#74

19 H@50911 ?-25 0#45 0#33 0#31

19 H@52809 E-24・25 0#34 0#31 0#20

20 H@51053 @-25 0#53 0#39 0#65

20 H@51536 A-25 0#66 0#43 0#44

20 H@53987 C-25 0#33 0#24 0#27

20 H@54578 F-25 0#34 0#31 0#45

20 H@50340 F-25 0#83 0#80 0#26

21 H@52942 F-25 0#96 0#60 0#66

21 H@50289 G-25 0#41 0#34 0#50

21 H@50295 G-25 0#50 0#42 0#84

21 H@50294 G-25 0#40 0#32 0#65

21 H@50287 G-25 0#45 0#36 0#68

22 H@50309 F-25 0#51 0#35 0#44

22 H@50310 F-25 0#54 0#26 0#29

22 H@50311 F-25 0#32 0#24 0#62

22 H@50286 G-25 0#36 0#30 0#52

22 H@50923 @-26 0#54 0#32 0#51

22 H@50925 @-26 0#43 0#38 0#45

22 H@51095 A-26 0#45 0#36 0#31

23 H@51098 A-26 0#47 0#34 0#52

23 H@51100 A-26 0#49 0#49 0#82

23 H@50940 A-26 0#73 0#53 0#99

23 H@53445 A-26 0#43 0#31 0#24

23 H@51392 A-26 0#47 0#43 0#37

23 H@51617 B-25・26 0#60 0#42 0#47

24 H@50231 D-26 0#59 0#45 0#46

24 H@50977 B-27 0#47 0#31 0#41

24 H@50305 F-25 0#52 0#47 0#71

24 H@53699 C-27 0#41 0#39 0#28

25 H@53794 F-27 0#41 0#39 0#41

25 H@3735 D-27 1#14 1#11 0#16

25 H@5618 A-27 0#64 0#60 0#12

25 H@3542 B-27 0#49 0#33 0#49

25 H@2178 C-27 (0#26) 0#26 0#17

25 H@3512 D・E-27 0#62 0#45 0#68

26 H@2145 D-27 1#35 1#27 0#27

26 H@5921 >-28 0#63 0#59 0#60

26 H@5345 ?-28 0#42 0#40 0#54

26 H@5092 A-28 0#39 0#31 0#34

27 H@2010 C-28 0#75 0#40 0#27

27 H@1986 C-28 0#74 0#35 0#49

27 H@3128 C-28 0#38 0#35 0#57

27 H@1963 C-28 0#61 0#47 0#21

27 H@3174 C-28 0#56 0#43 0#54

27 H@3521 C-28 0#29 0#25 0#25

27 H@1944 C-28 0#71 0#54 0#43

28 H@3297 C-28 0#87 0#69 0#36

28 H@1875 D-28 0#29 0#25 0#30

28 H@1873 D-28 1#38 1#40 0#39

29 H@5118 @-29 0#60 0#43 0#23

第３২ հߒഒ Ō 検出遺構
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ફ２ഒ 土ܘГໄഒá４â

੃ই Cd# 遺構番号 ǫリǾド ସࡃ（Ż） ૜ࡃ（Ż） ॥さ（Ż） ೮考

30 H@5646 >-29・30 (0#65) (0#52) 0#11

30 H@3652 C-30 0#89 0#85 0#31

30 H@4256 D-30 0#65 0#51 0#29

30 H@3537 C-30 0#41 0#33 0#33

30 H@3712 D-30 0#80 0#50 0#31

30 H@1293 D-30 0#50 0#34 0#44

31 H@2790 D-30 0#26 0#22 0#20

31 H@2576 A-31 0#60 0#59 0#20

31 H@2534 E-30 0#69 0#58 0#23

31 H@3078 C-31 0#65 0#62 0#27

32 H@3876 E-31 0#83 0#66 0#32

32 H@568 G-31 0#58 0#48 0#27

32 H@652 F-31 0#62 0#60 0#46

32 H@2375 D-32 0#43 0#42 0#39

32 H@2577 G-31 0#64 0#62 0#37

33 H@2240 B-32 0#45 0#35 0#31

33 H@1919 C-32 0#43 0#42 0#60

33 H@616 F-32 0#61 0#59 0#48

33 H@2313 F-32 0#34 0#28 0#22

33 H@179 F-32 0#72 0#61 0#45

34 H@1051 C-33 1#50 1#14 0#56

34 H@1934 J-33 0#62 0#46 0#50

34 H@2311 J-33 0#26 0#23 0#23

47 H@14820 =-13 1#05 1#00 0#09 近世

47 H@15036 =-10 0#71 0#65 0#31 平安時代・中世

47 H@53093 >-19 0#62 0#58 0#14 平安時代・中世

47 H@2795 D-30 1#07 1#00 0#27 平安時代・中世

29 H@7265 A-29 0#77 0#60 0#21

29 H@4203 C-29 1#06 0#69 0#39

29 H@2996 C-29 0#81 0#72 0#27

30 H@1428 G-29 0#71 0#65 0#39

ફ３ഒ ঴ԋഩฯЋܲГໄഒ

੃ই Cd# 遺構 ǫリǾド ସࡃ（Ż） ૜ࡃ（Ż） ॥さ（Ż） ೮考

35 HM70367 9-3・4 2#64 1#26 0#26

35 HM53203 A-19 1#96 1#84 0#17

35 HM18114 A-14 5#40 (2#3) 0#12

36 HM53690 @-16 - - -

36 HM13001 B・C-17 (3#44) 2#14 0#21

37 HM53136 F-26 - - -

37 HM5914 >-28 4#20 (0#56) 0#18

37 HM3704 G-28 2#25 1#28 0#20

37 HM3250 G・H-29 (2#20) 0#66 0#07

38 HM54 H-33 - - -

48 HM51779 A-23 14#1 4#00 0#25 平安時代・中世

ફ４ഒ ٚ໔଍ڳ൝৞Гໄഒ

੃ই Cd# 遺構 ǫリǾド
間ঝ

柱本ঝ
֩฾（Ż） 面積 

（㎡）
ܕ行方ڞ ೮考

໭間 行ڞ ໭間 行ڞ

39 H780064 <-16 1 2 6 2#76 3#84 10#60 C-8° -L 平安時代・中世

第Ōच 調査の成ү
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੃ই

Cd#
器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ

ٻܔ

（̹）

୫ٻ

（̹）

最大ٻ

（̹）

器高
存高ߵ
（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

1 ᄘ H913234 :-15 ൗ土 (22#8) 1#8 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

2 ᄘ H913234 :-15 ൗ土 (8#4) 4#2 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 10�

3 ઩付ᖫ H913234 :-15 ൗ土 (17#8) 4#5 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

4 高უ H91420 G-29 3#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ൉א 50� 方௤かしߡ

5 器઩ H91420 G-29 (19#8) 10#1 10NG8$3 ৼҎᐘॐ
უ൉

൉र半א

99� 

90�
方௤かし߾

6 ᄘ H91420 G-29 (16#0) 2#7 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

7 ᄘ H91420 G-29 ൗ土 4#4 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 30�

8 ᄘٸࣹ H91420 G-29 3#8 2#2
7#5NG7$6 ᐘॐ

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
୫൉ 90�

9 ᄘ H91420 G-29 (7#8) 5#0
7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ

10NG5$2 灰Ҏԭॐ
୫൉〜ઑ൉ҟ半 15�

10 ઩付ᖫ H91420 G-29 (22#5) 3#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

11 ઩付ᖫ H91420 G-29 (20#0) (26#0) 23#9
10NG8$4 ৼҎᐘॐ 5NG7$6 ᐘॐ

7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ
Ѵ〜ઑ൉ҟ半ܔ 45�

12 ઩付ᖫ H91420 G-29 3#6
2#5N6$3 にƾいҎॐ

10NG6$3 にƾいҎᐘॐ
઩൉א 98�

13 ઩付ᖫ H91420 G-29 ൗ土
6#6 〜

7#4
3#6

7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ

10NG5$3 にƾいҎԭॐ
઩൉א 50�

15 ᄘ H950838 B-19,20 ൗ土 (18#2) 12#0 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ
Ѵܔ

᭰൉

10� 

20�

16 ᄘ H950838 B,A-20 ൗ土 (16#0) 2#8 2#5N7$3 ৼҎॐ Ѵܔ 25�

17 ᄘ H950838 B-20 ൗ土 (25#7) 2#4 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 5�

18 ᄘ H950838 A-20 ൗ土 (23#9) 3#5 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

19 ᄘ H950838 B-19 ൗ土 (22#0) 5#1 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

20 ᄘ H950838 A-20 ൗ土 (20#6) 2#5 5NG7$6 ᐘॐ 5N7$1 灰ಋॐ Ѵܔ 10�

21 ᄘ H950838 B-18 ൗ土 (17#8) 5#4 5NG7$8 ᐘॐ Ѵܔ 20�

22 ᄘ H950838 B-18,19 ൗ土 (20#9) 2#2 2#5NG6$8 ᐘॐ Ѵܔ 10�

23 ᄘ H950838 B-20 ൗ土 (18#4) 3#0 5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

24 ᄘ H950838 B-18,19 ൗ土 (24#3) 4#9 2#5N7$2 灰Ҏॐ Ѵܔ 10�

25 ᄘ H950838 B-19,20 ൗ土 (12#04) 1#7 2#5NG7$2 灰Ҏॐ Ѵܔ 5�

26 ᄘ H950838 B-18 ൗ土 (9#9) 2#4 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

27 ᄘ H950838 B-18 ൗ土 (10#4) 5#7 10NG8$3 ৼҎᐘॐ ୫൉ 25�

28 ᄘ H950838 B-19 ൗ土 (12#3) 2#4
ӱ面 2#5NG6$6 ᐘॐ 

ఝ面 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 25�

29 ᄘ H950838 B-19,20 ൗ土 (10#2) 2#7 10NG8$3 ৼҎᐘॐ ୫൉ 15�

31 ઩付ᖫ H950838 A-20 ൗ土 (22#0) (22#0)
ఝ面 5NG7$4 にƾいᐘॐ

ӱ面 10NG5$3 にƾいҎԭॐ
Ѵとઑ൉ҟ半ܔ 10�

32 ઩付ᖫ H950838 B-18 ൗ土 (19#1) 2#8
ӱ面 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ

ఝ面 7#5NG7$6 ᐘॐ
Ѵܔ 10�

33 ઩付ᖫ H950838 B-20 ൗ土 (19#4) 4#2 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

34 ઩付ᖫ H950838 A-20 ൗ土 7#2 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 25�

35 ઩付ᖫ H970013 :-3 4#6 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ઑ൉ 15�

36 ৼತٸࣹ H970016 ;-3 7#8 5#1 2#5 10NG5$3 にƾいҎᐘॐ ਙઑ 95�

37 ઩付ᖫ
H970016 

H@70211
:,;-3 ൗ土ГԨ (16#4) (17#8) 11#2 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ

Ѵܔ

ઑ൉

25� 

10�

38 高უ H918090 =-8 7#0 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ൉א 75�
ٻ൉最大א

（5#2）

39 ᄘ H970018 :-4 (18#0) 1#9 2#5N6$2 灰Ҏॐ Ѵܔ 10�

40 ᄘ H952400 ;-17 ൗ土 (7#3) 5#3 7#5N7$1 灰ಋॐ ୫൉ 10�

41 ᄘ H952406 <,=-18 ൗ土 (16#3) 3#5 5NG7$8 ᐘॐ Ѵܔ 25�

42 ᄘ H952406 <,=-18 ൗ土 (10#1) 2#5
ఝ面 10NG8$2 灰ಋॐ

ӱ面 7#5NG7$6 ᐘॐ
୫൉ 20�

43 ᄘ H951279 ?-19 ൗ土 (9#2) 2#5 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 5�

44 ತ H951279 ?-19,20 ൗ土 (21#4) 3#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

45 ᄘ H951280 @-20 ൗ土 (11#2) 1#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 10�

46 ತ H@70192 :-1 14#4 8#0 14#4 11#6 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ਙઑ 90�

47 ᄘ H@70186 :-2 （11#6） 3#0 2#5N7$3 ৼҎॐ Ѵܔ 15�

48 ᄘ H@70096 :-2 (18#0) 3#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

49 ઩付ᖫ H@70045 ;-3 (13#3) 5#0 5NG7$6 ᐘॐ  C2$ ॐݪ Ѵܔ 10�

50 ᄘ H@70052 ;-3 (15#8) 3#9 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 20�

51 ತ H@70068 :-4 (12#0) 6#8 7#5NG7$6 ᐘॐ ਙઑ 95� ռ୫ٸࣹ

52 ઩付ᖫ H@70243 :-4 (32#8) 3#6 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

53 ઩付ᖫ H@70243 ;-4 (29#0) (38#0) 20#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
Ѵܔ

ઑ൉र半

80� 

20�

54 ઩付ᖫ H@70243 ;-4 4#9 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 25�

55 ઩付ᖫ H@70243 :-4 (21#2) 9#5 10NG5$3 にƾいҎԭॐ Ѵܔ 20�

56 ઩付ᖫ H@70243 ;-4 11#3 7#5NG7$6 ᐘॐ
઩൉から௴൉א

ৣ合൉

100� 

30�

57 ᄘ H@70128 ;-5 （23#8） 3#1 7#5NG7$3 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

58 ᄘ H@70128 :,;-5
˿਽ҟ൉ 

ൗ土ГԨ
3#9 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ ᭰൉ 50�

59 ઩付ᖫ H@70118 ;-5 (23#6) 2#3 5NG7$6 ᐘॐ 7#5NG6$1 灰ॐ Ѵܔ 5�

60 ઩付ᖫ H@70133 ;-5 (10#9) (11#0) 6#5 7#5NG6$8 Ҏᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 20�

ō 出土遺物

ફ５ഒ 出土土器á๞িØۜൢ࠯નâГໄഒá１â
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੃ই

Cd#
器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ

ٻܔ

（̹）

୫ٻ

（̹）

最大ٻ

（̹）

器高
存高ߵ
（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

61 ઩付ᖫ H@70150 :-6 ൗ土 (24#0) 3#8 7#5NG8$3 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 25�

62 ᄘ H@70315 ;-6 (6#0) 1#7 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 60�

63 ᄘ H@70316 ;-7 (16#0) 1#7 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

64 ᄘ H@70359 8-7 (11#0) 6#3 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 40�

65 ᄘ H@70359 8-7 (27#8) 10#1 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 10�

66 ᄘ H@70359 8-7 (24#4) 9#7 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ
10� 

15�

67 ᄘ H@70359 8-7 (19#6) 7#3
ఝ面 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ

ӱ面 7#5NG6$6 ᐘॐ
Ѵ〜᭰൉ܔ 25�

68 ᄘ H@70359 8-7 (7#0) 3#8 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 30�

69 ᄘ H@70359 8-7 (10#4) 2#7 10NG5$2 灰Ҏԭॐ ୫൉ 30�

70 ᄘ H@70359 8-7 5#0
ఝ面 10NG6$2 灰Ҏԭॐ

ӱ面 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ
൉ہ 30�

71 ತ H@70359 8-7 (21#0) 8#7 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ൉ہ〜Ѵܔ 15�

72 ತ H@70359 8-7 (19#6) 6#2 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ ൉ہ〜Ѵܔ 15�

73 不明 H@70359 8-7 (3#8) 3#9 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 20� ଺形土器À

74 不明 H@70359 8-7 1#9 5#7 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ઑ൉ 50�
ȚȆǼȠǝݮÀ

଺形À

75 ઩付ᖫ H@70189 :-2 (13#0) 4#8 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

76 ᄘ H@70602 9,:-2 (10#0) 2#1
ఝ面 10NG5$3 にƾいҎԭॐ

ӱ面 7#5NG6$6 ᐘॐ
୫൉ 20�

77 ᄘ

H=70002 

H@70085 

H@70285

9-3,4 

:-3
ൗ土ГԨ 9#5 (19#5) 11#6 5NG7$6 ᐘॐ ઑ൉ҟ半〜୫൉ 75�

78 ઩付ᖫ H@70085 9-3 2#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 不明

79 ઩付ᖫ H@70218 ;-2 ൗ土ГԨ 6#0
10NG6$3 にƾいҎᐘॐ

7#5NG6$4 にƾいᐘॐ
઩൉א 15�

80 ᄘ H@70211 :-3 (13#8) 2#1 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 15�

81 ᄘ H@70211 :-3 (15#0) 1#5 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

82 ᄘ H@70211 :-3 （23#2） 9#8 7#5NG6$6 ᐘॐ ઑ൉ҟ半 50�

83 ᄘ H@70351 :-3 (23#0) 2#3 10NG6$6 明Ҏԭॐ Ѵܔ 5�

84 ᄘ H@70225 :-3 (11#0) 1#7 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 40�

85 ᄘ H@70222 :-3 (10#6) 2#4 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 20�

86 ઩付ᖫ H@70095 :-3 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 不明

87 ઩付ᖫ H@70214 :-3 (20#4) 2#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

88 ઩付ᖫ H@70215 :-3 (16#2) 4#3 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 25�

89 ઩付ᖫ H@70090 :-3 (24#0) 2#4 5NG6$2 灰ԭॐ Ѵܔ 5�

90 ઩付ᖫ H@70212 ;-3 2#0 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 不明

91 ઩付ᖫ H@70212 ;-3 (10#2) 4#1 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 25�

92 ઩付ᖫ H@70212 ;-3 4#0 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ ઑ൉とא઩൉のৣ合൉ 100�

93 ತ H@70212 ;-3 (10#3) 2#7 (10#4) 6#9
ӱ面 7#5NG7$6 ᐘॐ

ఝ面 10NG4$1 ԭ灰ॐ

 Ѵܔ

ઑ൉ҟ半

୫൉

25� 

10� 

100�

94 ᄘ H@70232 9,:-4 (20#4) 3#8 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

95 ᄘ H@70241 :-4 (10#0) 3#7 7#5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 30�

96 ᄘ H@70164 9-5 (11#1) 2#4 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

97 ᖫかತ
H@70074 

H@70076
:,;-4 (16#5) (16#4) 8#9 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 10�

98 ઩付ᖫ H@70076 ;-4 (11#2) 11#8 10#6 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉ҟ半ܔ 15�

99 ᄘ H@70339 9,:-5 ൗ土 (12#1) 5#5 15#7 15#9 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ
Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉

30� 

50�

100 ઩付ᖫ H@70339 9,:-5 (24#0) 3#4 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

101 ᄘ
H@70293 

H@70148

;-4,5 

:-5
8#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ᭰൉ 30�

102 ᄘ H@70145 :-5 (12#2) 3#0 2#5N7$2 灰Ҏॐ Ѵܔ 5�

103 ᄘ H@70337 :-6 (10#6) 2#3 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 25�

104 ᄘ H@70158 ;-7 (11#0) 3#0 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 5�

105 ᄘ
H@13707 

H@13708
:-9 ൗ土ГԨ (8#0) (12#0) 11#9

7#5NG7$6 ᐘॐ

2#5N6$2 灰Ҏॐ
Ѵ〜୫൉ܔ 50�

106 ઩付ᖫ H@13712 :-9 ൗ土 (24#6) 6#1 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

107 ᄘ H@15365 ;-9 ൗ土 (20#0) 2#2 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

108 ઩付ᖫ H@13381 ;-9 ൗ土 3#0 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 不明

109 ᄘ H@15896 <-9 (22#0) 2#3 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ Ѵܔ 15�

110 ઩付ᖫ H@15896 <-9 (16#4) (17#5) 12#8 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵ〜ઑ൉ҟ半ܔ 35�

112 ᄘ H@15767 <-11 ൗ土 (11#4) 16#5 17#1
10NG8$4 ৼҎᐘॐ

10NG4$2 灰Ҏԭॐ
Ѵ〜ઑ൉ҟ半ܔ 80�

113 ઩付ᖫ H@11042 @-12 (21#2) (26#0) 16#5 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 20�

114 ᄘ H@14512 =-12 (14#0) 6#0
7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ

2#5N7$3 ৼҎॐ
Ѵܔ 50�

115 ᄘ H@14512 =-12 8#6 3#0 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 95�

116 ઩付ᖫ H@13193 ?,@-12 ൗ土 4#8
5NG7$8 ᐘॐ

5NG8$4 ૙ᐘॐ
઩൉א 45�

117 ᄘ H@15023 <-13 (16#6) 12#4
7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ

7#5NG7$6 ᐘॐ
᭰൉ 25�

118 ᄘٸࣹ H@14680 >-13 ൗ土 5#6 7#8 7#5
10NG7$6 明Ҏԭॐ

10G6$6 ঢ়ᐘॐ
᭰൉〜୫൉ 90�

第Ōच 調査の成ү
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੃ই

Cd#
器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ

ٻܔ

（̹）

୫ٻ

（̹）

最大ٻ

（̹）

器高
存高ߵ
（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

119 ᄘ H@15039 ;-14 4#0 3#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 100�

120 ઩付ᖫ H@15039 ;-14 4#3 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 45�

121 ᄘ H@15160 =-15 ൗ土 (9#2) 2#6
5NG7$8 ᐘॐ 

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 50�

122 ᄘ H@13175 ?-16 (9#6) 9#7
7#5NG6$4 にƾいᐘॐ

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
ઑ൉ҟ半〜୫൉ 60�

123 ತ H@13175 ?-16 (20#0) 4#4
7#5NG6$6 ᐘॐ

10NG6$4 にƾいҎᐘॐ
Ѵܔ 10�

124 ᄘ H@13126 @-16 (18#0) 4#7 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

125 ᄘ H@13095 @-16 ൗ土 (15#4) 2#3 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

126 ᄘ H@13123 @-16 ൗ土 (10#4) 6#5
7#5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 25�

127 ತ H@13107 @-16 ൗ土 (20#0) 6#4 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

128 ᄘ H@13048 A-16 ൗ土 (13#0) 3#0 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

129 ઩付ᖫ H@55050 ;-16 ൗ土 7#8 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 25�

130 ᄘ H@52528 <-17 ൗ土 (24#8) 7#9 10NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

131 高უ H@54428 A-17 ൗ土 (20#8) 7#6 5NG6$4 にƾいᐘॐ უ൉ 60�

132 ઩付ᖫ H@53660 @-17 ൗ土 5#5 7#5NG7$6 ᐘॐ ઑ൉ҟ半 15�

133 高უ H@53727 B-17 ൗ土 11#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ൉א 100� ࠿৵׃

134 ᄘ H@53573 ?-18 (15#4) 3#0 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 30�

135 ᄘٸࣹ H@53479 @-18 ൗ土 (6#6) (6#7) 10#8 -13#1 7#5NG7$6 ᐘॐ ਙઑ 25�

136 ઩付ᖫ H@50672 ?,@-18 ൗ土 (23#2) (25#4)
（30#0）

25#0
7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ ઩൉א〜Ѵܔ 65�

138 ઩付ᖫ H@54396 @-18 ൗ土 6#6 7#5NG6$6 ᐘॐ ઩൉א 100�

139 ᄘ H@53679 =,>-19 ൗ土 (19#4) 12#6 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 40�

140 ઩付ᖫ H@50601 A-19 ൗ土 (21#0) 2#8 10NG8$3 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

141 ᄘ H@51166 @-21 ൗ土 (9#8) (21#0) 12#8 5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 20�

142
ȚȆǼȠǝ

土器
H@50754 ?-20 ൗ土 (3#4) (4#0) 2#7 10NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 25�

144 ᄘ H@53730 >-21 9#6
12#3 

7#5
7#5NG7$6 ᐘॐ

᭰൉〜ઑ൉र半

ઑ൉ҟ半〜୫൉

30� 

100�

145 ઩付ᖫ H@51157 @-21 ൗ土 (20#8) 5#2 2#5NG7$3 ૙ঢ়ᐘॐ Ѵܔ 20�

146 ઩付ᖫ H@51399 @-21 ൗ土 (18#0) 3#7 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

148 ઩付ᖫ H@51872 C-22 ൗ土 (17#4) (20#5) 14#5 7#5NG6$3 にƾいԭॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 20�

149 ᄘ H@53688 =-22 (19#4) 10#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ઑ൉ 20�

150 ઩付ᖫ H@51729 B-22 ൗ土 (21#5) 5#7 5NG6$8 ᐘॐ Ѵܔ 10�

151 ᄘ H@53430 D-22 ൗ土 (7#2) 6#5 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

152 ઩付ᖫ H@53430 D-22 ൗ土 9#8 5NG8$4 ૙ᐘॐ ઑ൉〜א઩൉ 30�

153 ઩付ᖫ H@51985 D-22 ൗ土 8#4
ӱ面 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ

ఝ面 7#5NG8$3 ৼҎᐘॐ
઩൉א 10�

154 ᄘ H@56042 D-22 (15#0) 5#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

155 ᄘ H@51915 D-23 ൗ土 (8#6) (23#5) 16#3 7#5NG7$6 ᐘॐ
ઑ൉

୫൉

20� 

20�

156 ઩付ᖫ H@50513 D-23 ൗ土 (13#4) 4#9 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

157 ᄘ H@50515 C,D-23 ൗ土 (12#4) 6#5 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

158 ತ H@50515 C,D-23 ൗ土 (25#0) 2#1 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

159 ઩付ᖫ H@50040 C-24 ൗ土 11#2 8#0 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 100�

160 ᄘ H@50102 D-24 ൗ土 (7#4) 4#0 5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 100�

161 ᄘ H@53817 E-23 ൗ土 (15#0) 18#6 7#5NG8$4 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 20�

162 ᄘ H@50035 C-24 ൗ土 （8#4） 1#8 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

163 ᄘ H@51053 @-25 ൗ土 (8#8) 2#3 7#5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 25�

164 ᄘ H@52809 E-24,25 (16#6) 10#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 40�

165 ઩付ᖫ H@50911 ?-25 ൗ土 (13#0) 4#2 10NG5$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

166 ᄘ H@51536 A-25 ൗ土 (10#0) 2#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 25�

167 ᄘ H@53987 C-25 ൗ土 (11#6) (16#4) 16#2 5NG6$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 20�

168 ᄘ H@54578 F-25 ൗ土 7#4 22#2 20#8 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ઑ൉〜୫൉ 80�

169 ᄘ H@52942 F-25 ൗ土 11#7 8#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
Ѵܔ

᭰൉

70� 

100�

170 ᄘ H@50311 F-25 ൗ土 10#2 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ᭰൉ 20�

171 ᄘ H@50305 F-25,26 ൗ土 14#3 16#8 2#5NG6$8 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 50�

172 ᄘ H@51095 A-26 ൗ土 (6#3) 16#1 12#4 7#5NG7$6 ᐘॐ ઑ൉〜୫൉ 90�

173 ઩付ᖫ H@50923 @-26 ൗ土 7#8 7#5NG7$6 ᐘॐ ઩൉א 25�

174 ᄘٸࣹ H@50925 @-26 6#0 (10#2) 10#9 10NG5$2 灰Ҏԭॐ ᭰൉〜୫൉ 50�

175 ᄘ H@51098 A-26 ൗ土 10#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 100�

176 ᄘ H@51100 A-26 ൗ土 (9#8) 2#3 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 30�

177 ᄘ H@51100 A-26 ൗ土 4#9 5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 100�

178 ᄘ H@51100 A-26 ൗ土 5#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 30�

179 ઩付ᖫ H@50940 A-26 ൗ土 (21#6) 2#5 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

180 ᄘ H@53445 A-26 ൗ土 (20#4) 6#2 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

181 ᄘ H@53445 A-26 ൗ土 9#6 8#3 7#5NG7$6 ᐘॐ
ઑ൉ҟ半

୫൉

20� 

10�

182 ઩付ᖫ H@53445 A-26 Ԋຽ 3#0 7#5NG6$3 にƾいԭॐ ઑ൉とא઩൉のৣ合൉ 25�

183 ᄘ H@51617 B-25,26 ൗ土 (22#0) 15#5 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ઑ൉ 20�

184 ᄘ H@50231 D-26 ൗ土 14#8 10#7 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 50�
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185 ᄘ H@50977 B-27 ൗ土 9#7 20#5 22#5 5NG6$6 ᐘॐ ᭰൉〜୫൉ 90�

186 ᄘ H@53794 F-27 ൗ土 (15#6) 2#9 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 25�

187 ᄘ H@53794 F-27 ൗ土 (8#8) 3#5 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 10�

188 ᄘ H@53794 F-27 ൗ土 (8#6) 4#0 7#5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 20�

189 ઩付ᖫ H@53794 F-27 ൗ土 (19#6) 3#5 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

190 ᄘ H@52541 <-16 ൗ土 (7#8) 5#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

191 ઩付ᖫ H@52853 @-18 ൗ土 (20#5) 4#0 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 15�

192 ತ H@54317 =-20 ൗ土 (16#6) 4#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

193 ઩付ᖫ H@52200 >-22 ൗ土 (24#0) 4#3 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

194 ઩付ᖫ H@53873 D-25 ൗ土 (14#6) 5#5 10NG6$2 灰Ҏԭॐ Ѵܔ 20�

195 ઩付ᖫ H@53699 C-27 ൗ土 7#1 10NG8$3 ৼҎᐘॐ ઩൉א 40�

196 ᄘٸࣹ H@52700 =-20 (8#9) 6#3 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ ઑ൉ 30�

197 ᄘ H@3542 B-27 9#1 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 25�

198 ઩付ᖫ H@3512 D,E-27 (25#9) 2#9 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

199 ઩付ᖫ H@3512 D,E-27 (25#7) 3#5 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 5�

200 ᄘ H@3735 D-27 (30#0) 3#6
7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ

10NG7$3 にƾいҎᐘॐ
Ѵܔ 10�

201 ᄘ H@5618 A-27 (8#0) 4#3 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ୫൉ 20�

202 ઩付ᖫ H@2178 C-27 16#2 8#6 10NG5$3 にƾいҎԭॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 50�

203 ᄘ H@5921 >-28 ൗ土 (18#9) 3#4 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

204 ઩付ᖫ H@5345 ?-28 (26#0) 3#3 7#5NG7$3 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

205 ᄘ H@5092 A-28 ൗ土 (10#0) 2#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 10�

206 ઩付ᖫ H@5092 A-28 ൗ土 (23#2) 5#4 10NG7$6 明Ҏԭॐ Ѵܔ 10�

207 ᄘ H@2010 C-28 ॐ਽ݪ (10#0) 5#4 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉〜ઑ൉ҟ半 45�

209 ઩付ᖫ H@2010 C-28 ॐ਽ݪ (36#0) 4#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

210 ᄘ H@1986 C-28 (13#0) 2#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 30�

211 ᄘ H@3128 C-28 8#2 10NG8$2 灰ಋॐ ᭰൉〜ہ൉ 80�

212 ᄘٸࣹ H@3297 C-28 ൗ土 (8#0) (11#0) 5#8
10NG8$4 ৼҎᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ

Ѵܔ

ઑ൉

25� 

30�

213 ᄘ H@1963 C-28 ൗ土 (23#0) 8#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 40�

214 ᄘ H@3174 C-28 (17#3) 4#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 25�

215 ઩付ᖫ H@3521 C-28 第Г面 6#5 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 70�

216 ઩付ᖫ H@1944 C,D-28 (23#8) 2#4 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

217 ઩付ᖫ H@1875 D-28 9#4 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 25�

218 ᄘ H@5118 @-29 (21#0) 18#2 5NG6$6 ᐘॐ ൉〜୫൉ہ 20�

219 ᄘ H@7265 A-29 7#0 17#6 14#6 10NG8$4 ৼҎᐘॐ
୫൉

ઑ൉

100� 

60�

220 高უ H@4203 C-29 5#6
5NG7$8 ᐘॐ

10NG6$4 にƾいҎᐘॐ

უ൉ҟ半 

൉र半א〜
80� 方௤かしÀߡ

221 高უ H@4203 C-29 2#7
5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
൉א 50� 方௤かしߡ

222 ᄘ H@4203 C-29 (11#8) 4#4
7#5NG7$8 Ҏᐘॐ

2#5N7$3 ৼҎॐ
Ѵܔ 30�

223 ᄘ H@4203 C-29 (13#4) 3#9
5NG6$6 ᐘॐ

7#5NG7$6 ᐘॐ
Ѵܔ 25�

224 ᄘ H@4203 C-29 (8#4) 9#9
5NG7$8 ᐘॐ

10NG8$4 ৼҎᐘॐ

୫൉ 

ઑ൉ҟ半

10� 

20�

225 ᄘ H@4203 C-29 (6#6) 6#2 5NG7$8 ᐘॐ 7#5NG7$6 ᐘॐ
୫൉ 

ઑ൉ҟ半

100� 

15�

226 ᄘٸࣹ H@1428 G-29 6#4 10#2 8#2 7#5NG8$6 ৼҎॐ ൉〜୫൉ہ 100�

227 ઩付ᖫ H@1428 G-29 22#9 27#9 23#4 7#5NG7$6 ᐘॐ ᖫ൉ 70�

228 ઩付ᖫ H@1428 G-29 7#7
10NG7$6 明Ҏԭॐ

7#5NG7$6 ᐘॐ
઩൉א 95�

229 ৼತٸࣹ H@1428 G-29 8#2 4#7 3#5
7#5NG7$6 ᐘॐ

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
ਙઑ 100�

230 ᄘ H@2996 C-29 (25#0) 6#3 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

231 ઩付ᖫ H@3652 C-30 (14#6) (14#3) 5#8 5NG6$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 10�

232 ઩付ᖫ H@5646 ?-29,30 (18#0) 2#1 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

234 ᄘٸࣹ H@3537 C-30 (5#8) 4#5 7#6 8#2 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ਙઑ 90�

235 ᄘ H@2534 E-30 6#4 5#3
7#5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉とઑ൉ҟ半

100� 

45�

237 ᄘ H@3712 D-30 (30#0) 2#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

238 ઩付ᖫ H@1293 D-30 (14#2) 6#0
ӱ面¾5NG6$6 ᐘॐ

ఝ面¾5N7$2 灰ಋॐ
Ѵܔ 15�

239 ઩付ᖫ H@2790 D-30 ൗ土 8#3 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 30�

240 ᄘ H@3078 C-31,32 ൗ土 15#4 21#8 20#2
5NG7$6 ᐘॐ  

7#5N8$1 灰ಋॐ
Ѵ൉とઑ൉ܔ

60� 

70�

241 ઩付ᖫ H@3078 C-31 (17#4) 4#5 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

242 高უ H@3876 E-31 7#0
5NG7$6 ᐘॐ

7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ

 ൉א

უ൉ҟ半

40� 

20�
ང方௤かし

243 ᄘٸࣹ
H@2375

の東ඈ
D-32 (5#6) 2#4 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 20�

244 ઩付ᖫ
H@2375

の東ඈ
D-32 (19#4) 5#9 10NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 5�
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245 ઩付ᖫ
H@2375

の東ඈ
D-32 (25#8) 3#7 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

246 高უ H@616 F,G-32 (20#4) 7#8 5NG6$6 ᐘॐ უ൉ 20�

247 ᄘ H@616 F,G-32 (15#6) 9#2 5NG6$6 ᐘॐ  7#5NG7$6 ᐘॐ
Ѵܔ

᭰൉

50� 

90�

248 ᄘ H@616 F,G-32 (14#8) 7#8 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 20�

249 ᄘ H@616 F,G-32 (15#0) 4#4
5NG7$6 ᐘॐ  

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
Ѵܔ 20�

250 ઩付ᖫ H@616 F,G-32 7#5 7#5NG6$6 ᐘॐ ઩൉א 65�

252 ઩付ᖫ H@1934 J-33 (24#2) 2#1 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

253 ᄘ H@2311 J-33 ൗ土 12#0 7#5 15#9 21#0 7#5NG8$3 ৼҎᐘॐ ਙઑ 70�

254 ᄘ H@5442 @-29 8#0 7#5NG7$6 ᐘॐ  7#5NG6$6 ᐘॐ ઑ൉र半 20�

255 ᄘ HM70367 9-3,4 (15#0) 5#1 2#5N7$3 ৼҎॐ Ѵܔ 15�

256 ᄘ HM18114 A-14 (17#0) 5#2 7#5NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 25�

257 ᄘ HM18114 A-14 (24#0) 7#8 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 25�

258 ᄘ HM18114 A-14 9#8 4#2
7#5NG7$6 ᐘॐ  

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
୫൉ 95�

259 ᄘ HM18114 A-14 (10#4) 5#1 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 25�

260 ᄘ HM18114 A-14 (12#2) 5#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 10�

262 ᄘ HM13001 B,C-17 ൗ土 (27#0) 4#1 7#5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

263 ᄘ HM13001 B,C-17 ൗ土 (28#6) 4#3 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ ઑ൉ 不明

264 ᄘ HM53690 @-16 Ԋຽ 11#4 (23#7) 14#4 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ
ઑ൉

୫൉

20� 

100�

265 ᄘ HM53203 A-19 ൗ土 (26#9) 3#0 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

266 高უ HM53136 F-26 Ԋຽ (12#8) 8#5 5NG7$6 ᐘॐ

Ѵܔ

ઑ൉ 

൉א

10� 

60� 

20�

267 ತÀٸࣹ HM53136 F-26 Ԋຽ (10#0) 2#5 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

268 高უ HM5914 >-28 ൗ土 (14#0) 1#4 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ൉א 25�

269 ઩付ᖫ HM5914 >-28 ൗ土 6#9 2#5N7$3 ৼҎॐ ઩൉א 25�

270 ᄘ HM3250 G,H-29 ൗ土 3#8
7#5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
᭰൉ 30�

271 ᄘ HM70361 :-2 (8#8) 4#3 5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 10�

272 ᄘ HM70368 :-3,;-4 (25#2) 3#9 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

273 ઩付ᖫ HM70363 :-3,4 (13#2) 2#8 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

274 ᄘ HM10163 @-16 Ԋຽ (10#2) 4#5
7#5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$3 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 20�

275 ᄘ HM10163 @-16 Ԋຽ (10#4) 3#5
7#5NG7$6 ᐘॐ

10NG7$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 15�

276 高უ B-18 Ԋຽ (21#4) 4#0 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ უ൉ 20�

277 高უ >-9 6#2
10NG8$4 ৼҎᐘॐ

7#5NG7$4 にƾいᐘॐ
൉א 50� 方௤かしߡ

278 ᄘ ਽ϳГԨ 21#3 (23#7) 20#9 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ

 Ѵܔ

᭰൉

ઑ൉र半

50� 

100� 

25�

279 ᄘ >-9 (19#4) (9#9) (35#3)
7#5NG7$4 にƾいᐘॐ

7#5NG7$6 ᐘॐ

 Ѵܔ

᭰൉ 

୫൉

50� 

70� 

25�

280 ᄘ @-20 Ԋຽ (16#0) 7#1 2#5N7$1 灰ಋॐ Ѵ〜᭰൉ܔ 20�

281 ᄘ
?,@-

28,29
Ԋຽ (16#9) 9#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ

Ѵܔ

᭰൉

5� 

10�

282 ᄘ ;-10,11 Ԋຽ (16#2) 4#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

283 ᄘ 土߁݁ (31#6) 6#9 7#5NG6$8 ᐘॐ Ѵܔ 15�

284 ᄘ ഒޡ (28#0) 6#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

285 ᄘ ൗ土 (24#0) 4#9 10NG5$2 灰Ҏԭॐ Ѵܔ 10�

286 ᄘ A-31 Ԋຽ (23#0) 3#8 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 5�

287 ᄘ @-28 ԊຽГԨ (16#4) 4#0 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 15�

288 ᄘ ?-29 (16#4) 3#9 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

289 ᄘ D-22,23 Ԋຽ (23#9) 3#2 10NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 5�

290 ᄘ B-33 ඤս਽ (20#5) 3#9 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

291 ᄘ A-26 Ԋຽ (19#0) 6#0 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

292 ᄘ @-29 (15#0) 2#8 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

293 ᄘ B-30 ඤս਽ (11#7) 2#7 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 20�

294 ᄘ E-25 Ԋຽ (13#6) 2#7 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 20�

295 ᄘ A-28 北੩ർ面 (12#6) 1#2 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

296 ᄘ F-24 Ԋຽ (11#6) 2#3 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

297 ᄘ E-24 Ԋຽ (13#0) 2#0 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

298 ᄘ >-18 Ԋຽ (13#4) 2#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

299 ᄘ E-23,24 第Г面 (12#2) 3#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

300 ᄘ A-29 Ԋຽ (12#6) 3#2 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 25�

301 ᄘ >-19 Ԋຽ (14#4) 2#3 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

302 ᄘ @-19 Ԋຽ (17#0) 4#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�
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303 ᄘ ?-19 Ԋຽ (18#6) 5#3 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

304 ᄘ B-33 Ԋຽ （19#2） 5#8 2#5N7$2 灰Ҏॐ Ѵܔ 10�

305 ᄘ C-33 第Г面 (15#4) 5#1 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

306 ᄘ F-25 Ԋຽ (19#2) 6#2
7#5NG6$6 ᐘॐ  

5NG5$8 明ঢ়ԭॐ
Ѵܔ 30�

307 ᄘ B-18 Ԋຽ 8E2164 (21#2) 6#6 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

308 ᄘ @-19 ൗ土 (23#6) 4#2 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

309 ᄘ >-18,19 Ԋຽ (21#4) 4#8 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

310 ᄘ
=,>-

18,19
Ԋຽ (18#2) 4#3 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 20�

311 ᄘ ?-16 Ԋຽ (13#6) 3#0 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

312 ᄘ ?-16 第Г面 (12#4) 2#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

313 ᄘ E-23,24 Ԋຽ (20#9) 4#4 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

314 ᄘ ;-15 Ԋຽ (18#0) 4#1 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

315 ᄘ @-21 Ԋຽ (14#0) 3#3 7#5NG8$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

316 ᄘ 第Г面 (19#2) 1#7 10NG8$6 Ҏᐘॐ  5N7$1 灰ಋॐ Ѵܔ 20�

317 ᄘ E-26 Ԋຽ （18#4） 3#6 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

318 ᄘ D,E-24 Ԋຽ (19#4) 1#7 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

319 ᄘ ?-29 (19#4) 3#0 10NG7$6 明Ҏԭॐ Ѵܔ 15�

320 ᄘ F-25 Ԋຽ (16#6) 3#8 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

321 ᄘ @-18,19 Ԋຽ (15#2) 3#6 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

322 ᄘ A,B-17 Ԋຽ (18#6) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

323 ᄘ A,B-17 Ԋຽ (17#4) 1#3 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 20�

324 ᄘ A-31 Ԋຽ (17#2) 4#6 10NG7$6 明Ҏԭॐ Ѵܔ 25�

325 ᄘ ;-2
˿਽रϳҟ

൉ГԨ
(16#4) 4#1 2#5N7$1 灰ಋॐ Ѵܔ 10�

326 ᄘ ;-10 (16#0) 2#0 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

327 ᄘ 第Г面 (18#6) 1#7 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 5�

328 ᄘ A-30 Ԋຽ (18#7) 4#2 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 25�

329 ᄘ :-1 (16#2) 4#0 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

330 ᄘ A-21 土߁݁ (18#6) 2#5 10NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 20�

331 ᄘ B-21 土߁݁ (16#8) 3#5 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 20�

332 ᄘ G-29 (16#6) 2#4 7#5NG7$5 ᐘॐ Ѵܔ 5�

333 ᄘ ?-29 Ԋຽ (16#9) 2#4 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 15�

334 ᄘ A,B-17 Ԋຽ (14#4) 2#8 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

335 ᄘ >-9 (24#0) 2#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 30�

336 ᄘ E-23,24 Ԋຽ (20#0) 2#8
ఝ面 5NG7$8 ᐘॐ

ӱ面 10NG6$2 灰Ҏԭॐ
Ѵܔ 10�

337 ᄘ D-28 (15#6) 3#7 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

338 ᄘ =-9 Ԋຽ ൗ土 (17#2) 2#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

339 ᄘ @-18 土߁݁ (16#4) 1#8 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

340 ᄘ A-18 Ԋຽ (21#6) 2#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

341 ᄘ A-29

あƤ掘߂

ॐとϬԭݪ

ॐのށ土਽

(14#6) 3#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

342 ᄘ ?-20 Ԋຽ (14#4) 2#2 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 20�

343 ᄘ A-29

あƤ掘߂

ॐとϬԭݪ

ॐのށ土਽

(16#4) 2#5 10NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

344 ᄘ @-21 土߁݁ (15#4) 4#1 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

345 ᄘ @-19,20 Ԋຽ (11#6) 2#8 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

346 ᄘ A-14,15 Ԋຽ (13#0) 2#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

347 ᄘ @-28 面߂機掘ࢲ (20#6) 1#7
7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ  

5N7$1 灰ಋॐ
Ѵܔ 10�

348 ᄘ A-28

あƤ掘߂

ॐとϬԭݪ

ॐのށ土਽

(16#6) 1#8
ӱ面¾7#5NG7$6 ᐘॐ

ఝ面¾10NG6$3 にƾいҎᐘॐ
Ѵܔ 5�

349 ᄘ A-14,15 Ԋຽ (13#0) 3#8 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

350 ᄘ C-23 土߁݁ (15#4) 3#2 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

351 ᄘ A-28 Ԋຽ (15#0) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

352 ᄘ A-15 Ԋຽ (21#6) 2#6 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

353 ᄘ ;-16 Ԋຽ (12#8) 3#3 5NG7$8 ᐘॐ Ѵܔ 25�

354 ᄘ
>,?-

15,16
Ԋຽ (11#2) 2#2 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

355 ᄘ D-31 第 1 面 (13#6) 2#6
7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ  

5NG4$6 ঢ়ԭॐ（ঢ়ޟ）
Ѵܔ 10�

356 ᄘ >-17 ൗ土 (16#0) 2#8 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 3�

357 ᄘ E-23 遺構検出面 (20#4) 2#5 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

358 ᄘ >-18 ൗ土 (20#2) 2#5 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

359 ᄘ E-23 Ԋຽ (17#2) 3#5 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 15�

360 ᄘ D-31 ঽੂ中 (16#2) 6#1 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

361 ᄘ 9-15 Ԋຽ (22#0) 3#0
7#5NG7$4 にƾいᐘॐ  

7#5NG7$6 ᐘॐ
Ѵܔ 15�

362 ᄘ B-21 土߁݁ (19#4) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

363 ᄘ >-9 (17#0) 4#3 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�
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364 ᄘ >-22 土߁݁ (18#4) 6#0 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 20�

365 ᄘ E-24 Ԋຽ (17#6) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

366 ᄘ
?,@-

19,20
Ԋຽ (20#0) 5#6 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

367 ᄘ 第Г面 3#3 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ᭰൉〜ہ൉ 15�

368 ᄘ A-31 第Г面 3#4 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ᭰൉〜ہ൉ 20�

369 ᄘ B-30 4#2 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 20�

370 ᄘ @-18,19 Ԋຽ 6#8 2#5N7$2 灰Ҏॐ ᭰൉ 40�

371 ᄘ @-29 縄文面 7#4 5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 90�

372 ᄘ >-9 7#9 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ᭰൉ 40�

373 ᄘ A-26 Ԋຽ 9#8 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 30�

374 ᄘ :,;-3
˿਽रϳҟ

൉ГԨ
6#7 7#5NG5$4 にƾいԭॐ ᭰൉〜ہ൉ 30�

375 ᄘ >-17 ൗ土 10#2 7#5NG7$3 にƾいԭॐ ᭰൉〜ہ൉ 10�

376 ᄘ ?-16 Ԋຽ (27#2) 13#7 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ᭰൉〜ہ൉ 25�

377 ᄘ ?-30 北ԉତ区 5#2 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉〜ہ൉ 15�

378 ᄘ D-22,23 Ԋຽ 3#0 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 不明

379 ᄘ ?-27 3#6 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ ᭰൉ 5�

380 ᄘ A-34 3#0
ӱ面¾2#5N6$2 灰Ҏॐ

ఝ面¾5NG7$6 ᐘॐ
᭰൉ 15�

381 ᄘ B-33 ඤս਽ 4#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ൉ہ 5�

382 ᄘ
ȗǪҟ਽ݪ

਽ϳГԨ
7#5 7#5NG7$6 ᐘॐ ൉ہ 5�

383 ᄘ =-15 (10#0) (23#0) 21#6 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ୫൉〜ઑ൉ 50�

384 ᄘ >-9 (10#0) 12#4
ఝ面 2#5N6$2 灰Ҏॐ

ӱ面 7#5NG6$6 ᐘॐ

୫൉

ઑ൉

20� 

15�

385 ᄘ ;-10 (10#0) 15#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ઑ൉र半〜୫൉ 45�

386 ᄘ B-17 第Г面 (11#0) 9#7 2#5N7$2 灰Ҏॐ ୫൉ 5�

387 ᄘ (11#5) 7#1 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ ઑ൉ҟ半〜୫൉ 25�

388 ᄘ ?-28 (9#6) 4#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 20�

389 ᄘ @-28 Ԋຽ (9#6) 3#5 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ୫൉ 30�

390 ᄘ A-26 土߁݁ (9#2) 4#7 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

391 ᄘ A-31 Ԋຽ (8#6) 3#6 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 30�

392 ᄘ >-9 (8#4) 3#1 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 20�

393 ᄘ 土߁݁ (10#4) 2#8
ӱ面¾10NG6$4 にƾいҎᐘॐ

ఝ面¾2#5N5$1 Ҏ灰ॐ
୫൉ 25�

394 ᄘ
?,@-

28,29
Ԋຽ (6#0) 1#8 10NG8$6 Ҏᐘॐ ୫൉ 50�

395 ᄘ ഒޡ (6#8) 3#2
ӱ面¾7#5NG7$4 にƾいᐘॐ

ఝ面¾2#5N5$1 灰Ҏॐ
୫൉ 25�

396 ᄘ A,B-29 ঽੂ中 (12#4) 3#0 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ ୫൉ 10�

397 ᄘ A-27 北੩ർ面 (8#8) 1#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 40�

398 ᄘ A-30 Ԋຽ (9#6) 3#8 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 25�

399 ᄘ @-18,19 Ԋຽ (11#3) 3#6 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ ୫൉ 10�

400 ᄘ :-4,5 第Г面 (8#6) 3#1 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 5�

401 ᄘ E-28 ಡԊຽ 5#1 1#8 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 85�

402 ᄘ C-28 第Г面 (11#6) 3#8
7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ

5N5$1 灰ॐ
୫൉ 25�

403 ᄘ A-20 土߁݁ (7#0) 3#5 7#5NG8$6 ᐘॐ ୫൉ 25�

404 ᄘ ഒ土 (8#8) 3#5 5NG6$6 ᐘॐ ୫൉ 20�

405 ᄘ B-33 Ԋຽ (5#9) 2#1
ఝ面¾10NG7$4 にƾいҎᐘॐ

ӱ面¾10NG5$1 ԭ灰ॐ
୫൉ 100�

406 ᄘ =-9,10 Ԋຽ 6#4 2#4
5NG6$6 ᐘॐ  

10NG6$4 にƾいҎᐘॐ
୫൉ 90�

407 ᄘ @-29 Ԋຽ 5#0 1#9 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ ୫൉ 95�

408 ᄘ D-22 Ԋຽ (6#2) 2#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ୫൉ 20�

409 ᄘ ഒޡ (6#5) 2#7 7#5NG8$6 ৼҎᐘॐ ୫൉ 100�

410 ᄘÀٸࣹ D-22,23 Ԋຽ 5#1 2#7
ఝ面 10NG6$2 灰Ҏԭॐ

ӱ面 2#5NG6$6 ᐘॐ
୫൉ 100�

411
ȚȆǼȠǝ

ᄘ
A-30 Ԋຽ 4#5 3#7 7#5NG7$6 ᐘॐ ઩൉ 60�

412 ࣹᄘÀ >-18 Ԋຽ 6#4 (10#1) 6#2
ఝ面 5NG7$8 ᐘॐ

ӱ面 7#5NG7$3 にƾいᐘॐ

ઑ൉

୫൉

20� 

100�

413 ᄘٸࣹ A-28

あƤ掘߂

ॐとϬԭݪ

ॐのށ土਽

(8#0) (7#0) 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ ਙઑ 25�

414 ᄘٸࣹ ?-26 Ԋຽ (8#8) 7#6 5NG6$6 ᐘॐ ᭰൉〜ઑ൉ 20�

415
ռ୫ٸࣹ

ᄘÀ
?-26 Ԋຽ 4#3 7#5NG7$6 ᐘॐ ᭰൉ 20�

416 ᄘٸࣹ C-22 Ԋຽ (6#3) 4#7 7#5NG7$6 ᐘॐ ୫൉ 20� ዞƵࡹ

417
ȚȆǼȠǝ

ᄘ

߂機掘ࢲ

土਽߁݁
3#9 6#5 5#0 10NG7$6 明Ҏԭॐ ઑ൉〜୫൉ 90�
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418
ȚȆǼȠǝ

ᄘ

ȗǪҟ਽ݪ

਽ϳГԨ
4#0 (6#9) 6#0 7#5NG7$6 ᐘॐ ਙઑ 75�

419 ತٸࣹ ഒޡ (10#9) 7#2 7#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ਙઑ 35�

420 ತٸࣹ A-17 Ԋຽ (10#4) 5#7 5NG7$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 15�

421 ತٸࣹ ;-2
˿਽रϳҟ

൉ГԨ
(9#4) 2#9 5#0 5NG6$6 ᐘॐ ਙઑ 50�

422 ઩付ᖫ A-29
ॐとϬԭݪ

ॐのށ土਽
(23#4) (25#3) 16#2 10NG5$3 にƾいҎԭॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 15�

423 ઩付ᖫ >-17 ൗ土 (22#4) (26#2) 15#0
5NG6$6 ᐘॐ

2#5N6$3 にƾいҎॐ

Ѵܔ

ઑ൉

20� 

30�

424 ઩付ᖫ A-29 (22#0) 10#3 10NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 15�

425 ઩付ᖫ >-9 (19#2) (19#5) 9#7
7#5NG5$6 明ԭॐ  

7#5NG7$6 ᐘॐ
Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 25�

426 ઩付ᖫ >-19 Ԋຽ (19#2) (19#6) 10#7 7#5NG6$6 ᐘॐ
Ѵܔ

ઑ൉

20� 

20�

427 ઩付ᖫ E-28 Ԋຽ (17#6) 6#9 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 15�

428 ઩付ᖫ A-30 ঽੂ中 (15#4) 4#9 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

429
઩付ᖫ

（ٸࣹ）
B-31 Ԋຽ (12#2) 3#3 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

430 ઩付ᖫ
?,@-

28,29
Ԋຽ (23#4) 6#0 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

431 ઩付ᖫ ൗ土ГԨ (24#0) 6#7 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 25�

432 ઩付ᖫ >-24 Ԋຽ (16#0) 2#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

433 ઩付ᖫ A-28
あƤ掘߂
ॐとϬԭݪ
ॐのށ土਽

(21#2) 2#5 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

434 ઩付ᖫ C-27 ൗ土 (19#4) 7#3 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 10�

435 ઩付ᖫ A-25 Ԋຽ (24#5) 4#8 7#5NG6$3 にƾいԭॐ Ѵܔ 10�

436 ઩付ᖫ >-18,19 土߁݁ (22#0) 3#6 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 5�

437 ઩付ᖫ @-29 縄文面 (19#1) 3#9 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

438 ઩付ᖫ ?-27 Ԋຽ (21#4) 3#0 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

439 ઩付ᖫ D-31 (21#3) 3#3
ӱ面¾10NG5$3 にƾいҎԭॐ

ఝ面¾5NG6$6 ᐘॐ
Ѵܔ 5�

440 ઩付ᖫ @-18 Ԋຽ (24#6) 3#2 10NG7$2 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

441 ઩付ᖫ @-29 ঽੂ中 (21#4) 3#6 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

442 ઩付ᖫ A-30 Ԋຽ (24#0) 1#6 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

443 ઩付ᖫ A-18 Ԋຽ (24#2) 3#9 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

444 ઩付ᖫ B-28 2#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

445 ઩付ᖫ G-26 Ԋຽ (21#0) 3#5 7#5NG8$6 Ҏᐘॐ Ѵܔ 5�

446 ઩付ᖫ D-27 Ԋຽ (18#6) 1#8 7#5NG5$1 ԭ灰ॐ Ѵܔ 10�

447 ઩付ᖫ A-29 (18#4) 2#5 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 5�

448 ઩付ᖫ A-19 Ԋຽ (22#0) 2#7 7#5NG8$4 ৼҎᐘॐ Ѵܔ 10�

449 ઩付ᖫ I-33 第 1 面 (23#0) 2#8 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10�

450 ઩付ᖫ A-28 北੩ർ面 (22#0) 3#1 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

451 ઩付ᖫٸࣹ A-18 第Г面 (17#4) 2#3 10NG5$4 にƾいҎԭॐ Ѵܔ 5�

452
઩付ٸࣹ

ᖫÀ
@-19 第Г面 (14#6) 1#6 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

453 ઩付ᖫ D-21
第Г面 

遺構検出面
(19#8) 3#6 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

454 ઩付ᖫ ?-17 ൗ土 (23#2) 4#0 10NG6$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

455 ઩付ᖫ ;-4
˿਽रϳ

ҟ൉
(17#1) 5#2 7#5NG5$3 にƾいԭॐ Ѵܔ 10�

456 ᖫ B-31 (15#9) 3#3 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 10� 中൉高地系À

457 ઩付ᖫ @-28 9#3 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 50�

458 ઩付ᖫ
ȗǪҟ਽ݪ

਽ϳГԨ
8#5 10NG7$3 にƾいҎᐘॐ ઩൉א 75�

459 ઩付ᖫ A-20 Ԋຽ 6#9 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 90�

460 ઩付ᖫ ഒޡ 5#7 7#5NG7$6 ᐘॐ ઩൉א 20�

461 ઩付ᖫ =-18 土߁݁ (11#4) 3#7 7#5NG6$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 15�

462 ઩付ᖫ
?,@-

28,29
Ԋຽ 5#4 2#5NG6$4 にƾいᐘॐ ઩൉א 50�

463 ઩付ᖫ >-19 Ԋຽ 5#1 5NG6$6 ᐘॐ ઩൉א 20�

464 ತ A-23 土߁݁ (16#0) 3#2 10NG7$4 にƾいҎᐘॐ Ѵܔ 10�

465 ತ >-19 Ԋຽ (25#2) 3#7 5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

466 ತ @-18,19 Ԋຽ (15#8) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

467 ತ A-18 Ԋຽ (24#0) 2#3
ఝ面 7#5NG7$6 ᐘॐ

ӱ面 10NG5$1 ԭ灰ॐ
Ѵܔ 5�

468 ತ ;-4
˿਽रϳ

ҟ൉
(16#5) 4#0 7#5NG7$4 にƾいᐘॐ Ѵܔ 15�

469 ತ @-28 Ԋຽ (21#4) 2#4 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

474 ᄘ
@,A-
13,14 
?-13

(20#0) 1#9 7#5NG7$6 ᐘॐ Ѵܔ 10�

475 ᄘ
@,A-
13,14 
?-13

(7#2) 2#5 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ ୫൉ 25�

第Ōच 調査の成ү
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ફ６ഒ 出土土器 �ۜનØؼফâГໄഒ

੃ই

Cd#
器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ

ٻܔ

（̹）

器高

（̹）

୫ٻ

（高઩ٻ）

（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

472 ᖫ H=5162 @-28 (18#2) 5NG7$6 ᐘॐ Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 30�
H=5162 はï駿河山遺跡́ð
で報告ޤ

473 ᖫ H=5162 @-28 (22#8)
10NG8$4 ৼҎᐘॐ 
10NG7$4 にƾいҎᐘॐ

Ѵ〜ઑ൉र半ܔ 15�
H=5162 はï駿河山遺跡́ð
で報告ޤ

476 山茶碗 H950676
=-18 
E-26

ൗ土 
Ԋຽ ঽੂ中

(16#4) 2#5N7$2 灰Ҏॐ Ѵ〜ઑ൉ܔ 35�

477 灰釉碗 H@15036 =-10 15#2 7#6 7#4
10NG7$2 にƾいҎᐘॐ 
10NG8$3 ৼҎᐘॐ

 Ѵ〜ઑ൉र半ܔ
ઑ൉ҟ半〜୫൉

60� 
100�

古ຟࠉ֙ 22 号ຟかÀ

478 灰釉碗 H@15036 =-10 11#0 4#0 5#7
2#5N7$1 灰ಋॐ 
2#5N7$2 灰Ҏॐ

ਙઑ 99� 古ຟࠉ֙ 22 号ຟかÀ

479 灰釉碗 H@15036 =-10 (15#7) (5#6) 6#3 2#5N8$2 灰ಋॐ
 Ѵ〜ઑ൉र半ܔ

ઑ൉ҟ半 
୫൉

20� 
90� 
100�

古ຟࠉ֙ 22 号ຟかÀ

480
൜ೊ器
灰釉

H@14820 =-13 ൗ土
5N5$4 ǥリーȑॐ 
10NG6$4 にƾいҎᐘॐ

高઩ 10� ༭ऑۤࠇ

481 灰釉ࠖ切り碗 H@53093 >-18,19 ൗ土 12#9
3#5 〜
3#9

6#2
2#5N5$2 Ϭ灰Ҏॐ 
10NG8$4 ৼҎᐘॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

80� 
100�

482 灰釉碗 H@2795 D-30 (16#0) 5#3 (9#0)
2#5N6$2 灰Ҏॐ 
10NG5$2 灰Ҏԭॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

40� 
30�

483 山茶碗 H@50508 D-23 ൗ土 (17#2) 6#3 8#0 2#5N5$1 Ҏ灰ॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
30� 
90�

̀期

484 灰釉碗 A-15,16 Ԋຽ (16#6) 7#6 2#5N7$2 灰Ҏॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
25� 
100�

古ຟࠉ֙ 22 号ຟかÀ

485 灰釉ࣹ碗 ;-9 (11#8) 4#1 (6#0) 10NG7$2 にƾいҎᐘॐ
 Ѵ〜ઑ൉र半ܔ
ઑ൉ҟ半〜୫൉

45� 
90�

古ຟࠉ֙ 22 号ຟかÀ

486 山茶碗 ࣹ碗 >-2
ȗǪҟ਽ݪ
਽ϳГԨ

(10#0) 3#2 (6#4) 2#5N5$2 Ϭ灰Ҏॐ
 Ѵ〜ઑ൉र半ܔ
୫൉〜ઑ൉ҟ半

15� 
30�

˿Õ2期

487 山茶碗 ࣹ碗 G-29 (8#6) 2#5 (5#0) 10NG5$2 灰Ҏԭॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
25� 
15�

˿Õ2期

488 山茶碗 >-19
土߁݁

ঽੂ中 Ԋຽ
(16#4) (7#0) 2#5N6$2 灰Ҏॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

40� 
45�

˿ -1 期

489 山茶碗 E-25 Ԋຽ (18#0) 5#2 (9#0)
2#5N6$2 灰Ҏॐ 
2#5N6$1 Ҏ灰ॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

25� 
20�

˿ -2 期

490 山茶碗 =-17 Ԋຽ ঽੂ中 13#2 4#3 6#6
2#5N5$2 Ϭ灰Ҏॐ 
10NG5$3 にƾいҎԭॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

60� 
100�

́ -2 期

491 山茶碗 =-17 Ԋຽ ঽੂ中 (12#8) 4#0 6#0
10NG7$4 にƾいҎᐘॐ 
2#5N5$2 Ϭ灰Ҏॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

30� 
95�

́ -2 期

492 山茶碗 D-23 Ԋຽ ঽੂ中 (14#6) 3#5 (7#6)
10NG5$3 にƾいҎԭॐ 
7#5NG6$4 にƾいᐘॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

25� 
50�

́ -2 期

493 山茶碗 ߟࣹ B-33 第 1 面 (8#0) 1#7 (4#0)
5N5$1 灰ॐ 
2#5N6$2 灰Ҏॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

30� 
70�

́Õ2期

494 山茶碗 ߟࣹ B-32 ඤս਽ (8#4) 1#5 (4#0) 2#5N5$2 Ϭ灰Ҏॐ ਙઑ 25� ́ -2 期

495 山茶碗 ߟࣹ ГԨ׫土ࣩ߁݁ 7#6 2#0 3#4 2#5N6$1 Ҏ灰ॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
80� 
100�

́ -2 期

496 山茶碗 ߟࣹ ?-28 Ԋຽ (7#8) 1#8 (4#0) 2#5N7$1 灰ಋॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
30� 
90�

́ -2 期

497 山茶碗 ߟࣹ C-24 Ԋຽ (7#5) 1#5 3#6 10NG6$3 にƾいҎᐘॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
20� 
100�

́ -2 期

498 山茶碗 ߟࣹ ;-10 Ԋຽ (8#6) 1#6 (5#0) 2#5N6$2 灰Ҏॐ
 Ѵ〜ઑ൉ܔ

୫൉
30� 
50�

́ -2 期

499 山茶碗 ߟࣹ A-32 Ԋຽ (9#0) 1#4 (5#0)
5N5$1 灰ॐ 
2#5N6$1 Ҏ灰ॐ

 Ѵ〜ઑ൉ܔ
୫൉

25� 
20�

́ -2 期

500 碗ࣹٸࣹ ഒޡ 2#6
5N6$1 灰ॐ 
2#5N6$3 にƾいҎॐ

୫൉ 70� 特ࡻ遺物

501 ϲ঱తÀ E-24 Ԋຽ ঽੂ中 (29#0) 5NG6$6 ᐘॐ Ѵܔ 5�

第３২ հߒഒ ō 出土遺物
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ફ７ഒ 出土石器Гໄഒ

੃ই
Cd#

器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ ൒（̹）
ସさ
（̹）

さܓ
（̹）

໷ࢲ
（\）

石ࡐ 存໓ߵ ೮考

14 石গ H91420 G-29 5#3 7#6 1#6 102#6 中ໞސփ けڠ３

30 石ߟ H950838 B-18 ൗ土 8#8 16#7 5#1 1100 ެໞސփ

111 ઊ製石വณ製品À H@15866 <-10 ൗ土 6#1 7#5 1#1 51#7 ެໞސփ

137 石ړ H@50672 ?,@-18 ൗ土 3#5 6#3 2#5 5#7 石ړ

147 石ߟ H@53363 @-21 ൗ土 20#3 21#2 8#2 5100 中ໞސփ

208 ઊ製石വ H@2010 C-28 ॐ਽ݪ 5#1 9#3 1#4 79#3 ެໞސփ

233 石গ H@5646 ?-30 3#4 4#3 1#0 19#3 中ໞސփ

236 石ߟ H@4256 D-30 10#6 24#5 3#3 1400 ެໞސփ

251 石ߟ H@2313 F-32 12#2 18#3 5#7 1400 ެໞސփ

261 ǴǪȧǟȌー HM18114 A-14 ൗ土 6#0 3#5 1#4 30#9 ಻փ్ࡐސ

470 ෲ石 A-31 Ԋຽ 9#3 14#4 5#9 1058 ਫໞސփ ௬ГҸ所土器がある୷ஶの໷出ている。

471 ள石 A-31 Ԋຽ 2#9 2#8 1#4 10#4 ໙๕փؠࡐ灰փ
大Ѝ৵঎系ではない。ஔ໠৵঎系かÀ 

௬ГҸ所から土器がある୷ஶの໷出ている。

ફ８ഒ 出土土製品Гໄഒ
੃ই
Cd#

器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ
存ସߵ
（̹）

存൒ߵ
（̹）

存高ߵ
（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

143 ௫物形 H@53274 @-20 ൗ土 5#7 1#7 1#9 7#5NG7$8 Ҏᐘॐ ਙઑ 90� ੾かǟǨかǗからない൉分ありڠ

੃ই
Cd#

器種 遺構 ǫリǾド ਽ϳ
ସさ
（̹）

൒
（̹）

ٻܛ
（̹）

ॐ調 ൉ϳ 存໓ߵ ೮考

502 土গ 711821 ;-8 Ԋຽ 3#6 1#5 0#4 〜 0#5 2#5N7$2 灰Ҏॐ ਙઑ 67� ໷ࢲ (6#9\)
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駿河山遺跡では周溝はすǁてૉڣ住居に伴うもので、平地࠿住居に伴うものは検出されていない。周

溝は൒ؔの周溝を࠮Ƭૉڣ住居跡がંƗ（ＳŜ 5119、1313、70002）、൒ܢの周溝を࠮ƬものはŌۅのǇ（Ｓ

Ŝ2218）である。൒ؔの周溝を࠮Ƭૉڣ住居の中でもＳŜ70002だけが調査区の北東ٔにϳ૷しており、

ઁの൒ؔ周溝の遺構と൒ܢ周溝のŌ基は北西੩にまとまっている。遺構の時期に関しては、ＳŜ 70002

のǇが古墳時代前期ݵの遺構にϳ૷ƭけられ、ઁの遺構は弥生時代後期後半ݵの遺構と考えられる。

उЍГ明ࠒは、静岡県ఝで検出される周溝を࠮Ƭૉڣ住居跡に関して、ૉ࠿ڣと平地࠿をŕ・Ŗ་、

周溝の形状でŌ〜ŏ་に分་しており、高地集落の༎はࣺないとしたरでŕ３・ŏ་がંいとしている。

また周溝の機能に関しては、ୢ地集落と௬様にේࡍ機能を高めるためと考えている（उЍ 2002）。田村

ໟઃགྷࠒは、रȉ平遺跡で൒ܢ周溝を࠮Ƭૉڣ住居跡がંƗ検出されており、൒ܢ周溝を࠮Ƭૉڣ住

居跡はୢ地集落でのޡ用がંいこと、रȉ平遺跡は࠺然化ԙ分৖によりୢ地よりՄੌしたգ境であっ

たことをװƚ、रȉ平遺跡における൒ܢ周溝のޡ用はේࡍのためではなƗ、ୢ地集落とのࡡӔ的なڤ

ƻƬきの中でޡ用された住居形ઙであるとࢿǁている（田村 2004）。

駿河山遺跡における൒ܢ周溝の遺構はＳŜ2218のǇで、この遺構はГ൉を߂平されているため構੧は判然

としない。出土遺物に関しても特記すǁきものは出土していないため、駿河山遺跡のૉڣ住居跡に伴う周溝は

रȉ平遺跡のようにୢ地集落とのࡡӔ的ڤƻƬきの中でޡ用されたもの判断するためのऻ報はහしい。൒ؔ周

溝をもƬ遺構に関しては、ૉڣ住居跡の周϶を࣑る溝をڋƘようにＳＤ302が࣑っており、このＳＤ302は౬

঎の機能を࠮たせた溝と考えられることから、൒ؔ周溝の機能はේࡍ・౬঎を主な๡ԥとしていた可能性が考

えられる。これらの遺構が検出されたष所は࡟面付近であるため、このような౬঎の๡ԥを࠮った住居形ઙが

住居跡とはЂなって調査区の東ڣƬૉ࠮用されたのかもしれない。Г方、ＳŜ70002に関してはઁの周溝をޡ

੩にϳ૷している。出土遺物に関しては古墳時代前期のものが出土し、周϶の溝の形状もō本の溝がތ܉する

ફ 84 図 ৞׬ࢨڣƬૉ࠮ǚܷࢍЋ৞ƳƒƙǓߤҲࣆ
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ように࣑っているため、ઁの周溝を࠮Ƭૉڣ住居跡とは性格がЂなる遺構の可能性も考えられる。

ٚ໔଍ڳ൝ 次に掘立柱建物跡であるが、63 検出された掘立柱建物の中で、時期が੭えられる遺ۅ

構はঝۅのǇであることから、ઁの遺構との時期的関ٱを੭えるのはݷబである。また、掘立柱建物

は໭・ڞがŌöŌ、Ōöō、Ōö３、Ōöŏのŏ種་あり、ŌöŌ、Ōöōが主ઑ的であるが、調査

区ਙઑにඃりなƗ分രしていることから໭ڞのЊいによる分രのތはۂいだせない。ただし、遺構の

主ࡃ・平面積によってંࣺのތがզࡷされるため、このō஝にƬいてষ໊していきたい。

まず֩฾のЊいに関しては、平面積のЊいによってŏƬに分་した（第 85 ই）。このように分་す

ると、大ٸの掘立柱建物であるＳŖ 80014（Ōö３）、ＳŖ 80057（Ōöŏ）は調査区の中Ҁより東੩、

すなǗƩ区画溝の東੩にϳ૷しており、Ōöōの掘立柱建物の中でも平面積が 20 ㎡以रの遺構もこの

区画溝の東੩に集中している。この中でＳŖ80013や80012は遺物から古墳時代前期の遺構と考えられ、

また付近には古墳時代前期の方形のૉڣ住居跡が検出されていることから、これらの掘立柱建物は古

墳時代前期前半の居住域のГ൉であった可能性が高い。Г方で、面積が 20 ㎡ณฏの遺構に関しては調

査区にߧらƸっており、明確なތЂがۂいだせない。

次に掘立柱建物の主ࡃのЊいに関しては、主ࡃ方ܕのЊいによるŕ〜ŗ群（静岡埋文センター 2012）

の中から東西ௌの掘立柱建物をＤ・ř群に分་しŐ་とした（第 85 ই）。ƥの分་による分രのЊい

をೝԔすると、15、16 のȤǟンの以東、以西で分രにЊいがあることが確認でき、東੩ではӶƵŕ・

Ŗ群でৱめられるのにઓし、中Ҁから西੩にかけては主ࡃのЊう遺構がށ在する状ؒを示す。なお調

査区の東੩では古墳時代前期のૉڣ住居跡がંƗ検出されており、ƥれらの遺構とＳŖ 80013 なƱの

掘立柱建物と主ࡃが௬Гであるため、これらの掘立柱建物は古墳時代前期にੳする可能性があり、௓

ӻ時期の居住域ではこのようにある୷ஶ௚Гされた建物の方ܕを示していた可能性が考えられる。

Г方調査区の中Ҁから西੩においては、時期の確୩できる遺構がࣺないため、主ࡃのЊう遺構がƥれ

ƦれƱのような関ٱにあるのかは判断がబしいが、主ࡃ方ܕの௬じような遺構に関しては時期的に近い

可能性も考えられる。また、西੩の掘立柱建物に関してはૉڣ住居跡や方形周溝墓を೩けて構ૼされて

いることから、ૉڣ住居跡と؁に墓域を϶ǈように構ૼされた居住域という可能性も考えられる。

西੩の遺構の中でもＳŖ 80035 に関しては遺物から古墳時代前期の遺構と考えられ、この遺構は古

墳時代前期の区画溝より居住域のӱにϳ૷することから、居住以ӱの別のϼইによって構ૼされたと

も考えられる。また掘立柱建物の中でř群に分་された遺構はǃǄ東西をܕいており、ઁの遺構とは

Ђなるϼইで構ૼされた遺構である可能性がある。これらの遺構は方形周溝墓の近Ɨに構ૼされてい

る。このことから、遺構の性格を示すような遺物がないため判断がబしいが、何らかの祭祀的な用ர

のために構ૼされた遺構とも考えられる。

ō 方形周溝墓

駿河山遺跡では方形周溝墓が36基検出された。しかし主ઑ൉が検出された遺構はＳŮ52863のǇであり、

埋੗形ઙや埋੗者の関ٱを૯るࡹがかりがࣺない。ただし中Ҁの墓域と西੩の墓域では、時期的なތ以ӱ

にも墓域の様੏にތЂが認められるため、これらにƬいてࡲՒの考ߒをҦえる。また、ＳŮ228のように

中Ҁ໑ؑを๺する集落ఝでは特Ђな形ઙの遺構が検出されているので、これにƬいてもまとめていƗ。

ඛ٫ƶೝԔ 方形周溝墓群は調査区の中Ҁと西੩のōǦ所に主な分രを示し、ƥの中でも遺構の切り合

いや時期によってŕ〜Ｄ群に分་され、ŕğŖğŗğＤと変ਐしていƗことが分かっている（静岡埋文セ

ンター2012）。第 86ইで示したようにŕ・Ŗ群とŗ・Ｄ群では墓域の様੏がЂなる。まず遺構の֩฾に関

しては、ŕ・Ŗ群が中ࣹ֩฾の方形周溝墓が主要で、ସࡃがŐŻ前後のもの、８〜ŔŻ前後のものがંƗ、

֩฾の大きいものでも10〜11Ż前後である。ƥれにઓして、ŗ・Ｄ群はସ23ࡃŻ以रのＳŮ1900をはじめ、
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第Ō২ 弥生時代後期から古墳時代前期の駿河山遺跡

ફ 88 図 ๞ি࠯ન֛ۼØۜൢ࠯નਕ֛ƶЋܲ඄ਐ図
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第ōच 弥生〜歴史時代の੒Ԩ

いてもේܑࡍүのある住居形ઙがޡ用されていることから、駿河山遺跡においてもこのような周溝を

。Ƭ住居形ઙを構ૼするようなգ境の変化が起こった可能性も考えられる࠮

๞ি࠯ન֛ۼงØۜൢ࠯નࣖ௧ 次にГƬ๋の画期に௓たる弥生時代後期末は、調査区の中Ҁ൉分

において方形周溝墓群が形成されたことによって集落のޙ編がࠀまる時期として認ࡀできる。

これらの周溝墓群は、中Ҁのૉڣ住居跡をГ൉߂平しているため、中Ҁ൉分に関しては、居住域と

しての機能を終えた後に墓域が形成されたと考えられる。

墓域に関しては、第Ō২（ō）でࢿǁたとおり、ŗ・Ｄ群にೝǁるとೝԔ的ࣹٸな方形周溝墓が主要なも

ので、ԉତٸ・༫ৣٸなƱの溝にѭって墓をܢƚていƗ形ઙの遺構が๋立Ƭ。主ઑ൉が検出された遺構はŌ

基のǇであるため断୩的なことはۗえないが、集૥墓・ҫੵ墓のような要ਬが؊かった可能性が考えられる。

ૉڣ住居跡では弥生時代後期末の遺構がࣺないため、墓域形成の時期の集落の様੏にƬいては判然

としない൉分があるが、方形でࣹٸのૉڣ住居跡は、ઍѤ形・ٔռ方形のૉڣ住居跡を切っており、

さらにこれらのૉڣ住居跡とは分രがЂなるため、ࣹٸで方形のૉڣ住居跡がこの墓域と௬じ時期に

存在していた居住域と考えられる。

また、掘立柱建物に関しては第Ō২（Ō）でࢿǁたୋり、ઁの遺構とのϳ૷関ٱにより判断すれƸ、

中Ҁの墓域を϶ǈようなϳ૷関ٱにあり、西੩にϳ૷するࣹٸ方形のૉڣ住居とより近い関ٱにあっ

た可能性がある。

このように中Ҁ൉分が墓域へ変化した後、調査区の東੩・西੩が居住域の中ढ़へ変化したと考えられ、

居住域と墓域の༄ৣする集落へ変化していƗ様子が঍ߒされる。

નਕ֛ਕຢ࠯ൢۜ 最後の二Ƭ๋の画期に௓たる古墳時代前期は、東੩に居住域、西੩に方形周溝

墓群の墓域、調査区中Ҁに区画溝が掘られることによって、集落ఝで居住域と墓域を区画するような

集落のޙ編がॳんだ時期にמめられる。居住域ではૉڣ住居に関しては、大ٸで方形の住居跡が主ઑ

になり、北西方ܕに主ࡃが੺うように構ૼされており、掘立柱建物跡に関しても、ૉڣ住居跡と主ࡃ

を௬じƗするものがંいことから、この時期の居住域は建物௬߿がГ୩の֊画性を࠮って構ૼされて

いたと考えられる。また掘立柱建物ではŌöŏۅの大ٸ掘立柱建物やௌ࠮柱のある遺構も検出されて

いることから居住域ఝで特別な๡ԥを࠮った建物が構ૼされていた可能性が考えられる。

墓域に関しては、ƥれまで溝にѭって墓の੢ૼを行っていたと考えられるのにઓし、この時期になると

ః立して構ૼされたと考えられる墓が੢え、しかも֩฾も大きƗなることから、方形周溝墓の祭祀に変化

があった可能性がある。これは中Ҁに໑ؑのある方形周溝墓が構ૼされる஝でも窺える。さらに調査区中

Ҁの区画溝が前代の墓域を掘߂していることから、ƥれまで居住していた集૥とはЂなる集૥が居住して

いたか、௬じ集૥であっても前時代を೔୩するような大きな断৫が起こった可能性が考えられる。

Ӌ֛ƶഓҤ 以रのように駿河山遺跡では弥生時代後期から古墳時代前期に至るまで、ōƬの画期

により集落の様੏を変化させていƗことが明らかとなった。ƥのōƬの画期の中で、古墳時代前期前

半の画期が最も大きな画期と੭えられる。方形周溝墓のŕ・Ŗ群とŗ・Ｄ群では౴૷状ؒや墓の֩฾

にЊいが確認でき、居住域に関しても大ٸで方形のૉڣ住居が๋立Ʃ、掘立柱建物跡とૉڣ住居跡が

北西方ܕを主ࡃにするような௚Г性がǇられる。田村ࠒはरȉ平遺跡の集落構੧の変化にઓして௷઻

文化の終ᔟに伴うࡡӔ変௫のы؜をװƚている（田村 2004）。駿河山遺跡は௷઻文化ڰのӱ੩であるた

め、௬じようなഓҤは௓てはまらないかもしれないが、中Ҁ໑ؑのある方形周溝墓が検出されている

஝からも、このような集落のޙ編成には古墳文化のܢがりがы؜している可能性が考えられる。
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第３च ڤ ܃

駿河山遺跡では縄文時代中期から後期、弥生時代後期から古墳時代前期、平安時代から近世のおよ

ƥ３時代の遺構と遺物が検出された。本報告は駿河山遺跡の最終報告書であるため、ԇ時代のӶ要を

まとめて調査報告の終໦としたい。

ధ൫࠯ન 縄文時代の遺構はૉڣ住居跡と土坑墓が検出され、遺物は土器・石器・石製品なƱが出土

した。出土土器から縄文時代の中期後ຢから後期前半まで集落が存続していたと考えられ、縄文時代中

期末の遺構と遺物が最もંƗ出土したことから、この時期が遺跡のী期であったと考えられる。ƥの時

期の集落は３Ƭに分かれて居住域が展開しており、ƥの中で東੩のૉڣ住居群が土坑墓群を϶ǈように

౴૷されていることが特ഃされる。ƥしてこの土坑墓群は中期中ຢから後期前半の遺構が検出されてい

ることから、集落の形成期から集落の終ᔟまで墓域として機能していたものと考えられる。またこの土

坑墓群ではȍǴǟ製の大ࡽが出土しており、߫地が不明であるため確୩的ではないが、ȍǴǟはࠖ׸৵

߫なƱ北໑よりфƸれてƗるものがંいため、௓時のȍǴǟ܉Ͼの中で駿河山遺跡にもたらされた可能

性が考えられる。ƥれ以ӱの特ഃされる遺物として、ＳŜ 9542 とＳŜ 21637 において住居ఝの土坑で౤

ިされた石ෑが出土したことがװƚられる。これらの石ෑは౤ިされただけでなƗ೦ేの形跡があるこ

とから、何かしらの祭祀が行Ǘれた可能性がある。さらにこれらの石ෑはฤ௧石ෑで、石޳はϲ௡半島

߫のંࡐܛ安山փが߹用されていることが特ଦ的である（ᓥ谷 2010）。Г方、駿河山遺跡で最もંƗ出土

した遺物である土器に関しても、縄文時代中期から後期に至るまでԇ地の土器が出土しているが、ƥの

中でも中期末においてϲజ系の土器が出土していることが特ഃされる。これらが示すように、縄文時代

中期から後期における駿河山遺跡に居住していたॶÐの地域間܉໙を考えるरで、ࢲ要な成үが௻られ

た。特にȍǴǟの大ࡽに関しては、静岡県ఝの遺跡ではȍǴǟ製品の出土がࣺないため（उ本 2008）、駿

河山遺跡周ඈの歴史を૯るだけでなƗ、静岡県のȍǴǟの໙ୋをףڽするरでもࢲ要なࠢ໬であり、ݶ

後のףڽӀભである。

๞ি࠯ન֛ۼØۜൢ࠯નਕ֛ 駿河山遺跡では縄文時代以降にޙƻॶÐの生ԩのނ跡が確認されるのは

弥生時代後期からである。駿河山遺跡では弥生時代後期中ຢに集落の形成が開ࠀされ、弥生時代中期末か

ら後期ࣖ௧に墓域が形成され、古墳時代前期前半には墓域と居住域を区画溝で分໐するような集落構੧に

変化していƗことが明らかとなった。この古墳時代前期の集落のޙ編成が駿河山遺跡における最も大きな

画期と੭えられ、居住域に関してはƥれまでのߧ在的な分രから主ࡃ方ܕを௚Гするような֊画性のある

集落構੧に変化している。墓域に関しても弥生時代末から古墳時代前期までの方形周溝墓は、中ࣹ֩฾な

方形周溝墓がંƗ、構ૼ方඲に関しても溝を੺えるように構ૼされるか、ƥれまでの墓の溝を利用してԉ

ତしていƗように構ૼされていƗのにઓして、古墳時代前期前半の方形周溝墓は大ٸの方形周溝墓が主ઑ

となり、ƥれƦれがః立して構ૼされるような形ઙに変化している。またＳŮ228はГඈの中Ҁに໑ؑを

Ʃ、Ѹܳ以西のы࠮Ƭ形ઙの方形周溝墓で、駿河山遺跡で検出されたઁの方形周溝墓とはЂなる特ଦを࠮

けて௮హされた墓রである可能性が考えられる。このように居住域と墓域の様੏から、弥生時代かࢄを؜

ら古墳時代へのЃ行期において駿河山遺跡でも大きな変化があったことが঍測される。

ఛ໴½൲ϩ࠯નϱݔ 駿河山遺跡では古墳時代前期前半以降に集落はГ૗৫えたものと考えられ、ƥれ以

降は断අ的なॶÐのԩ௫が確認できるのǇである。ఛ໴・平安時代以降の遺構としては掘立柱建物Ōۅと区

画溝、土坑、性格不明遺構である。ॶの居住に関する遺構は掘立柱建物Ōۅであるため、駿河山遺跡に古代

以降も集落が存在したかは明確ではない。ただし調査区中Ҁには方形に区画するような溝が掘られており、

、地として利用されていた可能性も考えられる。ƥれ以ӱにも土坑墓の可能性がある土坑なƱが検出され߁݁
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出土遺物に関しても 11 〜 12 世֧の山茶碗等が出土しているため、平安時代以降も断続的な土地の利

用のނ跡が確認できた。

以रのように駿河山遺跡では３Ƭの時期に分けられ、縄文時代、弥生〜古墳時代に大きなী期があ

ることが確認できた。ۙられたೆ϶の調査であり、ԇ時代の集落の様੏も判然としない൉分もあるため、

。なる調査がॳめられることを期ગしたいܮ後のݶ

ફ 90 図 ਙઑ図áధ൫࠯ન¹ఛ໴½൲ϩ࠯નϱݔâ
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 ï静岡県における弥生時代集落の変ਐð静岡県考古ԙӔ

उ本Г૬ 2008 í静岡県ఝ出土の縄文時代ا集成−اからհた縄文時代−îï静岡県考古ԙףڽ 40ð静岡県考古ԙӔ

஬Ѝіຍ・竹ఝࣔГ 1999í大Ԉ࠿と۝Ƹれる大ٸᄘ−大Ԉ࠿土器の成立とЃ௫−îï静岡県考古ԙףڽ 31ð静岡県考古ԙӔ

஬Ѝіຍ 1995 í古墳時代前期の集落ڃհîï古墳時代の集落ð収録集 静岡県考古ԙӔ

஬Ѝіຍ 2002 íțȤと墓−墓にかかǗる集落のڃհîï静岡県における弥生時代集落の変ਐð 静岡県考古ԙӔ

ñඦࠅ½ࣞݥଭ੿߼௖òá۵ࢪҞ½ైનࣔâ
静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2006 ïरȉ山遺跡ð

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2008 ï駿河山遺跡˿（ইಾ編）ð（島田市−ō）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2010 ï駿河山遺跡̀（縄文時代編 第ō分冊）ð（島田市−ŏ）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2010 ï駿河山遺跡́（弥生・古墳・歴史時代編Ō）ð（島田市−Ő）

静岡県埋蔵文化財センター 2012 ï駿河山遺跡̂（弥生・古墳・歴史時代編ō）ð（島田市−ő）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2006V ïॢ町Ѥ田ד໸の遺跡ð（ॢ町−ō）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2009 ïඅব遺跡・݀Ԟ山古墳群ð（ॢ町−ŏ）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2008 ïरȉ平遺跡（第ō分冊）ð（Ԟ৵市−ō）

静岡県埋蔵文化財調査ףڽ所 2011 ïࢎ࣢古ຟ群 ࠬ島大谷遺跡 ࠬ島大谷古墳ð

ડЍ市ؐАϸОӔ 1996 ï高尾ܕ山遺跡̀ð

ડЍ市ؐАϸОӔ 2004 ïύ๝ܕ山̀遺跡ð
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付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖

第Ō২ ȁȐȤ・ঢ়ॐ物ࡐ分৖

                                                          

Ȍリȉ・ǰーȯǢǟԵ࠿Ӕࡡ

ƷƠǉƳ

駿河山遺跡の発掘調査では、ҳ山灰（ȁȐȤ）をսǈとࠈǗれる土਽が認められ、また土坑や溝の

ൗ土にঢ়ॐ物ࡐをսǈ状ؒなƱが確認された。本報告では、これらのࠟ໬にƬいて࠺然ҭԙ的ࡹ඲を

用いた分৖を行い、սまれるȁȐȤやঢ়ॐ物ࡐを明らかにする。

１ ࠟ໬

ࠟ໬は、Ｄ区 92937 ҳ山灰ÀǰンȒȦ（ƥのŌ）、௬（ƥのō）とŕ区土坑 H;2-25 ÀǰンȒȦおࡺ

よƻＤ区 92561 によりȁȐȤのսۂ地所۔ŏ஝である。これらのうƩ、前ō者はڐÀǰンȒȦの合ࡺ

๺が঍୩されており、後ō者はঢ়ॐ物ࡐのս๺が認められている。

２ ൟ৖ධ඲

（Ō）ȁȐȤ分৖

ࠟ໬約 20\ をृ発ߟにࡷり、঎をҦえஂ঎にした状ઙでଵҞౡ৽िਗ਼૷によりໞ子を分ߧし、रন

Ǉを໙し׫る。この੅߁を٤りඉすことにより௻られたސ分をՄੌさせた後、ࡑઑۉ೰؛ҟにてհߒ

する。ȁȐȤの本ࡐ物ࡐであるǴコリǝ・ҳ山ǧȤǴ・ړ石をઓनとしてհߒし、ƥの特ଦやս๺໷

のંࣺを୩性的に調ǁる。

（ō）ঢ়ॐ物ࡐの分৖

土ӗ中にށ在するঢ়ॐ物ࡐをଋ出し、105ąで 2 時間Մੌさせた。Մੌさせたঢ়ॐ物ࡐをȜȉǡసತ

で೰൧ިしǝセȃンを用いてǴȤǟドǫȤǴに஦രし、ŬਅӖ৥測୩ࠟ໬とした。߁成したŬਅӖ৥

測୩ࠟ໬にƬいて以ҟのऽڨで測୩をࠍࡑした（ੰ立»1980¿日本్土ԙӔ»1987）。

検出された物ࡐの௬୩ӕ৖は、測୩Ӗ৥ਅの主要ȏーǪとӖ৥Ԓஶから原子面間ԗおよƻ੏ઓ؊ஶを߬ڐ

し、ƥれにӻ௓する化合物またはݐ物をŬਅ൧末Ӗ৥ਅ੒合ӕ৖ȒȨǫȤț（۵ࢪ຿»ณ܏ഒ）により検ߊ

した。なお、ঢ়ॐ物ࡐのଋ出のްにはئ໺ঢ়ॐ物ࡐをଋ出するようにவめたが、土सのށహは೔めなかった。

ਗ਼ ૷¾島ୄর߁所製ŬＤ−３ŕ I^bZ 8dchiVci¾1#0hZX

IVg\Zi¾ŗƃ（şɊ） HXVcc^c\ HeZZY¾2° $b^c

;^aiZg¾Ţŷ 8]Vgi HeZZY¾2Xb$b^c

KdaiV\Z¾30@KE 9^kZg\ZcXn¾1°

8jggZci¾30b6 GZX^Zk^c\ Ha^i¾0#3bb

8djci ;jaa HXVaZ¾5,0008$H HXVcc^c\ GVc\Z¾3 〜 45°

３ үڤ

（Ō）ȁȐȤ分৖

Ｄ区 92937 ҳ山灰ǰンȒȦŌおよƻōには、௬様の特ଦを๺するȁȐȤ຀ີ物ࡐが௬୷ஶսまれて

おり、Ǵコリǝは認められず、ࣺ໷のړ石とࣺ໷のҳ山ǧȤǴがսまれている。ړ石は、ಋॐ〜灰ԭ

ॐを୧し、発ඳはやや໴ܚ〜やや不໴である。СきのƸされたように発ඳしているਆЄ੮状のړ石も
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認められる。また、ړ石によっては、ఝ൉にԒਓ石およƻ࡟方֮石の಺ईをඤ๺するものも認められ

る。ړ石の最大ໞٻは、ȁȐȤǰンȒȦŌが 1#2bb、ȁȐȤǰンȒȦōが 1#0bb である。ҳ山ǧȤǴは、

ժいإ໓をもったಏࡹ平಻状の形状を示すȋȑȦٸҳ山ǧȤǴのฤॐ௤明なものとԭॐを୧するもの、

ฤॐ௤明でǴȘンǳ状の様ઙである発ඳの໴ܚなړ石ٸҳ山ǧȤǴが認められる。

ࠟ໬中に認められたȋȑȦٸҳ山ǧȤǴは、ƥの特ଦからֱ界 - ǝǦȖȟҳ山灰（ş - ŕŶ¾町田・

ॠЍ»1978）に຀ີするものである。ş - ŕŶは、約 6300 年前に࢐ـ地方のֱ界ǦȦȂȤからൡ出し

たܢ域ȁȐȤである（町田・ॠЍ»1992）。 ړ石およƻړ石ٸҳ山ǧȤǴは、ƥの特ଦと遺跡の地໊

的ϳ૷から、ஔश山ǦȪǯ平ҳܔからൡ出したஔशǦȪǯ平ȁȐȤ（şŵ¾町田ǃか»1984）に຀ີ

するものである。şŵは、2800 〜 2900 年前にൡ出し、३ఛ৵県から静岡県にかけて降ҟしたȁȐȤで

ある。（町田・ॠЍ»1992）。

（ō）ঢ়ॐ物ࡐの分৖

ԇࠟ໬のŬਅӖ৥ইを第 83 ইに示す。ō஝のࠟ໬はともに石і（fjVgio）、࡟ସ石（eaV\^dXaVhZ）、

セリǰǟȃ（hZg^X^iZ）、໻ஂ石（X]adg^iZ）、ঢ়஑ݐ（]ZbVi^iZ）が検出された。これらのݐ物のうƩ、

ঢ়ॐを୧するݐ物はঢ়஑ݐ（]ZbVi^iZ）が代ഒ的である。ઁの検出ݐ物はփ石や土सにƜƗГೃ的に

認められるݐ物であることから、ঢ়ॐ物ࡷޡࡐ時にށ在した土स຀ີのݐ物と঍୩される。したがって、

。であると判断される（ZbVi^iZ[）ݐはいずれもঢ়஑޳のਬࡐӖઓनとしたঢ়ॐ物ݶ

なお、約 20°からȋǾǪǫȤǡンドのरअがۂられることから、ࠟ໬中にはೝԔ的ંƗの஑の存在

が示唆される。

４ ߒ݂

確認されたȁȐȤであるşŵは、静ঽ平๝をはじめとする静岡県東൉から中൉域のҐ積ୢ地ఝԇ地

における発掘調査により認められており、縄文時代後期からೌ期にЃ行するݵのࠉ഍としてࢲ要なȁ

ȐȤである。ݶӖ分৖したōࠟ໬にսまれるړ石とҳ山ǧȤǴはࣺ໷であり、またōƬのȁȐȤがށ

在しているため、ş - ŕŶおよƻşŵがГ૗降ҟ઒積した後にޙ઒積した可能性や生物़ຽにより土

਽がԊຽされた可能性が考えられる。ݶӖのࠟ໬がࡷޡされた土਽の઒積状ؒは不明であるが、ࣺな

Ɨともşŵ降灰以後に઒積した土਽であることは確ࡑであǕう。

ঢ়ॐ物ࡐにƬいては、いずれのࠟ໬においてもঢ়஑ݐであることがǗかった。ঢ়஑ݐは、いǗǎる

ȔンǧȤと۝Ƹれるঢ়ॐֈ໬を構成する物ࡐである。ঢ়ॐֈ໬としてのȔンǧȤの利用は、日本では

石器時代から૯られており、縄文、弥生、古墳時代をୋじてঢ়ॐֈ໬の中では最もં用されてきたש

ことが市โ（1998）なƱの記ࢿから窺える。ȔンǧȤと൵ƾঢ়ॐֈ໬のਬ޳としては、঎（ސૅ）ࡺؿ

があるが、ݶӖのࠟ໬からはਙƗ検出されなかった。

С用文ڼ

ੰ立ؾ๘ 1980 íőच ൧末ŬਅӖ৥඲îï機器分৖のてƻき３ð化ԙ௬ॶ¼

市โ ٧ 1998 ïॠಾ ¼の考古ԙðງ山Ԗࡺ

町田 ປ・ॠЍ෍ബ 1978 w ఩ֱ࢐ـ界ǦȦȂȤからൡ出したܢ域ȁȐȤ−ǝǦȖȟҳ山灰 xï第ףڽ֧߾ 17ð

町田 ປ・ॠЍ෍ബ・ঢ原ࢲബ・ࣹ田静ബ・Ѹ௞඿೼ 1984 íȁȐȤと日本考古ԙ−考古ԙףڽと関༫するȁȐȤのǦタȨǫ−î

ï古文化財に関するඐ存ҭԙとॶ文・࠺然ҭԙ−੒Ԩ報告書−ð

町田 ປ・ॠЍ෍ബ 1992 ïҳ山灰ǝȃȤǴð東׻大ԙ出ಾӔ¼

日本్土ԙӔ編 1987 ï్土ȊンドȑǾǪ 第二ಾðָ報௭出ಾ¼
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付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖

第ō২ 駿河山遺跡出土弥生土器およƻ土師器のઞ土分৖

Ȍリȉ・ǰーȯǢǟԵ࠿Ӕࡡ

はじめに

大Ѝ৵ୢ地最ҁ൉付近の大Ѝ৵Ыվにϳ૷する駿河山遺跡の発掘調査では、縄文時代、弥生時代〜

古墳時代およƻ平安〜Ժ਷時代のԇ時代におよƾ遺構・遺物が確認されている。௓ࡡでは、本遺跡か

ら出土したԇ時期ԇ࠿ٸの縄文土器にƬいて、ƥのઞ土の特性を੭えることにより、土器の製߁事ऻ

を示唆するいƗƬかの事༎をすでに௻ている。これまで௻られた所ۂのうƩ、在地とされた࠿ٸの土

器も、東ӥ地方、中൉高地、関東なƱとされた࠿ٸの土器も、؁ୋした地ࡐԙ的౱ڃを๺する地域ఝ

で製߁された可能性があることや、製߁地が本遺跡周ඈというよりも、ҟ໙の෣ȉ原઩地周ඈの可能

性があることなƱが଎๋される。さらに、確ࡑにஔ໠৵〜大Ѝ৵〜安൉৵に至る静岡県中఩൉地域以

ӱで製߁されたと঍୩される土器がࣺঝながら確認することもできた。

ࢿӖの分৖調査では、駿河山遺跡から出土した弥生土器およƻ古墳時代の土師器をઓनとして、रݶ

した縄文土器と௬様のࡹ඲を用いてઞ土の特性を੭え、ƥの製߁に関Ǘるࠢ໬を߁成する。また、弥

生時代のૉڣ住居跡ࣽ面ଽरから్土ӗが出土していることから、この్土ӗと調査区ఝでࡷޡされ

た࠺然઒積਽の్土およƻ遺構ൗ土も௬時に分৖ઓनとし、土器の原޳໬としての可能性を検௟する。

なお、これら్土ࠟ໬にƬいては、ƥの特性記ޯとして్土ݐ物の௬୩も行う。

Ō ࠟ໬

ࠟ໬は、駿河山遺跡ఝの࠺然઒積਽よりࡷޡされた్土 1 ஝、弥生時代後期後半とされた方形周溝

墓のൗ土 1 ஝、௬時期とされたૉڣ住居跡ࣽ面ଽरから出土した్土ӗ 1 ஝のڐ 3 ஝の઒積物ࠟ໬と

駿河山遺跡で検出された弥生時代後期後半とされる遺構から出土した弥生土器අ 7 ஝、およƻ古墳時

代前期前半とされる遺構から出土した土師器අ 8 ஝の合ڐ 18 ஝である。ࠟ໬には番号 1 〜 18 が付さ

れており、番号 1 〜 3 はरࢿした઒積物ࠟ໬、番号 4 〜 10 は弥生土器අ、番号 11 〜 18 は土師器අ

である。発掘調査所ۂによれƸ、ࠟ໬とされた弥生土器අはいずれも在地とされており、土師器අは、

在地とされるもの、静岡県東൉や西൉以西さらにはϲ঱ཚվとされる H ࠫᖫなƱがࠟ໬となっている。

ԇࠟ໬のधެにƬいては、第Ŕഒに示す。

ō 分৖方඲

ઞ土分৖には、前Ӗの縄文土器のઞ土分৖と௬様のउ田ǃか (1999) の方඲を用いる。また、઒積物

ࠟ໬にƬいては、్土ݐ物の௬୩も行う。以ҟにԇ分৖方඲の໊ࣕӄ୷をࢿǁる。

�1� ్土ݐ൝௬୩

్土ݐ物ਭ成はཋ田 (1966) にࢫった。以ҟに分৖行୷を記す。ࠟ໬約 10 ŵを 500ba ȎーǦーにಂ

とり、ृໜ঎をஉ௓໷Ҧえた後、30Ċӄ߱化঎ਬ঎ 10ba をҦえてށ合する。時ߟڐでӹをして約 1 時

間ද૷した後、ސຮरにのせてҦేし、ࠟ໬からݪॐฒがՏਙにಫけるまでӄ߱化঎ਬ঎を 10ba ずƬ

ஆҟし、๺機物を分ӕする。さらにҦేを続け、ӄवのӄ߱化঎ਬ঎を分ӕࣩ׫した後、987 ଋ出њを

Ҧえ、75ąまでҦేする。約 2 ŵのȊǟドȨǰȦȐǜǟȃȅȃリǡț (CV2H2D4) をҦえてጂዌし、15 分

間ද૷した後、Ѹढ़分໐を行い、रনǇњを࡝てる ( ે஑໊ࣕ )。ृໜ঎で 2 Ӗ৽िした後、ृໜ঎を

ҦえてଵҞౡ໊ࣕをࠍࡑし、分ߧさせた後、1000baି୫നにЃす。њҜ20ąの状ઙで16時間静૷した後、

঎面ҟ 20Xb ॥にǰǟȐǤンを੃హし、్土画分 (2 ɕ b û ) の઼ڵњをࡷޡする (్土઼ڵњ )。

- 170 -   



 
 

ફ
９
ഒ

ൟ
৖
ࠟ
໬
Г
ໄ
ƒ
ǐ
ƻ
ઞ
土
ൟ
་
ڤ
ү

್
ݛ

Ћ
৞
อ

଎
֪

್
ݛ

出
土
૰
஝

਽
ϳ

器
ࡾ
อ
½
൉
ϳ

࠯
֛

௾
ଦ
௖

ઞ
土
ൟ
་

ݐ
൝
½
փ
石
ਭ
঵

ި
٘
൝

ໞ
ٻ
ਭ
঵

<
=

?
@

A
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
ࣆ
Ҳ
ߤ

Ʋ
Ɵ

̃
਽

࠺
ਘ
઒
৘
਽

్
土

˿

2
ࣆ
Ҳ
ߤ

Ʋ
Ɵ

ධ
ٺ
ࢍ
ܷ
ඛ

H
O
1
8
0
1
0

ൗ
土

Ћ
ܲ
ൗ
土

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

˿

3
ࣆ
Ҳ
ߤ

Ʋ
Ɵ

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ࣽ
฻
ଽ
र

్
土

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

˿

4
ࣆ
Ҳ
ߤ

8
8
1
3

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᄘ
୫
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

˿

5
ࣆ
Ҳ
ߤ

8
8
1
3

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᖫ
ઑ
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

˿

6
ࣆ
Ҳ
ߤ

9
2
3
8

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᖫ
઩
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

̀

7
ࣆ
Ҳ
ߤ

9
2
3
8

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᄘ
ܔ
Ѵ
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

˿

8
ࣆ
Ҳ
ߤ

8
8
1
6

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᄘ
ઑ
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

˿

9
ࣆ
Ҳ
ߤ

8
8
1
6

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᖫ
ઑ
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

̀

1
0

ࣆ
Ҳ
ߤ

8
8
1
6

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
2
9
8
4

ൗ
土

๞
ি
土
器

ᄘ
ܔ
Ѵ
൉

๞
ি
࠯
ન
ۼ
֛
ۼ
ವ

޲
૰

˿

1
1

ࣆ
Ҳ
ߤ

2
7
6
2

ධ
ٺ
ࢍ
ܷ
ඛ

H
O
2
5
6
1

ൗ
土

土
ࠆ
器

ᄘ
ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

ۀ
௉
൉
ƶ

土
器
Ɠ

̀

1
2

ࣆ
Ҳ
ߤ

1
3
2
1

ධ
ٺ
ࢍ
ܷ
ඛ

H
O
2
2
8

ൗ
土

土
ࠆ
器

ᄘ
ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

޲
૰
Ɠ

˿

1
3

ࣆ
Ҳ
ߤ

5
7
1
8

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
1
5
2
8
5

ࣽ
฻
ଽ
र
Ɠ

土
ࠆ
器

ᄘ
ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

ۀ
৅
൉
ϱ

৅
ƶ
土
器
Ɠ

˿

1
4

ࣆ
Ҳ
ߤ

2
0
1

土
ܘ

H
@
7
0
2
4
3

ൗ
土

土
ࠆ
器

ᖫ
ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

ഩ
ฯ

̀

1
5

ࣆ
Ҳ
ߤ

5
5
6
4

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
1
4
5
4
9

ࣽ
฻
ଽ
र

土
ࠆ
器

ᖫ
઩
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

H
ࠫ
ᖫ
 
ϲ
঱
ཚ
վ
Ɠ

̀

1
6

ࣆ
Ҳ
ߤ

7
7
4
9

ૉ
ڣ
ࢨ
׬
৞

H
=
5
0
7
9
9

ൗ
土

土
ࠆ
器

ᖫ
ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

H
ࠫ
ᖫ
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঱
ཚ
վ
Ɠ

̀

1
7
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ߤ
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2
7
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ڣ
ࢨ
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৞
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=
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0
0
1
0
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ଽ
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器
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ઑ
൉

ۜ
ൢ
࠯
ન
ਕ
֛
ਕ
ವ

޲
૰

̀

1
8
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ߤ

6
4
1

ૉ
ڣ
ࢨ
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৞
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0
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0
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࠯
ન
ਕ
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付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖

њのГ୩໷を઼ڵ 2本のѸିըにࡷޡし、1Cআ߱ȅȃリǡț -আ߱ժढњ (e=5#0) をҦえ、ఝຓ物を

ጂዌした後、रনǇњをѸିࣩ׫する。この੅߁を 2Ӗ٤りඉす。Ѹିըの 1本に 1Cআ߱șǫȈシǡț

ຜњ (e=7#0) をҦえ (B\ශཋࠟ໬ )、もう 1本のѸିըに 1Cআ߱Ǧリǡțຜњ (e=7#0) をҦえ (@ශཋࠟ

໬ )、Ѹି৽िする。この੅߁をܮに 2Ӗ٤りඉし、最後に঎をҦえてӄवのѻຜњをࣩƗ。Ѹିըのఝ

ຓ物に঎をҦえて઼ڵ状ઙとし、ƥの઼ڵ物をǴȤǟドǧȤǴरにࡷޡし、ǧȤǴਙ面にԉƚ、ൌՄする。

これらࠟ໬を M ਅӖ৥ਗ਼૷によって以ҟのऽڨで測୩する。なお、B\ ශཋࠟ໬にƬいては :<( ǣǼ

ȧンǫリコーȦ )໊ࣕ、@ශཋࠟ໬にƬいては 300ąと 550ąҦే໊ࣕをࠍし、ޙஶ測୩をࠍࡑする。

ਗ਼૷¾໊ԙ電֡製 Bjai^;aZm 9^kZg\ZcXn Ha^i¾1°

IVg\Zi¾8j(@ Ɋ ) HXViiZg^c\ Ha^i¾1°

BdcdX]gdbZiZg¾<gVe]^iZ ཚإ GZX^Zk^c\ Ha^i¾0#3bb

KdaiV\Z¾40`K HXVcc^c\ HeZZY¾2° $b^c

8jggZci¾40b6 HXVcc^c\ BdYZ¾༫続඲

9ZiZXidg¾H8 HVbea^c\ GVc\Z¾0#02°

8VaXjaVi^dc BdYZ¾Xeh HXVcc^c\ GVc\Z¾2 〜 30°

(2) ಏඅ߁製հߒ

ಏඅは、ࠟ໬のГ൉をǻǟǝȝンドǦǾターで切断、়確に 0#03bb のܓさにڽෲして߁製した。հ

物අ、փ石අおよƻ೰化石の種་ݐ඲を用い、ઞ土中にսまれるࡹによるփ石ԙ的な؛೰ۉ܎はඃߒ

構成を明らかにした。

ঝは、ȜǦȆǦȦǴȁーǳを用いてڐໞのސ 0#5bb 間ԗでЃ௫させ、ެ礫〜中ໞシȦȃまでのໞ子

をȘǟンȃ඲により 200 ۛあるいはȒȧȌȤーȃਙ面で行った。また、௬時にڝܛと基ࡐのȘǟンȃ

もڐঝした。これらのڤүから、ԇໞஶӭにおけるݐ物・փ石別出۔ദஶの 3 次یෑǫȤȐ、ސໞの

ໞٻਭ成ȍǴȃǫȤț、ސ・ڝܛໞ・基ࡐのԥ合を示すෑǫȤȐを୧示する。

３ үڤ

(1) ్土ݐ物௬୩

ԇ種の໊ࣕを行った్土ݐ物の M ਅӖ৥Ȍターンを第 92 〜 94 ইに示す。以ҟにԇࠟ໬の௬୩ڤү

をࢿǁる。

1) 番号 1( Ⅴ਽ 然઒積਽࠺ ్土 )

ԇ໊ࣕに伴うȏーǪのЃ௫、ऎࡉ変化からхඟݐ物、хඟ・ȋーȚǨȠȤǟȃށ合਽ݐ物、ȊȨǟ

ǰǟȃ、໻ஂ石およƻ石іが௬୩される。

まず、@ ශཋ -550ąҦే໊ࣕ (@-550) によってऎࡉする B\ ශཋ໊ࣕ (B\-GI) の 7# Ōł〜 10 ł付近

にかけてۂられる谷埋め状のȏーǪおよƻ 3#57 ł付近のȏーǪはȊȨǟǰǟȃの存在を示す。B\-GI

において認められる 10 ł、5#0 ł、3#34 ł付近のȏーǪは @-550 においてもऎࡉ変化しないことから

хඟݐ物の存在を示す。また、B\-GI およƻ B\ ශཋ -:< ໊ࣕ (B\-:<)・@ ශཋ໊ࣕ (@-GI) においてۂ

られる 14 ł付近の೰ࣺȏーǪは、@ශཋ -300ąҦే໊ࣕ (@-300)・@-550 では不明໱となるが、ࣺ໷の

໻ஂ石の存在を示すものである。Г方、B\-GI・B\-:< において認められる 12 ł付近のȏーǪは、@-GI

において 10ł近ෆにシȐȃすることから、хඟ・ȋーȚǨȠȤǟȃށ合਽ݐ物の存在を示唆する。なお、

4#25 ł、3#34 ł付近のȏーǪは石іによるものである。

Ӗ৥Ȍターンをۂるۙりでは、本ࠟ໬の主要్土ݐ物はхඟݐ物およƻхඟ・ȋーȚǨȠȤǟȃށ

合਽ݐ物、ȊȨǟǰǟȃであり、໻ஂ石はࣺ໷սまれる୷ஶである。

2) 番号 2( 方形周溝墓 HO18010 遺構ൗ土 )
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付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖

ԇ໊ࣕに伴うȏーǪのЃ௫、ऎࡉ変化から໻ஂ石、хඟݐ物、ǩȑǰǟȃ、хඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ

物およƻ石іが௬୩されるǃか、໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ݐ物が存在する可能性が示唆される。

まず、@-550 によってやや収ࢹする B\-GI・B\-:<・@-GI・@-300 の 14 ł付近のȏーǪおよƻ 7#1 ł、

4#73 ł、3#53 ł付近のȏーǪは໻ஂ石の存在を示す。また、B\-GI において認められる 10 ł、5#0 ł、

3#34 ł付近のȏーǪは @-550 においてもऎࡉ変化しないことからхඟݐ物の存在を示す。Г方、B\-GI

およƻ B\-:< においてۂられる 12 ł付近のȏーǪは @-GI においても変化せず、B\-GI・B\-:<・@-GI

においては24ł付近に೰ࣺȏーǪがۂられていることからхඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ物を示唆する。さらに、

@-GI から @-300・@-550 のҦే໊ࣕによって次第にୢԒ੩から 10 ł近ෆにかけてȏーǪがシȐȃする

物の存在がּǗれる。なお、Ҧే໊ࣕによっݐられることから໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ۂがܕٲ

てऎࡉする 4#84 ł付近のȏーǪはǩȑǰǟȃ、4#25 ł、3#34 ł付近のȏーǪは石іによるものである。

Ӗ৥Ȍターンをۂるۙりでは、本ࠟ໬の主要్土ݐ物は໻ஂ石やхඟݐ物であるが、ঘ伴ݐ物とし

てǩȑǰǟȃやхඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ物がսまれるǃか、໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ݐ物の存

在がּǗれる。

3) 番号 3( ૉڣ住居跡 H=52984 ࣽ面ଽर ్土 )

ԇ໊ࣕに伴うȏーǪのЃ௫、ऎࡉ変化から໻ஂ石、хඟݐ物、ǩȑǰǟȃ、хඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ

物およƻ石іが௬୩されるǃか、໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ݐ物が存在する可能性が示唆される。

まず、@-550 によってやや収ࢹする B\-GI・B\-:<・@-GI・@-300 の 14 ł付近のȏーǪおよƻ 7#1 ł、

4#71 ł、3#53 ł付近のȏーǪは໻ஂ石の存在を示す。また、B\-GI において認められる 10 ł、5#0 ł、

3#34 ł付近のȏーǪは @-550 においてもऎࡉ変化しないことからхඟݐ物の存在を示す。Г方、B\-GI

およƻ B\-:< においてۂられる 12 ł付近のȏーǪは @-GI においても変化せず、B\-GI・B\-:<・@-GI

においては24ł付近に೰ࣺȏーǪがۂられていることからхඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ物を示唆する。さらに、

@-GI から @-300・@-550 のҦే໊ࣕによって次第にୢԒ੩から 10 ł近ෆにかけてȏーǪがシȐȃする

物の存在がּǗれる。なお、Ҧే໊ࣕによっݐられることから໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ۂがܕٲ

てऎࡉする 4#84 ł付近のȏーǪはǩȑǰǟȃ、4#25 ł、3#34 ł付近のȏーǪは石іによるものである。

Ӗ৥Ȍターンをۂるۙりでは、本ࠟ໬の主要్土ݐ物は໻ஂ石やхඟݐ物であるが、ঘ伴ݐ物とし

てǩȑǰǟȃやхඟ・໻ஂ石ށ合਽ݐ物がսまれるǃか、໻ஂ石・ȋーȚǨȠȤǟȃ中間種ݐ物の存

在がּǗれる。

(2) ಏඅ߁製հߒ

үを第ڤ 10 ഒ、第 95 〜 99 ইに示す。ݐ物・փ石ਭ成にƬいては、前Ӗの縄文土器の分৖において、

6 〜 ; ་までの 6 種་に分་した。なおԇ分་の特ଦにƬいては、前Ӗ報告をߣओされたい。ݶӖのࠟ

໬のݐ物・փ石ਭ成をǇると、前Ӗの 6 〜 ; ་に੏௓するものが認められず、また۶いに་ࠨするਭ

成もۂ出すことができる。この状ؒから、ここでは < 〜 A ་までの 5 種་ (> は後ࢿするȨーșঝࠫの

˿と൩らǗしいため用いない )を設୩することができた。以ҟにԇ種་の特ଦをࢿǁる。

< ་ / 物අはǃとんƱսݐସ石を伴うが、ƥれら以ӱの࡟物අでは石іがંƗ、ࣺ໷のǦリସ石とݐ

まれない。փ石අでは、ǼȞーȃ、ൺփ、ސփの઒積փ་がೝԔ的ંƗ、೰໷のؠ灰փや໙๕փ・Ȃ

ǟǰǟȃおよƻંڤई石іをսǈ。ݶӖのࠟ໬では、࠺然઒積਽の్土が、このਭ成に分་されたǃか、

弥生土器の番号 9と土師器の番号 17 が < ་に分་された。

=་ ࣺ、物අでは石іがંƗݐ/ ໷の࡟ସ石をսǇ、Ǧリସ石は೰໷かあるいはǃとんƱսまれない。

また、ƥれら以ӱのݐ物අもǃとんƱսまれない。փ石අのਭ成は、઒積փ་の中でもǼȞーȃとൺ

փがೝԔ的ંƗ、ઁに೰໷のސփと೰໷またはࣺ໷のંڤई石іおよƻҳ山ǧȤǴを伴い、さらにो

物අもࣺ໷認められる。ҳ山ǧȤǴは、ǴȘンǳ状に発ඳしたړ石ٸと平಻状を୧するȋȑȦٸがށ
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番
号

砂
粒
区
分

ސ ໞ ƶ ࡾ ་ ܲ ঵

合
計

ݐ ൝ අ փ 石 අ ƥƶઁ

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

1

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 0

ਫໞސ 1 4 10 1 1 2 1 20

ଇໞސ 8 1 11 7 10 2 5 1 45

ެໞސ 10 3 5 10 4 1 2 2 37

ސໞެئ 21 3 4 2 8 3 1 1 43

ਫໞǲȦȃ 26 8 2 1 37

ଇໞǲȦȃ 9 2 1 12

ࡐ֏ 2046

ڝܛ 21

2

ސ

ެᙠ 1 1

ސਫໞئ 1 1 2

ਫໞސ 1 1 3 6 11

ଇໞސ 1 6 1 8 14 30

ެໞސ 5 2 5 10 1 1 1 12 37

ސໞެئ 22 9 1 6 17 2 2 6 1 66

ਫໞǲȦȃ 22 3 2 27

ଇໞǲȦȃ 8 8

ࡐ֏ 1540

ڝܛ 353

3

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 0

ਫໞސ 3 1 4

ଇໞސ 1 2 1 2 3 9

ެໞސ 15 2 3 2 8 1 4 4 39

ސໞެئ 36 2 11 9 7 3 1 7 76

ਫໞǲȦȃ 39 2 9 1 2 1 3 57

ଇໞǲȦȃ 15 15

ࡐ֏ 1461

ڝܛ 125

4

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 2 2 1 1 7

ਫໞސ 4 12 13 2 1 32

ଇໞސ 1 8 4 13

ެໞސ 1 1 2

ސໞެئ 2 1 3

ਫໞǲȦȃ 13 2 1 1 17

ଇໞǲȦȃ 6 6

ࡐ֏ 809

ڝܛ 29

5

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 3 1 5

ਫໞސ 2 5 9 2 1 19

ଇໞސ 1 2 3 1 7

ެໞސ 1 2 3

ސໞެئ 1 1 2

ਫໞǲȦȃ 2 2

ଇໞǲȦȃ 2 2

ࡐ֏ 468

ڝܛ 8

6

ސ

ެᙠ 1 1

ސਫໞئ 1 5 10 2 1 1 1 2 23

ਫໞސ 3 3 18 15 1 1 1 2 2 2 4 52

ଇໞސ 1 2 5 7 1 1 3 20

ެໞސ 1 1 2 1 1 6

ސໞެئ 1 1

ਫໞǲȦȃ 3 1 4

ଇໞǲȦȃ 1 1

ࡐ֏ 521

ڝܛ 29
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番
号

砂
粒
区
分

ސ ໞ ƶ ࡾ ་ ܲ ঵

合
計

ݐ ൝ අ փ 石 අ ƥƶઁ

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

7

ސ

ެᙠ 1 1

ސਫໞئ 1 9 3 1 14

ਫໞސ 2 14 2 2 1 21

ଇໞސ 1 16 17

ެໞސ 5 5

ސໞެئ 1 1

ਫໞǲȦȃ 1 1

ଇໞǲȦȃ 0

ࡐ֏ 494

ڝܛ 7

8

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 2 3 1 3 9

ਫໞސ 1 9 3 1 1 1 1 17

ଇໞސ 2 2 1 1 4 10

ެໞސ 1 1

ސໞެئ 1 1 1 1 1 2 7

ਫໞǲȦȃ 8 2 10

ଇໞǲȦȃ 4 4

ࡐ֏ 753

ڝܛ 14

9

ސ

ެᙠ 1 1

ސਫໞئ 1 3 3 10 1 1 1 20

ਫໞސ 1 2 5 11 8 1 1 29

ଇໞސ 8 1 2 11 4 1 1 4 1 33

ެໞސ 25 6 3 20 4 3 3 64

ސໞެئ 25 3 8 4 1 41

ਫໞǲȦȃ 7 1 3 11

ଇໞǲȦȃ 1 1

ࡐ֏ 780

ڝܛ 34

10

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 2 1 1 5

ਫໞސ 3 21 21 3 1 1 5 55

ଇໞސ 1 1 3 10 11 4 1 1 32

ެໞސ 1 1 1 2 5

ސໞެئ 2 2

ਫໞǲȦȃ 5 1 1 7

ଇໞǲȦȃ 2 2

ࡐ֏ 571

ڝܛ 87

11

ސ

ެᙠ 1 1

ސਫໞئ 14 2 3 1 1 21

ਫໞސ 1 10 3 27 5 6 4 1 57

ଇໞސ 1 13 1 1 29 2 5 1 1 3 57

ެໞސ 1 4 1 11 2 1 20

ސໞެئ 2 1 1 4

ਫໞǲȦȃ 1 1

ଇໞǲȦȃ 0

ࡐ֏ 506

ڝܛ 24

12

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 3 4

ਫໞސ 4 4 6 14

ଇໞސ 5 2 1 8

ެໞސ 1 1 1 3

ސໞެئ 1 1

ਫໞǲȦȃ 12 2 14

ଇໞǲȦȃ 4 4

ࡐ֏ 617

ڝܛ 16
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番
号

砂
粒
区
分

ސ ໞ ƶ ࡾ ་ ܲ ঵

合
計

ݐ ൝ අ փ 石 අ ƥƶઁ

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

不
透
明
鉱
物

チ
ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

軽
石

凝
灰
岩

流
紋
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
崗
岩
類

閃
緑
岩

微
閃
緑
岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

粘
板
岩

緑
色
岩

脈
石
英

変
質
岩

珪
化
岩

火
山
ガ
ラ
ス

粘
土
塊

植
物
片

植
物
珪
酸
体

13

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 0

ਫໞސ 1 1

ଇໞސ 5 1 1 1 8

ެໞސ 10 1 1 1 1 1 15

ސໞެئ 18 8 1 3 2 32

ਫໞǲȦȃ 21 2 8 1 1 33

ଇໞǲȦȃ 3 1 4

ࡐ֏ 607

ڝܛ 3

14

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 2 8 17 1 1 29

ਫໞސ 1 2 29 41 2 1 3 5 84

ଇໞސ 1 2 6 6 1 1 1 18

ެໞސ 1 2 1 1 1 6

ސໞެئ 4 4 1 2 11

ਫໞǲȦȃ 4 1 5

ଇໞǲȦȃ 1 1

ࡐ֏ 706

ڝܛ 32

15

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 1

ਫໞސ 2 2 9 1 2 2 8 26

ଇໞސ 8 1 10 1 1 1 4 26

ެໞސ 7 6 2 1 1 17

ސໞެئ 10 1 7 1 3 22

ਫໞǲȦȃ 7 1 8 16

ଇໞǲȦȃ 2 2

ࡐ֏ 535

ڝܛ 7

16

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 1 1

ਫໞސ 3 2 4 2 7 18

ଇໞސ 10 3 4 1 1 8 27

ެໞސ 11 2 3 1 4 3 24

ސໞެئ 10 2 2 3 17

ਫໞǲȦȃ 5 1 1 7

ଇໞǲȦȃ 1 1

ࡐ֏ 533

ڝܛ 7

17

ސ

ެᙠ 1 1 2

ސਫໞئ 1 1 1 2 5

ਫໞސ 5 1 6

ଇໞސ 7 2 1 3 13

ެໞސ 12 1 3 7 2 3 28

ސໞެئ 23 1 2 1 5 1 33

ਫໞǲȦȃ 10 1 4 15

ଇໞǲȦȃ 0

ࡐ֏ 499

ڝܛ 15

18

ސ

ެᙠ 0

ސਫໞئ 0

ਫໞސ 2 1 3

ଇໞސ 4 2 1 1 2 10

ެໞސ 4 4 1 9

ސໞެئ 11 2 5 1 19

ਫໞǲȦȃ 9 4 13

ଇໞǲȦȃ 2 2

ࡐ֏ 277

ڝܛ 14
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在する。ݶӖのࠟ໬では、遺構ൗ土の番号 2 と住居跡ࣽ面ଽर్土ӗの番号 3 の 2 ஝が = ་に分་さ

れたが、土器ࠟ໬の中には認められない。

? ་ / ઒積փのൺփおよƻސփのփ石අがఈ出してંƗսまれる。ݐ物අは、ࠟ໬によってはシȦȃ

ସ石なƱが伴Ǘれるが、ਙઑ的にࣺ໷〜೰໷である。փ石අ࡟の石іがೝԔ的ંƗսまれ、೰໷のٻ

は、ൺփ・ސփ以ӱには、ࣺ໷のǼȞーȃがսまれ、ࠟ໬によっては、೰໷のؠ灰փ、安山փ、ٷ化փ、

్土ӗなƱがսまれる。ٷ化փは、؛ҟのհߒによりٷ化ސփあるいはٷ化ൺփなƱである。ݶӖの

ࠟ໬では、Ş་に分་されたࠟ໬が最もંƗ、< ་に分་された番号 9 以ӱの弥生土器 6 ஝と番号 12、

14 の 2 ஝の土師器が ?་に分་された。

@ ་ / 灰փがఈ出してંƗ、ࣺ໷の安山ؠସ石がંƗ、೰໷の石іを伴い、փ石අでは࡟物අではݐ

փを伴い、೰໷の઒積փ་や変ࡐփ、ٷ化փなƱをսǈ。ؠ灰փのǃとんƱはړ石ࡐのຜؠڤ灰փで

あり、変ࡐփはؠ灰փまたはҳ山փのൌ化փを主ઑとしている。@ ་に分་されたࠟ໬は、番号 11 の

土師器 1஝のǇである。

A ་ / хݪめて೰໷のئ、ସ石とࣺ໷または೰໷のǦリସ石を伴い࡟物අでは石іがંƗ、ࣺ໷のݐ

ඟをսǈ。փ石අでは、೰໷の઒積փ་とંڤई石іおよƻҹᆮփ་をսǈ。ݶӖのࠟ໬では、番号

13、15、16、18 の 4 ஝の土師器が A་に分་された。

ި٘物の໷ೝ ( ই 5) は、15� ณฏのࠟ໬と 15� 以रのࠟ໬とに 2 分することができる。ここでは、

前者を˿་とし、後者を̀་とする。઒積物ࠟ໬ 3 ஝はいずれも˿་であり、弥生土器も˿་がંƗ、

番号6と9の2஝は̀་であるが、ƥれ以ӱは˿་に分་される。これにઓして、土師器では̀་がંƗ、

番号 12 と 13 が˿་に分་されるǃかはいずれも̀་である。

ઞ土中のސໞのໞٻਭ成では、ȝードとするໞٻのਫいࣔから、以ҟのような分་ができる。

1་ /ਫໞސをȝードとする૒ఃඩのȍǴȃǫȤțを示すਭ成。

2་ /ਫໞސをȝードとし、ެئໞސまたはਫໞシȦȃに第二のȏーǪがあるਭ成。

3་ /ਫໞސと中ໞސがǃǄ௬୷ஶでȝードとなるਭ成。

4 ་ / ਫໞސと中ໞސがǃǄ௬୷ஶでȝードとなるが、さらにƥれに近いԥ合でެئໞސに第二の

ȏーǪがあるਭ成。

5་ /中ໞސをȝードとする૒ఃඩのȍǴȃǫȤțを示すਭ成。

6 ་ / 中ໞސをȝードとするが、ǃǄ௬୷ஶでެئໞސに第二のȏーǪがあり、中ໞސのԥ合もƥれ

に近い。

7་ /ެໞސをȝードとする૒ఃඩのȍǴȃǫȤțを示すਭ成。

8་ 。に第二のȏーǪがあるਭ成ސをȝードとするが、中ໞސໞެئ/

9་ 。をȝードとする૒ఃඩのȍǴȃǫȤțを示すਭ成ސໞެئ/

10 ་ / ਫໞシȦȃをȝードとする૒ఃඩのȍǴȃǫȤțを示すਭ成。

ԇࠟ໬の分་ڤүは、第Ŕഒに൮記する。઒積物ࠟ໬のうƩ、番号 1は 6་、番号 2と 3は 8་である。

弥生土器は、ਙઑ的にਫໞܕٲを示し、2 ་が 4 ஝とંƗ、次いで 1 ་が 2 ஝、番号 9 はઁのࠟ໬より

もެໞܕٲの 7 ་に分་される。これにઓして、土師器は、ややެໞܕٲが؊Ɨ、2 ་は番号 12 と 14

の 2 ஝のǇ、ઁの 8஝は、3〜 5、8〜 10 のԇ分་に 1஝ずƬ分་される。

4# 考ߒ

(1) 弥生時代ૉڣ住居跡ࣽ面ଽर出土్土ӗにƬいて

弥生時代のૉڣ住居跡ࣽ面ଽरから出土した్土ӗ ( 番号 3) を構成する్土ݐ物の種་は、駿河山

遺跡調査区ఝの్土਽からࡷޡされた番号 1よりも、弥生時代遺構ൗ土である番号 2の方に་ࠨするڤ
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үが௻られた。また、ಏඅհߒによるސໞのݐ物・փ石ਭ成でも、్ 土ӗのਭ成は番号 1の <་ではなƗ、

番号 2 と௬様の = ་に分་された。したがって番号 3 の్土ӗは、番号 1 のࡷޡされた్土਽に຀ີ

するものではなƗ、Ђなる਽ϳの઒積物に຀ີする可能性が高い。۔時஝ではƥの઒積物を特୩する

ことはできないが、遺構ൗ土と௬様の్土ݐ物ਭ成、ސໞݐ物・փ石ਭ成であることから、駿河山遺

跡周ඈに分രする઒積物である可能性は高いと考えられる。

なお、ݶӖの弥生土器ࠟ໬では、్土ӗと௬様の = ་に分་されるものは認められず、またໞٻਭ

成も弥生土器ࠟ໬と్土ӗでは明໱にЂなるڤүとなった。このことから、్土ӗが、弥生土器のਬ

地土 ( 成形ଽ前の土 ) である可能性はୢいと考えられる。ただし、ݐ物やփ石の種་は、్土ӗと弥

生土器とでǃとんƱ؁ୋするものƸかりであることから、ਬ地土を構成する޳໬のГƬとして߹用さ

れた可能性はあると考えられる。また、番号 1のࡷޡされた࠺然઒積్土਽を構成する్土にƬいても、

௬様のݐ物・փ石ਭ成が弥生土器ࠟ໬およƻ土師器ࠟ໬の中にƥれƦれ 1 ஝ずƬではあるが認められ

たことから、弥生土器や土師器の޳໬のГ൉となった可能性は高いと考えられる。これら 2஝のࠟ໬は、

いずれも在地とされており、発掘調査所ۂからも࠮ࠊされる。

(2) ઞ土の地域性にƬいて

駿河山遺跡調査区ఝの్土਽からࡷޡされた番号 1 の < ་が示すݐ物・փ石ਭ成は、駿河山遺跡の

立地するष所の地ࡐԙ的౱ڃを示しており、また遺構ൗ土である番号 2 の = ་が示すݐ物・փ石ਭ成

も௬様のことがۗえる。ݶӖのࠟ໬では、रࢿしたように弥生土器の番号 9 およƻ土師器の番号 17 の

2 ஝が < ་に分་されたことから、これらは駿河山遺跡周ඈで製߁された可能性が高いと考えられる。

以रの所ۂは、いずれのࠟ໬とも在地とした発掘調査所ۂとはষ合するものである。

? ་としたݐ物・փ石ਭ成のઞ土は、弥生土器ࠟ໬ 7 ஝中 6 ஝までをৱめた。? ་にսまれるݐ物と

փ石の種་は <་とǃǄ௬様であり、Ђなるのはƥの໷ೝのǇである。また、?་とした 6஝のࠟ໬は、

いずれも発掘調査所ۂでは在地とされている。これらのことから、? ་のઞ土も駿河山遺跡周ඈの地ࡐ

ԙ的౱ڃをಶьしている可能性がある。大Ѝ৵໙域の地ࡐにƬいては、前報の縄文土器ઞ土分৖でも

によりࡐの઒積փ་からなるবۤ৵਽群という地֧ߡ໸は、古第דǁたように、໩վの山地およƻࢿ

構成されている。বۤ৵਽群を構成するփ石にƬいては、ঢ山・ҟ৵ (1981) や日本の地ࡐí中൉地方˿î

編集ϸОӔ (1988) によれƸ、ސփ・ൺփ・ǼȞーȃなƱの઒積փ་を主ઑとし、石灰փやؠ灰փ、さ

らには安山փࡐのҳ山փ་も分രするとされている。? ་に石灰փは認められないが、ൌ化ຜࡉしやす

い石灰փの特性を考໣すれƸ、? ་のਭ成は、বۤ৵਽群のփ石を起ےとする઒積物に຀ີする可能性

が高い。すなǗƩ ?་のઞ土は、ƥの製߁地が駿河山遺跡周ඈであることを示唆していると考えられる。

なお、縄文土器のઞ土分৖では、在地系とされた࠿ٸの土器もսめて、6 ་としたઞ土のࠟ໬がંঝ

をৱめた。6 ་も、ǼȞーȃ、ൺփ、ސփの઒積փ་を主ઑとするਭ成であったが、׼伴する構成要

ਬとして、ݐ物ではԒਓ石やݪхඟがあり、փ石ではҹᆮփ་と変成փ་の存在があった。これらの

փ石は、বۤ৵਽群にはսまれていないことから、駿河山遺跡周ඈで製߁された可能性はୢいと考え、

周ඈ域における地ࡐ記ޯから෣ȉ原઩地఩൉に຀ີする可能性をࠉஃした。? ་には、বۤ৵਽群とЂ

物やփ石がǃとんƱսまれていないことから、6ݐなࡐ ་よりも、駿河山遺跡周ඈというϼฒでの在地

性の高いઞ土であるとۗうことができる。

@ ་は、઒積փ་をսǈものの、ئめて೰໷であり、ؠ灰փや໙๕փ・Ȃǟǰǟȃおよƻ安山փと

いったҳ山ި٘物・ҳ山փ་が主ઑをৱめることが特ଦである。このようなਭ成は、বۤ৵਽群もս

めて઒積փ་を主ઑとする߾ญࢪખが໙域にܢƗ分രするஔ໠৵から大Ѝ৵およƻ安౵৵までにいた

る静岡県中఩൉地域に຀ີする可能性はୢいと考えられる。なお発掘調査所ۂでは、@ ་とされた番

号 11 の土師器にƬいて、静岡県東൉で製߁された可能性がࠉஃされている。このことを考໣したष合、
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の分ര域としては、ϲ௡半島をあƚることができる。ϲ௡半ࡐ灰փ་やҳ山փ་が主ઑをৱめる地ؠ

島఩൉およƻ中西൉には௏ȱ島਽群およƻಋഢ਽群と۝Ƹれるॠ第֧ߡ中ॠ世のؠ灰փ、Ȃǟǰǟȃ、

໙๕փ、安山փからなる地ࡐがܢƗ分രしており ( 日本の地ࡐí中൉地方˿î編集ϸОӔ ,1988)、@

་はこのような地ࡐԙ的౱ڃに຀ີする可能性がある。ݶ後、ϲ௡半島における古墳時代土師器の分

৖事༎もҦえて、さらに検௟することがのƦまれる。

A ་は、փ石අ࠺ઑが೰໷であることから、ƥの地ࡐԙ的౱ڃはあまり明໱ではないが、ݐ物ਭ成に

おいてǦリସ石がೝԔ的ંƗսまれることやݪхඟが認められること、փ石ਭ成ではҹᆮփ་を伴う

ことなƱから、઒積փ་とҹᆮփ་の分രを౱ڃとする地域がੀ୩される。静岡県周ඈにおけるҹᆮ

փ་の分ര域としては、໹ҫખのҹᆮփ་が分രするϲజ෰地఩൉からߡ河高原にかけての地域やॠ

第֧ߡのҹᆮփ་が分രするܸറ෰地なƱがあƚられる。さらにݶӖのࠟ໬では、ϲ঱ཚվの可能性

があるとされた Hࠫᖫのࠟ໬が 3஝とも A་に分་されたことから、ϲ঱ཚվまで地域をܢƚてǇると、

༎えƸ、༖࠾山ฝには༖࠾ҹᆮփと۝Ƹれるҹᆮփઑの分രが認められる ( 日本の地ࡐí中൉地方̀î

編集ϸОӔ ,1988)。༖࠾ҹᆮփの౱後には೵౔ખと۝Ƹれる઒積փ་も分രすることから、A ་をϲ

঱ཚվとするੀ୩は可能である。ただし、۔時஝では、ੀ୩の૫ӭであり、रࢿした @ ་と௬様に、

ƥの地域性を঍୩するためには、ੀ୩される地域における分৖事༎を௻ることがのƦまれる。

(3) ઞ土と土器分་とのઓ҃関ٱにƬいて

によりੀ୩された地域性とが೪ۂүは、ઞ土から঍୩される地域性と発掘調査所ڤӖ௻られた分৖ݶ

ऺにষ合的なઓ҃関ٱを示した。すなǗƩ、在地とされた弥生土器およƻ土師器は、ઞ土からもਙて駿

河山遺跡周ඈの地域性が示唆され、Г方静岡県東൉とされた土師器や静岡県西൉およƻϲ঱ཚվとされ

た土師器は、いずれもƥれらの地域に可能性のある地ࡐԙ的౱ڃがੀ୩されるઞ土の特ଦを示した。

次に、ઞ土のި٘物のԥ合やໞٻਭ成のЊいをۂてǇたい。弥生土器では、? ་とされた土器 6 ஝の

うƩ、5 ஝はި٘物のԥ合が˿་であり、番号 6 のǇが̀་である。ໞٻਭ成では、? ་ 6 ஝のうƩ 2

஝が1་であり、4஝が2་である。ܕٲとしては、?་ -˿་-2་というઞ土が弥生土器の主ઑをなし、

? ་ - ˿་ -1 ་と ? ་ - ̀་ -2 ་というࡲՒЂなるઞ土もࣺঝށ在することが窺える。ƥして、< ་

-̀་-7་というややЊいの大きいઞ土の土器もさらにࣺঝށじる状ؒが঍୩される。ݶӖのࠟ໬では、

これらのઞ土のЊいと器種や൉ϳとのઓ҃関ٱは認められないため、弥生土器におけるઞ土のЊいが

Ʊのような事ऻに຀ີするかは不明である。ݶ後の分৖事༎や発掘調査所ۂによるࠢ໬の଀積をગっ

て、さらに検௟することがのƦまれる。

Г方土師器では、在地とされた 3 ஝のࠟ໬のうƩ、番号 12 は ? ་ - ˿་ -2 ་、番号 14 は ? ་ - ̀

་ -2 ་といういずれも弥生土器に認められたઞ土と௬様の特性を示したが、番号 17 は < ་ - ̀་ -9

་であり、弥生土器の < ་である番号 9 とはໞٻਭ成においてЊいが認められた。なお、ݶӖの土師

器ࠟ໬では、器種や൉ϳとઞ土とのઓ҃関ٱはۂ出せない。この஝にƬいてもݶ後のさらなる検௟が

ഁ要と考える。
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第３২ 駿河山遺跡の考古地֡࠶ԙ的ףڽ

മ山大ԙ໊ԙ൉地עҭԙؐࡋ

ബ、஬ඈຂ౐܏岡ܢ

はじめに

遺跡にߵされているຟ跡や༰跡なƱのऑ土遺構からࠟ໬を௻て、ƥのऑ土ࠟ໬のߵໜ࠶化を測୩し、

ƥの方ϳを֚૯の考古地֡࠶я年変化إਅとओ合して遺構の年代を測୩する考古地֡࠶年代঍୩඲は、

ӄ׫ 2000 年間にƬいてはࡑ用の૫ӭにૄしている。しかし、年代঍୩の基ਨとなるя年変化إਅは֣

ఝを中ढ़とした西఩日本に分രする遺跡の測୩から௻られたものであるため、地࠶עष方ϳの地域ތ

がฤࠜできない大きさであることが判明した۔在では、機ఝからの״໐が大きƗなれƸなるǃƱ঍୩

年代૮のތ܄も੢大する可能性が考えられるようになった（ܢ岡、1981¿1989、ܢ岡・ׅ村、1987）。

この地域ތの֩฾は、地域によって変Ǘり、ƥのर、時代によっても変化するという๠ӓな代物であ

るらしい。

測୩を行֡࠶谷町にϳ૷する駿河山遺跡の考古地ؽӖ、弥生時代後期から古墳時代ࣖ௧の静岡県ݶ

うことが出ີた。この測୩によって、֣ఝからѸƗ໐れた地域でȂータを௻ることができ、考古地࠶

֡方ϳの地域ތを明らかにするरで֫ࢲな૯ۂを௻るまたとない機Ӕとなった。

Ō я年変化֡࠶化と地࠶ໜߵే

物に۞๺のҜஶにૄすݐを高ҜにまでҦేしていき、ƥの（物ݐ石になることができる࠶）物ݐ性࠶

ると、ƥれまでƥのݐ物がඐ࠮していたߵໜ࠶化はऎึする。これとはגに、࠶ष中で࠶性ݐ物を高

Ҝから༏׎し、Ҧేのްに࠶化をࡉったҜஶ（このҜஶをǨȠリー஝という）までҟがると、߁用して

いる࠶षと௬じܕきの࠶化をԎ௻する。この࠶化はేߵໜ࠶化（i]ZgbdgZbVcZci bV\cZi^oVi^dc、໗

して、IGB）と۝Ƹれるもので、ऺ Ҝにまでҟがると೪ऺに安୩な࠶化となる。土には࠶஑ݐ (bV\cZi^iZ、

;Z3D4）やঢ়஑ݐ（ȔンǧȤ、]ZbVi^iZ、;Z2D3）等の࠶性ݐ物がսまれている。࠶஑ݐのǨȠリー஝は

578ą、ঢ়஑ݐのƥれは 670ąである。ݶӖのように、༰跡にߵされているऑ土は、ऑ成時の地࠶עष（地

ष方ϳが࠶עされているので、௓時の地׎のもとで༏（֡࠶ IGB として記録されていることになる。ॐÐ

な時代のऑ土遺構のߵໜ࠶化を測୩することによって、ӄ׫に地࠶עषの変௫の様子を明らかにする

ことができる。

地עरのϳ૷によってЂなった方ܕをܕƗ地࠶עषは、時間的にも変化していることが地֡࠶のհ

測から明らかになっている。ඃԒ・൏Ԓ・࠶ष؊ஶともに、ǎっƗりとではあるが変Ǘり、ঝࢪ年〜

ഉ年Ɨらい経ӄすると、ƥのЊいが充分検出出ີる୷ஶのੱஶでඃԒや൏Ԓは変化している。これを

地֡࠶я年変化（\ZdbV\cZi^X hZXjaVg kVg^Vi^dc）という。іݦȨンドンのǫリȆǾǽでは 16 世֧

の後半からඃԒと൏Ԓのڊ続的なଽৣհ測が行Ǘれており、400 年຋りにǗたる記録がある。日本でも

明࠲の中ݵから東׻でڊ続的なհ測がࠀまり、後にИश県のԂ岡にष所をЃしてհ測が行Ǘれている

が、ƥれ以前の時代にƬいてはհ測記録はない。古い時代のя年変化をמめるためには、ুஶはࣺし

落Ʃるがߵໜ࠶化を用いた考古地֡࠶ԙ的ࡹ඲にືらƞるをえない。日本では、東ӥ・北໑地方からـ

׫によって、ӄףڽԙ的֡࠶北൉に至る西఩日本のԇ地の遺跡にƬいての考古地࢐ 2,000 年間のя年

変化がמめられている（=^gdd`V、1971¿ܢ岡、1977）。考古地֡࠶ԙ的にמめられたя年変化は、հ
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測記録から௻られたものと区別するため、考古地֡࠶я年変化（VgX]ZdbV\cZi^X hZXjaVg kVg^Vi^dc）

という。近年、北໑地方のȂータの੢Ҧが著しƗ、北໑地方から௻られたȂータのǇを用いて、西༜

500 年〜 1550 年にǗたる北໑ಾ考古地֡࠶я年変化إਅがഖかれている（ܢ岡、1997）。

ō ࠟ໬のࡷޡと࠶化測୩

駿河山遺跡では、7・8・9 地区に分രする住居跡の༰跡からࠟ໬をࡷޡした。7 地区では 15 基、8 地

区では 7 基、9 地区では 16 基の੒ঝ 38 基の༰跡からࠟ໬を௻た。ࠟ໬のࡷޡは、ƥれƦれの༰跡の໴

Ɨऑけた൉分をਏんで行った。ƥれƦれの地区の遺構名、ࠟ໬ۛঝおよƻࠟ໬番号は、第 11 ഒにװƚ

てある。

考古地֡࠶測୩の第Гの๋的はऑ土の࠶化の方ܕを૯ることにあるから、ࠟ໬としてࡷޡしたऑ土

が、遺構ఝでِ間的にƱのような方ϳをとっていたかが出ີるだけधしƗǗかった୩方ϳࠟ໬でなけ

れƸならない。このときの方ϳ測୩のুஶが考古地֡࠶測୩のڤүのুஶをދЫするからである。し

かも、できるだけ時間がかからずにুஶの໴いࠟ໬をࡷޡできる方඲がාましい。遺跡۔षでのࠟ໬

の方ϳ測୩のুஶがよƗ、しかも、຋り時間を要しないǰンȒリンǫ඲として、次にࢿǁるような石

݆を用いる方඲をޡ用している。

ࠟ໬ࡷޡのࣔࡹは次のように行う。

まず、༰跡の୫面のよƗऑけている൉分をਏんで、ࠟ໬としてࡷޡするऑ土（こƾし大）の周りに

॥さঝ̹の溝を掘る。このとき、ऑ土が௫かないように、ݿの൉分が遺構にƬながったままの状ઙが

ඐたれるように֡を付ける。溝が掘りरがると、こƾし大の൉分や溝にある土අや土ჰをࡹᇔではい

てきれいにしておƗ。

次いで、ંめの঎でຜいた石݆をƥの൉分にかけ、ਙઑがƗずれないようにする。ƥの後、౔いめ

にຜいた石݆をऑ土のഒ面にのせ、ঝ̹ԒのǝȦȚ಻を҄し付けて石݆のर面に平面をƬƗる。

石݆が۞まってからǝȦȚ಻をはがし、石݆平面の最大࡟ٲਅ（これを e^iX] という）の方ϳと

ƥの࡟ٲԒ（Y^e）を௬時に測ることができる考古地֡࠶用に特別にӡ໴された特製ǪリȉȜーター

（=^gdd`V、1971）で測り、๝ଡに記録する。石݆平面には、ƥの面のਜ਼ܕ（hig^`Z）と࡟ٲ方ܕを示

す 3 ஝とࠟ໬の番号を๬性șーǦーで書いた後、遺構から掘り起こす。ໍ面にも石݆をかけて඗؊し

た後、1ۛずƬࠗにඤんでӘれないようにする。

ୋऺ、Ō遺構からこのようなࠟ໬を 10 〜 15 Ʃ֟る。ࠟ໬のۛঝはંいǃ࠮にࡋףڽ、してࡷޡۛ

Ʊ測୩ڤүのুஶはܕरするが、あまりંƗても能໓がरがらないので、௚ڐ的なތ܄がࢪ分ࣹさƗ

なる最ࣺのۛঝとして、遺構ऑ土の面積の大ࣹにかかǗらずर記のࠟ໬ۛঝを確ඐするようにவ໺し

ている。

ࠟ໬の e^iX] 方ϳはǪリȉȜーターの࠶ॴで測ったものであるから、遺跡۔षでの࠶北を基࣍にし

た方ϳとなっており、२北からঝஶずれた૮になっている。ƥのずれのԒஶの඗়૮を௻るために、6、

7、8 地区でƥれƦれ 1 地஝で、ȃȤンシǾȃによるઃຨの方ϳհ測を行った。遺跡۔षでは、ȃȤン

シǾȃの࠶ॴのࠉす北（࠶北）を基࣍にして、ઃຨの方ϳをհ測し、方ϳԒとհ測時ݤを記録しておƗ。

ઃຨの方ϳ（२北を基࣍にした）は、հ測地஝の緯ஶ・経ஶとհ測時ݤがǗかると、໊ҭ年ഒにある

հ測日のઃຨのঢ়経・ঢ়緯なƱの૮から߬ڐによってמめることが出ີる。したがって、հ測された

ઃຨの方ϳԒと߬ڐからמめられた方ϳԒとのތが、࠶北の२北からのずれのԒ、すなǗƩ、遺跡۔

षにおける۔在のඃԒがמめられる。

ƥれƦれの地஝で 6 ӖずƬのઃຨ方ϳのհ測をして௻られた駿河山遺跡ԇ地区における۔在のඃԒ
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（9e）は、第 11 ഒのҟເに示されている。࠶化測୩のڤүのඃԒ૮は、駿河山遺跡のԇ地区はこれら

の૮を߹って඗়した。

HBBÕ85）ڐ໺࠶Ǵȏȅーٸ製のリンǫコǝڽ化の測୩には、ҩ原ָ࠶ໜߵ を߹用した。測୩は（ٸ

6Ӗ૷ଽし඲で行った。

ऑ土ࠟ໬には種Ðの࠶性ݐ物がսまれており、中には֡࠶的な安୩性に༟るものもսまれているष

合がંい。また、ࢪ分な高Ҝにまでేせられていないष合には֡࠶的に不安୩な成分のೝ໓が大きƗ

なる。これら不安୩な࠶化成分は、最終ऑ成が行Ǘれてేߵໜ࠶化をԎ௻した時以ີ、۔在に至るま

でऺに地࠶עषに಑され続けているため、後世の࠶ष変௫のы؜をࢄけて࠶化方ܕを変えてしまって

いるものもսまれる。このような࠶化成分はऑ成時の地֡࠶をଊࡑに記録したものとはいえない状ઙ

になっているので、ƥれらをऎ׫し、最終ऑ成௓時の地֡࠶の方ܕをଊࡑに記録している安୩な࠶化

成分のǇをਏƻ出すことがഁ要となる。

不安୩な࠶化成分をܑү的にऎ׫するۊࡑ的ࡹ૫として、ࠟ໬を܉番࠶षの中に૷いて֡࠶的にຖ

するという܉໙ऎۊࡑ࠶が考ϭされており、ݶӖのࠟ໬にƬいても܉໙ऎۊࡑ࠶を行った。Гೃ的には、

ࠟ໬ऑ土がیÐから࠮っていたߵໜ࠶化（これを࠺然ߵໜ࠶化、cVijgVa gZbVcZci bV\cZi^oVi^dc、

໗して、CGB という）を測୩した後、૫ӭ的に܉番࠶ष؊ஶをरƚていƗ૫ӭ܉໙ऎ࠶を行って、地࠶

֡の記録であるࣖ生の࠶化をਏƻ出す。

ਗ਼૷（9:BÕ86018࠶໙ऎ܉製のڽにはҩ原ָ࠶໙ऎ܉ षが࠶࠶を用い、ऎ（ٸ 2#5bI、5#0bI、7#5bI、

10#0bI となる 4 ૫ӭでऎ࠶を行い、࠶化方ܕのまとまりがもっともよƗなる૫ӭを૖る。ٌઑ的に

は、ԇ૫ӭƜとにऎ࠶後の࠶化方ܕのまとまりٌ合を調ǁ、10bI までの૫ӭで、૫ӭƜとにまとまり

ٌ合が໴Ɨなっていき、ある૫ӭを境にƥの後ƸらƬきが大きƗなるष合には、最もまとまりのよい

૫ӭのڤүをȂータとしてޡ用する。10bI でもまだまとまりٌ合のӡਖが続いているष合には、ܮに、

15#0bI、20#0bI なƱより高いऎ࠶૫ӭを設୩し、ƸらƬきが大きƗなるまでऎ࠶を٤りඉす。ԇ૫ӭ

Ɯとに、ऎۊࡑ࠶が終Ǘるとߵໜ࠶化を測୩し、࠶化方ܕのƸらƬきٌ合や࠶化؊ஶのࣺۑஶを検௟し、

最もܑү的に不安୩なߵໜ࠶化成分をऎ׫できた૫ӭ（最உऎ࠶૫ӭ）を判୩した。

３ үڤ化の測୩࠶ໜߵ

CGB およƻԇऎ࠶૫ӭのߵໜ࠶化の測୩のڤү、࠶化方ܕが大きƗӱれているࡲՒۛ（2 〜 6 ۛ）の

ࠟ໬をࣩけƸ、ԇ૫ӭともまとまりの໴い࠶化方ܕを示した。ࢪ分な高Ҝ（ǨȠリー஝以रの）にま

でҦేされていると࠶化؊ஶも؊Ɨなり、ശୋ、10-4 〜 10-3(6b2$`\) の૮となる。˿区 1 号住居のߵໜ

化؊ஶも࠶ 10-4 のǥーǻーになっているので、充分にҜஶがरがっているとࠈǗれる。

最உऎ࠶૫ӭの࠶化測୩のڤүは、7地区にƬいては第12〜26ഒに、8地区にƬいては第28〜34ഒに、

9 地区にƬいては第 36 〜 51 ഒにまとめられている。ഒ中に � Мが付されているࠟ໬は、まとまった࠶

化方ܕを示すࠟ໬から大きƗ࠶化がӱれているものであることを示し、平࠶ج化方ܕをמめる௚ڐڐ

߬のްにはこれらのࠟ໬はࣩӱした。

平࠶ج化方ܕをמめる௚໊ࣕڐには、ȐǞǾシȞーの௚ڐ඲（;^h]Zg、1953）を用いた。ԇ૫ӭ

Ɯとに、平جඃԒ（9）、平ج൏Ԓ（>）、ȐǞǾシȞーのॗືԒ（Ɋ 95）、ȐǞǾシȞーのুஶٱঝ（@）、

平࠶ج化؊ஶを߬ڐする。૫ӭƜとに測୩ࠟ໬ۛঝ（C）と௚߬ڐڐに用いたࠟ໬のۛঝ（ż）も

Ҧえて、ƥのڤүは、7 地区・8 地区・9 地区にƬいては、ƥれƦれ第 27 ഒ・第 35 ഒ・第 52 ഒに

示されている。

Ɋ 95 は測୩Ȃータから考えられる२の࠶化方ܕが 95Ċの確໓で存在するೆ϶を示すもので、ƥのೆ
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϶は、߬ڐによって௻られた平࠶ج化方ܕを中ढ़にƥの周りõɊ95のԒஶఝであることをϼฒしている。

このԒஶはࣹさいǃƱまとまりがよいことを示し、よƗऑけて࠶化方ܕのまとまりがよいຟ跡のष合

には、Ɋ 95 の૮は 3°よりࣹさƗなる。@ はۛÐのࠟ໬の࠶化のƸらƬきの୷ஶをഒすȌȤȜータで、

૮が大きいǃƱ࠶化方ܕのƸらƬきがࣺないことをഒし、ຟ跡のष合には、ୋऺ、500 以रの૮となる。

ԇऎ࠶૫ӭで、࠶化؊ஶ、࠶化方ܕなƱを考໣してӄ׫の地֡࠶の記録ではないとࠈǗれるࠟ໬を

ࣩӱして、9、>、Ɋ 95、@ を߬ڐし、Ɋ 95 が最もࣹさƗ、@が最も大きƗなる૫ӭを最உऎ࠶૫ӭとして、

ƥのときの測୩ڤүを考古地֡࠶Ȃータとしてޡ用する。

ŏ 考古地֡࠶年代の঍୩

静岡県の中・東൉では、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての考古地֡࠶Ȃータは෩Ʊないため、

測୩ڤүをओ合するには、西఩日本のӄ׫ 2,000 年間の考古地֡࠶я年変化إਅ（ܢ岡、1977）を用

いるしかない。

第 27 ഒ、第 35 ഒ、第 52 ഒの最உऎ࠶૫ӭのڤүを、西఩日本のя年変化إਅにȒȨǾȃしたのが

第 92、93、94 ইである。ݪռが平࠶ج化方ܕをഒし、Ɋ 95（ȐǞǾシȞーの 95ĊȧȔȦのॗືԒ）は

変௫を়しƗഒし֡࠶の地׫ਅが静岡県中・東൉のӄإռを϶ǈѤとして示されている。я年変化ݪ

ているとすると、ݪռに最も近いя年変化إਅの൉分の年代が、考古地֡࠶ԙ的に঍୩されるԇ༰跡

の年代となる。また、この঍୩年代の年代൒（ތ܄）は、Ɋ 95 のѤにൗǗれるإਅのਅ分のସさで示

される。第 92、93、94 ইから঍୩される 7、8、9 地区の༰跡の考古地֡࠶年代は、ƥれƦれ次のよう

になる。

7地区

H@4727¾6#9#250 õ 50 年

H@4158¾6#9#240 õ 20 年

H@4549¾6#9#250 õ 80 年

H@5285¾6#9#230-40
ó 70 年

H@4322¾260 õ 30 年

H@4347¾250 õ 40 年

H@4236¾6#9#230-70
ó 50 年

H@4242¾6#9#260ó 40
-30 年

H@4250¾6#9#250 õ 60 年

H@4390¾6#9#250ó 40
-30 年

H@4538¾6#9#300ó 50
-140 年 ฅは 6#9#1250ó 50

-30 年

H@4703¾6#9#240 õ 20 年

H@3021¾6#9#210 õ 80 年 ฅは 6#9#670 õ 50 年

H@3018¾6#9#240 õ 60 年

H@5325¾6#9#260 õ 30 年

8 地区

H@919¾6#9#170 õ 30 年 ฅは 6#9#340 õ 30 年 ฅは 6#9#1240ó 70
-40 年

H@2100¾6#9#230ó 20
-30 年
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H@802¾6#9#250ó 80
-70 年

H@610¾6#9#240 õ 40 年

H@801¾6#9#250 õ 50 年

H@800¾6#9#250 õ 50 年

H@1749¾6#9#240 õ 70 年

9 地区

H@2218¾6#9#250 õ 50 年

H@3085¾6#9#270 õ 30 年

H@3272¾6#9#170ó 50
-40 年 ฅは 6#9#1220ó 30

-40 年

H@3271¾6#9#250 õ 50 年

H@1685¾6#9#290 õ 50 年

H@1335¾6#9#220 õ 30 年

H@2895¾6#9#260 õ 70 年

H@1313¾6#9#150 õ 40年 ฅは 6#9#360 õ 40年 ฅは 6#9#1210 õ 50年 ฅは 6#9#1320ó 30
-70 年

H@1316¾6#9#220ó 90
-60 年

H@1307¾6#9#250 õ 50 年

H@2949¾6#9#200ó 50
-40 年

H@328¾6#9#280 õ 30 年

H@2913¾6#9#250 õ 20 年

H@1822¾6#9#260 õ 30 年

H@1426¾6#9#150 õ 30 年 ฅは 6#9#1200 õ 30 年 ฅは 6#9#690 õ 30 年

H@1203¾6#9#250ó 50
-30 年

൏Ԓがя年変化إਅよりࡲՒ॥Ɨ、ඃԒも東ඃのܕٲがۂられるのは、西఩日本（׻றを中ढ़にし

ている）より経ஶが੏௓東であることが原因であると考えられる。
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ïHZg^Zh 6»kda#217ð
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ફ 11 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7½8½9૰كƯࡷޡƟƧ 

݂ۜ૰ࠟ֡࠶໬

遺構名 ۛঝ ࠟ໬番号

7地区

H@4727 13 NH 301 〜 313

H@4158 13 NH 321 〜 333

H@4549 10 NH 341 〜 350

H@5285 13 NH 361 〜 373

H@4322 13 NH 381 〜 393

H@4347 18 NH 401 〜 418

H@4236 16 NH 421 〜 436

H@4242 11 NH 441 〜 451

H@4250 12 NH 461 〜 472

H@4390 14 NH 481 〜 494

H@4538 13 NH 501 〜 513

H@4703 20 NH 521 〜 540

H@3021 16 NH 541 〜 556

H@3018 14 NH 561 〜 574

H@5325 13 NH 581 〜 593

8 地区

H@919 14 NH 601 〜 614

H@2100 14 NH 621 〜 634

H@802 12 NH 641 〜 652

H@610 16 NH 661 〜 676

H@801 11 NH 681 〜 691

H@800 13 NH 701 〜 713

H@1749 14 NH 721 〜 734

9 地区

H@2218 14 NH 1 〜 14

H@3085 13 NH 21 〜 33

H@3272 12 NH 41 〜 52

H@3271 14 NH 61 〜 74

H@1685 12 NH 81 〜 92

H@1335 14 NH 101 〜 114

H@2895 12 NH 121 〜 132

H@1313 10 NH 141 〜 150

H@1316 6 NH 151 〜 156

H@1307 12 NH 161 〜 172

H@2949 20 NH 181 〜 200

H@328 12 NH 201 〜 212

H@2913 15 NH 221 〜 235

H@1822 13 NH 241 〜 253

H@1426 11 NH 261 〜 271

H@1203 12 NH 281 〜 292

AVi#¾34° 51Þ00àC» Adc\#¾138° 07Þ57à:#

¾在のඃԒ۔ 9e ø− 6#28°（7地区）

9e ø− 6#59°（8地区）

9e ø− 6#36°（9地区）

ફ 12 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4727 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 301 14#4 59#0 2#98

302 16#0 59#5 3#21

303 16#2 66#6 1#14

304 17#5 60#5 32#5

305 13#1 63#0 11#8

306 21#0 60#4 4#91

307 24#1 62#4 17#7

308 18#8 62#3 9#34

309 18#7 63#3 17#2

310 9#9 62#0 4#44

�   311 0#4 61#3 1#31

�   312 3#9 66#3 1#24

�   313 -8#5 61#9 0#932

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 13 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4158 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 321 16#3 62#3 7#47

322 15#5 61#8 8#95

323 14#6 59#6 3#54

324 16#3 58#9 13#1

325 17#5 57#6 24#7

326 14#8 62#6 5#90

327 14#6 60#9 7#09

328 16#5 59#9 32#0

329 11#2 60#5 20#8

330 12#0 61#3 9#65

331 10#0 58#6 14#7

332 14#4 62#3 8#26

333 16#9 59#2 8#24

ફ 14 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4549 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

�NH 341 -13#5 15#3 0#218

342 10#1 62#5 1#19

343 18#1 67#8 0#731

�   344 -9#3 66#3 0#548

345 19#1 58#3 1#37

�   346 -9#9 73#3 0#680

347 25#8 60#2 0#531

�   348 -18#5 60#7 0#581

349 11#7 68#9 0#500

350 15#8 62#2 0#479

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 15 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@5285 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 16 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4322 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 361 11#7 58#1 1#10 NH 381 17#8 63#8 1#72

362 15#2 60#2 1#38 382 22#1 60#1 4#19

�   363 9#7 64#3 0#586 383 18#9 60#8 7#56

364 9#8 56#6 1#74 384 24#0 61#1 6#96

365 13#4 56#2 1#71 385 22#2 59#8 15#3

�   366 -2#0 54#2 1#26 386 23#1 61#4 9#35

�   367 10#6 51#1 0#971 387 21#5 61#1 8#52

368 18#7 58#1 0#495 388 22#7 58#6 18#8

369 11#9 59#0 0#748 389 18#4 56#9 29#6

370 4#8 56#6 0#553 390 17#3 59#8 8#69

371 12#9 58#1 0#752 391 18#1 56#9 8#30

�   372 27#1 58#8 0#772 392 23#8 56#0 17#8

373 11#7 58#6 2#19 �   393 10#8 57#6 5#34

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの �¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 17 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4347 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 18 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4236 ݛ

• •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 401 16#0 62#4 16#7 NH 421 13#8 61#2 1#51

402 11#4 57#3 11#9 �   422 -169#8 63#1 2#43

403 16#2 56#0 17#5 �   423 -104#3 63#9 2#15

404 21#4 60#1 30#3 424 5#2 61#2 0#814

405 8#9 58#5 24#4 425 27#0 58#9 2#94

�   406 24#0 54#7 4#98 426 14#5 58#5 7#23

407 20#6 60#0 20#6 427 14#9 60#3 9#34

408 17#1 56#9 56#5 428 18#4 60#1 5#01

409 17#5 56#0 38#1 429 21#8 57#4 2#14

410 21#3 60#4 10#0 430 14#4 53#3 11#5

411 18#6 59#5 31#1 431 7#3 54#1 11#2

412 15#9 58#9 13#7 432 5#6 55#5 3#24

413 12#9 60#5 12#6 433 4#6 56#0 1#25

414 10#7 58#6 6#82 434 3#7 60#4 1#69

�   415 21#0 64#8 7#46 �   435 15#8 68#7 1#31

416 16#1 58#9 6#13 436 7#1 58#1 2#47

417 7#3 60#5 2#85

418 7#6 63#3 5#43 �¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 19 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4242 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 20 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4250 ݛ

20#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 441 20#9 54#8 2#48 NH 461 18#5 63#0 0#494

�   442 -40#3 41#0 0#560 462 19#8 58#3 1#16

443 20#5 58#9 3#41 463 24#6 69#3 0#800

444 19#5 54#5 3#85 464 12#2 61#6 2#92

�   445 -23#0 69#7 0#820 465 12#3 60#4 1#67

446 9#4 56#9 0#661 �   466 -144#9 29#6 0#257

447 20#1 60#5 3#18 467 22#8 62#8 2#35

448 20#7 61#1 3#14 468 24#2 69#2 0#509

449 16#4 61#6 0#627 �   469 -174#4 -21#7 3#30

450 14#0 58#0 5#35 470 23#8 61#2 1#98

451 15#7 59#5 0#902 �   471 81#8 59#2 0#633

�   472 58#0 65#5 0#354

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 21 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4390 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 22 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4538 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 481 22#7 56#2 0#528 NH 501 13#8 57#7 1#90

482 26#0 59#2 1#17 502 24#9 57#9 3#21

483 18#6 63#1 1#09 503 7#0 52#2 0#436

484 20#3 64#1 1#18 504 16#3 55#5 1#69

485 14#2 64#1 0#322 �   505 22#5 64#9 0#664

486 24#3 54#4 3#70 506 8#6 56#7 1#37

487 20#7 60#8 3#76 507 4#0 60#7 0#580

�   488 17#7 63#6 2#14 508 1#8 57#3 1#14

489 32#0 66#2 1#17 509 14#4 54#7 1#87

490 18#9 55#1 1#76 510 17#9 55#4 3#09

491 18#1 61#2 3#45 511 9#0 56#5 2#97

492 23#5 61#7 3#32 512 20#9 54#8 4#54

�   493 -29#2 56#9 0#107 513 0#7 57#8 0#697

�   494 29#9 -24#0 1#11

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 23 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@4703 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 24 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@3021 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号 ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号 ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 521 11#8 59#9 0#907 �NH 541 31#9 -35#5 1#09

522 18#0 60#6 3#43 542 6#4 73#7 0#634

523 13#4 63#3 8#49 �   543 36#8 70#4 2#80

524 11#7 65#0 6#00 �   544 85#4 68#1 0#448

525 8#5 60#6 0#840 �   545 -1#9 53#8 1#16

526 14#0 59#2 7#42 �   546 -2#9 56#2 1#07

527 8#9 63#0 10#9 547 -14#5 66#5 0#847

528 8#3 63#6 12#7 �   548 -8#5 51#5 0#984

529 9#5 62#0 3#19 549 -4#7 68#8 0#606

530 17#1 59#1 16#4 550 8#4 64#8 1#15

531 17#1 61#6 31#7 �   551 -2#2 55#4 1#20

532 12#5 58#7 17#0 552 -25#8 66#6 0#708

533 15#4 62#7 6#94 553 11#7 66#7 0#974

534 12#1 58#8 3#85 554 4#7 69#0 0#754

535 16#8 64#0 25#5 555 -8#5 68#1 1#19

536 19#4 61#4 12#3 556 3#1 64#5 1#52

�   537 -7#3 58#6 1#34

538 15#6 60#0 2#04 �¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

539 18#9 65#4 1#99

540 13#9 64#0 2#22

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 25 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@3018 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 26 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰ك H@5325 ݛ

15#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号 ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号 ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 561 19#8 59#3 0#677 NH 581 14#3 57#4 2#95

562 17#8 65#3 0#684 �   582 3#7 62#7 0#356

563 10#4 55#8 0#766 583 18#2 57#4 3#62

�   564 -9#6 56#6 0#469 584 25#4 58#2 2#57

565 3#7 57#0 0#992 585 24#3 59#6 1#78

�   566 61#4 64#5 0#656 586 15#1 59#5 6#93

�   567 41#8 73#5 1#27 587 23#3 62#2 0#506

568 18#1 63#9 0#598 588 18#9 59#0 17#7

569 8#0 54#9 0#957 589 25#6 62#2 6#30

570 16#4 71#8 0#383 590 20#4 63#3 13#3

571 9#4 68#6 1#46 591 15#4 59#1 1#32

572 21#8 71#8 0#605 �   592 21#6 66#8 0#355

�   573 22#4 51#1 1#53 593 16#3 61#5 0#333

574 12#8 69#7 0#688

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 27 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰كƶ݂ۜ૰֡࠶੯୩ڤүá１â

遺構名 ऎ࠶૫ӭ c$C
9 

（° :)
> 

（°）
Ɋ 95

（°）
@

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

H@4727 CGB 10$13 16#1 61#8 1#93 630#7 12#2

2#5bI 10$13 17#2 61#7 1#84 691#7 11#7

ñ 5#0bI 10$13 17#0 62#0 1#74 772#6 10#5 ò

7#5bI 12$13 14#9 62#3 1#93 507#7 7#83

10#0bI 10$13 15#5 61#5 2#13 514#3 4#62

H@4158 CGB 13$13 14#8 61#8 1#45 815#5 15#4

2#5bI 13$13 14#4 61#0 1#05 1563#7 14#8

ñ 5#0bI 13$13 14#7 60#4 1#01 1689#4 12#6 ò

7#5bI 13$13 15#2 60#6 1#06 1541#3 10#5

10#0bI 13$13 15#0 61#2 1#14 1313#5 8#20

H@4549 CGB 6$10 25#2 63#3 8#23 67#2 1#91

2#5bI 5$10 23#1 65#5 7#07 118#2 1#87

5#0bI 5$10 20#8 64#1 4#65 271#5 1#44

7#5bI 5$10 18#9 63#2 4#21 331#4 1#11

ñ 10#0bI 6$10 17#1 63#4 4#08 271#0 0#800 ò

15#0bI 6$10 17#0 66#6 4#78 197#1 0#651

H@5285 CGB 9$13 17#2 58#6 2#63 383#9 1#71

2#5bI 11$13 12#5 57#9 2#36 374#8 1#46

ñ 5#0bI 9$13 12#2 58#0 1#52 1143#3 1#19 ò

7#5bI 8$13 13#5 58#1 1#64 1140#1 0#923

10#0bI 9$13 11#6 58#0 1#64 985#5 0#593

H@4322 CGB 11$13 19#7 59#6 1#47 969#0 15#9

2#5bI 12$13 19#8 59#1 1#41 953#1 14#9

5#0bI 12$13 21#0 59#6 1#44 915#4 13#3

ñ 7#5bI 12$13 20#9 59#7 1#39 983#0 11#4 ò

10#0bI 12$13 21#3 59#7 1#45 898#5 8#93

H@4347 CGB 18$18 15#2 60#1 1#52 514#9 19#6

2#5bI 17$18 14#9 59#9 1#47 593#3 20#0

ñ 5#0bI 16$18 15#0 59#3 1#42 671#1 19#0 ò

7#5bI 16$18 15#4 59#5 1#44 660#4 17#6

10#0bI 17$18 15#9 59#2 1#57 519#5 14#0

H@4236 CGB 13$16 11#7 60#0 3#14 174#7 5#59

2#5bI 13$16 10#9 59#2 2#59 257#0 5#36

ñ 5#0bI 13$16 12#1 58#2 2#39 300#7 4#64 ò

7#5bI 13$16 12#4 57#9 2#47 281#6 3#88

10#0bI 13$16 12#2 58#1 2#46 285#1 3#00

H@4242 CGB 9$11 18#5 59#4 2#47 435#2 5#10

2#5bI 9$11 17#3 59#3 2#27 514#6 4#84

5#0bI 9$11 17#5 58#9 2#16 570#5 4#13

7#5bI 9$11 17#4 58#7 2#13 586#7 3#47

ñ 10#0bI 9$11 17#5 58#5 2#12 592#2 2#62 ò

15#0bI 9$11 18#3 58#6 2#49 427#0 1#31

H@4250 CGB 12$12 153#2 23#8 27#83 3#4 13#9

2#5bI 12$12 150#5 27#9 30#54 3#0 13#2

5#0bI 12$12 141#3 42#3 37#95 2#3 11#2

7#5bI 5$12 28#8 65#1 7#52 104#4 5#22

10#0bI 7$12 23#5 62#8 4#08 219#7 4#08

15#0bI 8$12 21#0 62#8 3#48 254#3 2#00

ñ 20#0bI 8$12 19#4 63#3 3#16 309#0 1#49 ò

25#0bI 8$12 17#1 64#6 3#84 209#3 0#890

付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖
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ફ 27 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 7૰كƶ݂ۜ૰֡࠶੯୩ڤүá２â

遺構名 ऎ࠶૫ӭ c$C
9 

（° :)
> 

（°）
Ɋ 95

（°）
@

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

H@4390 CGB 12$14 25#7 62#1 2#97 214#9 3#30

2#5bI 12$14 21#5 61#3 2#61 276#9 3#12

5#0bI 12$14 21#1 60#7 2#35 340#8 2#51

ñ 7#5bI 11$14 20#7 60#4 2#25 413#3 2#04 ò

10#0bI 12$14 20#1 60#6 2#42 321#3 1#37

H@4538 CGB 10$13 11#2 56#5 2#87 283#7 4#10

2#5bI 11$13 11#4 56#5 2#81 264#4 3#65

5#0bI 11$13 13#0 56#0 2#48 339#5 2#93

ñ 7#5bI 12$13 11#7 56#6 2#52 296#9 1#96 ò

10#0bI 12$13 10#5 56#8 2#86 231#7 1#24

H@4703 CGB 18$20 12#8 63#2 1#50 532#5 10#6

2#5bI 18$20 13#1 62#2 1#15 908#3 10#3

ñ 5#0bI 19$20 13#9 61#8 1#13 889#4 9#15 ò

7#5bI 19$20 13#6 61#9 1#15 858#2 7#97

10#0bI 19$20 14#1 61#7 1#24 736#2 6#40

H@3021 CGB 9$16 -15#0 72#6 4#76 118#0 1#43

2#5bI 9$16 -7#9 70#0 3#64 200#7 1#22

ñ 5#0bI 9$16 -2#2 68#1 3#47 220#6 0#931 ò

7#5bI 8$16 2#4 68#1 3#87 205#8 0#726

10#0bI 9$16 -0#8 67#9 4#04 163#3 0#534

15#0bI 9$16 11#1 72#2 3#66 199#3 0#226

20#0bI 12$16 -3#3 70#6 4#81 82#5 0#173

25#0bI 10$16 -15#2 69#4 6#76 52#0 0#117

H@3018 CGB 12$14 33#3 75#1 3#64 142#8 1#52

2#5bI 12$14 22#5 72#4 3#52 153#3 1#31

5#0bI 11$14 18#0 67#4 4#05 127#7 1#06

ñ 7#5bI 10$14 13#2 63#9 4#28 128#5 0#781 ò

10#0bI 10$14 13#1 64#0 4#65 108#8 0#609

15#0bI 10$14 20#0 63#6 4#80 102#3 0#411

H@5325 CGB 11$13 18#9 60#9 1#91 573#2 13#7

2#5bI 12$13 18#9 60#5 1#78 592#2 12#5

5#0bI 12$13 19#1 60#1 1#93 505#9 11#8

7#5bI 13$13 18#1 60#0 1#86 498#4 9#66

10#0bI 13$13 18#4 59#9 1#82 519#6 7#95

ñ 15#0bI 11$13 19#7 60#0 1#68 742#6 5#44 ò

c$C¾ޡવࠟ໬ۛঝ 、൏ԒجඃԒ、>¾平ج໬ۛঝ、9¾平ࠟࡷޡ$

Ɋ 95¾ȐǞǾシȞーのॗືԒ、@¾ȐǞǾシȞーのুஶٱঝ

ñ ò¾考古地֡࠶Ȃータとしてޡ用したもの
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ફ 28 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@919 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 29 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@2100 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 601 4#5 59#1 0#719 NH 621 14#0 59#7 0#964

602 15#2 51#0 0#975 622 11#6 55#2 5#14

603 6#9 52#1 1#25 623 9#8 59#2 11#9

604 6#6 53#4 0#311 624 15#3 59#2 2#27

605 15#3 55#2 49#8 625 8#3 60#9 0#982

607 -0#1 56#5 0#338 626 15#4 57#1 7#57

�   608 29#5 74#9 5#06 �   627 19#5 54#1 21#5

609 22#5 57#0 21#6 628 9#2 58#4 6#05

610 17#6 55#2 5#68 629 10#2 59#8 0#656

611 1#0 53#8 0#362 630 12#7 62#8 0#977

612 14#1 54#3 1#13 631 14#2 56#1 1#85

613 4#3 52#4 0#262 632 8#7 58#2 3#17

614 7#3 55#2 0#327 633 12#8 59#2 0#784

634 9#0 57#2 0#594

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 30 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@802 ݛ

15#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 31 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@610 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 641 15#9 62#4 0#119 NH 661 8#1 59#8 12#7

642 12#3 62#6 0#217 662 10#8 57#4 7#41

643 27#6 63#1 1#47 �   663 0#9 61#4 9#17

644 24#7 64#9 1#78 664 14#4 58#4 28#5

645 8#0 62#9 0#289 665 14#6 58#8 20#8

647 43#7 37#4 0#599 666 17#8 60#4 42#3

648 16#7 67#1 0#292 �   667 18#6 54#0 66#1

�   649 -18#4 65#5 0#151 668 12#4 54#5 24#1

�   650 25#2 49#1 0#179 669 19#9 58#7 18#3

�   651 -4#7 73#0 0#085 670 14#7 64#1 2#79

652 7#8 65#1 0#090 671 14#3 59#7 20#0

672 12#2 63#6 41#7

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの 673 13#7 59#7 25#5

674 11#7 63#3 3#95

675 7#9 61#7 3#69

 10#7 59#8 7#82

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖
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ફ 32 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@801 ݛ

2#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 33 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@800 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 681 22#1 62#9 10#0 NH 701 19#3 62#7 18#3

682 16#5 65#6 6#84 702 13#4 57#5 32#0

683 18#5 61#4 19#6 703 23#3 59#2 22#4

684 15#9 58#6 18#6 704 12#1 63#0 44#9

685 19#7 59#1 46#5 705 16#0 63#3 47#5

686 19#9 58#9 85#7 706 17#7 58#3 26#9

�   687 16#3 53#9 5#56 707 18#5 61#2 45#9

�   688 10#5 48#5 15#8 708 12#4 57#7 14#4

�   689 6#5 42#7 33#8 709 9#3 62#6 4#27

�   690 7#8 53#9 44#1 710 14#1 65#2 7#78

691 14#7 59#8 10#7 711 19#7 63#8 8#13

712 16#1 61#8 6#88

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの �   713 15#9 51#8 3#03

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 34 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰ك H@1749 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

NH 721 -2#7 66#6 1#32

722 3#9 63#3 1#08

�   723 -12#9 61#4 0#805

724 1#2 62#8 8#03

725 14#8 60#8 11#2

726 19#5 59#4 1#61

727 24#8 59#8 3#07

728 9#2 63#1 0#591

�   729 -11#3 60#9 7#60

730 20#5 62#8 12#8

�   731 38#1 65#2 1#85

�   732 -35#5 65#2 0#624

733 21#3 62#9 1#95

�   734 -10#1 47#1 3#24

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 35 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 8૰كƶ݂ۜ૰֡࠶੯୩ڤү

遺構名 ऎ࠶૫ӭ c$C
9 

（° :)
> 

（°）
Ɋ 95

（°）
@

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

H@919 CGB 9$14 10#7 57#7 4#52 130#8 11#4

2#5bI 12$14 8#3 57#4 2#96 216#6 8#46

5#0bI 11$14 10#1 55#8 2#91 247#5 8#93

7#5bI 11$14 10#3 55#2 3#03 228#6 8#35

ñ 10#0bI 12$14 8#8 54#8 2#73 254#0 6#90 ò

15#0bI 12$14 9#1 54#6 2#96 216#6 4#75

H@2100 CGB 14$14 11#6 59#8 2#01 390#7 6#19

2#5bI 13$14 10#9 59#2 1#43 838#6 4#55

5#0bI 13$14 11#8 58#9 1#31 1000#1 3#95

ñ 7#5bI 13$14 11#7 58#7 1#24 1117#6 3#30 ò

10#0bI 13$14 12#2 59#0 1#41 871#2 2#55

H@802 CGB 7$11 29#5 69#1 5#11 140#5 3#12

2#5bI 7$11 23#8 67#6 5#07 142#7 2#88

5#0bI 7$11 19#5 65#5 4#14 213#6 2#45

7#5bI 7$11 19#0 63#5 3#94 235#3 2#02

10#0bI 8$11 14#3 64#7 3#36 272#7 1#39

ñ 15#0bI 7$11 16#1 64#2 2#83 455#2 0#608 ò

20#0bI 7$11 21#5 66#6 4#26 201#6 0#349

H@610 CGB 14$16 12#8 60#4 1#71 542#0 20#3

2#5bI 15$16 11#7 60#3 1#72 494#7 19#4

ñ 5#0bI 14$16 13#1 60#0 1#51 697#1 18#5 ò

7#5bI 14$16 13#1 60#3 1#63 595#6 16#4

10#0bI 15$16 12#3 60#6 1#77 465#2 13#2

H@801 CGB 7$11 17#8 61#6 2#54 566#7 28#9

ñ 2#5bI 7$11 18#2 60#9 2#14 793#3 28#3 ò

5#0bI 7$11 19#8 61#2 2#40 635#9 25#8

7#5bI 7$11 19#6 61#4 2#45 610#0 22#0

10#0bI 7$11 18#2 60#9 2#26 715#5 17#3

15#0bI 7$11 17#9 62#6 3#76 258#7 8#89

H@800 CGB 13$13 15#2 61#4 1#66 623#2 23#1

2#5bI 12$13 15#0 61#6 1#76 610#6 24#6

ñ 5#0bI 12$13 16#0 61#4 1#71 642#0 23#3 ò

7#5bI 12$13 15#6 61#3 1#94 503#6 21#0

10#0bI 12$13 14#2 61#1 2#00 469#9 17#9

H@1749 CGB 9$14 13#3 64#3 3#49 218#5 5#46

2#5bI 9$14 12#6 63#2 3#42 227#6 5#28

ñ 5#0bI 9$14 13#0 62#7 3#19 261#1 4#63 ò

7#5bI 9$14 13#5 62#1 3#59 207#0 3#83

10#0bI 9$14 12#6 61#9 3#55 211#7 2#92

c$C¾ޡવࠟ໬ۛঝ 、൏ԒجඃԒ、>¾平ج໬ۛঝ、9¾平ࠟࡷޡ$

Ɋ 95¾ȐǞǾシȞーのॗືԒ、@¾ȐǞǾシȞーのুஶٱঝ

ñ ò¾考古地֡࠶Ȃータとしてޡ用したもの

付編 駿河山遺跡の࠺然ҭԙ分৖
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ફ 36 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@2218 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 37 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@3085 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

� NH 1 -67#2 36#1 0#444 NH 21 15#7 58#5 0#576

�    2 -25#8 58#4 1#65 �   22 9#4 64#1 1#06

3 25#8 60#4 4#15 23 13#6 58#2 2#35

4 11#2 56#3 1#03 24 17#5 60#8 2#13

5 5#6 60#0 1#45 25 19#5 58#7 5#60

6 23#0 63#7 2#22 26 17#6 55#9 0#358

7 16#3 62#9 7#17 27 20#6 57#9 2#29

8 17#5 61#8 1#29 28 14#4 56#6 7#73

9 -33#0 59#6 2#30 29 18#4 59#1 7#62

�   10 15#9 61#3 3#62 30 7#0 57#2 0#460

11 11#1 60#2 3#19 �   31 18#5 50#9 4#13

12 24#0 59#2 1#62 �   32 26#8 46#3 5#65

�   13 -112#7 74#6 0#462 33 12#3 56#6 1#16

14 11#0 59#7 0#803

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 38 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@3272 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 39 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@3271 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 41 8#0 61#2 0#464 NH 61 8#4 59#5 0#344

42 9#6 55#9 0#487 62 10#1 54#9 0#257

�   43 -99#1 50#1 0#297 �   63 0#5 54#6 0#253

�   44 -35#3 -43#0 0#115 �   64 -4#4 55#6 0#194

�   45 29#7 47#4 2#22 �   65 23#9 64#4 0#612

�   46 2#3 73#0 0#330 �   66 28#8 57#7 4#85

47 3#6 63#5 0#740 67 17#9 60#5 7#26

�   48 65#3 48#0 0#729 �   68 -1#4 62#5 0#125

�   49 32#3 37#0 2#18 69 12#0 60#3 0#520

�   50 36#5 57#8 0#864 70 18#6 57#7 4#19

51 2#2 56#0 0#447 71 8#8 58#9 1#76

52 -4#2 55#0 0#426 72 17#5 57#3 1#05

�   73 -1#5 49#8 0#179

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの 74 12#8 56#1 0#202

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 40 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1685 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 41 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1335 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 81 21#0 60#8 4#40 NH 101 12#4 60#8 1#91

�   82 -34#4 -30#2 10#7 102 16#5 58#4 1#86

�   83 7#6 49#1 7#07 103 17#6 61#7 1#75

84 21#6 55#0 18#3 �   104 27#1 40#9 0#635

�   85 -17#4 53#3 14#9 105 9#3 60#3 1#02

�   86 -2#4 59#7 2#50 106 18#8 63#4 1#00

87 14#3 52#5 30#2 107 6#7 62#2 1#38

�   88 -3#2 64#4 0#775 108 8#0 60#7 0#654

89 14#1 62#3 1#37 109 3#0 61#6 1#20

�   90 33#4 54#3 3#93 110 7#8 57#3 1#48

91 19#8 53#5 2#94 111 4#2 58#4 0#659

92 21#6 58#0 2#03 112 2#3 60#1 0#957

113 14#9 55#4 0#841

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの 114 18#8 63#1 2#96

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 42 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@2895 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 43 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1313 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

�NH 121 -33#1 56#7 0#725 �NH 141 36#5 45#1 0#163

122 16#1 55#3 0#791 �   142 25#7 51#5 0#493

123 15#8 56#8 0#815 143 8#5 55#9 0#436

�   124 -22#3 58#1 0#152 144 4#0 59#6 0#616

�   125 -5#2 56#5 0#393 145 6#5 57#3 1#10

�   126 -9#6 63#0 0#312 146 4#2 50#5 0#510

127 16#2 62#4 0#318 �   147 18#2 -42#3 1#18

128 17#1 58#5 0#364 �   148 2#2 72#2 1#63

129 15#1 55#8 0#450 149 4#7 51#1 2#41

130 19#5 62#8 0#447 150 5#5 49#2 2#53

�   131 -3#6 58#3 0#378

132 6#6 53#8 0#423 �¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 44 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1316 ݛ

2#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

NH 151 1#0 69#7 1#33

152 14#8 69#2 3#22

153 27#2 64#0 1#90

154 -14#1 61#7 0#822

155 18#3 55#8 1#62

156 9#8 59#8 0#457
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ફ 45 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1307 ݛ

5#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 46 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@2949 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

�NH 161 15#4 51#5 1#08 NH 181 -7#0 63#7 0#199

162 18#7 56#1 3#21 182 0#7 55#3 0#155

163 12#0 59#8 0#70 183 11#5 59#5 0#196

164 10#1 62#4 0#495 184 15#8 62#6 0#303

165 12#2 60#7 1#04 185 10#3 56#6 0#177

�   166 21#9 48#2 22#5 187 12#2 57#9 0#319

167 22#9 62#9 7#57 188 5#7 62#3 0#471

168 22#4 64#1 4#13 189 20#3 57#7 1#98

169 17#1 57#3 10#4 �   190 19#5 52#2 4#94

�   170 26#2 50#0 3#35 �   191 27#1 66#5 0#525

�   171 0#6 53#9 9#83 192 6#8 67#1 0#234

172 21#0 60#1 2#17 193 3#9 64#3 0#141

�   194 -13#1 54#7 0#219

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの �   196 -6#7 53#9 0#125

197 -6#9 58#9 0#172

�   198 -21#5 57#1 0#160

199 0#7 62#2 0#136

200 -1#2 62#6 0#099

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

NH186、195 は測୩中に౤੾

ફ 47 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@328 ݛ

7#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 48 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@2913 ݛ

2#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 201 16#6 55#8 22#4 NH 221 16#0 59#8 2#75

202 12#4 57#4 2#56 222 17#4 64#6 4#02

�   203 147#7 60#6 4#44 223 19#9 60#3 5#31

204 14#0 55#0 42#4 224 22#1 61#2 9#51

205 18#7 57#1 6#00 225 20#2 60#2 10#1

206 14#0 54#0 0#723 226 16#8 63#2 3#87

207 18#1 61#9 4#68 227 22#8 61#3 8#74

208 21#5 60#5 11#8 228 9#8 58#8 13#9

209 13#5 57#0 33#7 229 17#8 61#0 3#59

�   210 10#3 49#8 1#79 230 26#5 61#4 24#0

211 18#7 59#6 2#09 231 14#7 60#3 52#3

212 19#9 55#9 5#00 232 13#1 59#3 14#6

233 12#2 60#8 5#01

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの 234 21#5 59#4 20#6

�   235 12#9 56#0 19#2

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 49 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1822 ݛ

2#5bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ફ 50 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1426 ݛ

10#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

ࠟ໬番号
ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10- ŏ6b2$ Źŵ）

NH 241 20#4 59#4 10#5 �NH 261 -28#9 13#3 0#251

242 16#0 57#5 47#0 262 -9#4 61#2 0#307

243 18#9 57#2 17#5 �   263 8#8 65#5 0#644

244 18#3 60#2 36#9 264 -3#9 61#4 0#667

245 23#6 58#4 38#2 265 -2#6 59#0 0#833

246 17#3 56#8 9#81 �   266 -16#5 51#6 0#558

247 20#4 58#7 16#3 267 -8#0 60#7 0#467

248 14#0 58#5 6#87 �   268 11#3 58#3 0#944

249 24#1 59#5 21#8 269 0#1 57#4 0#393

�   250 8#6 63#7 1#86 270 -2#8 58#0 0#648

251 16#5 61#8 3#16 271 3#5 57#2 0#498

252 17#7 57#5 2#64

253 12#7 59#4 2#31 �¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの

ફ 51 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰ك H@1203 ݛ

15#0bI ऎۼ࠶ƶ੯୩ڤү

ࠟ໬番号 ඃԒ
(° :)

൏Ԓ
（°）

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

NH 281 13#4 58#2 0#497

282 19#9 62#0 0#902

283 16#0 63#3 12#5

284 18#5 62#3 0#815

285 26#1 59#4 1#58

286 18#5 56#6 18#4

287 18#7 57#0 27#6

288 16#6 62#6 1#24

�   289 -162#0 85#1 2#71

290 15#3 60#2 22#4

291 18#8 56#3 11#9

292 19#2 61#8 18#6

�¾௚߬ڐڐのްにࣩӱしたもの
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ફ 52 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰كƶ݂ۜ૰֡࠶੯୩ڤүá１â

遺構名 ऎ࠶૫ӭ c$C
9 

（° :)
> 

（°）
Ɋ 95

（°）
@

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

H@2218 CGB 10$14 12#9 60#5 2#93 273#0 3#17

2#5bI 10$14 15#9 60#4 2#55 358#6 2#94

ñ 5#0bI 10$14 16#0 60#7 2#30 441#6 2#65 ò

7#5bI 10$14 16#8 59#8 2#39 410#4 2#13

10#0bI 10$14 15#1 60#2 2#72 315#3 1#56

H@3085 CGB 12$13 15#6 57#8 2#93 220#8 4#86

2#5bI 10$13 15#9 58#4 1#96 605#6 5#13

5#0bI 11$13 15#5 57#7 2#00 519#9 4#55

7#5bI 10$13 15#3 57#9 1#79 727#2 3#74

ñ 10#0bI 10$13 15#6 58#0 1#54 981#7 3#03 ò

15#0bI 10$13 18#7 58#9 1#95 615#5 1#55

H@3272 CGB 5$12 -7#4 60#3 7#25 112#5 0#818

2#5bI 5$12 -4#4 61#6 6#91 123#4 0#656

ñ 5#0bI 5$12 3#7 58#4 4#53 286#5 0#513 ò

7#5bI 5$12 2#4 56#1 4#71 265#0 0#353

10#0bI 5$12 4#7 55#2 4#82 253#2 0#266

H@3271 CGB 8$14 13#4 62#6 3#47 255#8 2#74

2#5bI 9$14 14#2 62#3 2#10 601#5 2#35

5#0bI 8$14 14#1 59#9 2#05 730#8 2#71

7#5bI 8$14 12#7 60#1 2#06 726#8 2#35

ñ 10#0bI 8$14 13#3 58#2 2#04 739#2 1#95 ò

15#0bI 9$14 12#3 58#4 2#49 426#9 1#28

H@1685 CGB 8$12 20#1 57#8 4#04 189#3 8#30

2#5bI 8$12 11#7 58#2 4#00 193#1 7#80

ñ 5#0bI 6$12 18#8 57#1 3#68 333#0 9#87 ò

7#5bI 6$12 19#1 57#2 3#83 306#8 7#95

10#0bI 6$12 19#4 57#5 4#88 189#7 5#96

H@1335 CGB 14$14 5#7 65#6 4#27 87#4 1#89

2#5bI 14$14 13#5 62#7 2#73 213#7 1#75

5#0bI 12$14 9#8 61#5 2#59 282#0 1#80

ñ 7#5bI 13$14 10#8 60#4 1#93 462#0 1#36 ò

10#0bI 13$14 11#4 60#4 2#34 313#6 1#10

H@2895 CGB 8$12 19#2 60#2 6#41 75#5 1#11

2#5bI 7$12 17#1 62#3 3#54 291#9 0#984

5#0bI 7$12 15#2 60#2 3#13 372#0 0#926

7#5bI 7$12 16#4 58#5 3#71 265#6 0#673

ñ 10#0bI 7$12 15#0 58#0 3#09 382#8 0#515 ò

15#0bI 7$12 18#0 58#7 3#92 237#6 0#272

H@1313 CGB 8$10 7#2 58#8 7#62 53#8 1#82

2#5bI 7$10 11#1 55#4 4#44 185#8 1#56

5#0bI 6$10 6#9 53#3 3#71 327#9 1#68

ñ 7#5bI 6$10 5#6 53#9 3#60 348#1 1#27 ò

10#0bI 6$10 7#5 53#3 4#50 223#0 0#989

H@1316 CGB 6$6 5#7 64#1 11#48 35#0 1#77

ñ 2#5bI 6$6 9#8 64#0 7#03 91#8 1#56 ò

5#0bI 6$6 6#8 62#7 7#45 81#9 1#46

7#5bI 6$6 7#1 62#2 8#62 61#4 1#09

10#0bI 6$6 6#4 61#8 8#61 61#6 0#819
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ફ 52 ഒ Ћ৞ߤҲࣆ 9૰كƶ݂ۜ૰֡࠶੯୩ڤүá２â

遺構名 ऎ࠶૫ӭ c$C
9 

（° :)
> 

（°）
Ɋ 95

（°）
@

化؊ஶ࠶
（ö 10-ŏ6b2$ Źŵ）

H@1307 CGB 10$12 14#4 59#8 3#04 253#2 4#54

2#5bI 8$12 13#2 60#2 3#03 335#6 4#79

ñ 5#0bI 8$12 17#0 60#5 2#51 489#0 3#71 ò

7#5bI 8$12 13#8 60#0 3#97 195#8 2#88

10#0bI 8$12 15#1 59#5 3#43 262#2 2#31

15#0bI 8$12 13#6 57#5 3#43 262#1 1#48

H@2949 CGB 13$19 17#6 64#1 4#33 92#8 1#08

2#5bI 13$18 14#3 64#1 3#63 131#2 0#971

5#0bI 12$18 8#9 62#1 3#19 186#2 0#500

ñ 7#5bI 13$18 5#8 61#1 2#74 229#7 0#352 ò

10#0bI 13$18 6#8 59#4 2#89 206#2 0#232

15#0bI 12$18 9#3 61#6 3#33 171#0 0#164

H@328 CGB 10$12 18#2 57#6 2#04 564#3 13#6

2#5bI 10$12 17#6 57#7 1#85 683#8 13#6

5#0bI 10$12 17#6 57#6 2#03 566#6 13#7

ñ 7#5bI 10$12 16#7 57#5 1#80 721#4 13#1 ò

10#0bI 10$12 15#9 57#4 2#39 711#1 9#75

H@2913 CGB 14$15 16#4 60#8 1#39 818#0 11#9

ñ 2#5bI 14$15 17#9 60#9 1#34 879#1 12#7 ò

5#0bI 14$15 18#5 61#1 1#35 862#8 12#0

7#5bI 14$15 17#9 61#2 1#39 819#6 11#4

10#0bI 14$15 17#2 61#2 1#38 825#5 8#24

H@1822 CGB 12$13 16#7 58#9 1#49 847#0 16#6

ñ 2#5bI 12$13 18#4 58#8 1#22 1262#7 17#7 ò

5#0bI 11$13 17#7 58#3 1#48 952#0 17#8

7#5bI 11$13 18#1 58#0 1#25 1327#7 15#3

10#0bI 11$13 17#0 57#4 1#36 1130#5 12#3

H@1426 CGB 6$11 -8#8 60#5 3#23 432#5 1#58

2#5bI 7$11 -3#5 59#0 3#51 295#9 1#48

5#0bI 7$11 0#5 59#6 2#59 545#7 1#16

7#5bI 7$11 -2#1 58#8 3#16 366#1 0#790

ñ 10#0bI 7$11 -3#1 59#3 2#17 778#3 0#545 ò

15#0bI 6$11 -4#0 58#6 2#83 562#4 0#414

H@1203 CGB 11$12 16#2 61#4 2#15 450#0 18#0

2#5bI 11$12 16#1 61#2 2#04 504#1 19#4

5#0bI 11$12 16#6 60#7 2#00 520#7 18#2

7#5bI 11$12 18#0 60#2 2#05 498#8 17#4

10#0bI 11$12 17#5 59#8 1#99 529#2 14#1

ñ 15#0bI 11$12 18#3 60#0 1#74 692#1 10#6 ò

20#0bI 11$12 17#4 60#0 2#03 506#6 5#27

c$C¾ޡવࠟ໬ۛঝ 、൏ԒجඃԒ、>¾平ج໬ۛঝ、9¾平ࠟࡷޡ$

Ɋ 95¾ȐǞǾシȞーのॗືԒ、@¾ȐǞǾシȞーのুஶٱঝ

ñ ò¾考古地֡࠶Ȃータとしてޡ用したもの
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

するがやまいせき

駿河山遺跡

しずおかけんしまだし

静岡県島田市 

うしお

牛尾

22209 25

世界測地系 

34° 51′ 13″

世界測地系 

138° 7′ 46″ 199808 

〜 

200203

23,783 ㎡

開発等の事

業に伴うも

の (道路 )日本測地系 

34° 51′ 1″

日本測地系 

138° 7′ 57″

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

駿河山遺跡 集落

弥生時代後期

〜古墳時代前

期・古代〜近

世

溝状遺構 

土坑 

性格不明遺構 

掘立柱建物跡

弥生土器・土師器・土

製品・灰釉陶器・山茶

碗・石器

要 約

駿河山遺跡は、縄文時代中期前半〜後期前半、弥生時代後期〜古墳時代前期、平安時代〜中世に

至る複合遺跡である。本書は弥生・古墳・歴史時代編の第３分冊で、駿河山遺跡の最終報告書である。 

駿河山遺跡では、遺構として報告可能なものだけでも、溝状遺構７本、土坑 159 基、不明遺構

10 基が検出された。特にＳＤ50838 は集落を区画する溝と考えられ、この溝を境として東に居住域、

西に墓域が展開している。さらにこの溝は弥生時代中期末〜古墳時代前期の方形周溝墓群を切っ

ていることから古墳時代前期に集落に何らかの変化が起きた可能性を示唆している。土坑・性格不

明遺構に関しては、土器や礫の充填されたものが確認できるため、祭祀遺構の可能性が考えられる。 

平安時代以降の遺構は、掘立柱建物、溝状遺構、土坑が検出された。集落の存在は判然としな

いが、古代以降も駿河山遺跡付近での断続的な土地の利用の様子が窺える。



  
 

 












